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発汗けにあたって

山形村は緑豊かな山懐に抱かれ、東には広い台地が展開し、太古から今日に

至るまで永々と長い歴史を刻み、豊かな文化を築いてまい りました。これは村

内に知られる埋蔵文化財包蔵地の数が40カ 所に及び、そこに古 くから祖先が好

んで住みつき、個性ある文化を育んできたことが、これまで発掘された遺跡か

ら実証されていることからも明らかであります。

山形村の中でも三夜塚遺跡や淀の内遺跡は、規模や内容など代表的なもの

で、発掘された所からは数多 くの住居跡、当時を象徴する立派な土器、ヒスイ

のペンダントなど、極めて貴重な出土品が現れております。

こうした遺跡には、祖先の清貧にしてたくましい英知が窺え、かけがいのな

い遺産として存在しております。

この度山形なろう原公園・霊園事業の実施により、名篭遺跡の一部を発掘記

録保存することになりました。発掘調査では、縄文時代早期から中世戦国時代

の間の生活の跡が出土してまいりました。押型文土器や広範囲から多様な時期

の遺構が発見されるなど、当初の予想を上まわる規模の遺跡であることが分か

りました。

本書は、その発掘の全貌を収めさせて頂きましたが、今度の発掘調査で出土

した、また発見されたもののすべてが解明された訳ではなく、ナゾのままの部

分もあり今後の研究が待たれるところであります。

本書を通して古へのロマンを抱き、古代入への思いを寄せていただ くと共

に、広く埋蔵文化財の保護にご理解をいただければ幸いであります。

終わりに調査にあたって暑い中での現場作業や、整理作業などにご尽力いた

だいた皆様、そしてご協力いただいた関係者の方々に心 よりお礼申し上げま

す。

平成19年 3月

山形村教育委員会

教育長 上條 勝



例   百              1

1. 率群は、1平 成16年度～1811魔 に実施された長野県東筑摩郡山形村なろう原地籍に存在する名篭遺跡の   |
慾急発撫躙警轍絆1榊である嗜

才。 本M査鐘、lμ成19年 に完成の「山形なろう原公園」及び「山形なろう原霊園J事業に伴う緊急発掘調   |
灘であり、ポ1形村教育委11会が平成16年度～18年度に調査を実施、本書の作成は平成18年度に行ったも   |
のである。

3. 発撫麟査及び避物整理作雛に従事する作業員は、一部社団法人松本地域シルバー人材センターより作   |
繋競の派餓を受けた。また諸氏の御協力を賜った。御芳名を記 して厚 く感謝申し上げます。 (順不同、   |
歌称略}                                               |

中4・l 光行    石川 一男    小林勘一朗    山口 善万    渡辺喜美治     |
曽根原淳了    太田 常治    望月健一郎    中川 長一    矢崎  武     |
上[‖  耕    長谷川清吾    岩佐 恵子    山中 久代    石川 幸子     |
直井FII加理    笹川 尚子    青木智恵子    百瀬 忠幸    直井 知導     |
中村 慎吾                                          |

4.航 空写真の撮影を株式会社地図減1量に、石器の実測及び トレースを株式会社シン技術コンサルに、 自   |
然化学分析及び鉄器の保存処理をパリノ・サーヴェイ株式会社に、それぞれ委託 して行った。        |

5.石 器のイf材鑑定は森義直氏にお願いした。文中これに関する記述を行っているが、御教授頂いた事を   |
まとめたものであり、事実関係を含めて文責は和Illに ある。                        |

6.選 物の写真撮影を、宮島洋一氏に依頼した。                              |
7. 本調査で用いた遣構の略称は次のとおりである。                            |

SB→竪穴式住騰址  SK→土壌  SP→ ピット  sH→集石遺構  釘 →掘立柱建物址      |
駆→不明選構  SN→畝状避構  SF→焼土力L  SD→溝址                  |

8。  本舞図中で用いた方位記号は、すべて真Jヒ方向をさしている。                      1
9. 本調査で用いた土色は、農林水産省農林技術会議事務局監修『新版 標準土色帳』である。        |
10. 本勝の編集執筆は和lll和 哉 (山形村教育委員会社会教育係)が行った。                 1
H。  発掘調査から報告書作成の過程で、以下の諸氏より御指導・御助言を賜った。御芳名を記 して謝意を   |

表します。 (順不同、敬称略)                                     |
小林 康男    小松  学    島田 哲男    直井 雅尚    竹内 靖長     |
小山 驚広   樋口 昇一    神沢昌二郎    福島  永    百瀬 忠幸     |
関沢  聡    竹原  学                                 |

12. 本調奮で得られた出土遣物及び調査の記録類 (図面

奮曇曇驚L影:す:澱
す

1二

委

量倉だ『 見上;港l   l遼物は、山形村ふるさと伝承館 (〒 390-1301 長野県,

調査の記録類は、山形村農業者 トレーニングセンター (〒 390-1301 長野県東筑摩
‐
lll山 形村2040-1

電 L0263-98-3155)に 収蔵されている。
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I 調査の経緯

1 調査 にいたる経緯

山形村は松本市の南西に位置する風光明媚な農村で、松本市街地まで車で20～30分 と比較的短時間で通

勤 。通学できる立地にある。昭和50年 頃までは人口が減りつづけ、一時5000人 を切ったこともあったが、先

述の様な環境・立地であるためか、その頃より松本市のベットタウンとして宅地開発が盛んとなり、現在で

は9000人 に迫る勢いで人口増が続いている。こうした状況の元、念願のマイホームを手に入れたいわゆる山

形新村民の次なる要望は、自らの身を永眠させる墓地の確保へと向かい、行政でも平成 6年頃より検討の俎

上にのった。これを受けて村でアンケー ト調査を行い、一定の需要が見込まれるという結果が得られ、取 り

組むべき行政課題として位置付けられたのである。

またこの頃より、老若男女を問わず誰でも気軽に楽しむことができるマレットゴルフが盛んになり始め、

近隣市町村で施設のオープンが相次いだ。村内でもマレットゴルフ熱は加熱の一途をたどり、我が村にもマ

レットゴルフ場が欲しいという要望が行政に盛んに寄せられるようになっていた。

一方下大池区の鎮守「八幡神社」裏のなろう原地籍は、第二次世界大戦前後に開墾された畑地帯である

が、山麓沿いで地味に恵まれず灌漑施設もない地帯であったため、営農環境が悪 く荒廃農地が目立ち始めて

いた。そんな状況から、平成 7年度に定められた土地利用計画では、墓地等としての利用を前提に「公共系

用地」としてこの地が選定され、平成10年 には墓地とマレットゴルフ場を複合させた西山なろう原公園の基

本構想が策定され、以後検討が重ねられた。

さて事業地一帯では、開墾の際や農作業時に土器や石器が採集されていたことから遺跡の存在力漱日られ、

地籍名を取って名篭 (な ろう)遺跡と呼んでいた。教育委員会ではこの地が候補にあがった時点より、遺跡

が存在しているらしいこと、造成により遺跡が破壊される範囲については記録を作成するための発掘調査が

必要であること、広大な範囲であるためこの発掘調査には多大な費用と期間が必要であることを担当課に伝

え、遺跡の保護に関して十分配慮するよう指導を行ってきた。平成15年に至 り、事業地内には本当に遺跡が

埋もれているのか確認するため、試掘確認調査が行われた。結果は希望を裏切 り、事業地の広範囲に遺跡が

分布していることが分かり、当初計画では遺跡の破壊範囲が広大であることが判明した。そこでこの事業を

担当する村総務課と村教育委員会で協議を行い、遺跡を破壊しない工法の検討を行った。マレットゴルフ場

の範囲については盛土により破壊を免れる工法へ変更できたが、墓地造成の範囲については急傾斜な地形か

ら遺跡の破壊を免れる工法を十分に採用することができず、発掘調査範囲が広大とならざるを得ない状況で

あった。こうして平成16年秋より発掘調査に着手した。

2 調査体制 と経 過

調査面積が約10,000m2と 広大であることに加え、当村には調査を担当できる職員が 1人 しかいないこと

から、発掘調査は冬季休止を挟んで平成18年 5月 上旬までを要した。発掘調査範囲が広範囲であったこと、

工事を同時進行で進めていく計画となったこともあり、調査区をA―D区 と分け (第10図参照)順次調査を

進めた。事業地を南北に分断する谷の南側、マレットゴルフ場用地 (公園)を B区 に、同谷の北側、多 目

的広場用地 (公園)を A区 に、同谷の北側、霊園予定地をC区に、平成19年春に追加調査となった最も谷
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奥側 (霊抽11 をD区 とした.

発撫1調査:よ 、B区及び
'A区の取 り付け道路範囲 (A・ I区)か ら着手した。マレットゴルフ場コースとな

る範鱗‖については盛 11保存としたが、麟1内道路や駐車場、クラブハウスとなる範囲については発掘調査対象

と警れ、平成16年 10月 19‖ より開始した。BIえでは、庭本用として育てられていた苗本が数10年間放置され

藪と化 l′ ていた畑|が多かったため、試棚確認調査時に意のままトレンチを配置して確認することができな

か/Jた 11情 /Jl場 ったため、盛lil保 存できない範lJl・lに まずは トレンチを設け、その状況に応 じて調査範囲を面

的に広げるという方法 /Jiと られたGB`Ⅱ 区～B・ Ⅵ区は遺構 。遺物 とも僅少であったが、B・ I区 は面的

な調査を要した.ま た11事進行の樹:合上、谷の北側へ入るための道路を早期に設ける必要があったため、

A・ I区の調査も同時に進行させた。

冬があけて平成17年春からは、谷の北側の調査を本格的に着手した。こちら側は工事によって削られる範

囲が大手で広範llllが 調査対象となったが、あまりに広範囲であること、工事進行の都合上、用地内に以前か

らあった苗本を移植して使うという事情から、数度に分けて調査を行った。また試掘確認調査の段階から、

j量跡地図に線引きされたラインを超えて西側に遺構が広がっていることを把握していたが、どこまで広がっ

ているかは、藪と化していた苗本を除去してからでないとトレンチを設けられなかったこともあり分からな

lv・ ままであった。秋LJiに は、調査も遺跡地図の線引きラインを超えた西側へと移っていったが、遺構がなく

なることはなく、さらに西側を探らざるを得ない状況となった。そこでこの範囲に トレンチを設けたとこ

ろ、織文弩l期の押型文上器や遺構が発見され、この範囲も面的に広げて調査する必要が生 じてしまったので

ある.そ こでJi事担当課やJi事施工業者と協議を行い、追加で調査することで同意を得る事ができ、平成18

年 3月 20日 からir成 18年 5月 10日 まで D・ Ⅲ区の調査を行った。

出土i螢物の整理作業及び報告書作成の作業は、現場での調査を休止していた冬季間にも行ったが、本格的

に取 り掛かったのは現場での調査が終了した平成18年 5月 中旬からである。遺物の出土量は整理用コンテナ

30箱程であり、10,000m2を 超える調査面積にしては少なめであったため、遺物洗浄、注記、接合、復元の

作業は順調に進んだ。遮物の実測については、行えるものが調査担当者のみであったため、石器については

業者委託にて行った。それでも現場作業終了から報告書刊行まで 1年未満という限られた時間の中では、図

化を断念してしまった遣物もあり、加えて考察に関しても不十分な形で報告書を刊行とせざるを得なかっ

た.こ の様に諸事情あったが、平成19年 3月 報告書刊行、全作業を終了させた。

調査体制 難i務 局 山形村役場総務課

上原 直 (総務課長)、 野口英明 (総務課考査役)、 堤 岳志 (総務係主査)

山形村教育委員会

上條 勝 (教育長)、 大池孝夫 (教育次長)、 根橋範男 (教育次長補佐 )

山形村教育委員会 和田和哉 (社会教育係主査)
調査担当

作業の経過

平成16(2(ll14'11

10「 J19 FI(火 ,「再 午ilij中 重機搬入ル与=後現場事務所の整地を行う。
10'J20日 ,水 ,「H プレハプ 。優設 トイレを搬入し
loF121日 (本 )曇 調・rrttlllの 測 り‖|し 作業.立 本が多く難儀 した。YCS取
材.

10月 22日 (金 )晴  午li中昨日の作業を継織ぅ午後、B・ I区 より電機での表
上除去開始ら教育長来訪、YCS取 材.

10メ:25日 け])晴 重機での表土除去続行、B・ Ⅱ区へ移る。午後より作業員
を投入しB・ I IXの i数構検出、測量チllの釘打ち開始。

10月 26日 (火)雨 手作業は中止。表土除去は行い、B区すべて終了。
10月 27日 (水)曇時々晴 重機での表土除去はA・ I区 へ移る。避構検出続
行、抜根痕跡らしき撹舌Lが多い。

10月 28日 (本)晴 A,I区の表上除去続行。竪穴式住居址らしき黒色上の広
がりを2ケ 所確認。B・ Ⅱ区の遺構検出行うが、遣構少なく道物も皆無。

10月 29日 (金)晴  B・ Ш区からB・ Ⅵ区はita構・遺物見られないため、 トレ
ンチを設けたのみで面的な調査は必要ないと判断。重機での表土除去終了。

11月 1日 (月 )雨後曇 雨天中lL。

11月 2日 (火)晴 A・ I区遭構検出。教育長来訪。
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H月 4日 (本)晴 時々曇 A,I区の選構検出も終わ り、調査 Iえ すべて選lill検

‖1終 了しB'I区 より,徴構掘削開始.

11月 5日 (金 , Ftt B・ I tt SD-01‖ l肖り。顕著な遣物兄られないが、すべての

他避構を切っているため、新しい1子 l」lの遺構と推減1。 波田冊∫公民館長来訪。

H月 8日 (月 )晴  B・ I区迎構掘11続行っ不整形で浅く、遺物の出土も健少

なものは、開墾時の抜根等による撹乱かも。

11月 9日 (火)晴  B・ I区、B・ Ⅱ区選構掘削続行G

H月 10日 (水)晴 B・ I区 北側、黒色土が不りl瞭 に薄く広がっていた範 [H

は、貼床状の破化面を確認。削平された野穴式住居力Lと 判断し、SB-03と し

た。

11月 11日 (本)曇 後雨 A・ I区 も遺構刷 1開 始。うちひとつの上城から早期

末の繊維土器片出土.午後2時すぎより降雨、以後の作業中止としたし

11月 12日 (金)雨 後曇 雨天中止.

11月 15日 (月 )l・li後 曇 雨天中止。

11月 16日 (火)晴  シルバー人材センター会合で作業員休み。作図のみ行う。

11月 17日 (水)晴  B・ I区の遺構掘削はほぼ終了。

11月 18日 (本)曇 後雨 A・ I区のSB掘 り下げ開始。SB-02は遺物僅少、SB一

〇1は前期末のiL器片が出±。午後2時すぎより降雨、以後の作業中止とした。

11月 19日 (金)雨 後曇 雨天中止。ここ1週間雨が多く、作業が進まない。

11月 22日 (月 )晴  SB-02掘 り上がる。lllli床 、柱穴、炉力Lい ずれもなく、住 lPi‐

lLと 捉えて良いのか判断に苦しむ。

11月 24日 (水)晴  SB-01掘 り下げ進む。形になるlL器はないが、前期末の上

器片、黒曜石剥片、砂岩剥片が多出。松本市教委菊池氏、小山氏来訪。

11月 25日 (本)晴  SB-01掘 り下げ続行。床直_Lか ら壁面に焼土・炭化材が広

範囲に認められ、焼失家屋の可能性あり。

11月 26日 (金)晴 後曇 SB-01周辺の上壌掘り下げ.袋状の断面形を黒すいわ

ゆる貯蔵穴と考えられる土壊がまとまっている感がする。

11月 29日 (月 )曇 A・ I区遣構掘削だいぶ進む。師走直前で寒 くなってき

た。

11月 30日 (火)雪 後曇 初雪。作業中止。幸いうっすら自くなった程度。

12月 1日 (水)晴  朝、濃場。SB-01は道路下も調査することにし、調査範囲

を広げた。松本市教委直井氏来訪。YCSI瞑材.

12月 2日 (本)曇 時々晴 SB-01掘 り下げ続行。寒さ一段 と厳 しく、ブルー

シートで覆ったのみでは凍結してしまう。養生はムシロとの 2枚重ねとした。

12月 3日 (金)晴  SB-01は調査範囲を広げたものの、その東側は事業区域外

にまで延びていることが半1明。

12月 6日 (月 )晴 A・ I区北端黒色土範囲に トレンチ設定。最深 lmに て

ローム面へ通す。谷が1里没したものと判断。県文化財審議会委員樋口昇一氏来

訪。

12月 7日 (火)曇 時々晴 9割程度遺構掘削終了。

12月 8日 (水)晴  SB-01か ら焼土・炭化材多出。床面に完形の土器等なく、

意識的に家屋を処理するために火をつけたものと推測。

12月 9日 (本)晴  SB-01床面精査。炉は地焼炉、ビットは3喋弱あり、どれ

が主柱穴か判断に迷う。大町市教委島田氏来訪。

12月 10日 (金)晴  SB-01内 P7よ り軟玉と見られる磨かれた石が出土。また

空撮のための遺構清掃を開始した。塩尻市教委小松氏、塩原氏来訪。

12月 11日 (土)曇  午前中のみ測図作業を行う。

12月 13日 (月 )晴 時々曇 午前中空撮のための遺構清掃を行う。昼前に空l■4実

施。午後機材の撤収作業、残務作業を行い概ね作業終了。 トイレ・プレハプ撤

1又。

12月 14日 (火)晴  図面の最終チェックを行い、今年の作業すべて終了。

平成17(2005)年

3月 22日 (火)曇 後雨 クローラーダンプ、バックホー搬入。A・ Ⅱ区表土除

去開始。

3月 23日 (水)雨 表土除去続行。任前に雨脚強くなり作業断念。

3月 24日 (本)曇 時 H々青 ブモIL除去続行。1圧 し積雪のためバックホーのみ。

3月 25日 (金)機 積雪 5cm。 作業中止。

3J128日 (Jl)雨 雨天中JL。

3月 29日 (火)晴  やっと天気が回復。表土除去続行。潔L文後晩期らしい見慣

れない土器‖1上。

3月 30日 (水)晴  表上除去続行。

3月 31日 (木)晴 1時 曇々 表土除去統行っ縄文後晩期の土器が集中して見つか

る箇所を発見。

4月 1日 (金)晴 表土除去午1,中 で終了。ハ ウス、トイレ搬入。パ ック

ホー、クローラーダンプ引き楊げ.

4 Jl

4月

4月

4月

日 (月 )雲後晴 積雪 5m.作 業ril止 .

日 (火)晴  前日の雪まだ消えず。作業中1た。

日 (水)晴 遺lllf検 出作業ようやく開始。

日 (本)曇  遺構検出続行。測量用の釘打ち行う。

4月 8日 (金)晴 遺構検出終了。中世らしき陶磁器片や錯びた鉄が出±。タ

方強風のためシート養生に苦労する。

4月 H日 (月 )曇 市L文後晩期の上器集中範囲をグリッドで掘 り下げ.

4月 12日 (火)曇 後雨 土坂掘り下げ開始。昼より降雨、以後作業中止。

4月 13日 (水)曇 一時雨 小雨が降ったり止んだり。作業あまりはかどらず。

4月 14日 (木)晴  村右線テレビ取材に来訪。

4月 15日 (金)晴  避構平面図の作成開始。

4月 18日 (月 )晴 後雨 遺構掘肖1統行。午後のお茶休憩前か ら降雨、作業中

止.

4月 19日 (火)晴 後晩期の上器集中簡所は径20m程 と判り1。 助役来訪.

4月 20日 (水)雨 雨天中止.

4月 21日 (本)曇 一時雨 後晩期の土器が集中する箇所は集石らしいが、開墾

時や耕作時に石がかなり抜かれている模様。

4月 22日 (金)晴時々雨 遺構掘削続行。中世の上壊が存在することを確認。

4月 25日 (月 )晴後曇 後晩期の集石らしき簡所は、黒色土中から数多くの上

墳が掘られていることが半U明 .

4月 26日 (火)曇 時々雨 雨天中止。この頃天候不安定で作業はかどらない。

4月 27日 (水)晴 調査区南東側の上坂掘削を徐々に開始.

4月 28日 (本)晴 避構掘削続行。明日よりGW休み。

5月 6日 (金)曇後雨 朝より雨がパラついたため作業中止.作業員が15人 も

いると天候判断に非常に気を使う。

5月 9日 (月 )晴  シートに溜まった雨水を排除にlFJlか ら苦労、小 1時 間要

す。

5月 10日 (火)晴 土壊の掘削は徐々に調査区中央部へと移る。

5月 11日 (水)晴 土城の大半からは縄文前期末頃の土器が出土。

5月 12日 (木)曇 一時雨 午前11時頃より降雨、作業中止。

5月 13日 (金)曇 遣構の掘削は西側へと進む。遺構掘削はllli調 だが、図化作

業が遅れぎみ。

5月 16日 (月 )晴  火葬墓検出。「永楽通宝」が出Jl。

5月 17日 (火)晴  SK-098よ り有刻石棒出±。

5月 18日 (水)曇 後雨 午後は雨により作業中止。

5月 19日 (本)晴 オす有線テレビ取材に来訪。

5月 20日 (金)晴後曇 調査区西側の土壌より鋼銭出土。中世の上疲墓か。

5月 23日 (月 )晴 後一時雨 図化作業が追いつかないため、数日掘肖1の 作業員

を減らすこととする。

5月 24日 (火)晴 時々曇 調査区南西隅の土城から人骨出土。この周辺には火

葬墓や土壊墓がまとまる傾向が見られる。

5月 25日 (水)晴 前日に引き続き銅銭を伴うJl駿墓検出.

5月 26日 (木)晴 時々曇 集石土城検出。焼礫力れ っヽぱい充填されている。

5月 27日 (金)晴後曇 シルバー人材センター総会のため掘 り作業はなし。図

重機による表土除去作業 遺構検出作業
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化作業のみ行う争

5月 30日 l llり  憐 趣構掘削も9割 11先 1″ っ

5J131日 1火 )雨後晴 午後雨が Lがったため、世1当 者のみで作業i

6月 1「1(水
' 

‖薄後曇 後晩期の集イfら しき簡所から、通構 ll・ lに 西こ石が見られ

る11lJll発見.蟻 と思わオtる .松本市民タイムス取材に来訪1,

6月 2H(本 , 焼 A・ Ⅱ Iκ 航空写 f二 の機影を行うし撮影後、次に着手する

C・ IIスに残存する苗本を伐採 ,

6チ13日 (金〕 喘 A・ Ⅱ[κ残りの選l・FJ掘 削作業を行う.

6月 6「1(チ1)晴 A・ Π:スの「4 1rll最 終チェツクを行う.ノ ■ノクホ~、 クロー

ラーダンプ懺九
“

6月 7日 (火 , 晴後懺 昨目すべて終 了できなかつた分を行い、A・ II区 の調

査絡 rと したち

6チ18日
`水

)晴 後曇 A・ II lκ埋め戻し湖始ら

6月 9日 (本, 晴 A・ Ⅱ区埋め戻し終 ri

6月 10日 (金 )口青後面 C・ I区女上除去開始し本日入梅.

6J:13日 (月 , 晴時々憐 表上除去続行、人梅したのに‖i降 らず上族がひど

い。人爾r市教委島
「

l氏、教育長来正方ι

61j14日 (火)晴後蠍 表土除去続行ら

6′116H(本
' 

曇時々雨 表上除去統行.

6']17日 (金 )晴時々憐 表11%:去統行で,遺構の密度はかなり濃い。

6月 20「l r11, 晴一時雨 ブt二li除去続行ぅ

6月 21[1(火 , 晴時々曇 表上除去ようやく終了。苗本の都合で調査範リロが胆|

字状となってしまい、見j画 しもきかないため作業効率悪そうら

6月 22日 (水

' 
雨後曇 雨天中Jiじ

6'123日 (本り 曇 避構検出開始っ縄文前期末の遣物が主に見られる.

6月 241J(金
' 

曇 避構検出続行.r11世の掘立柱建物lLら しきビットの並びを

確認.

6月 27日 (ナll 曇 一時雨 遺llll検 出続行。11よ りlj降 り出し、午後作業中止。

6月 28日 (火)曇 一時雨 i豊構検出統行.完形の鉄鏃出土するが、黒色上の範

llllで 遺構プランオ巴撮できずぅ助役、総務課長、教育長ほか来訪。

6月 29日 (水)曇  避構検lll続 行ら調査区の西から東へのびる構力Lを 検出。中

llt陶磁器片がり|つ かかつておりこの時ltlの ものか。

6 JJ30日 {木)雨後曇 雨天中止.

7月 1日 (金 )雨 雨天中止。

7月 4H(月 , 雨 雨天中止。

7月 5日 (火)曇 時々晴 やつと天候口1復 り遺構検出の続 きを行い終 了させ

る。調査区南lIIlに は住居址らしき簡所が数簡所ある。

7月 6日 (水)曇 時々晴 調査区南東側の選構から掘削を開始。

7月 7日 (本 )曇後雨 午後 2時頃より雨。以後作業中止。

7月 8日 (金)晴時々曇 縄文前期末の土器が多いが、数片早期押型文土器片

を見出す。どこかにこの期の遺構があるのだろうか。

7月 11日 (月 )曇時々晴 道構掘削統行。あまりに数が多くこの先心配。

7月 12日 (火)雨後晴 午後雨が上がったので担当者のみで図化作業。

7月 13日 (水 )lllli時 々撰 SB-04掘 り下げ開始。

7月 14日 (本)晴時々曇 SB-05掘 り下げ開始。

7月 15日 {金)敬時々晴 SK… 151か ら押型文土器3片 出IL、 山形村初の早期

の選構として良さそう。助役、塩尻市教委小林氏、小松氏来訪。

7月 19日 (火)曇時々晴 昨日梅雨明け.機構掘削続行。

7月 20日 (水)晴時々曇 調査区北側に広がる黒色土は、縄文前期末の道物を

包含し、理没後中世の選構が掘 り込まれている様だが、遣構プラン把握は難し

7月 21日 (本)晴  SB-04、 SB-05床面遺構の精査を行う。本日真夏日。いよ

いよ厳しい季節となってきた。

7月 22日 (金)晴 掘立柱建物力Lの柱穴中より、円筒状鉄製品出±。

7'125日 (月 )曇時々晴 避構掘削続行.台風 7号接近のため、夕方シート養

生を念入りに行ったし

7月 26‖ (火 , 雨 台l■
it 7号による悪天候のため作業中止。

7月 27日 (水)晴‖|々 曇 測f辻 用の釘打ちを行う。暑くなつてきたためか作業

員の出勤率が
'■

頃悪いら

7月 28日 (本 )晴  SK-290よ り押型文Jl器片と石鏃出」1。

7月 29日 (金 )‖青後城 遺|‖掘削続行。総務i男:長はか米訪。

8月 1日 ('1' 晴時々曇 避構掘肖1統行、は1化作業はまた遅れ気味。本日より

A・ H区だつた簡所の,世成J二事が始まった。

8月 2日 (火 , 晴後螢 調査区北側の‖色土範囲からまた完形の鉄鏃出上。遺

構プランを把lltiし たいが州[し く、自分の力不足に泣く。

8り13日 (水 , H青 時 曇々 SB-05内のi豊構掘削を進めたところ、炉は埋饗炉で

あることが判明.松本平では非常に珍しいと思われる。

8月 4日 (本, 暉i後繊 SB-05よ り筋砥石出±。本日34.4℃ と猛烈な厚さ。

8月 5日 (金

' 
晴一時■1' 本日35.2℃ 。作業員の体調が心配なところ。

8月 8日 ('1' 晴時 曇々 遺構掘削続行。

8月 9日 (火 , 晴 SB-05完掘。lyJliが 3箇所あり、建て替えが行われた模様。

8月 10日 (水)雨後晴 雨天中止。

8月 11日 (本)晴後供 遺llll抑 1削 続行。

8月 12日 (金)曇後雨 午後は雨、午前中のみ作業。明日よりお盆休み。

8月 18日 (本)曇時々晴 SB-06掘 り下げ、但し半分以上削平されている。

8月 19日 (金)晴 一時雨 遺構掘削統行。シルバー人材センター所長来訪。

8月 22日 (月 )曇時々雨 小雨降る 1日 、日程にゆとりがないため作業強行。

8月 23日 (火)曇時々‖1 1月 から雨っぱい、午後は本降り。以後作業中止。

8月 24日 (水)曇時々晴 台風11号接近中のため、現場養生を念入りに行う。

県文化財審議会委員樋口昇一氏来訪。

8月 25日 (木 )曇一時雨 台風11号接近のため作業中止。

8月 26日 (金)晴 調査区西側にて落とし穴発見。山形村では初めて。

8月 29日 (月 )晴 調査区北側に広がる黒色上の範囲をもう一度念入りに遺構

精査行う。10数基が新たに見つかる。

8月 30日 (火)曇後雨 SK-170よ り中期初頭の上器片が まとまって見つか

る。夕方4時 i邑 ぎより降雨のため、早めに作業終了となった。塩尻市教委小松

氏来訪.

8月 31日 (水)曇後晴 村史談会で遺跡見学に来訪.

9 Jl l日 (木)晴 石組された井戸状遺構見つかる。中世のものか。

9月 2日 (金 )1青時々曇 前村長、村長、助役、前収入役来訪。

9月 5日 (月 )雨 台風14号接近で雨。作業中止。

9月 6日 (火)曇 不整形なプランだったため撹乱と見ていた穴から頭蓋骨が

出土し、土壊墓と判明。

9月 7日 (水)雨 雨天中止。

9月 8日 (木)晴時々曇 C・ I区の作業も大詰め。

9月 9日 (金)晴時 曇々 調査北西端から中世竪穴状遺構を検出。

9月 10日 (土)晴 図化作業のみ実施。

9月 12日 (月 )晴 明日空中写真撮影予定のため調査区全体の清掃を行う。

9月 13日 (火)晴 空中写真撮影実施。夕方までに概ね C・ I区の調査終了.

9月 14日 (水)晴時々曇 C・ I区埋め戻し開始。

9月 15日 (本)曇時々晴 C・ I区埋め戻し続行。

9月 16日 (金 )1青 C・ I区 埋め戻 し終了。引き続 きC・ Ⅲ区の表上除去 Dl

始。

9月 20日 (火)曇時々晴 C・ Ⅲ区表土除去続行。

9月 21日 (水)曇時々晴 表土除去統行、撹乱がかなりひどい状況。

9月 22日 (本)曇 表土除去続行、時間的余裕がないので遺構検出も開始。

9月 26日 (月 )晴時々曇 表土除去続行、遺構検出できた所から遺構掘削開

始。

9月 27日 (火)曇時々晴 C・ Ш区表土除去終了。調査区Jヒ 端で畑の畦らしき

箇所を確認する。

遺構図作成 遺跡見学会
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9月 28日 (水, 曇 C・ Ш区避構検出終了し

9月 29日 (木)晴  SD-03掘 削3深 さ50cmを 超えるもので、

堆積しているの

9月 30日 (金)曇時々晴 調査区北端の・lllの 畦らしき簡所は、

状況をしっかり確認できたため、SN-01と 命名ゥ

10月 6日 (本)曇  SB-08は床面に数多くのビットが見られ、数度の建て替え

をしている模様。

10月 7日 (金)晴 後雨 SH-08～ 010掘削.夕 方から雨のため、早めに作業を

切り上げる。松本市教委直井氏来訪。

10月 11日 (火)曇 本日は図化作業のみ実施の大町市教委島田氏来訪.

10月 12日 (水)晴 道構掘削統行。

10月 13日 (本)晴 村議会総務・建水委員会現場視察に来訪。

10月 14目 (金)晴後曇 遺構掘削も9割 以上終了。

10月 17日 (月 )曇  C・ Ⅲ区の調査も大詰め。残りの遣構掘削を行う。

10月 18日 (火)曇 空中写真撮影実施。

10月 19日 (水)晴 時々曇 SD-03内 で見えていた大きな石を取り除いたとこ

ろ、下から遺構が見つかる。掘削したところ人骨力`出土し、墓と判明。

10月 20日 (木)晴 最終チェックを行い、C・ Ⅲ区調査終了。

10月 21日 (金)晴  C・ Ш区埋め戻し行う。

10月 24日 (月 )晴  C・ Ⅳ区表土除去開始。C・ V区予定範囲の立木を伐採。

10月 25日 (火 )‖青 C・ Ⅳ区表土除去続行。

10月 26日 (水)晴後曇 Co Ⅳ区表土除去統行。

10月 27日 (木)晴時々曇 C・ V区表土除去も開始.

10月 28日 (金)晴  C・ Ⅳ区、C・ V区表土除去続行。

10月 31日 (月 )曇  C・ Ⅳ区、C・ V区表土除去終了。避構検出を開始。

11月 1日 (火)晴 避構検出を夕方までに終了。

11月 2日 (水)晴 遣構掘削開始。火葬墓らしき遺構が多く見られる。

11月 4日 (金)曇後晴 C・ Ⅱ区表土除去開始。縄文中期後葉の上器がこのlJll

査では初めて見られた。

11月 7日 (月 )晴時々曇 C・ Ⅳ区、C・ V区遺構掘削続行。

11月 8日 (火)晴後雨 C・ Ⅳ区、C・ V区選構掘削続行。夕方面が降り出した

ため、早めに作業切り上げる。

11月 9日 (水)晴一時刊i C・ Ⅱ区表土除去続きを行い終了。

11月 10日 (本)晴  SD-03掘 削。相変わらず尾根の一番高い部分を谷奥へ向

かって延びている模様。

11月 11日 (金)晴後曇 C・ Ⅱ区遺構検出行う。区三役・村議視察に来訪。

11月 14日 (月 )曇  C・ Ⅱ区遺構検出終了。縄文中期後葉らしきの竪穴式住居

力Lが 4軒程ありそう。

11月 15日 (火)曇  C,Ⅱ 区、C・ Ⅳ区、CoV区 を同時進行で調査。調査区問

の行き来が大変。

11月 16日 (水)曇時々晴 C・ V区は遺構掘削、図化ともに終了。冬の到来を

感じる寒い 1日 であった。

11月 17日 (本)晴  SB-09・ 10掘 り下げ。ともに縄文中期後葉の土器が出IL。

11月 18日 (金)晴 遺構掘削続行。落ち葉がひどく、写真撮影に難儀する。

11月 21日 (月 )llA C・ Ⅱ区で検出した住居力Lは、調査区域外にまで延びてい

るため、調査区を拡張。

11月 22日 (火)晴 時々曇 SB… 11・ 12掘 り下げrfl始 。いずれも組文中期後葉の

上器片が出土。

11月 23日 (祝)晴 現地説明会実施。参加者少なく寂しい状況。

11月 24日 (木)晴後曇 SB-11・ 12掘 り下げ続行。SB-12には石壇がある。

11月 25日 (金)晴時々曇 C・ Ⅳ区は遺構掘削ほぼ終了。

11月 28日 (月 )晴時々曇 C・ Ⅱ区未掘の遺構掘削を行う。

H月 29日 (火 , 雨後晴 空中写真撮影実施.

11'130日 (水, 晴 C・ 11X、 C・ Ⅳ区、CoV区の図面最終チェックを行う。

12月 1日 (本 , 晴時々競 残務作業を行うぃ作業員は本Hにて勤務終了.

12月 2日 (金)曇  プレハブ、 トイレリ|き 揚げっ道∫lすべて撤収.本 日にて平

成17年 の現場作業終了。

平成18年春まで、i量物洗浄、注記等の整理作業を進める.

｀
「 成18(2006)年
3月 15日 (水)晴  調査予定地の立木を伐採.

3月 20日 ('1)晴 D区の表土除去開始。まずはトレンチを設け、面的に調査

する範lJllを 確定させることにした。

3月 22日 (水)曇 撹舌Lが ひどいため、lJ・U査 範囲はD・ IⅡ 区500m2程 度 と し

た。

3月 23日 (本)曇 智ill10cm。 作業中 11。

3月 24日 (金)曇 後晴 D・ 皿lX表 土除去開始け

3月 27日 (月 )曇 後晴 D・ Ⅲ区表土除去続行のやはり押型文土器片が 目立

3月 28日 (火)曇後‖l D・ Ш区表土除去終了。

3月 29日 (水)曇 時々雪 現場のぬかるみがひどいため作業中止.

3月 30日 (木)曇 後雪 作業を行っていたが雪が強まったため、以後作業中

J11。

3月 31日 (金)曇  プレハブ、 トイレ搬入。テントi役営.選構検出開始ゅ

4月 4日 (火)晴 時々曇 遣構検出続行。住居力Lは なさそうだが、上城が数10

基見られる。

4月 5日 (水)雨  雨天中止。

4月 6日 (本)晴時々曇 遺構検出概ね終了。前j切 末の土器も見られるが、押

型文土器の方が多い。またSD-03の続きも検出した。

4月 7日 (金)晴 遭構掘肖1開 始。

4月 10日 (月 )曇 後雨 昼前より雨脚強まったため、以後作業中止。

4月 11日 (火)曇 後雨 ぬかるみひどく雨予報だったため、作業中止。

4月 12日 (水)曇 時々晴 ぬかるみひどいが、作業が遅れ気味のため強行。

4月 13日 (本)曇 遣構掘削続行.

4月 14日 (金)曇 辿構棚 1は半分ほど終了。

4月 17日 (月 )晴  SD-03は、D・ Ⅲ区では谷水を取水できる様向きを変えて

おり、やはり
'1水

路である可能性が高くなった。村議籠田氏来訪。

4月 18日 (火)晴  今年一番の暖かさ、黄砂がひどい。

4月 19日 (水)曇後晴 各作業続行c

4月 20日 (木)雨 後晴 朝より激しい雨。作業中止。

4月 21日 (金)雪 後曇 4月 下旬とは思えない猛吹雪で作業滞る。

4月 24日 (月 )晴  調査区南側に広がる遺物包含層の棚り下げを中心に行う。

4月 25日 (火)曇 後晴 各作業統行。

4月 26日 (水)曇  D・ Ⅲ区の作業も大詰め。

4月 27日 (本)雨後曇 天気回復したため、午後のみ作業行う。

4月 28日 (金)晴 遺構掘llllも 9割以上終了。松本市民タイムス取材に来訪.

5月 8日 (月 )晴 時々曇 未掘の遺構と、南側遣物包含層の掘り下げを行う。

5月 9日 (火)晴 最後の掘削を行い、図面の最終チェックを行う。

5月 10日 (水)晴後曇 プレハブ、 トイレ引き揚げ。機材撤収。本日にて名篭

遺跡第I次調査の現場作業終了となった。

現場作業終了後、週物整理作業に即時着手.7月 中に選物接合作業まで終了。

以後、遺物の実測、遺構図・遣物実測図のトレース、組版、遺物写真撮影、原

稿執筆を行い、ようやく報告書刊行までこぎつける。

底に砂礫が薄く

断面にて世]凸の

10月

10月

10月

日 (月 )1青時々曇 SB-08掘 り下げ。唐沢村議来訪。

日 (火)曇時々雨 雨天中止.

日 (水)雨 雨天中止。

重機による埋め戻し作業 ラジヨンヘリによる空中写真撮影
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第 1図 遺跡の立地と周辺遺跡 (1:25,000)
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Ⅱ 遺跡の環境

遺跡の立地と地形

名篭遺跡が存在する山形村は、長野県の中央、松本盆地の南西約12kmに 位置 し、古生代の地層に属する

山地と、扇状地の堆積層によるなだらかな北東傾斜面からなっている。村の最高標高地点は唐沢山の1,745

m、 最低地点は唐沢川と三間沢川合流地点の約650mで ある。松本・塩尻 。東筑摩郡の最高峰である鉢盛山

(標高2,446m)の 山稜から東北方向へ延びる尾根は、界沢山 (1,994m)、 ハ ト峰 (1,970m)を経て唐沢山

に達し、そこから2つ に分かれ、 1つは荒倉山 (1,495m)か ら自山 (1,387m)へ、もう1つ は鳴神、御書

山 (859m)の尾根へ と達する。山形村を潤す河川は、この 2つの尾根間を流れる唐沢川と、平地部に面し

た尾根の前面を流れる三間沢川のみである。すなわち鉢盛山系に落ちた雨水は、南に朝日村を流れる鎖川、

北に波田町を流れる黒川へ多くが集まり、山形村にはあまり集まらないわけである。山形村の生活圏は、こ

の山地を西側の背景とした広大な平地上に存在する。この平地の南部は鎖川、北部は梓川によって作られた

扇状地がベースとなり、北部に唐沢川扇状地が乗る。昔からの水田地帯の大部分は、この扇状地の縫合帯に

できた窪地に広がり、唐沢川や三間沢川等の流路もこの縫合帯に位置する。古 くからの集落もこの周辺に立

地し、また遺跡も集中する傾向にある。山麓には崖錐の地形と、小さな沢による小扇状地が形成され、前述

の縫合帯を覆っている。

さて名篭遺跡は山麓沿いに立地し、調査地点の海抜は735m～ 775mで、1000分の80程度の比較的きつい傾

斜面にある。ハ ト峰から御岳山へ延びる山稜からはそれぞれ多 くの支脈の山稜があり、その間には小さな川

や沢が生じるわけであるが、この場所にも小さな沢が流れる。この沢の作 り出した小扇状地と、崖錐の複合

により東側へ傾斜した地形が作 り出された様であるが、崖錐は北佃1の斜面の方が発達しており、北が高く南

が低い傾いた扇形となっている。その中央に侵食の復活により形成された谷が存在するが、谷を流れるはず

の水は、現在農業用水取水のため流れを変えられ枯れている。発掘調査区の大半では、20～ 30cmの耕作土

を取 り除くと、扇状地の上を覆ったローム層が見られたが、一部ローム層土が流され礫層が見られる箇所、

沢の侵食により形成された谷がすでに黒色土ですっかり埋没している箇所 もみられた。

【引用・参考文献】 山形村誌編纂会 1980『村誌やまがた』

2 歴史的環境

発掘調査が行われた名篭遺跡の周辺に分布する遺跡 (第 1図)を、今までに行った発掘調査の成果等を参

考に時期をおって概観してみたい。

山形村内で見つかっている遺物で最も古いものは、三夜塚遺跡 (第 1図・33)で表採された局部磨製石斧

2点で、旧石器時代末までさかのぼる。続く縄文時代は、草創期は発見例が無く、早期は清水寺遺跡の撚糸

文土器、淀の内遺跡 (14)の条痕文土器があるが、破片が数点表採されているのみである。前期になると

徐々に遺跡も増え始め、発掘調査での成果も得られている。上大池淀の内遺跡 (14)で前期初頭中越式期の

.竪穴式住居址と前期前葉関山式期の竪穴式住居址、小坂中島遺跡 (3)で前期中葉有尾式期の竪穴式住居址

や土装、下竹田唐沢遺跡 (23)で前期中葉～後葉にかけての竪穴式住居址 4軒や集石炉等の遺構、下大池中

町立道西遺跡 (17)で前期後葉諸磯 C式期の竪穴式住居址の発掘調査事夕Jがあり、下竹田神明遺跡 (29)、
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卜1美野麟1ケ 丘遣跡 (22,、 小坂寺林遺跡 (6)では土器等の表採がされている。続 く中期は村内に数多 くの

進跡が存在し、縄文時代の爛熟した文化を作 り臓1し たと言われる中部山岳地帯の一角を形成する。中期の古

い方は、下大池中町立道西避跡 (17)、 小坂中島遺跡 (3)、 上大池淀の内遺跡 (14)、 上竹田本郷遺跡

(36)で性かな避構・遮物が見つかっているのみであるが、それ以後爆発的に人口の増加があった様子で発

見例が増すら上大池洞遣跡 (12)、 同淀の内遺跡 (14)、 上竹田殿村遺跡 (19)、 下竹田三夜塚遺跡 (33)で

発掘調査が行われ、中期中葉～後葉の竪穴式住居力Lやその他の遺構が数多く発見されたことから、大規模な

集落跡であることが判明した。この他に発掘調査はしていないが数多くの遺物が拾われている遺跡として、

中大池野際遮跡 (15)、 小坂宮村遺跡 (2)、 下竹田下原遺跡 (32)等があげられ、いずれも規模の大 きな集

落であったことが容易に推減1で きる。後期になると遺跡数が激減するのはこの地域共通の現象で、山形村 も

同調する。発掘調査では、後期前業の選構や土器が下竹田三夜塚遺跡 (33)で少数見つかっているのみであ

る。表採された土器としては、上大池豆沢遺跡 (8)、 小坂宮村遺跡 (2)、 同石原田遺跡 (4)等 がある

が、いずれも数は少ない。晩期のものは、今まで村内で拾われていない。

弥生時ftに なると稲作が始まったためと考えられるが、水利に乏しい村内には適地が限られるため遺跡が

あまり見られない。松本市とまたいで存在する境窪遺跡 (39)では中期中葉前半の集落が見つかっている

が、それ以外は断片的な資料である。下竹田唐沢遺跡 (23)か らは中期中葉前半の上器が少量、山形小学校

敷地内 (下大池ヨシバタ遺跡 (18)か 同中町立道西遺跡 (17)に該当)か ら、壺と甕が各 1点、上大池洞遺

跡 (12,か らは竪穴式住居址の炉体土器ではないかと推測される後期箱清水式期の甕が 2個体、上竹田殿村

避跡 (19)か ら方形周溝墓が 1基見つかっている。

古墳時代の集落は見つかっていないが、古墳は上竹田地区で 5基の存在 (44～48)が確認されてお り、大

久保古墳群と呼ばれている。いずれも横穴式石室をもつ小型の円墳と見られ、終末期の築造と考えられる。

なお殿村古墳 (48)か らは、「錦織部 (に しごおり)」 と書かれた墨書土器が見つかってお り、県内最古の資

料として注目されている。

続く奈良時代の集落も見つかっていないが、平安時代も後半になると人の営みが確認されている。上竹田

殿村遺跡 (19)で 13軒、下大池中町立道西遺跡 (17)で 2軒、上大池淀の内遺跡 (14)で 2軒、同洞遺跡

(12)で 4軒の竪穴式住居址が見つかっている。いずれも10世紀以降のもので、松本平全域での集落動向に

同調した動きと推測される。

中世については、下大池中町立道西遺跡 (17)で中世後半期の遺構や遺物が発見されているのみである。

山城は、秋葉城址 (40)、 小坂城址 (41)、 池の入城址 (42)、 朝日村境の旭城址 (43)が知られている。史

料の面でも当村に関連したものはほぼ皆無であり、この時期の歴史を知ることは難しい。

【参考文献】 山形村誌編纂会 1980『村誌やまがた』

山形村教育委員会 1981『 山形村遺跡発掘調査報告書第3集 三夜塚遣跡』

山形村教育委員会 1982『 山形村遺跡発掘調査報告書第4集 神明遺跡 三夜塚遺跡』

山形村教育委員会 1987『 山形村遺跡発掘調査報告書第6集 殿村遺跡』

山形村教育委員会 1997『 山形村遺跡発掘調査報告書第7集 淀の内遺跡』

山形村教育委員会 1998『 山形村遺跡発掘調査報告書第8集 中町立道西遺跡』

山形村教育委員会 2000『 山形村遺跡発掘調査報告書第9集 本郷遺跡』

山形村教育委員会 2001『 山形村遺跡発掘調査幸風告書第11集 淀の内遺跡Ⅳ』

山形村教育委員会 2002『 山形村遺跡発掘調査報告書第12集 三夜塚遺跡Ⅲ』

松本市教育委員会 1998『松本市文化財調査報告 No。 130 境窪遺跡 川西開田遺跡 I・ Ⅱ』
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Ill 調査の結果

発掘調査の方法

調査範囲 (第10図)は、工事によって遺跡が破壊される範囲を対象とした。しかし事業地北端の山裾に近

い箇所については、調査体制や時間的制約から不十分 となってしまった。多 目的広場予定地をA区、マ

レットゴルフ場コース予定地を B区、墓地造成予定地を C区、平成19年春に追加で調査をした墓地造成予

定地をD区 と呼び分け、数になった立木の伐採・移植、廃土置場の確保、造成工事進捗に会わせた発掘調

査進行の都合か ら、さらにA・ I区、A・ Ⅱ区と細か く調査区を設定した。各地区の調査面積 は、A・ I

区 :551m2、 A・ Ⅱ区 :1,750m2、 B.I区 :328m2、 B.Ⅱ 区178m2、 B.Ⅲ 区 :168m2、 B.Ⅳ 区 :47m2、

B・ V区 :72m2、 B.Ⅵ 区 :121m2、 c.I区 :2,820m2、 c.Ⅱ 区 :325m2、 c.Ⅲ 区 :1,756m2、 c.Ⅳ区 :

1,202m2、 c.v区 :287m2、 D・ I区 :137m2、 DoⅡ 区 :68m2、 D・ Ⅲ区 :584m2、 DoⅣ 区 :19m2で 、合

計10,413m2を測る。各調査区全域を3mの グリッドで覆い、遺構の測量を行った。基準点は、公園・霊園

造成工事のために設置した国土座標値を用いてお り、X=18192.000、 Y=-57090。 000を 座標原点 (NSO、

DVO)と し、この座標原点からの距離に方位記号を冠 し、N3、 N6…、E3、 E6・ と̈座標 を呼称 した。

また調査に際して、この方位に沿った 1× lmの グリッドを設定してお り、グリッド名は座標原点からの

最小の数値をもって呼称した。

調査に際しては、まず大型建設用機械を使用して遺構検出面までの表土を除去、搬出した。以降は人力作

業となるが、まず遺構の検出作業を行い、遺構の範囲・位置を特定した。土色の相違が判然とせずに平面的

に範囲を特定することが困難な箇所については、 トレンチを設定し、土層断面の観察も併用して遺構の検出

に努めた。遺構番号は、遺構の形状や想定される性格、規模の大小によりそれぞれ「 1」 からの通 し番号を

付けたが、遺構ライン検出段階で付 したため、本来別の性格を持つ遺構として付すべ きものが多々含まれて

いる。遺構の掘削は、竪穴式住居址等の大型な遺構は4分割して掘削、堆積状況を観察、図化・記録 した。

その他の遺構は半分掘削したあと同様にしたが、半割が難 しい小型のビット等は土色・土質の観察・記録の

み行った。遺物の取り上げは、全点記録及び層位別取り上げを行うことを求められるところであるが、限ら

れた期間と予算と人員では完全実施を望める状況になく、一部を除いてグリッド単位や遺構単位での取り上

げとせざるを得ない状況であった。遺構等の測量記録はすべて1/20で作成した。写真撮影はカラーフイル

ムと白黒フイルムを使用し、35mmカ メラで撮影した。また各地区の調査がほぼ終了した段階で、ラジコン

ヘリコプターによる航空写真撮影を業者委託の上実施している。

2 整理作業の方法

遺跡から出上した遺物の整理作業は、水洗い、出土遺構 。地点の注記、分別、割れた遺物の接合・復元、

分類、抽出、実測図の作成、報告書の執筆という各作業を行った。水洗いは概ね平成17年度の冬季間、注記

は平成18年度の夏季、遺物の接合・復元は同秋季、実測図の作成は同秋季から冬季、報告書の執筆は年が明

けてから行った。

注記については、山形村遺跡地図に付されている名篭遺跡の遺跡番号「17」→遺構番号・グリッド名→取

り上げNo.等の順番で記した。注記後は、土器・石器等に分別の後接合作業を行い、必要に応じて復元作
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第10図 調査地区位置図及び遣構配置図割振図 (S=1/2400)
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業を行った。金属製品については、これ以上の錆化を防ぎ腐食を防止するため、保存処理を業者委託の上実

施した。遺物の図化作業は、詳細かつ学術的に使用可能な実測図を作成しなければならないため、専門的技

術を要するが、これに従事できる者は調査担当者 しかいなかったため、石器の実測は一部を除き業者委託の

上行った。またそれ以外の実測図作成についても、作業スピー ドを上げ期限内に仕上げる必要性から、図化

を補助する機械をリースし使用した。

発掘調査の過程で出土した炭化材、炭化種実、人骨については、選択の上自然科学分析を実施 した。分析

結果については、その報告を本書中に納めてある。

検出遺構

(1)竪 穴式住居址

縄文時代前期末～中期初頭に帰属するもの 5軒、縄文時代中期後葉に帰属するもの 4軒、時期不明のもの

3軒が検出された。このうち縄文前期末～中期初頭の竪穴式住居址は、A区及び C区 の南側、事業地の中

央にある谷へ と傾斜 した広い範囲から検出されている。SB-01を 除くとかなりの削平を受けてお り、残存

状況が悪い。削平の度会いは、A区・C区・D区で200m以上にわたって見つかった SD-03の検出状況から

良く分か り、C・ Ⅲ区～C・ V区では50～ 80cmの深さを測るが、AO Ⅱ区～C・ I区では 0～20cmしか測れ

ない。よって SB-05周辺で検出された径数10cmの 地山面赤化箇所 (SF-01・ 02)も 、竪穴式住居址の炉

ではないかと推測されるところである。一方縄文中期後葉の 4軒は、C・ Ⅱ区の狭い範囲からのみ見つかっ

ている。また B・ I区の SK-0030008は 、住居址の可能性があるが、炉址や柱穴が見 られないことから除

いて扱った。

① SB-01(第 16図 )

位置 :A・ I区の中央、N85E78グ リッド周辺。

切り合い :SK-046・ 048・ 050を切る。SK-040と は不明。

形状 :竪穴式住居址の東側が調査区域外へ延びているため推測となるが、隅丸方形状を呈すと思われ、南側

が不整形に張 り出す。

規模 :張 り出し部を含めて長径6.3m、 短径は推測で5.3m、 床面積も推測で19。 4m2で ぁる。壁は比較的緩や

かな傾斜で50～60mを測るが、道路敷となっていた東側は深 く削平を受けており、20cm程度しか残って

いなかった。

床面 :掘 り込んだローム層をそのまま床面としており、中央が壁際よりやや窪んだ形状である。貼床は認め

られないが、壁際以外は硬化している。

住居内施設 :ピ ットと炉を検出した。ビットは28基 (Pl～ 28)と 数多く存在し、規模や形状に大きな開き

があり切 り合いも見られる。炉址を切るP13・ 14は、検出時に見落とした本址を切る遺構の可能性が高い。

南西側に径20～30m程度、深さ20～ 40cmの ビット (P5・ 607・ 12・ 16017019021・ 27)が集まる傾

向が見うけられることから、住居址の拡張がなされた可能性も考えられる。断面が袋状を呈するP4・ 28は

本址に伴う貯蔵穴かもしれない。P7内からは、研磨された玉質の円礫 (写真図版31)が出上しており、祭

祀的な意味を感じさせる。P10は ビットと呼ぶにはふさわしくない形状で、100× 7∝mの楕円形を呈し、深

さは10cm程であるが、覆土中から黒曜石のチップやフレイクが多量に出土している。炉は地床炉で、ほぼ

中央から検出された。40× 50cm程の範囲が被熱により赤化しており、中央は 5 clrl程度窪んでいる。

覆上の状況 :8層が堆積する。 7層 は柱材や屋根材が焼けたと思われる炭化材や焼土を多量に含む。 7層下
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①

【Sll‐ 011

1:10YR2/1 111 しまり無 1～ 2mmロ ーム粒少量含む
2:10YR2/2 黒褐 5～ 10minロ ームプロック7%、 3～

5cm焼 上プロック3%、 炭多地含む

3:10YR3/1 鳳褐 しまり無 1～ 2inmロ ーム粒少最、炭

多tl合む

1:10YR3/2 黒褐  しまり無 1～ 2in:nロ ー′、粒 多 llt、

5minロ ームプロック 30%、 炭少鮭含む

5:l〔 )YR5/6 黄褐 地山ローム綺 ,11埋 めた もの 4料 の上

が 3-5cmの プロックで 20%入 る

6:10YR3/2 出褐 1～ 211lmロ ーム粒多 lit、 炭中量、5～
lomm口 …2、 プロック5%含 む

7:10YR2/2 黒褐 5!:lmロ ームプロック5%、 5～ 20min
焼上プロック40%、 非常に大無な炭化物含む

8:10YR2′ 1 11 しまり柑有 l～ 2nimロ ーム粒・炭少 lll

含む

ISBЮ21

1:10YR3/2 黒褐 しまり無 2～ 5mm小石少lt含 む
2:10YR3/2 黒褐 しまり強 2～ 5mm小石多壁含む
3:10YR3/2 黒褐 しまり無 1～ 2mmローム粒少量、3～
5mm小石少lit含 む
4:10YR2/1 黒 しまり強 焼 :11粒・炭少量含む
5:10YR2/1 黒 しまり強 4層 より焼土粒・炭多い
6:10YR3/3 晴褐 しまり無 3～ 5mm小石少量含む
7:10YR2/1 黒 しまり強 4層 より焼:L粒・炭多い
8:10YR3/4 暗褐 しまり無 1～ 2mmロ ーム粒少最含む
9:10YR3/3 暗褐 しまり無 1～ 2mmロ ーム粒少lil含 む
10 110YR3/2 黒褐 1～ 2mmロ ーム粒・炭少量含む

メ職彗∬
3/2黒褐 1～ 2mmロ ーム粒 嵌 ・3～ 5mm 4・ 4●

‐

12:10YR3/2 黒褐 しまり無 1～ 2mmロ ーム粒多量、5～
10mmロームプロック25%含 む

0     1m

第16図  SB-01・ 02(S=1/60)
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部及び床面直上から完形土器等の出土は見られず、炭化材も柱の形状を留める様なものがほとんど見られな

い。よって火災住居とは考えられず、住居廃絶後に家財道具を運び出し、再利用可能な柱材を抜き取った

後、廃材等を焼却処理したのではないかと推測される状況である。なお P7内から出土した円形の研磨礫と

同様なもの (写真図版31)が 7層 中より出土しており、住居廃絶後の祭祀行為にかかわる遺物と推測され

る。 5層 は地山のローム層土そのもので、周囲のいずれかの遺構を掘削した際生じた上を、窪地となってい

た本址に廃棄したものと考えられる。土器片や砂岩等の剥片礫は、 7層の上面や 1層 中からの出上が多く、

7層上面のものは焼却処理された廃材等と同様に廃棄されたもの、 1層 中のものは窪地となっていた本址ヘ

廃棄されたものと思われる。

遺物 :土器は破片ばかりで完形に近いものはない。いずれも覆土中からの出土で、第65図 180～ 193を掲載し

た。石器は、石鏃 5点 (第 82図 11～ 15)、 石錐 1点 (第83図42)、 石匙 1点 (第83図 51)、 掻器 2点 (第85図

78・ 79)、 打製石斧 4点 (第86図 93～ 96)、 磨製石斧 3点 (第88図 131・ 135。 137)、 磨石類11点 (第90図 147

～154他)と 多 くが認められた。他に前述の円形研磨礫 2点、破損した磨製石斧の破断面を磨き、垂飾に再

利用しようとしたが途中で断念したのかと思われるもの (写真図版31)、 石中に含まれていた酸化鉄が石の

表面に染み出し、部分的に赤く染まった円礫を垂飾にしようと穿孔を途中まで行った垂飾未製品 (第91図

172)、 P10か ら出土した多量の黒曜石フレイク・チップ、黒曜石剥片類等が認められた。

時期 :覆土中出土土器片からの判断であるが、縄文時代前期末と考えられる。

② SB-02(第 16図 )

位置 :A・ I区の中央からやや南寄り、N73E79グ リッド周辺。 切り合い :SK-035を 切る。

形状 :傾斜のきつい箇所に掘られているため、傾斜の低い方である南側は判然としない。また東佃1は道路に

よってすべて削平されてもいるが、定形的な形状ではない。

規模 :主軸方向がまったく分からないが、南北は4.8mを 測 り、東西は4.5m程度と推測される。壁は非常

にゆるく中央付近まで傾斜しているが、南側は自然の傾斜にのまれる形で消滅している。

床面 :掘 り込んだままで平滑に整えられていない。断面が逆台形状ではなく、浅い椀状である。

住居内施設 :何も検出されなかった。上記の状況も加え考えると、住居としてよいのか迷うところである

が、遺構番号を冠してから掘り下げ始めたこともあり、住居として扱った。住居を作ろうと地面を掘り始め

たが、何らかの理由で中断したものかもしれない。

覆土の状況 :12層 が堆積する。 2層・ 4層 ・5層 はしまりの強い層で焼土粒や炭の混入も見られるが、土量

自体は少ない。他はしまりの弱い層で、自然埋没によるものと思われる。

遺物 :時期の分からない土器小片と、黒曜石の小剥片が数点出土したのみである。

時期 :判断する根拠がなく、不明である。

③ SB-03(第 17図 )

位置 :B・ I区の北寄り、N17E129グ リッド周辺。 切り合い :SD-01に 切られる。

形状 :東側をSD-01に切られるため推測となるが、南北方向に長い長方形基調と思われる。

規模 :南北は3.2mを 測り、東西は推測で2.4m程度、床面積も推測で 7m2程度である。残存する最高壁高

は10cmし かなかったが、壁は比較的急傾斜に掘り込まれたものと思われる。

床面 :礫を含む 2次堆積のローム層を床面まで掘り込んでいる。中央部に硬化した範囲を認めたが、しっか

りした貼床を作ったというよりも、地山に含まれる礫が凹凸を作ってしまうため、窪んだ場所に土を入れた

といった状況である。
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メ3m

0     1m
に関調                                                       
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1,10Yttν I 黒 しまり無 5～ 10mロームプロック5%、 炭少量含む

IS3041
1:10YR2/1 黒 しまり和有、粘性右 lmmロ ーム粒・炭少量、5mmロ ームプロック1%含む

2:10YR3/2 黒褐 しまり・粘性和布 lmmローム粒少量、5～ 10mmロ ームプロック2%、 炭中量含む

3:10YR4/3 にぶい黄褐 しまり無、粘性有 lmmロ ーム粒多量、5mmロ ームプロック5%含む

第17図 SB-03004(S=1/60)

住居内施設 :ビ ット5基 (Pl～ 5)を検出したが、炉は見つからなかった。Plは斜めに掘 り込まれてい

るため木の根等の撹乱か もしれない。南東にP2(南端の掘 り込み箇所)、 北東に P3、 北西にP5があ

り、南西の撹乱されてしまった場所にビットがあったとすれば、四角形の配置を示す 4本柱の柱穴と考えら

れる。ただしいずれも深さが10cm前後しかないため、可能性があるということにしておきたい。

覆土の状況 :浅 くしか残っていなかったため、黒色上の 1層 を確認できたのみである。

遺物 :土器は 1片 も見つからなかった。石器は石鏃 2点 (第82図16017)が出土 した。

時期 :土器片が見つからなかったので不明である。

④ SB-04(第 17図 )

位置 iCO I区の南東側、N5EOグ リッド周辺。 切り合い :SH-002、 SK-373・ 406を切る。

形状 :南北方向に長い不整形な円形である。東側の壁は垂直に近いほど急傾斜に掘り込んでいるが、それ以

外は東倶Iほ ど急傾斜でない。

規模 :南北3.9m、 東西 3。 Om、 床面積7.lm2を測る。南東へ傾斜した場所に位置するため、北西側の壁は40cm

を測るが、南東側の壁は 5cmしかない。

床面 :掘 り込んだローム層をそのまま床面としており、硬化面は認められなかった。

住居内施設 :ピ ットは検出されたが、炉は見つからなかった。ビットは 5基検出され、Pl～P5が五角形

状の配置を示すが、深さは13～45cmと バラつきがあり、平面形・断面形も差異が大きい。

覆土の状況 :3層が堆積する。北隅で土器の大きめな破片がほぼ床面上で出土した他は、土器小片や人頭大

の礫が 102層 中より廃棄された状況で出土 している。

遺物 :土器は破片ばか りで拓影図 (第65図 194～ 197、 第75図4250426)のみ掲載した。石器は石鏃 1点 (第

82図 18)が出土 した。
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時期 :床面上出土遺物は、縄文のみ施文された土器で時期の特徴をつかむのが難 しい。覆土中出上の上器片

は縄文時代前期末～中期初頭の様相を示すものが多い。この範囲の中で捉えておきたい。

⑤ SB-05(第 18図 )

位置 :C・ I区の南東側、N14Ellグ リッド周辺。

切り合い :遺構が密集する箇所ですべての判断に自信を持てないが、sK… 179・ 205・ 206・ 2940295に 切ら

れ、SK-324・ 423を切る。

形状 :楕円形基調であるが、南東佃lが直線的で円弧のカープを乱している。壁は緩傾斜に掘 り込まれ、北側

は丸みを帯びて床面へと移行する。

規模 :長径5.5m、 短径4.5m、 床面積17.lm2を測る。ただし後述するように、数回の建て直しが行われた可

能性が高 く、これは最終的な平面プランである。南東へ傾斜 した場所に位置するため、北西側の壁は35cm

を測るが、南東側の壁は 5cmし かない。

床面 :炉址の北西側2.0× 1.2mの 範囲に黒色土を用いた貼床を検出した。ほか炉址の周囲は硬化した範囲

が認められた。

住居内施設 :ビ ットと炉址を検出した。炉址は確実なものが 2箇所、可能性が高いものが 1箇所認められ

た。P24と 冠してあるビットの底部は赤 く焼土化してお り、切 り合い関係や上の締まり具合から最も古い炉

址の可能性が高い。土器を埋めた埋甕炉が 2箇所で認められたが、切 り合い関係か ら新旧の順序が判明し

た。また炉体土器は、旧炉埋設時の土器を上半だけ抜 き取 り新炉へ埋設 した状況を確認 した。ピットは29基

(Pl～ 23・ 25～ 30)認めた。柱穴の配置は、切 り合い関係や貼床・硬化範囲等か ら判断して、P12・ 19・

22・ 26と 炉址 (P24)のセットが古 く、Pll・ 19・ 22・ 21(P8。 9も ?)と埋甕炉が新 しいと考えられ、住

居の拡張が行われたものと判断される。なおいずれのビットも深さ40～70cmを測 り、柱穴と呼ぶにふさわ

しい深さを有している。埋甕炉に切 られるP27は拡張前の、P6・ 18020は 拡張後の住居址内土墳と考えら

れ、貯蔵穴的性格を有すものと推測される。なお南東隅に焼土化 した範囲が認められたが、性格については

判断しかねる。

覆土の状況 :7層の堆積を確認した。壁際の 607層 は、暗褐～灰黄褐 と明るめの色調であり、地山のロー

ム層土が流入したものと考えられる。 4・ 5層 は黒褐色土で、土器片や石器、砂岩等の剥片を多く含んでお

り、 6・ 7層堆積後の住居址窪みに廃棄された遣物と考えられる。 3層 は地山のローム層土に近く、周囲に

あるいずれかの遺構を掘削した際に生 じた土を窪みに投げ込んだものと思われる。 1・ 2層 は遺物の量が少

ないことから、最後に自然堆積により埋没したものと考えられる。

遺物 :覆土中からまとまった量が出土 した。土器は完形に復元できるものはなかったが、第66図 198～207、

第67図208～ 234、 第68図 235～ 242、 第72図 3300331を掲示 した。第66図 198は炉体土器で、先述のとおり上

半部が新炉から、下底部が旧炉から出土したものである。石器も数が多 く、石鏃 5点 (第82図 19～ 22他 )、

石錐 4点 (第 83図 43・ 44・ 46・ 47)、 削器 1点 (第84図 64)、 掻器 1点 (第85図 76)、 打製石斧 3点 (第 86図

97～ 99)、 磨石類 2点 (第90図 155・ 156)のほか、床面に接する箇所から筋砥石 (第91図171)1点が出土し

ている。

時期 :縄文時代前期末と見る土器も中期初頭と見る土器も出上している。埋甕炉の炉体土器は、今までの編

年観に照らし合わせれば中期初頭と見るのが妥当と考えられる。覆土中からは、前期末と見るのが妥当な北

陸の鍋屋町系の土器等が少なからず出土しているが、これらを混入品と扱えば、帰属時期は中期初頭となる

だろう。
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P6 c
Ci

l:10YR3´ 2 11褐  しまり良、粘‖J嗜

ローム粒及び5ヽ 101nlllロ ー′、プロツク多く

含む

2:10YR3′ 3 暗褐 しまり1甘弱、粘ヤL弱

ローム粒多く含む

3:10YI(3/3 暗褐 しまり・ホLI卜 弱 ロー

ム粒少llt含 む

4:10YR3.′ 4 暗褐 しまり良、llli劇 J]

ローム粒及び3～ 101i、 inロ ー′、プロツク多く

含む

P25027
D

【SB‐0511・ lPi125】

1:l()TR3.l :‖ 褐 しまりhfJl、 ‖il卜 乏 l´

ヽヽ 5～ 10ninlロ ーノ、プロック少11含む

21 10YR3.1 暗褐 しまり]り 、粘Flイ J

ローム粒・炭化物多く含む

いB‐ t渦内Pi虚 7】

l110YR4 3鈍 い武出 ロー2、 粒及び5ヽ

10nun大ロームプロッシやや多含 しまり

Щくlllllliや やあり

P17018
日      黒6m

iSlt 051j・ ll'it171

1:1()
・ヽR43 にぶい歯出 しまり良、料i‖ :

JJ ロームItr及 び5nin、 11小イ,71・ lll、 民化11

小崎含む

【SB‐ (〕511・ lI)it18】

1:10YIく33 哺褐 しまり普週、llillirlYrl

ローム粒傲 獣、31nnl Jヽ石・|・ lrl合 む

2110YR3 4 ‖〕褐 しまり弱、‖1■ rJ

ロー2、 til rll多 く合tr

3:1()ヽ R43 にぶい織閻 ロー′、粒及び:ヽ
ヽ

5ninlロ ー2、 プロ ァウ多く合む

4:10YR3.(l IYl褐  しまり弱、制iヤL rJ

ロー1、 質 11

5:10YR3■1 ‖I間  しまりll弱、lllllli‖ t

ローy、 オまrll多 く合む

1:10YR2/3 黒褐 しまり・Lli性和イ「 1～ 2mmロ ーム粒多 lLl、 た少彙、5～ 10●lmロ ームプロック3%含む

2:10YR2/2 黒褐 しまり・粘性和イr l～ 2mmロ ーム粒・炭少壮合む

3:10YR4/6 褐 しまり無、料i性 和布 ローム上 黒褐色上が2%滉 人

4 1 10YR3/2 熟褐 しまり,粘セ鮒 右 Imnlロ ーム粒・炭少IIi含む

5:10YR3/2 黒lla しまり無、粘性和/1 1m■、ローム粒中撤、炭少景含む

6:10YR3/3 暗褐 しまり・粘性無 11ェiniロ ーム粒・炭少量、3～ 5nlinロ ームプロック1%含 む

7:10YR4/2 灰責褐 しまり有,粘性無 lmm焼上粒少量、5nllnjJL上 プロツク1%命 む

P10011・ 12P7・ 8
亀

IS3 05内 Pit10】

1:10YR3/3 暗褐 しまり良、llli性弱
ローム粒柑多く含む

【SB‐0511NIPitl l】

1:10YR4/4 褐 しまり普通、粘性柑 rl

ローム粒多く含む

2:10YR3/3 晴褐 しまり■、型i‖ :有

ローム粒rll多 く含む

【SB‐05内 Pi12】

1:10YR3/3 暗褐 しまり上、粘性和有
ローム粒多く合む
2 1 10YR3′ 3 暗褐 しまり和弱、‖i性和布
ローム粒少難含む

P15014

」             Jl
6.6m

ISB‐05内 P■ 15】

1:10YR3/4 11F褐  しまり普通、粘性J蠅

ローム粒少し含む

【SB‐05内 Pit141

1:10YR3/3 暗褐 しまり・れ七llilll
2:記録ミス

P19

iSB-051AIPit191

1:10YIt3`′ 4 ‖F褐  しまりlt、 粘性rl有

ローム粒多く、民粒少し合む

2:10YR3′ 4 111i褐  しまり普lll、 llllttlll有

ロームlil lll多 く、炭粒少し台t・

P20

K

1:10YR3′
′2 黒褐

ローム粒少し含む

2:10YR4/6 褐
ム上

しまり良、精i性 強

しま1)上 、411111i強  ロー

3:10YR4/3 にぶい賞褐 しまり11、 ‖i刊 :

強 ローム質IL

4:10YR5/6 黄褐 しまり■、辮i性 強 壁

崩壊ローム「L

5:10YR4/3 にぶい崎褐 しまり■、 llLlli

有 ローム質上

6:10YR4′
′4 褐 しまり普順、llll性有

ローム質Ji

ll10YR3 4 暗闘 しまり,1逝、lllillli弱

ロームオこ和多く、炭イじ材小片多く含む
2:2 5YIく 58 り!功 褐ヽ 飢 |:暦  しよl}普

迪、llliヤ L和 有
2.12.5YR518 WJ赤 褐 1l Lが 被熟により

赤変、性■1と したもの

しまり柑破い

311(〕YR3載  11褐  しより良 {;‖床状にlll

くしまる)、 llliヤ L弱  ロー2、 li、 3n、 n1411

ローヱ、プロック多く合t・

1:10Ylミ 34 H露 褐 しまり1ヽ 、lliヤL有

ローム粒、5mHlrllロ ームプロ ック少し合t●・

5:1()YR3'2 郎鶴 しより普通、lllllli"リ

ローノ、粒争く合t・

6:1()YR314 n青 褐 しまり普通、Ilitll欠 く

3ninl租 ロームプロック多く合tl・

7:10YR413 にぶい黄褐 しまり上、粘lli

イ∫ ローム粒・ロー′、プロック多く合tl・

Li

第 18図 SB-05(S=1/60)
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【SB‐05内 Pit7】

1:1()YR3/1 鶏褐 しまり・粘性弱 ロー

ム粒薇量含む

2 1 10YR3/3 暗褐 しまり・粘性弱 ロー

ム粒和多く含む 黒llra石 多く出上

3:10YR5/6 贅褐 しまり弱、粘性布
ローム質111

【SB・05内 Pit81

1:10YR3ノ 3 暗褐 しまり和孤、粘性 rl

ローム粒少 rll含 む

P23・ 24016
l         l:

746.6m

【SB‐05内 Pi23】

1:10YR6/6 明黄褐 しまり普通、粘性弱
ロームプロックを主とし暗褐色上を含む

2:10YR3/2 熙褐 しまり和硬、粘性弱
ローム粒少量、炭粒微量含む

3 1 10YR5/4 にぶい貴褐 しまり普週、粘

性右 ローム質土を主とし暗褐色土を若千

含む

IS3‐ 05内 Plt24】

1:10YR6/6 明責褐 しまり良、粘性弱
ローム質土、暗褐色土プロック少址、炭粒

微量含む

2:10YR3/3 暗褐 しまり普地、粘性弱
ローム粒少壼、炭粒・焼土粒性かに含む

3:10YR3/3 1ま 掲 しまり良、粘性柑有
ローム粒少量、焼上粒蒲多く含む

【SB‐ 05内 Pit16】

1,10YR3/4 ‖ま褐 しまり良、粘性弱
ローム粒柑多 く含む

炉・ P27

L R12_2.3

0     1m

-
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硬化範囲
1:10YR3/1 黒褐 しまり良、粘性構強 ローム

粒霜降 り状に多く、黒色上プロック及び粒少し、5～

1(lll■ ll小石少し含む

2:10YR3′ ′3 暗褐 しまり典、粘性弱 ローム粒

及びロームプロック多く、炭粒微士、5～ 10mm小
石少曇含む

乙83m
17多 く含む

褐

褐

＝
Ｉ

＝

しまり良、llliヤ トをもつ ローム粒少itt含 む

しまり良、翠i性 有 ローム粒fll多 く、焼 L

¬
ll:≡≡

==≡======ミ
ミミミ

=>ン
_

111()YR2/′ l ‖ しまり・粘性rrlri lnlmロ ー

ム粒・炭少lll台 む

2:10YR3/4 暗褐 しまり・料i性和有 1-2mnl
ローム粒中撤、5～ 10mmロ ームプロック7%含む

3 1 10YR2/2 黒 l」 しまり無、粘性布 1～2mm
ローム粒中量、5-10111inロ ームプロック5%含む

E≡亘コ :10YR5,73 にぶい黄褐 しまり普迪

lli,L有  ロー2、 粒多合 ‖I褐色上を

囲:ittI:〔
I麟iti鳩〕i讐懲

陶 :甘

理喘戚等響脚膨『れ

第19図 SB-06007008(S=1/60)

⑥ SB-06(第19図 )

位置 :CoI区 の南東側、N18E13グ リッド周辺。

切り合い :SK-209、 SP-348・ 349に切られ、SK-332、 SP-363を 切る。

形状 :東側を半分以上削平されてしまっているため良く分からないが、円形基調だとは思われる。壁は西側

が残っているものの高さはない。垂直に近いというよりは幾分緩やかな掘り込みだったと思われる。

規模 :残存している範囲で測って3.2mが最も値が大きい。概ねこの程度の規模であろうか。壁は西側の一

番残りの良い箇所で13cmを測る。

床面 :掘 り込んだローム層を平坦に整えそのまま床面としており、壁際を除いて叩き状の硬化面が広範囲に

認められた。

住居内施設 :ピ ットと炉址を各 1基検出した。唯一のビットPlは、かなり中央に寄った箇所にあり、深さ

は10cmし かないため、柱穴とするのは難しいかと思われる。削平されてしまった箇所もふ くめ、柱穴にな

りそうなピットは見つかっていない。炉址は住居のほぼ中央と考えられる箇所にあり、底は被熱により赤く

―- 29 -一



作

なっていた。上部が削平されているため 5cm程の深さしか残っていなかったが、元々は15cm程 度の掘 り

方を有していたと推定され、土器片も散在していたことから埋甕炉だったと考えられる。

覆土の状況 :黒褐色土層の 1層 を確認できたのみである。

遣物 :削平により覆上をかなり失っているため、遺物量は少ない。土器は第68図 243～ 245を 図化掲示した。

同243は、先述の埋甕炉炉体土器の残存と思われる破片である。石器は石鏃 1点 (第 82図 23)が認められ

た。図化掲示 した遺物は、いずれもほぼ床面上に存在 したものである。

時期 :炉体土器と思われる第68図243は、羽状縄文のみなので時期決定は難しい。覆土中から出土した同245

は、関西系の大歳山式と見 られる破片であり、図化していない土器片も十三菩提式に帰属するものがみられ

たので、縄文時代前期末の所産と考えておきたい。

⑦ SB-07(第 19図 )

位置 :C・ I区の南東側、N6W2グ リッド周辺。

切り合い :SK-409。 4100411・ 416を切り、SK-370に切られる。

形状 :不整形な楕円形を呈する。

規模 :長径2.lm、 短径1.8m、 面積2.6m2と 小型である。

床面 :北東佃l以外は非常に硬く締められた硬化面が広がっていた。

住居内施設 :東側で周溝状の溝を長さlm程度にわたって検出した。それ以外は確認できなかった。上述

のとおり規模力`あまりにも小さく、炉址や柱穴もないが、硬化面が認められたことから住居址と扱った。

覆上の状況 :2層が堆積する。 1層 は黒褐色土層、 2層 は暗褐色土層である。

遺物 :土器小片 2点、黒曜石剥片 2点が出土したのみである。

時期 :土器小片のうち 1点は押型文土器であるが、本址が多くの土壌を切っていることから混入品と考えら

れる。もう1点は縄文のみが施文されたもので時期は判明しない。本址の帰属時期は不明である。

③ SB-08(第 19図 )

位置 :C・ Ⅲ区の南端、S20W57グ リッド周辺。 切り合い :SK-488を切る。

形状 :東西に長い楕円形状を呈する。壁は緩やかに掘 り込まれており、カープを描いて床面に移行する。

規模 :長径4.7m、 短径3.8m、 床面積12m2を 測る。ただし後述するように、 2回の建て直しが行われた可能

性が高く、これは最終的な平面プランである。壁は5～30cmを測る。

床面 :掘 り込んだローム層を平滑に整えてそのまま床面としているが、炉址の周囲は硬化した範囲が認めら

れた。

住居内施設 :炉址、ビット、周溝を検出した。ビットは多く認められたが、その覆土は大きく3種類観察す

ることができ、一定の傾向を伺うことができる。つまり、壁際からやや内側にあるビット (やや濃い目のア

ミ入れをしたもの)→壁際にあるビット (薄いアミ入れをしたもの)→ 4基が方形に配置されたビット (最

も濃い目のアミ入れをしたもの)と変遷したと考えることができる。よって、 2度の建て替えを想定できる

のではないかと思われる。ビットの深さは、最も濃いアミ入れをしたものは24～41cmを 測るが、壁際に位

置するものは、 5～20cmと 浅い傾向が見られる。炉址は2箇所認めることができ、いずれも地床炉であ

る。位置関係から炉 1→炉 2の変遷を推測した。周溝は3箇所に途切れて認められ、深さは 6～ 14帥 を測

る。先述の覆土観察から、南端と東端のものは最初の構築時に、北東端のものは1回 日の建て替え時に伴う

ものと考えられる。

覆土の状況 :3層が堆積する。3層 は壁際にあり締まりもないことから流入土と考えられる。 2層は床面上

型
瑚
嘲
磁
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に薄く堆積する暗褐色土で、堆積が一定でなく凹凸も認められることから、周囲にあるいずれかの遺構を掘

削した際に生じた土を投げ込んだものかと推測する。 1層は黒色上で、遺物をあまり含まないことか ら最後

に自然埋没したものかと推測する。

遺物 :出土量は少ない。土器は第68図246～ 253を 図化掲示 した。いずれも覆土中か らの出上である。定型的

な石器は 1点 も出土していない。

時期 :覆土からの出土土器ではあるが、縄文時代前期末の帰属時期を与えておきたい。他の縄文時代前期末

住居址より古い様相の上器が見 られる。

⑨ SB-09(第 20図 )

位置 :C・ Ⅱ区の中央、N2W6グ リッド周辺。 切り合い :な い。

形状 :東側が決れている不整形な円形を呈す。壁は比較的緩やかに掘 り込まれているが、西側は他の箇所よ

りもややきつい傾斜である。

規模 :主軸3.6m、 直交軸3.5m、 床面積7.4m2を 測る。南へ と傾斜 した箇所に存在するため、壁は北側で45cm

と高く、南側で10cmと 低 く残存 している。

床面 :ロ ーム層を掘 り込んで平坦にし、そのまま床面としている。貼床や硬化面は認められなかった。

住居内施設 :ピ ット、炉址、周溝を検出した。ピットは、Pl～ 7の 7基 と、北側の壁際に小さなピット5

基を認めた。炉址 を囲む位置にある Pl～ 4が主柱穴と考えられ、27～45cmの 深さを測る。炉址が中央よ

りやや北側にあることから、出入口は南側と考えられ、この箇所にあるP506が 出入田部の施設に関連す

るものと推測される。いずれも12cm程度の深さを測る。北側の壁際 (奥壁際)に は、径10cm、 深さ 3～ 6

cmの小さなピットが 5つ並ぶ。また東側の壁沿いには、奥壁にあれば祭祀的な石壇 と言われる状況の平た

く割られた石が数個並んでいた。周溝は南側から東側の壁際にだけ認められ、 5～ 10cmの 深さを有する。

炉址は平石を方形に組んだ石囲炉で、主軸85cm、 直交軸80cm、 深 さ30cmを 測 り、中央 より奥壁側 と考え

られる北側にやや寄っている。南側以外の石は垂直に近い状況で炉壁に沿 うよう設置されているが、南側の

石は炉壁の斜面ではなく炉縁に置かれている状況であり、焼去「灰の掻 き出しを意識 したものかと推測する。

炉底から炉縁石は激 しく被熱 した様で、炉底は焼土化が著 しく、炉縁石も赤 く変わリヒビが入っていた。

覆土の状況 :6層が堆積する。 5層 は炭化材や焼土を非常に多 く含むもので、上屋構造が焼け落ちたものと

考えられる。床面上に顕著な遺物はなく、自然流入したものと思われる 6層が存在することから、住居廃絶

のかなり後になってから、朽ち始めていた上屋構造を焼却処分 したのではないかと考えられる。この 5層上

面には、日縁部を下に向けた状況でおかれた深鉢 (第 75図 428)が存在する。住居廃絶後の祭祀行為による

ものであろうか。 2～ 4層 にはあまり遺物を含まない。 1層からは銅銭が出土してお り、住居を切る状況で

存在していた中世の上墳墓を平面的に捉え損ねたものと思われる。

遺物 :出土量は少ない。土器は先述の第75図428、 同427のみ掲示 した。石器は石錐 1点 (第83図 50)、 石匙

1点 (第83図 58)、 磨石類 1点のほか、21。 4gと 大きめな黒曜石剥片 1点 (第86図 90)が壁際から出土 し

た。また覆土中より、 3/4程 を失った土製耳飾 1点 (第 92図 6)が出土 している。

時期 :覆土からの出土だが428よ り判断して、縄文時代中期後葉 Ⅱb期 に近い時期の所産と考える。

⑩ SB-10(第 20図 )

位置 :C・ Ⅱ区の南側、S3W3グ リッド周辺。 切り合い :SK-558・ 559・ 562に 切 られる。

形状 :隅丸方形状 を呈すが、南側の一部が少 し張り出している。壁は比較的急傾斜に掘 り込まれている。

規模 :張 り出し部も含めて、主軸4.4m、 直交軸4.5m、 床面積13.lm2を測る。南東に傾斜 した場所に位置す
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第20図 SB-09010(S=1/60)

l:10YIt3/3 晰褐 しまり ,粘性和右 l～ 2innlロ ーム粒少ltI含む 鋼

戴‖111,中 世堪の検111を F`面で見落としたと思われる

2:1(〕 Ylく 3/2 :il褐  しまり無、Xlll性 和右 1～ 2111mロ ーム粒llyxllr、 炭少

量台む

‖:1()VIく 2′2 ■掲 しまり・IlllttfFfイ「 1～ 2minロ ーム粒・炭少ll台 |.・

1:1`,YR3/2 111褐  しまり無、摯i性布有 1～ 2nlmロ ーム粒多量、炭中

211含 む

5:10YR2/2 ‖褐 しまり・粘性和イf l-2mmロ ーム粒中懺1、 炭化材・

焼上リト常に多く含む 11:た lJll_L屋 構造14が焼け落ちたものと思われる

6:10YIく 3′
′3 1ti褐  しまり無、粘性 rl‐  1～ 2mmロ ーム粒多鮒含む

l:覆 L5綺対応

2 1 10YR2/1 黒 炭化物勝 材・焼 11粒 多く合む (種±5回 の炭化材)

3:1()YR3/2 黒褐 しまり諄通、粘Fl和 有 焼上粒含む

4:10YR4/4 褐 しまり上、粘性強 ローム粒・炭化物少lji ttL・ 焼

上プロックド底部に散在する

1:10YR2/1 ‖ しまり・料i性無 lmmロ ーム粒・た少量

含む

2:10YR3/3 暗褐 しまり・粘性無 lmmロ ーム粒中ll、 2～

3cm黒色11プ ロック15%台 む

3:10YR2/1 出 しまり和有、粘性 ri lmnlロ ーム粒 .炭

少Ill、 準大～50cm晟 の石含む

4:2層 と同じ

5:10YIt2/1 出 しまり・粘性無 炭化羽・炭粒・焼土プロッ

ク・焼土粒多晨含む 住購力LL屋 構造材が焼け落ちたものと

思われる

1:住居址覆±5層 からの続き

2:10YR3/2 黒褐 しまり'粘性弱 炭片・焼土粒・焼上ブ

ロック多く含む

3:10YR3/1 黒褐 しまり弱、粘性欠 炭片多く、焼土粒若

千紫含む

4:10YR3/2 黒褐 しまり普通、粘性和有 焼土粒多く含む

0     1m

炉

SB‐ 10
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るため、壁の残存高は北側と西側が高 く反対側は低い。70～10cmを減1る 。

床面 :ロ ーム層を掘 り込んで平坦にし、そのまま床面としている。貼床や硬化面は認められなかった。

住居内施設 :ビ ット、炉址、周溝を検出した。ビットは15基を認めた。比較的深いビットで配列の組み合わ

せの良い Pl(深さ37cm)、 P5(同 37cm)、 P14(同 30cm)、 P15(同 45cm)、 P6(同 46cm)の 5本カミ主柱

穴と思われる。なお P2・ 3・ 12も 深 さ26～ 38cmを 測ることから、ほかの組み合わせ も想定できるか もし

れない。炉址が北西側に寄っていることから考えて、出入回は南東側と思われ、この箇所にあるP7は 出入

口施設に関連したものかもしれない。炉址は、平石を花弁状に組んだ石囲炉で、110× 100cm、 深さ35cmを

測る。炉底は激 しく焼土化してお り、炉縁石も赤 く変色していた。周構は途切れながらもほぼ全周している

様で、最深で10cmを測る。

覆土の状況 :5層が堆積する。床面上に広 く堆積する 5層は、炭化材や焼土を非常に多 く含むもので、上屋

構造が焼け落ちたものと考えられる。床面上に顕著な遺物はないため、住居廃絶後に焼けたものと考えられ

る。 3層 は土器をあまり含まないものの、拳大から抱え上げるのに苦労する50cm程度の大きさの石を沢山

含んでお り、廃棄された様相を呈す。 1層 は黒色土で、遺物をあまり含まないことから最後に自然埋没 した

ものかと推測する。

遺物 :第 75図429は胴部のみが残存する深鉢で、P9横の床面に置かれた平石の上に乗せ られていたものと

思われる。土器はその他第75図 430、 第76図 431～436・ 438を 図化掲示した。石器は掻器 1点 (第85図 80)、

打製石斧 5点 (第 88図 123～ 125他 )、 磨石類 1点が認められた。

時期 :第 75図429か ら判断して、縄文時代中期後葉Ⅱa期に近い時期の所産と考える。

① SB-11(第 21図 )

位置 :CoⅡ 区の南端、S8WOグ リッド周辺。 切り合い :SK-577に 切 られ、SK-578を 切る。

形状 :ほ ぼ円形を呈する。壁は緩やかに掘 り込まれてお り、カーブを描きながら床面へ と移行する。

規模 :こ の住居は、今回の事業地中央にある谷への落ち際に存在する。このため住居の出入目が谷側だとす

ると、出てす ぐ谷へ落ちる状況であり、それ以外の場所に出入口を設けたと考えるのが妥当かと思われる。

しかしこの住居 と並び存在するSB-12は、同じ立地なのに谷側に出入目があ り、一概に決め付けるわけに

もいかない。一応 P4を 出入口施設に関連したピットとし、主軸方向を北東―南西ラインと考えると、主軸

3.8m、 直交軸3.65m、 床面積8.8m2を測る。住居はやや東へ傾斜 した場所に作 られたのであるが、表土除去

の際に誤って住居の北側部分を下げすぎたため、壁の残存状況にかたよりがあり、10～ 47cmを 測る。

床面 :地山を掘 り込みそのまま床面としており、貼床や硬化面は認められなかった。

住居内施設 :ピ ットと炉址を検出した。ビットは 5基認められ、Plが 30cm、 P2が32cm、 P3が35cm、 P

4が10cm、 P5が20cmを測る。P4を 除 くピットが比較的深 く、SK-577に 切 られて しまった場所に 1基

あったとすれば、 5本柱 とするに配列的にも良いと思われる。炉址はほぼ中央にあり、10cm程度掘 り窪め

た掘 り方の周囲に、細長い石を長楕円形状に配した石囲炉である。炉底は被熱により赤化していた。

覆土の状況 :3層が堆積する。 1層 は拳大から50cm程度の大石を含むもので、 2層 ・ 3層 により形成され

た住居の窪地へ石が廃棄されたものと思われる。

遺物 :土器は第76図 437・ 439～444を 図化掲示した。いすれも完形に復元できない破片ばかりである。石器

は打製石斧 1点 (第88図 126)が 1点出上したのみである。

時期 :出土土器は縄文時代中期後葉Ⅱa期のものであるが、すべて覆土中からの出上である。炉の形態から

判断して Ib期 の帰属時期をあたえておきたい。

一- 33 -―



l'10YPン 2 凱褐 しまり・粘性無 3～ 101■ :n小 石・炭少鰍、拳

沐:‐ 枢■●1裡のィf含む
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炉
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BI
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0     1m
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石・炭少量含む
3:10Y陀 /1 黒 しまり精右、粘性無 5～ 311-4ヽ 石・
炭少量含む

4:10YR2/3 黒褐 しまり・粘性和有 5～ 30mm小石
多く含む
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炭少量含む

9;10YR3/3 暗褐 しまり。粘性無 5～ 10mm小 石少
蠍含む

昨 2二

ゲォl鵬濫
しまり,粘性欠5～即mmM
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擬量TT%憮,名ぎ
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Ｆ
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ISB・ 12内 P16】

1:10YR4/1 褐灰 しまり・粘性欠 炭片精多く含む
2:10YR6/4 1こ ぶい責橙 しまり硬、粘性欠 ローム
質土によるlll床土
3:10YR3/2 黒褐 しまり普通、粘性弱 ローム粒・
皮片精多く、小石多く含tr

【SB・ 12内 Pit71

1:10YR3/2 黒褐 しまり良、粘性欠 炭片少し含む
2:1倒聰 2 訊褐 しまり弱、粘性欠 ローム粒 ,ロ ー
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質ローム質上で炭片少し含む
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⑫ SB-12(第 21図 )

位置 :CeⅡ 区の南端、S10W5グリッド周辺。 切り合い :な い。

形状 :北西側に住居の壁へと向かって緩く浅く落ちていく範囲を確認したが、これを除くと円形状を呈す

る。壁は比較的急傾斜に掘り込まれている。

規模 :先述の北西側の掘り込みを除くと、主軸4.4m、 直交軸4.9m、 床面積12.8m2を 測る。壁は非常に高く

残存しており、50～ 70cmを測る。

床面 :地山を掘り込みそのまま床面としており、貼床や硬化面は認められなかったが、全体に硬くしまって

いる状況であった。

住居内施設 :ビ ット、炉址、周溝、石壇を検出した。ビットは11基確認された。P2・ P6の覆土は、上位

が非常に硬くしまっていたことから、柱が抜かれた後に上が入れられ踏まれたものと考えられる。よって当

初はP102・ 4～ 7の 6本柱だったものが、Pl・ 3・ 507の 4本柱に建て替えられたものと推測す

る。P8。 9は 出入回方向にあり、補助的に上屋を支える柱だったと思われる。炉址は住居址の北側によっ

て構築されている。南北125cm、 東西115cm、 深さ47cnlを 測る石囲炉であるが、炉縁石は東側以外抜き取

られている。炉底が焼土化している様子は見られなかった。周溝は北東側の一部を除いて全周し、5～ 13cm

の深さを測る。住居の奥にあたる北壁際には石壇状遺構が見られた。60× 130cm程 の範囲に平石を並べた

様であるが、真ん中に石はない。この空間では深さ24cmを涸Iる P10が見つかっており、石棒や木柱を埋設

したものかと思われる。石壇の上面は平坦で、レベル値は5 cm以 内の範囲に収まる。床面との比高差は 9～

14cmで ある。

遺物 :土器は第77図445～453を 図化掲示した。いずれも破片資料である。石器は石鏃 1点 (第82図 37)、 削

器 1点 (第84図 66)、 掻器 1点、打製石斧 2点 (第 88図 127・ 128)、 磨石類 1点 (第 90図163)が 認め られ

た。また壁際から大きめ (12.8～ 54.2g)な 黒曜石剥片 (第85図 87、 第86図 88・ 89・ 91)が 出土しており日

に留まった。

時期 :出土土器から、縄文中期後葉Ⅱc期の所産と考えられる。

(2)土墳 (第 22～51図、第 1表)

「SK」 の総数は641基にのぼる。遺構検出段階で径が大きいものを上ll■ として扱い、「SK一 〇〇」と冠し

ているため、火葬墓、土渡墓、集石遺構も「SK」 と冠されたものが多い。遺構名の付けかえをしなければ

ならないのであるが、混乱を避けるためそのまま使用している。この項ではそうしたものを除いた土墳607

基について記述する。各土援について個別に記述することは紙数の関係上難しいので、規模・形状 。出土遺

物等のデーターは一覧表で掲載することにし、図面はできるだけ多くを掲示する様つとめた。一覧表作成に

際しては、出土遺物の検討から帰属時期を明らかにする様つとめたが、土墳から出土する土器は少なく、ま

た小片である場合が多いので、時期を明確に限定できるものは多くない。よって土墳の形状・覆土・位置

等、様々な状況から推測したものがある。形状の分類は一定の基準 (第 1表凡例参照。78項)を設定し行っ

たが、削平を深く受けているものについては、断面形「A」 の皿状となるものが多いため、元の形状を推測

し判断したものがある。以下は時期ごとに若千考察を加える。

縄文時代早期  この期は押型文土器が出土する早期中葉と、条痕文系土器が出土する早期末の 2時期が

主である。早期中葉と判断されるものが30基程、早期末と判断されるものが15基弱あるが、土器が出土しな

かったこの期の土鍍もあるはずなので、多少増えると推定される。いずれもD・ Ⅲ区に集中するが、早期中

葉は C・ I区で、早期末はA・ Ⅱ区でも散見される。早期中葉のものの形態は、平面形が円形もしくは楕円

形の I・ Ⅱ、断面形が浅い形状の人 円筒形のCが多い。削平されていることを考慮すれば、断面形 Aの
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もの (SK-611・ 614等 )は Cであった可能性が高く、平面形が円形基調で断面形が円筒状の土城が多いと

見ることができる。また断面形 Dと したものも、オーバーハングの程度が浅く、断面形 Cに近いもの (SK一

586・ 620等)が多い。これらは、形状からだけの判断であるが貯蔵穴と推測する。また平面形が大型の円形

(I)で、断面形がAや Bの もの (SK-180・ 290・ 303等 )も ある程度見られ、C・ I区 にこの形状のもの

が多い。早期末も平面形が円形基調で断面形が円筒状のものが多い。

縄文時代前期末～中期初頭  縄文前期の土器はほとんど前期末のもので、他時期のものはごく僅かゆ

え、前期末のみ取り上げる。また前期末とも中期初頭とも判断し難い土器があるが、これは一続きのもので

あるゆえ一緒に扱う。この時期の土lJAは全調査区から検出されている。土器片が出土したものだけでも100

基弱を数え、本遺跡のなかで主要な位置を占める。上器が出上しなかったため時期を付与できなかったが、

当期の上墳はかなりの数だと思われ、形状や存在する位置等から判断してカウントすれば300基を超えるも

のと思われる。分布は全域に渡るがまとまりがあり、①C・ I区 の南東側、竪穴式住居址 SB-04～ 07の 周

辺を中心とし、A・ Ⅱ区の西端や C・ Ⅲ区の南側にわたる範囲、②C・ Ⅲ区の南側、SB-08の北側一帯、③

C・ Ⅳ区、C・ V区 の中央付近、④A・ I区 のSB-01近辺からA・ Ⅱ区の東側、以上を認めることができ

る。このうち、①と④にある土城の形状は様々なものが認められるが、②と③にある土城の形状は、平面形

が円形基調 (I)で断面形が円筒1大基調 (C)と 考えられるもの (先述のとおり削平される前の形状を推測

しての判断)が多い。この違いが時期差なのか機能差なのか知ることは、土墳の帰属時期を細かく判断する

ことが困難な状況ゆえ厳しい。この期の土援すべてをみて目に留まるのは、平面形が円形基調 (I)で、断

面形が円筒状 (C)や袋状 (D)を呈する貯蔵穴と判断されるもので、比率的にも高い。貯蔵穴の典型的形

状とされる袋状土漿 (SK-095・ 204・ 270等)も すべてこの期に帰属すると思われる。一方墓墳も存在する

と考えられるところであるが、明確に墓壌と判断できる遺物 (映状耳飾等)はない。副葬品とも考えられる

状況で石鏃や石匙等の石器が 1点だけ出土する土塘はあるものの、形状や覆上の状況もあわせ考えると積極

的に拾えるものでもないと思われる。遺骸を埋葬するのに適当な形状と考えられる、平面形が楕円形 (Ⅱ や

Ⅲ)や隅丸長方形 (Ⅵ やⅦ)で断面形が描鉢状 (B)や 鍋底状 (C)を呈する土墳がいくつかある (SK一

243・ 244・ 4120479等 )ので、こうした形状のものが墓壊かとも考えられるが推測の域を出ないところであ

る。

縄文時代後期後葉～晩期  この期の土墳は A・ Ⅱ区の中央、SK-128を 中心として径20m程の範囲に20

基程が認められる (第49～ 51図 )。 この場所は、調査区の北端に存在する埋没谷にかかる位置であるため、

黒色土が広がっており遺構の検出は非常に難しい状況であった。よつてここに掲載した遺構平面図のライン

は、谷が埋まる前の1大況にまで上を除去 した段階で描いたものであり、遺構の上部は削ってしまった1大態で

ある。谷の岸側にあたる南側では遺構の輪郭を提えたのであるが、谷の深い方である北側は遺構を飛ばして

しまったものである。さて SK-128は 墳内に円形に配した石が認められ、配石墓と考えられる。配石墓はこ

れ 1基しかないが、周囲には様々な規模・形状の土堀・ピットが数多 く存在 し切 り合いが激しい。また開墾

時にかなりの削平を受けているため確かなことは言えないが、土渡の中に入ってこない石や遺物が多 く認め

られるため、元々は集礫状の遺構があったと思われる。よって集礫の下部に土墳が存在していたものと考え

られる。土器の時期は後期後葉から晩期まで広 く認められ、遺構の切 り合いも激しいことから、配石墓を中

心として繰 り返し穴が掘 られ、祭祀行為がなされたものと考えられる。

中世 (鎌倉期) この期の土壌は、C・ I区の北側を中心 として存在 し40基程を数える。ただしこれ も

埋没谷の黒色土が広がる範囲にも存在するため、見落としがあると思われる。形状 は、平面形が方形基調

(V～Ⅷ)で断面形が円筒状・鍋底状 (C)を 呈するものが多い。黒褐色土の広がる範囲以外で検出のもの

は、覆土が共通 して暗褐色・黄褐色・灰黄褐色と明る日の色調を呈する。掘立柱建物址 創卜 01内 にある SK―
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019

一        ~
SK-009

1:10YR3/1 黒褐  しまり無

3cmロ ームプロック30%含 む

SK-016・ 023

A:

1110YRソ l 黒 しまり無 1～ 2nlmロ ー

ム粒少量含む

2:10YR3/2 黒褐 I～ 3mmロ ーム粒多

量含む

A'   一

SK‐011

・
m

l:10YR3/1 黒褐  しまり無 5～

"mmロ
ームプロック10%含む .

2:10YR4/3 にぶい黄褐  しま

り無 2～3cmの 2職土プロック5%
含む

ISK‐0231~1:10YR22 
黒褐 5～ 10mmロ ー

ムプロック7%、 炭少量含む

737.5m

0     1m

B

可
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｍ

一

SK-012

:Q2m嚇考備i

l盤 湯́315mmロ
ーム粒10%含む

1:10YR2/1 黒 5mm口 …ムプ

ロック10%含 む

Ｃ

一
Ｆ
看

33m

ISK‐∞3】

1:10Ylく 2/1 黒 しまり強 5m■ 1ロ ームプロック3%、 炭少鷺含む

2:10YR3!′ 2 ■褐 しまり無 1～ 5cmロ ームプロック30a/4/含 む

ISK IX汚 】

1:25Y3′ 2 黒褐 3～ 5mm褐 色■粒・ 5rnnl小イT少 激含む

iSK‐ fD61

1:10YR2′′l 出 しまり無 5mmロ ームプロック1%含む

2:10YR3/2 黒褐 1～2mmロ ーム粒多鷺、5mmロ ームプロック20%含 a●・

ISK・ f9171

1:10YR2′ 2 黒褐 lmmロームオ
"多

量含む

2:10YR2/1 1「 1 1～ 2mュ 1ロ ーム粒・炭少量含む

【SK‐ 018】

1:10YR2/1 ‖ しまり無 1～ 2minロ ーム粒少lll含 む
2:10YR3/2 1■ 褐  しまり無 51n■ 1ロ ームプロック30%含 む

SK-010

一８

ヽ

SK-007

7330m

B   3   B,

%詩

神 m

【SKЮ 071

1:10YR3/2 黒掲 2～ 3mmロ ーム粒多

最含む

2:75YR3/2 黒褐  1～ 2mmロ ーム粒少

量含む

3:10YR3/2 黒褐  5～ 10mmロ ームブ

ロック15%含む

ISK‐013】

1:10YR3/2 黒褐  1～ 2cm焼 上プロツ

ク10%含 む

2:10YRン1 黒 しまり無 2～ 3111mロ ー

ム粒少量含 む

3:10YR3/3 1薔 褐  しま り無  5～
lommロ ームプロック20%含む

一 T
l:10YRン 1 黒 しまり無 2～ 3mmロ ー

ム粒少量含む

2:10YR3/2 黒褐 1～ 2cmロ ームプロッ

ク15%含む

737.7mヘ

リ

ァ

-
BIB       1737.6m

土墳① (S=1/60)
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一
一
■
一
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一

亀

０

SK-008
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S 一ｍ

ISKЮ Z・ 025'

1:10YR3/2 肌褐 しまり無 1～

2mmローム粒少量、5～ 10mmロ ー

ムプロック5%含 む

2:10YR3/1 黒褐 しまり無 1～
2mmロ ーム粒多量、5～ 30mmロ ー

ムプロック5%含 む

3:10YR3/2 黒褐 5～ 30mmロ ー

ムプロック20%含む

4:10YR2/1 黒 10～ 50mmロ ー

ムプロック30%含む
r19:loYRン 1 熟 しまり無 炭・

2～ 3mm焼土粒少量含む

② :10YRl,7/1 鳳 しまり鷺1～

2mmロ ーム粒・炭少量含む 焼上

粒の集まりが層状 (厚 さ加 m程 )

に入る

① l10YR2/1 思 5～30mmロ ー
ムプロック30%含む

1:10YR3/2 黒褐 しまり無 1～5cmの 暗

褐色止プロック15%含む

2:10YR3/4 暗褐 しまり無 1～2mmの 砂

粒少量含む

3:10YR3/3 暗褐 しまり無 1～2mmの 砂

粒少量含む

SK‐035

1:10T22.′ 1 盟 しまり無 Immロ ー

ム数多動,軍贅●l・ 朝鮮贅:n織 のローム幡

iが帝嶽に貫入

Zi脚Yttι
′Z 購綺 しまり無 lI「Inlロ ー

ム職多鷺含む

3 1 11YR3,3 聯機 しまり無 5～
鋤mmロ ームプロック絆%含 F」

0300031

::10YR2/2騨 褐

殿奮む

2:10YR3/2琳掲

量奮む

3:mげ R″l 藻 しまり無 1-伽 nュlロ ー

ム織 .炭 少量脅む

1-2rnmロ ーム粒少

i～ Zmmロ ーム粒多

琳

しまり無 1～2mrn

しまり無 lrnmロ ー

ISK{餞 7】

1:10YR3/2轟 褐 しまり無 lmmロ ーム粒少量含む

2:lflYR27.I 轟  しまり無 炭少景、所肛nロ ームプロック3%含 tr

3:10YR3/3 暗褐 しまり無 lmm口 …ム粒多量奮 tr

rSK・ 030】

l110YR3プ 3 購褐 しまり無 1～ 2mmローム粒多量奮む
rSK0311

1:10YR3/2 風欄 しまり無 1～ 3cmロ ームプロック

“

%含む
2:10YR313 暗掲 しまり無 1-2rnmロ ーム壮多鷺含む
3:10Y螺

`′

1 鶏 炭・焼土粒少量含む
4 1 10YR3/3 暗褐 5～鋤mmロ ームプロック協 奮tr

1:10YR3/1 黒掲 しまり無 3～ 5mmロ ー
ムプロック5%、 2～ 3mm砂 粒少量含む
2,10Yu・1黒 しまり無 1～2-ロ ーム粒・

魔少量含む
3:10YR3/3 暗褐 5～ 30mmロ ームプロック
m%含む

4:10YR4/1 褐灰 しまり有 炭少量含む

SK-0330047

卜
＝
――
＝
ν

∽
ω

ISKЮ331         尾
1:10YR3/3 暗褐 1～ 3mm
砂粒中量含む

ISK‐ C147】

l:10YR3/1 黒褐 5～
10mmロ ームプロック5%含む
2:10YR2/1 黒 1～ 獅 ロー

ム粒・炭少量含む

SK-036 037

ISK胡 6・

“

71

1:10YR3/3 暗褐 しまり無 1～ 2mmロ ーム粒多量、炭少量含む
2:10YR4/4 褐 しまり無 地山ローム層上埋めたもの 炭少量含む
3:10YRl.7/1 黒 しまり無 1～2mmロ ーム粒・炭・焼土粒少量含む
4:10YR4/1 褐灰 しまり無 5～ 10mmロ ームプロック5%含む
①:10YR3/2 黒褐 しまり無 1～ 2mmロ ーム粒,5mm小石少蠍含む
②:10YR2/1 轟 しまり無 1～2mmローム載・炭少量含む
③:10YR4た 褐 しまり無 地山ローム層土埋めたもの

3:認学障発暑褐
し
ilサ無

11観
11百土警鳥魂認『

少量含む o __   lm

第23図 土渡② (s=1/60)

SK‐ 038

一1:lenむん 硬中尋 5mmロ ー

ムプロック3%含 む

黒褐 1～ 2mmロ ーム粒・炭少

黒褐 しまり無 1-2mmロ ー

SK-029

-③

乙

¬ヽF
1:10YR2/1 黒 しまり無 1～
2mmロ ーム粒少最含む

SK‐ 028

SK-0240025

1:10YR2/2 凧褐
ローム粒少量含む

2:10YR3/3 晴鶴
ム粒多量含む

SK‐027

a楼
押
曲

だ

れ凶

鰤1

SK-032

1:10YR2/2

量含む

ム粒多量含む

―- 38 -



SK…041・ 042 SK‐ 045

【SK‐ 042】

1:10YR3/1 黒褐 しまり無 1～
2mmロ ーム粒多量含む

【SK・ l141】

1:10YR3ん  暗褐 rolnlnロ ームプロッ

ク20%含む

2:10YR32 黒褐 釉mロームプロッ

ク10%含む

3:10YR4/4 褐 地山ローム層土埋

めたもの

4:10YRソ 2 黒褐 5mmロ ームプロッ

ク10%含む

SK-040・ 0460048～ 050

SP-11

SK-053・ 0550056

SP-043

737 9m  l

―
【SK・ 026】

l110YR2/1 黒 しまり無 1～ 2mmロ ーム粒少量含む

SK-050

737.3m

1:10YR4/4 褐 しまり無

2:10YR3/2 黒褐 1～2mmロ ーム粒多量含む

3:10YR3/3 晴褐 5～ 10mIIIロ ームプロック10%含む

【SK l140】

1:10YR2/1 黒 しまり精有 1～ 2mmロ ーム糀・炭少滋含む

2:7.5YR2/1 熟 しまり無 1～ 2mmローム粒多驚、炭少量含む

3:75YR2/1 黒 しまり無 1～ 2mmロ ーム粒多量、炭少量、5～ 20rnmロ ームプロッ
ク10%含 む

4:10YR4′4 褐 しまり無 地山ローム職上の流れ込み■

5:10YR2/1 黒 しまり和右 1～ 2mmロ ーム粒・炭少量含む

ISKЮ 48】

1:10Yυ /1 黒 しまり無 5～ 10mmロ ームプロック5%、 炭少量含む

2:10YR2/2 黒褐 しまり無 1～ 2mmロ ーム粒多最、5mmロ ームプロック5%、 3～

5mm焼上プロック少量、炭多量含む

3:10YR3/1 黒褐 しまりfFl有  5～ 10mmロ ームプロック10%、 炭少最含む

ISK l1491

1:10YR3/2 褐

褐

黒

暗

5mmロ ームプロック10%、 炭少最含む

5mmロ ームプロック30%含む

鉢Ю田0059→

¬ゴ

SK-052

【SK‐ 051】

1:10YR3/72 黒褐  しまり・粘性

無  1～ 2mmロ ーム粒 少量、5～

15mmイ 石ヽ中量含む

2:10YR3/3 暗褐  しまり ,粘性

無  1～ 2mmロ ーム粒多量、5mm
」ヽ石少量含む

【SKЮ 52】

1:10YR3/2 轟褐 しまり・粘性

無 5～ 10rnm4ヽ 石中量、1～2mm
ローム粒・炭少量含む

2:10YR3/3 暗褐 しまり,粘性

無 1～ 2mmロ ーム粒多量、5～

10mmロ ームプロック15%、 5～

lomm小石・炭少量含む

3:10YR2/2 黒褐 しまり,粘性

無 1～2mmロ ーム粒・ 3～ 10mm
小石・炭少量、5mmロ ームプロッ

ク3%含む

4:10YR4/2 灰贅褐 しまり。粘

性無 1～ 2mmロ ーム粒多量、5～

10mm小石少量含む

【SK・ l153】

1:10YR2/2 黒褐 しまり精有、

粘性無 2mmロ ーム粒・炭・5～

10mm小石少量含む

2:10YR3/3 暗褐 しまり・粘性

無 lmmロ ーム粒多量、5～ 10mm
小石少量、5mmロ ームプロック3

%含む

3:10YR3/2 黒褐 しまり,粘性

無 1●Imロ ーム粒多量、5～10mm
小石少量、5mmロームプロック3

%含む

4:10YR4/3 にぶい黄褐 しまり・

粘性無 5～10mm小石少量含む

【SK‐ 056】

1:10YR2/2 黒褐 しまり和右、

計鳥Кでソ拶０̈６
　
　
　
　
　
　
　
　
　
而

SP‐257

神
一

ISK l158】

1:10YR3/3
少量含む

3:10YR3/2
【SK 0601

1:10YR3/3
2:10YR2/2
少量含む

ｋ
劇

＝

Ｈ

／

一

粘性無 lmmロ ーム粒・炭少量含
■p.3m む

2:10YR3/3 暗褐 しまり・粘性

和有 lmmロ ーム粒多量含む

土塘③ (S=1/60)

- 39 -―

暗褐 しまり・粘性無 1～2mmロ ーム粒少量、5mm小 石

褐 しまり無、粘性有 地山ローム層土崩れ込み土

黒褐 しまり・粘性無 3～ 5mmロ ームプロックlo%含む

暗褐 しまり,粘性無 lmmロ ーム粒多量含む

黒褐 しまり,粘性無 1～ 2mmロ ーム粒・炭・5mm小 石

0     1m

3:10YR3/2の 黒褐色上と10YR5/6黄 褐色上の混合土

Чひ.如
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SK‐ 061・ 062・

【3К (嬌 ll

11 10TR2.2 澤鶴 しまり,格14:構 埼

ISK《 脇21

1:10YR3 3 rt7f褐  しまり・粘tt無

SK‐ 063・ 064 SK-065 SK-067

ISKI)13】

1:10YR3/2 鳳褐  しまり・ Flll性 無

fli命む

21 10YR3/3 H77褐  しまり・ Ill性 無

10,lmロ ームプロ ′ク20%含 む

【SK467〕
1 110YR3/2 黒褐 しまり,粘性無

含む

2:10YR3/3 暗褐 しまり ,4111性 無

i nlinロ ーム粒多地、炭少

lmmロ ーム粒多撤、5～

1～2mnlロ ーム粒 ,炭 少批

1～ 2ninlロ ーム粒多 lll含 む

1,lrn tJ― ′iF・i・ 炭少賦含む

1-10rn:■小石中酸、炭 f」・量含む

SK-074

l:1()YR2.= 賜褐 しまり無,粘性和有 lmmロ ー

ム粒・ 歿少職脅む

21 10YR3./3 睛ll しまり 。粘性無  l～ 2m「 lロ ー

ム粒 多識含む

3:1〔 lYR17′ l 無 しまり ,粘性無 lmmロ ーム粒・

腋少1最 含む

41 10YR3/2 黒褐 しまり・粘性無  1～ 2mrrlロ ー

ム粒中動,lcinロ ームプロ ′クI物含む

SK‐075 SK‐076

●＼
ヽ

l i 10YR3,2 鱗褐  しまり ,粘性

和有 lmmロ ーム粒・ 炭少震、5～

10mmロ ームプロ ノク7%含 tr

SK‐077

6 ■」6m

】il()YR2′
′l 黒 しまり・粘性無 lmmロ ーム

壮中難、lmm焼上粒・炭・5innl小石少 l■l含 む

2:10YR2,'1 黒 しまり・粘性無 Immロ ーム

粒中壁、1-3cmロ ームプロックlo%、 炭少駄含む

3:10YR3′ ′I 熱褐 しまりfrlri、 粘性無 lmin
ローム粒中量、5mm小 石少鷺含む

4:10YR2/1 鵬 しまり・ llll性 無 lmmロ ーム

壮多量、3～5mmロ ームプロック20%含む

5:10YR3/2 黒褐 しまり・粘性無 2～ 3cmロ ー

ムプロック船%含 む

6:10YR3/2 黒掲 しまり ,tlll性和有 lmmロ ー

ム粒多量含む

SK-078

〕:10YR2/1 黒  しまり無、 lli性 柑有 lmnl
ローム粒・炭少量含む

2:10YR3/3 暗褐 しまり・粘性無 linmロー

ム粒多鮭含む

3 1 10YR2/1 黒  しまり ,粘性無 lmnlロ ー

ム粒多最、炭少量含む

4:10Yυ/2 黒褐 しまり ,粘性無 lmmロ ー

ム粒中量、5nlmロ ームプロック5%、 炭少量含

む

5:10YR4/3 にぶいlit褐  しまり,粘性無 1～

2nimロ ーム粒多鷺、炭少景含む

6:10YR3/3 暗褐 しまり無、粘性和布 1～
2cmロ ームプロック40%含 む

7:10YR1 7/1 黒 しまり無、llJtt rFl有

lmmロ ーム粒多最含む

8:10YR4′ /4 褐 しまり無、粘Fl和 有 地山
ローム層上の崩れ込み上

9:10YR3/1 黒褐 しまり和 rl‐ 、粘性有
5mmロ ームプロック5%台む

10:10YR2/2 黒褐 1-2:nmロ ーム粒多I■l、

炭少量含む

SK-080・ 104

1:10YR22 黒褐 しまり和有、粘性無 lmmロー
ム粒・炭少量含む

2:10YR3/2 黒褐 しまり,粘性無 lmmロ ーム

粒多量、1～3cmロ ームプロック20%含 む

1:10YR3.′ 1 服鶴 しまり・粘
性桁F1 lmnlロ ーム粒少壁合む

2:1()YR413 にぶい贅褐 しま
り無、粘性精有 炭少数奮む

SK-079

1:10懃 2 黒褐 しまり・

粘性 無  l rrl mロ ーム救・

lmm焼土粒・炭少難含む

1:10YR2/1 鳳 しまり ,tlll性 無
lmnlロ ー′、オま少晨、炭少量含む

2:10YR311 黒褐 しまり脅在、lll性

無 lmmロ ーム粒・炭少量含む

3:10YR4′ ′2 灰煎鶴 しまり構有、llll

性無 lmmローム粒多量、皮少量含む

4:10YR4/2 灰質褐 しまりllri、 lll

性無 lmmロ ー′、粒多量、皮少量、

5mmロームプロック15%含む

5:10YR3/´ 3 暗褐 しまり・粘性無
Immロ ーム粒多鸞含む

6:10YR4/2 灰貨褐 しまり和市、粘
性無 lmmロ ーム粒多鍛、炭少量、5～

10nlmロ ームプロックlo%含 む

7:10YR2/2 黒褐 しまり,粘性無
lnlmロ ーム粒・炭少量含む

8:10YR4/3 にぶい責褐 しまり,粘

性無 lmmロ ーム粒多撤含む

1:10YRl.7/1 黒 しまり精有、粘性
無 lmmロ ーム粒・5-10mm小石少量

含tr

2:ス 5YR2/1 黒 しまり精有、粘性無
lmmロ ーム粒・炭少鷺含む
3:10YR2/2 黒褐 しまり・粘性和 Fi

lmmロ ーム粒・炭少殿含む

4:10YR3/2 黒掲 しまり,粘性無
lmmロ ーム粒中鷺、炭少量含む
5:10YR3/1 黒褐 しまり精有、粘性
有 lmmローム粒少量含む
6:10YR3/3 晴褐 しまり精有、粘性

有 5mmロ ームプロック5%含む

1:10YR3/2 黒褐 しまり稽右、粘性無
lmmロ ーム粒・炭・5mll14ヽ石少屋含む
2:10YR4/4 褐 しまり無、粘性rll右

lcm暗褐色二Lプロック20%含む

3:10YR4/6 褐 しまり無、粘性rfj有 5～
10mm暗 褐色上プロック20%含 む
4:10YR3/2 黒褐 しまり・粘性柑有
lmmロ ーム粒少量含む

5 1 10YR3/3 暗褐 しまり無、粘性構有
lrnmロ ーム粒多驚、炭少量、5mmロ ーム
プロック5%含む

6:10YR2/1 黒 しまり・粘性無 lmm
ローム粒・炭少量、5mmロ ームプロック3

%含む

7i10YR4/4 褐 しまり無、粘ttm有  5～
20mm暗褐色上プロック30%含 む

8 1 10YR3/1 暗褐 しまり。粘性和有 1～
2mmローム粒中量、炭少量含む
9:10YR4/3 にぶい黄褐 しまり柑有、
粘性右 5mmロ ームプロック15%含む

0     1m
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ISKイメ,31

111(,YIく2・ I '■  しまり ,粘 性無 11lⅡ〕ローム粒・

茂少鸞含む

Z:10YRI;′ 3 略褐  しまり ,粘性無 1■lmロ ーム

社多統合む

3:llYI(3‐ 2 ■喝 しまり・粘性無 1■ 1口1ロ ーム

粒少鰍、5■ I「 lロ ームプロック5%台む

【SKIllll】
i:10YR3■ 2 ■1掲  しまり稽有、IIItl無  1～ 2「 lln

ローム性 7J・・鑽.3::linロ ームプロック3%含「●・

2:10YIく 313 暗掲  しより・ lll性 無 1～ 2nlmロ ー

′、ti/多 僣含む

SK‐ 070
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SK‐0840085・ 086

1:10YR2/2 黒褐 しまり

構イF、 粘性無 lmmロ ーム

粒・炭少量含む

2:10YR3/3 暗褐  しまり

和有、lll・ 性無

SK-103

1:10YR2/1 黒 しまり。粘性和右
lmmロ ーム粒・炭少彙含む
2:10YR4/3 にぶい黄褐 しまり無、

粘性和有 ローム層土の崩れ込み土

3:10YR3/2 黒褐 しまり・粘性甜

有 lmmロ ーム粒・炭少量含む

5～ 10mmロ ームプロック25%、 1～

SK-087

i:10YR3/2 黒褐 しまり無、粘性稚布 IInm
ローム粒多量、2～3cm鷺褐色土プロック15%含む
2:10YR2/1 鳳 しまり・粘性精有 lmmロ ー

ム粒中敷、炭少量含む

3:10YR3/2 黒褐 しまり無、粘性和有 1～
3clnロ ームプロック3()%含む

4:1()YR2/2 鶏褐 しまり無、粘性和有 lmm
ローム粒少量含む

5:10YIt4/3 にぶい鷲褐 しまり・ llll性 和布
111llnロ ーム粒多畿命む

ISKЮ 951

1:10YR4/3 にぶい黄褐 しまり無、

粘性rrjtt lnlmロ ームプロック多量、5～

10mmロ ームプロック5%、 炭少量含む

21 10YR3/.2 黒掲 しまり無、粘性rrl

市 lmmロ ーム粒中壼、5～ 10mmロ ー

ムプロック3%、 炭少鷺含む

3:10YR313 晴褐 しまり無、粘性jrFf

宥 lmmロ ーム粒多鮭、5mmロームブ

5:10YR4/6 褐  しまり無、粘性有

ローム層 :Lの 流れ込み上に灰賞褐上が縞

状に貫入 炭少 Ill含 む

742.9m6:10YR3/2 黒褐 しまり無、粘性有~  lmmロ ーム粒多意、5mlnロ ームプロッ

ク10%含 む

7:10YR4/6 褐  しま り無、粘 tll有

ローム霜上の流れ込み■

8:10YR3/2 懇褐  しま り無、粘性有

lmmロ ーム粒多量、5～ 10mmロ ームブ

ロック20%含む

9:10YR3/3 暗褐  しまり・粘性和有

lmmロ ーム粒多量、5～ 201nmロ ームブ

ロック40%含 tr

10:10YR2/′ l 黒  しま り・ 粘性無

lmmロ ーム粒・炭少既含む

ll:10YR4/3 にぶい黄褐  しまり無、

粘性 和 有 lmmロ ー ム粒 多 皿、 5～

20mmロ ームプロック20%、 炭中殿含む

SK‐089

【SK・089・ 0(Ю・
"11El:10YR3/3 1rr褐  しまり・粘性駒ri lmmロ ー′、粒多離、5～

1()Inlnロ ームプロック7a/a、 炭少鷺含む
● :10YR3/3 暗褐 しまり,粘竹響臓右 IInm口 …ム粒多量、5mm
ロームプロック5%含む

e,1 10YR3/2 服褐 しまり・粘性精布 lmmロ ーム粒多敵、5min
ロームプロック%含 む

l:10YW/1 黒 しまり・ llL性 無 Immロ ーム雅・炭少驚含む
2:10YR2/1 熟 しまり,粘性無 11■ mロ ーム粒・炭少敗、5～

10mmロ ームプロッタ7%含む

3:10YR2/2 鳳褐 しまり和右、粘性無 lmmロ ーム粒多■輸 む

4:10YR2/1 鳳 しまり,粘性無 lmmロ ーム粒・炭少量、5～

20rnmロ ームプロック30%含 む

Ci

【SKイ )別】
1:loYR3′′2 患褐 しまり・粘性無
3rm黒 色上プロノク7%含 む

ISK諭 85】

1:10YR2/1 黒 しまり・粘性無 1～2mmロ ーム粒多lll、 炭少鮭/riむ

2:10YR1 7/1 黒 しまり・粘性無 5,lmロ ームプロック5%、 炭少最含む

3:10YR2/2 黒褐 しまり・llli性無 lmmロ ーム粒多量含む

4:10Yυ/1 黒 しまり・粘性無 1～2mmロ ーム粒多量、5mmロ ームプロッ

ク15%含 む

5:2緩 と同色・同質

6:10YR3/2 黒褐 しまり・粘性和有 1～ 2cmロ ームプロック25%含む

ISK・ l186】

1:10YIt3/2 黒褐 しまり・粘性無 1～2mmロ ームオ″少城、民少量含む

2:10YR4/4 褐 しまり無、粘性右 1～2cm黒 色111プ ロック30%含 む

SK-088 SK-095

λ
1:10YR3/2 11褐  しま り無、粘

性和有 lmmロ ーム粒多 IFt、 5mm
ロームプロック5%、 炭少董 含む

2:10YR2′ ′2 黒褐 しまり・粘性

和右 lmnlロ ーム粒・炭少量含む

3:10YR4/6 褐 地山ロー ム層土

埋め戻 し上に1～ 2cm諄色土 プロッ

ク40%人る

SK‐ 100

口 'ン ク7%、 炭少景含む

11lri嚇 .為謂ピ
・蹴無 SK-096

1:10YR2/1 黒  しま り・粘性 rlr布

lminロ ーム粒・炭少量含む

2:10YR2/2 黒褐  しまり'粘 性和布

lmmロ ーム粒・炭少最、5mrnロ ームブ

ロツク5%含む

1:1(洸 枷 2 鶏褐 しまり・

llll性 和有 1:nmロ ーム粒「]|

量、炭少量含む

2:10YR4/3 にぶい質褐

しまり・粘性精有 ltrlrnロ ー

ム粒・炭少景含む

3:10YR3薄 暗褐 しまり

無、粘性和 rl‐  炭少量、

5mmロ ームプロック5%含む

露|

1:10YR2/1 黒 しまり無、粘性精布

llnmロ ーム粒・炭少騰、5mmロ ームプ

ロツク3%含 む

2:10YR2/2 黒褐 しまり和有、粘t4

無 lmmロ ーム粒多量、炭少量、5mm
ロームプロック3銘含む

3:10YR3/3 暗褐 しまり有、llll性 無
lmmロ ーム粒・炭少量、5mmロ ームプ
ロック10%含 む

4:10YR4/3 にぶい黄褐 しまり。粘

性無 lmmロ ーム粒多量含む

0     1m

SK-102

1:10YRνl黒  しまり無、

粘性 fll布  lmmロ ーム粒・

炭少量含む

2:10YR17/1 黒 しまり・

粘性精有 lmmロ ーム粒 中

量、3～5mmロ ームプロック

3%、 炭少丑含む

SK-106

0.5m

SK-1080

1:10YR2/2 黒褐 しまり。粘性和右

lmmロ ーム粒多量、炭少丑、1～3cmロ ー

ムプロック20%合 む

2:10YR2/1 黒 しまり。粘性柑右

lmmロ ーム粒中量、炭少量含む

【SK・ 108】

1:10YR2/1 黒 しまり和有、粘性無 lmm
ローム粒中量、2～3mm粗 砂少量含む

2:10YR2/2 路褐 しまりrll有 、粘性無

lmmロ ーム粒少量含む

3:75Y2/1 黒 しまり・粘性和有 lmmロ ー

ム粒中最、炭少量含む

4:10YR4/6 褐 しまり無、粘性獅ri 地山
ローム層上の鵬れ込み上

5:10YR3/1 黒褐 しまり和 Fl‐ 、粘性有

lmmロ ーム粒・炭少量含む

6:10YR4/6 褐 しまり無、粘性和布 地山
ローム層土埋め戻 し土に1～3cm黒 色土プロッ

ク15%含 む

ISK‐ 109】

1:10Y厖 う′1 黒 しまり・粘性和有 lmnlロ ー

ム粒・炭少最含む

2:10YR3/3 暗褐 しまり ,粘性和布 5～
lommロ ームプロック30%含 む

3:10YR4/3 にぶい黄褐 しまり・粘性 ,■

地山ローム層上のlliれ 込み土

¬堕ゝ「

７４３
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SP‐ 149

1:10YRZ/1 鳳 しまり・ lll

任務有 IIIIIrlロ ーム粒・魔 /1・ 麓

脅任

2:10V R2/2 風褐  しまり・

粘性桁 4・I Z～如 晴鶴色 :Lプ ロッ

クy賜 含む

3:10YR4■ にぶい鐵褐  し

まり ,tll性務有 2～・lrmロ ーム

プロ ック勝%含む

163

SK‐ 113・ SP-149

ISK‐ 1131

1 110YR2/1 鴻 しまり無,粘
性枡右 inlmロ ーム粒中最.炭少

敵含む

2 110YR2/2 靭褐 しまり,粘

性駒rl l～ 2mlrlロ ーム粒多般含

む

3:10YR3,3 晴鶴 しまり,粘

性■Jtt in,mロ ーム粒少嶽含む

ISI)・ 141)】

1:10YR3/2 黒褐  しまり ,粘

性無 lmlnロ ーム粒 .炭 少撤含む

ISK l131

111(,YRZ/1 黒  しまり無,411

性 rll有  1,1::lロ ーム粒・炭少量含

む

2:10YR3/2 黒掲  しまり・粘

性確Fl lmmロ ーム粒・炭少量脅

む

3:10YR3/3 暗褐 しまり・粘

性精有 2～ 3cmロ ームプロック

20%含 む

SK‐ 124

SK-114

1:10YR2/1 鱗 しまり,粘性稚布

i nllnロ ーム粒・炭少艘、2～ 3cm暗褐色土

プロック20%含 む

SK-119・ 120

【SK・ 1191

11 10YR3/2服 褐 しまり・IIII性 無 lmmローム粒・2～

3rnm粗砂少驚含む

2:1鋼Rν l 黒 しまり・粘性和有 inunロ ーム粒多量、

炭少量含む

3:10YR4/3 にぶい贅褐 しまり無、粘性和有 lmm
ローム粒多量、5mmロ ームプロック10%含 む

4:2層 と同色・ ldl質

5:3覇 とFrl色・lFl質

6:10YR3/3 暗褐 しまり無、粘性和有 5mm小石少

量含む

【SK‐ 1201

1:10YR2/1 累 しまり・粘性和有 lmmロ ーム粒・

炭少巌含む

2:10YR3/3 11r褐  しまり ,Illttfll有  lmmロ ーム粒・

炭 .5mm小石少量含む

3:10YR4/4 褐 しま り・ I「4性和右 炭少量含む

1:10YR3/2 黒褐 しまり・粘性無
lmmロ ーム粒・5mm小石・炭少量含む
21 10YR2/2 黒褐 しまり。粘性無
lmmロ ーム粒少量含む

3:10YR4/6 褐 しまり精有、粘性有
地山ローム層土埋め戻 し層
4:10YR3/2 黒褐 しまり。粘性無
lmmロ ーム粒中量、炭少量含む
5:10YR2/1 黒 しまり無、Hli性 和有
lmmロ ーム粒・炭少量含む
6:10YR3/3 暗褐 しまり。粘性和有
Immロ ーム粒多量、炭少量含む
7:10YR4/3 にぶい賞褐 しまり無、粘
性布 地山ローム上の崩れ込み職

SK-118

1:10YR2/2 黒褐 しまり・粘性和有

lmmロ ーム粒・炭少量含む

2:10YR3/2 黒褐 しまり和在、粘性

無 lmmローム粒・5nlmイ 石ヽ少皿含む

3:10YR4/6 褐 しまり無、粘性lrrj有

地山ローム層:L流 れ込み土 炭少量含

む

７４

一

ISK・ 1221

11 10YR3/2 轟褐 しまり和有、粘性無
lrnmロ ーム粒・炭少量、5mmロームプロック

3%含む

2:10YR4/3 にぶい黄褐 しまり無、粘警 Fl

右 地II:ロ ーム撻上の流れ込み上

8:10YR2/2 黒掲 しまり・粘性無 lmm
ローム親・炭少量含む

4:10YR4/3 にぶい賛褐 しまり無、粘性精
市 地山ローム層上の流れ込み土

ISK・ 1鱈】
ユ:10Ⅵ賊″ 鶏褐 しまり。■ll性 無 llrlmロ ー

ム粒中最、炭少量、5～ 10mmロ ームプロッタ

5%含む

2:10YR3/3 暗褐 しまり。粘性無 lmrn
ローム粒中量、5rnrnロ ームプロック3%含む
3:10YR4/3 にぶい賛褐 しまり・粘性無
地diロ ーム層上の崩れ込み土
4:10YR3/3 暗褐 しまり・粘性無 lmm
ローム粒多量、炭少量含む

SK‐ 139

111鰐マン2

粘性精有

炭少量含む

1:10YR3/3 暗褐 しまり無、

粘性精右 2～ 3mm粗砂少量、

5mmロ ームプロック3%含 む

2:10YR3/2黒 褐 しまり・粘

性無 2～ 3mln粗砂少景、5mm
ロームプロ ック3%、 2～ 3oIIIl暗

褐色土プロック

"%含
む

1:10YR2/2 黒掲 しまり・粘性無
lmmロ ーム粒・5mm小 石少量、5～20mm
ロームプロック5%含む

2:10YR3/1 黒褐 しまり。粘性柑有
lmmロ ーム粒多景、5～ mmmロームプロッ

タ鋤%、 5mm小 石少灘含む

黒褐 しまり・

lmrn口 …ム粒・

2:10YR3/3 暗褐 しま

り無、粘性精右 5mmロ ー

ムプロッタ5%含む
lm
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SK‐ 1150
餡

1:10YR3/3 暗1ら  しまり・

粘性無 5mmロ ームプロッ

ク5%、 炭少量含む

2:10YR2/2 黒褐 しまり

和布、粘性無 lmmロ ーム

粒・炭少景含む

3:1剛 /3暗褐 しまり ,

粘性無 lmmロ ーム粒中量

含む

1:10YR3/2 黒褐 しまり・粘性無

lmmロ ーム粒・5mm小石・炭少量含む

2:10YR3/3 11B褐  しまり・粘性精有
lmmロ ーム粒多艦、1～ 2cmロ ームブ

ロック25%含 む

3:10YR2/2 黒褐 しまり・粘性和有
lmmロ ーム粒・5mm小石・炭少量含む

4:10YR4/3 にぶい責褐 しまり無、

粘性和右 地山ローム層上のjllれ 込み

土

1:10YR4/6 褐 しまり柑有、粘性有 地
山ローム層土の埋め戻し層
2:10YR3/2 黒褐 しまり・粘性精有
111nmロ ーム粒・3～5mm小石少量含む
3:10YR2/2 黒褐 しまり精右、粘性有
lmmロ ーム粒・炭少量含む
4:10YR3/1 黒褐 しまり・粘性有
lmmロ ーム粒中量、炭少量含む
5:10YR3/3 暗褐 しまり無、粘性和有
lmmロ ーム粒多量、5～10mmロ ームプロッ
ク5%含む

SK‐ 1220123

SK-137

9/0
SK‐ 125
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1:10YR2/2 黒褐 しまり布有、粘性無 lmmロ ーム

粒・5mm小石少量含む

2:10YR3ノ 2 黒褐 しまり和有、粘性無 lmmロ ーム

粒多量、炭・5mm小石少量含む

3:10YR2/1 黒 しま り・粘性精有 lmmロ ーム粒・

5mm小石少量含む

4:10YR2/2 黒褐 しまり構布、粘性無 lmmロ ーム

粒・531m小石少避、5～ 20mmロ ームプロック40%含 む

5:10YR2/1 黒 しま り・粘性精布 lmmロ ーム粒・

5mm小石・炭少量含む

6:10YR3/3 11r褐  しまり ,粘性和右 lmmロ ーム粒

少量、5～10mm小 石・炭 中曇含む

7:10YR2/2 黒褐 しまり精有、粘性無 lmmロ ーム

粒・5mm小石・炭少量、 5～ 20mmロ ームプロック40%
含む

8:10YR2/1 黒 しま り・粘性蒲有 lmmロ ーム粒・

炭・5mm小石少量、5～ 10mmロ ームプロック3%含 む

9:10YR4/3 にぶい黄褐  しまり無、粘性有 地山ロー

ム層上の崩れ込み上

SK-158

ヽ

一

◎

―

…1 1 10YR3/3 暗褐 しまり。

粘性無 lmmロ ーム粒 中量、

5～ 10mmロ ームプロック5%、

炭少量含む

SK-161
1:10YR2/1 黒  しま り無、粘

性 和 右  lmmロ ー ム粒 ・ 炭・

5mm小 石少畳含む

2:10YR3/3 暗褐  しま り無、

粘性和有 lmmロ ーム粒多量、5～

10mmロ ームプロック20%含む

SK-162

1:10YR3/1 黒褐 しまり無、粘

性和右 lnlmロ ーム粒・炭少畳、

5mmロ ームプロック5%含む

SK-173

SK-129・ 144・

1:10YR3/3 暗掲 しまり和弱

く粘性精布 ローム粒・炭粒少最

含む

2:10YR4/3 にぶい黄褐 しま

り硝弱く粘性有 ローム粒柑多く、

炭粒少量含む

3:10YR4/4 褐 しまり精弱く

粘性有 ローム粒及υ唸～5almロ ー

ムプロック多く含む

4:10YR5/4 にぶい黄褐 しま
り精強く粘性有 ローム質上を多
く、同微小プロック少量含む

① :10YR5/4 にぶい黄褐 しま
り強、粘性有 ローム質土を主と
し2～ 5cmのロームプロック含む

② :10YR4/4褐 しまり和弱く
粘性有 ローム粒多く含む

③ :10YR3/3 暗褐 しまり弱く

粘性有 ローム粒少量含む

④ :10YR4/4 褐 しまり弱く粘

性有 ローム粒及び5～20mmロ ー

ムプロック多く含む

0     1m
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鰤
郡勒  雌

情

4 1mmロ ーム柾・スタ般宙Cr           ~~~~~~~-        1:10Y路 /2黒褐 しまり,粘性無 lIIIllnロ ー

SP‐ 233
746.5m _                    746.3m _                     746.Om

型5.9m 粘性和有 lmmロ ーム粒少

SK‐ 16401650166・ 168     -      菅.lm

子螢6m  ` |ぃ
1′

“
.メ ごЬ I∫  /  l     im話

「

ス荘.戻少顔ξご

SK-467・ 2Ъ …"WT… J ミ`び

顆望1.バ網 濶勒

V
1:10YR3/3 暗褐 しまり

無、粘性精有 lmmロ ーム

粒多量、5～ 10mmロ ームブ
ロック20%含む

SK-169

―

SK‐ 174

1:10YR2/2 黒褐 しまり・粘性

租有 lmmロ ーム粒中量含む

2:10YR2/2 黒褐 しまり・粘性

柑有 lrnmロ ーム粒中量、5～

lommロ ームプロック7%含む

3;10YR4/3 にぶい黄褐 しまり

無、粘性和有 lmmロ ーム粒多量

含む

4:10YR2/2 黒褐 しまり・粘性

和有 lmmロ ーム粒・炭少量含む

5:10YRン 2の黒褐色土と地山ロー

ム層土プロックの滉合土層

/60)

1:7.5YR2/1 黒 しまり・粘性和

有 lmmロ ーム粒・炭少量含む

2:10YR3/1 黒褐 しまり無、粘

性有 lmmロ ーム粒多量、5～

10mmロ ームプロック10%含 む

3 1 10YR3/3 暗褐 しまり無、粘

性有 lmmロ ーム粒多量、5～

10mmロ ームプロック15%含 む

十

1:1側■ν3 暗褐 しまり。

粘性無 lmmロ ーム粒中量、

5～ lmmロ ームプロッタ5%、

炭少量含む

硼 財

:10YR3/2 黒褐 しまり・粘性和有

SK‐ 160

5mmロームプロック3%含む
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SK‐ 1720211

ISK‐ 17宮】
1:10Y驚ソ2 肌鶴 しまり,Irl性 稽有 1:nll、 ローム粒多賊、3-10:11■ lロ ームプロックJ,%、

lcm緊 色111プ ロノクう物、炭少量含む

ISK・ 211】

11 10YR2/2 離褐 しまり'粘llFjFl lminロ ーム粒少量含む

2'1(〕 YR4,・ 3 にぶい賞褐 しまり・粘性無 Immロ ーム粒多賦含む

3:10YIt2′
´1 服  しまり・粘翻 F1 111lmロ ーム粒少職、5■ 1:1,ロ ームプロ ック1%含 む

4:10YR4′
.3 

にぶい贅褐  しまり ,粘性無 inlinロ ーム檬多蹴,2～ 3●:I,ロ ーノ、プロック

脚%含 F_・

SK‐ 180 SK‐ 181

■
1:10YR2/2 黒褐  しまり無、粘性稽有 lmlll

ロームオ

"少

lil含む

SK‐ 183

SK-176

1:10YR:ケ
′2 :1掲  しまり無、

帖‖i構 イf i nlmロ ーム粒少最含

t・  批

`Lの “
I能性人

2:10YIで 4/2 灰tit褐  しまりrj、

llllt4:41f有  1-2rll,■ ローム粒少llll、

5!1lm小イItttfl ttP」・

SK-1820251

l:10YR3/2 黒褐 しまり無、

粘性fll有 lmmロ ーム粒少量含む

2:10Y R2/1 黒 しまり和有、

粘性無 lmmロ ーム粒少量含む

3:10YR3/3 暗褐 しまり無、

粘性Tll有 1～2mmローム杜多 rl、

5～ 10mnlロ ームプロック5%含む

4:10VR2/2 黒褐 しまり無、

FlllttI「 fri lmmローム粒少量含む

5:10YR42 灰ltt褐  しまり無、

llll性 有 lmmロ ーム粒多量、5～

10mmロ ームプロック10%含 む

6:10YR2/1 黒 しまり・ 粘性

柑有 llnmロ ーム粒多量、5mm
ロームプロック2%含む

7:10YR3/1 黒褐 しまり柑有、

IL性無 lmmロ ーム粒少ul・含む

8:10YR4/6 褐 プロック状の

ローム上

9:10YR2/1 黒 しまり和有、

粘性有 lmmロ ーム粒・炭少景含

む

土墳③ (S=1/60)

SK‐ 177

1:lllllマ 2‖ 褐 しまり。

粘ILljtt lrnmローム粒・

炭少触含む

2:1()YR2/2 ′ふ褐  しま

リイ「、lllitll:和 右 lmmロ ー

ム粒多せ、炭少景含む 拳

人の石はこの層に包台

0254・ 325

SK-178

｀
11:::1:;::i:::::'13

1:10YIt3/2 ‖褐 しまり無、
4111ttrrj右  lmmロ ーム粒嗜l lll、

炭少llt含 む
2:10YR2/2 黒褐  しまり無、

粘性 有  l minロ ーム粒中量、5～

10n】 mロ ー ムプロ ツ ク5%、 炭少

量命●・

3:10YR4/6 褐  ローム111 2爛

の上が滉人

l:10YR3メ 2 黒褐 しまリイJ、 粘性和有 inlln

ローム粒・5mm小 石少量含む

2:10YR3/2 島褐 しまり無、llll性和ri lmm
ローム粒中量、1～ 5cmロ ータ、プロツク25%、 2-

3c,1黒 色上プロック10%含 む

3:10YR4/6 褐 プロック状のローム11

4'10YR2/1 黒 しまり・粘性和布 l-2■ llll

ローム粒・炭少量含む

5:10YR2/2 黒褐 しまり・粘性和有 1～
2nlmロ ーム粒・炭少量含む

6:10YR3/2 熟褐 しまり無、粘性稽有 I mln
ローム粒・炭中豊、5～ 2(〕 m nlロ ームプロック5%
含む

7:10YR4/3 にぶい資褐 しまり無、粘性イF

immロ ーム粒多Ill ttL・

8:10YRン l 黒 しまり無、llll情 :rFlイ F lmmロ ー

ム粒少Fll、 炭中量含む
9:10YR4/6 褐  しまり無、 tlllttrl プロック

状のローム± 1～ 3cm黒 色土プロック1()%含 む

10:7層 と同じ

SK-188

L

【SK・ 182】

1 1 10YR2/2 黒褐 しまり・粘性rllFl lmmロ ー′、粒・炭少11含 む

2:10YR3/1 黒褐 しまり,粘性和Fl linnlロ ーム粒多lll、 5～ 10mmロームプロック5%含む

3:10YR3/3 暗褐 しまり無、IIllヤ LTll有  lmnlロ ーム粒多量、5nlmロ ームプロック5%含む

ISK・ 2511

1:10YR2/1 黒 しまリイゴ、粘性和右 l～ 2mnlロ ーム粒少llt命 む

2:10YIζ 3/2 黒褐 しまり,tll性 和布 lmmロ ーム粒少世、5～ 10mmロ ームプロック5%含む

ISK254】

1:10YR2/1 黒 しまり/i、 粘性和右 lnlmロ ーム粒・炭少ltr、 5～ 10mmロ ームプロック2%台む

2:10YR3/3 晴褐 しまり無、llli性柑有 lmnlロ ーム粒中lj、 5～ 30minロ ームプロック15%含 む

【SK・ 325〕

1:10YR2/2 ■褐 しまり和イr、 粘性無 lmmロ ーム粒・炭少量、3～ 5nllnロ ームプロック5%合

む
2;10YR4/3 にぶいilt褐  しまり無、粘lll和有 1lninロ ーム粒少l■ 、3～ 5mmロ ームプロック3%
含む
3:10YR4/6 褐 ローム質上
4:10YR3/3の ‖″褐色11と ローム質11の 混合t

SK‐ 187 SK-185・ 255

撹乱 7r3m

7478∴

ヾ

＝

＝

Ｍ

Ｐ

1:10YR2./2 黒褐  しまり無、格性和有 lmm
ローム粒・溌少職含む

21 10YR2/2 黒褐 しまり無、IIL性 和 Fi lmm
ローム粒多量、5～ 10rnmロ ームプロック5%、 炭

少晨含む

3:10YR4/3 にぶい黄褐  しまり無、 llltt rl‐

lminロ ーム粒多購、5口 lmロ ームプロック2%含む

SK‐ 184

1:10YR2/1 黒  しま り・ 粘性 rll右

inlmロ ーム粒・炭少量含む

2:loYR3/2 黒褐  しまり・粘性稽右

Inullロ ーム粒中量、5～mmmロ ームプロッ

ク20%含 む

―

一 V
【SK‐ 185】

1:10YR3/3 暗褐 しまり無、粘性柑有 lmmロ ー

ム粒多洸、5～ 10mmロ ームプロツク30%含む

2:10YR3/3 1ま 褐 しまり無、粘性柑右 lmmロ ー

ム粒多量、5mmロ ームプロック5%含む

〔SK‐ 255】

1:10YR3/2 黒褐 しまり右、粘性lll有  lmmロ ー

ム粒多量、5～ 10mmロ ームプロツク5%含 む

2:10YR4/3 にぶい黄褐 しまり有、粘僣L和有 1～
5cmロームプロック20%含 む

3:10YR2/2 黒褐 しまり・粘性和有 1ヽ 2cmロ ー

ムプロック10%含 む

1:10YR3/1 黒褐 しまり・粘性和

右 lmmロ ーム粒中量、5mmロ ーム

プロック5%、 2～ 3cm黒 色J:プ ロッ

ク5%含む

2:10YR4/6 褐 しまり・粘性布
ローZ、 ■

3:10YR″ 3 1こぶい贅褐 しまり無、

粘性柑有 lmmロ ーム粒多量含む

9___4m
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SK‐ 170

1:loYR2′ l 黒  しまり・粘17j:無

lil:llロ ーム粒微 J、 励n in小 ri少最

含む

2:10YR2/3 f‖ 褐 しまり・‖i性

ljtt l～ 2:nmロ ーム粒中登含む
3:10YR2/1 ‖ しまり・型i性 無
1～ 21nIIlロ ーム粒・炭少量含む
4:1(〕 YIく3/2 ‖褐 しまり無、粘

性IljイF l～ 2nllnロ ーム粒子1l lJ含 む

5:75YI(2/1 1 しまり411イ ∫、粘

性右 l mlllロ ームlll・ 炭・5min小

石少 lll含 む

SK-189

SK-171

1:10YR3,2‖ 掲 しまりIIlイ「、lllillli

無 lm■ 1ロ ーム社・炭少量含む

2:10YR2/2熙 褐 しまり ,Illl性 和イ「

lmnlロ ーム社・魔少 lll ttJ.・

31 10YR3..2 '1褐  しまり無、 Fllittffj

Fl inlmロ ーム粒少址、3～ 5mnlロ ー

ムプロック影 含む

4:1()YR3/3 暗褐 しまり無、lill性和

イ「 l mFrl口 ~ム 社少址,5～ 10■ linロ ー

ムプロ ンク1()%台 J●・

SK-191 SP-365

ゝ

1:1()Y R2/2 :‖ 褐  しまり有、料i

性和布 l mnlロ ーム粒・炭 少 ill合

む

21 10YR2′ /1 'I  しま l, ・型it71iFIV

有 lmnロ ーム粒・ l rinl焼 11社 ・

炭少量台む

3:7.5YR2′'3 極11褐  しまり ,れヽ

性無 iュ lnll■ 色 11プ ロック3%含 む

4:10YR4′′3 にぶい黄褐 しまり・

粘ヤL和 右  lmrnロ ーム粒多瞳、5～

1〔)mnlロ ームプロック7%含 む

SK…190

SK-186・ 2090326・ 332、  SP‐348・ 349

_    哲 ,Om

SK-1920261・
26304050413

ISK‐ 186】

1:10YR3/3 晴褐 しまり鯉,押i‖:4flFf

l,口 :1ロ ー′、粒多賦,3～ 10"lrnロ ームプロッ

ク7%、 炭少賊含む.

2:1()Yl(4.4 褐 しまり無.FittF1 5～

_         ヱ47.2m 2(り nl:n‖″褐色:|:プ ロ′夕20笏命む

鮎 れ聰 いllllll u rl

2:10YR2/3 ■掲 しまり ,刺
i性 和rJ

T,2m  l,11“ l■l… ′ヽ粒・炭り鳳含む

3 1 10YI(313 晴褐  しまり・ 精性 fllイ「
lnllllロ ー′、粒少 lll、 3、 2hnnIロ ームプロッ

ク3)%、 炭中賊含む

4:10YR4′ 3 にぶいllt褐  しまり斯、llI何 :

布 In:`lロ ー′、粒多彙含む

【SK‐ 3261

1:10YR3/3 晴褐 しまり ,llll‖ :無  1,■n

ローム粒多甲:`洸 少職含む

2:10YR4■ 3 におい贅褐 しまりltll、 trl性

和 fl l● Inロ ー′、ll中 は、5～ 30n,Iロ ー′、

プロ ック10%命 L・

3 1 10VI〈 4/6 褐 ローム質,L

4:l中 YIく 3/′ 2 1■ 得 lllln)ロ ーム社中‖.慶
少離、3inmロ ームプロック1%台 む

【sIり :318.(,41)】

746 3m l:10Y113′
.2 

■褐 しまり和弱、村i性有

儡津帥 [~

6:10YR311 ‖褐 しまり良、粘性強 ロー

【SK 3321          
′`粒少lltttlF・

1:l〔 )YI(3′
.1 11褐  しまり■、粘性右 5～ lllln:11′ !ヽ イi少蹴含|.・

2:10YR4/6 褐 しまり良、ガi性 強 ローム粒・ロームプロック多く命む
3:10ヽ

ア
Iく2'l ll しまり1年通、FrlヤL強 ロー′、粒少い、炭粒微統含む

4:10YIt6′ 6 りl黄 褐 しまり普通、なiljl:弱  u_′、質t
5:10YR2/1 11 しまり良、粘性強 壁際に漸移的にロー J、 粒がおこ入 掟

化物和多 く含む

ローム粒和右、炭粒微競争む

ローム粒少し含む

粘性有 黒色:L30～ 40%含 む

ローム質上
ローム粒及びロームプロック需降り状に多く含む

ローム粒及び3～ 51nmロ ームプロック和多く、炭粒微量含I.・

ローム粒少量、炭粒rl多 く含t.・

】:10YR4/3 にぶい黄褐 しまり無、料itL柑有
51:1:nロ ームプロック5%、 Inimロ ーム粒少量含む

2:10YR3/3 暗褐 しまり無、粁itlli和 有 1～
2mmロ ーム粒「}i撤 含む

3 1 10YR2ァ `2 熱褐 しまり・粘性和有 llllmロ ー

ム粒・炭少量含む

4:10YR3/1 黒掲 しまり・粘性精■ lmmロ ー

ム粒中量、511lmロ ームプロック5%含む

5:10YR2/1 黒 しまりrlj右 、粘性有 lmnlロ ー

ム粒・炭少鷺、5mmロ ームプロック2%含 む

6:10YR4/4 褐 しまり無、粘・rL右  lmnlロ ーム

粒多最含む

7:10YR3/1 黒褐 しまり・‖1性 精イ∫ lnlnlロ ー

ム粒中最、5,1,nロ ー2、 プロ ンク2%含む

l i 10YR3/2 11褐  しまり無、粘性

llltt inlinロ ーム粒中 lll命 む

2:10YR2′2 ■褐 しまり 。
llll性和

有 1～2minロ ーム粒少は、5:nmロ ー

ムプロック1%台 む

3:10YR3/.3 暗褐 しまり・ 4111性甜

イi lnlnロ ーム粒多景、5～ Immロ ー

ムプロ ック5%台む

4:10YR2′2 黒褐  しまり・粘性和

rr l、 2rrlmロ ー′、粒少 llt、 5m,1ロ ー

ムプロック1%含 む

5:10YR2/2 熱褐 しまり無、粘性

構布 i nllnロ ームli/・ 炭少量含む

6:10YR3/3 暗褐 しまり 。
lll性和

有 lmmロ ーム粒多量、5～ 10fllinロ ー

′、プロック5%、 炭少量含む

7:10YR2/′ l 黒 しまり無 、翠i471irrl

有 lm● 1ロ ーム粒・炭少姓含む

8 110YR3′ 3 暗褐 しまり・村i性 和

有 2～ 3cnlロ ーヱ、プロック10%含 む

9:10YR″ 3 にぶい貴褐 しまり無、

粘ヤL和有 l11lnlロ ーム粒多量、3rnm
ロームプロック5%含 む

SK-193

1:10YR3/3 暗褐 しまりll右 、

粘rli右  lmmロ ームオЙ多地含む

2:10YR3/2 黒褐 しまり無、粘

性fFf有  lmmロ ーム粒少量含む

3:10YR2/2 黒褐 しまり無、ll●

性和有 lmmローム粒少量含む

4:10YR2/2 黒褐 しまり無、粘

性柑有 lmmローム粒 少量、1～

3cmロ ームプロック10%含 む

5:10YR3/2 黒褐 しまり無、lll●

性和布 lmmロ ーム粒少量、5mm
ロームプロック5%含 む

6:10YR2′ ′l 黒 しまり,粘 性和

右 lmmロ ーム粒・炭少量含む

7:10YR4/4 褐 しまり無、料i性

有 ローム質上

●
―

●

韓

，
Ｆ

＝

枷

1:1()YIt2/2‖ 褐 しまり布、粘性

llFl lml■ ローム粒少鮭、5～ 10inm

ロームプロック3%含 む

2:10YR2/3 黒褐 しまり無、粘性

和有 1～ 2mmロ ーム粒多仕、5～

10mmロ ームプロック7%含む

3:10YM■  にぶい黄褐 しまり無、

料i性和有 l～ 211lmロ ーム粒多景、

5～ 10minロ ームプロック15%含 む

4:10YR3/2 黒褐 しまり無、llll性

llイ, 1～ 2mmロ ー′、粒多最、5～

10mmロ ームプロック15%含 む

5:101m/3 にぶい黄褐 しまり無、

llll性 和有 1～ 2mn]ロ ーム粒多it、

5～ 10mmロ ームプロック15%、 lcm

黒色土プロック5%含 む

6:10YR3/3 Hき 褐 しまり・粘性柑

有  1～ 2mmロ ーム粒 多量、5～

10mmlロ ームプロック5%含 む

0     1m

土墳⑨ (S=1/60)
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ISK‐ 192】

1:10YRl.7/1 黒 しまり・llllヤ Ll,Fl 炭少堂含む

2:10YR2/2 '■ 褐 しまり・料iヤL構市 linmロ ー′、社少量含r」.

3:10YR3/2 ‖褐 しまり,lli性和イ∫ lmmロ ーム粒中雛、3～ 1(),1ln、 ロームプロック7%含む

4 1 10YR4/2 灰llt褐 しまり・粘性和ri 11.mロ ー′、粒少量含む

SP‐ 150:10YR3/2 黒褐 しまり・粘性flltt lnlmロ ーム粒少lll ttL・

ISK・ 263】

1 1 10YR2/1 黒 しまりrll布 、犯itll無  llnlllロ ームネ″・炭少繹:含 む

2:10YR2/2 黒褐 しまり和右、粘性無 1-2mmロ ーム粒・炭少最、5～ 20mmロ ームプロック7%合 む

3:10YIt3′ ′2 黒褐 しまり・粘性無 l::lmロ ーム粒中量、3～ 10nlmロ ームプロック5%含む

rSK‐ 4f15・ 413】

1:10YR3/2 黒褐 しまりrlj弱 、粘性有

2:10YR2′ ′l 黒 しまり普油、ll溜:布

3:10YR5/4 にぶい黄褐 しまりtrll弱 、

4:10YR6/6 明黄褐 しまり弱、IIll性 宥

5:10YR2/1 黒 しまり普通、llllttFl

6:10YR2/1 黒 しまり普畑、粘性 rl

7:10YR3/1 ■1褐  しまりiVi通 、粘性 ri

8 1 10YR2/1 黒 しまり神弱、櫂i性右

SK-194

_      1 蟄6.6m
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SK‐ 195 SK‐ 197・ 256・ 257
1:75YR2/1 黒 しまり ,Il144:Ifl有

1:ntlロ ーム織少量含む

2:10YR3/3 暗褐 しまり無、粘性

和有 lmmロ ーム粒中最、5～移OnlΠ l

ロームプロック10%含む

3:10YR2,′ I 晟 しまり・粘t4稽 Fl

lmrrlロ ーム絃少避含む

4:10YR3/3 暗褐 しまり無、llll性

S

嚢ミ玉≡〕L ttYl脚 1丁F∬嚇響‰り無、
Itllttrl lmmロ ー2,粒多量含む

l:10YR3/2 競褐 しまり,粘性稚有

lmmロ ーム粒・炭少麟,3～贅nlロ ー

ムプロック7%含む

2110YR2/2 鶏褐 しまり・粘性無

lmrrlロ ーム粒少量含む

3:10YR3/3 暗掲 しまり燿、粘性

和有 】mmロ ーム粒多数命む

4:10VR2/2 黒褐 しまり,粘性和布

lmmロ ーム位 ,炭少量含む

SK‐ 199

1:10YR2/3 鳳褐  しまり無、llll性和

イF intmロ ーム粒
'1:量

、炭少餃含む

Z:10YR3/2 黒褐 しまり ,粘性駒布

1lnmロ ーム粒多量含む

‐́‐=    3:10YR4/2 灰資褐  しまり,粘性和

鰹:

マ
褐 地山ローム層上崩れ込み土

SK-210

745 9m Fl imlnロ ーム粒少批含t・

時 I;孵猾『『:吼L甘1

ｈ
岬

【SK‐ 202】

l:10YR4/6

3:10YR4/3

含む

【SK・2031

1:10YR3/4

2:10YR4/2

3:10YR4/4

4:l層 とl●Iじ

【SK・ 266】

2:10YR3/2

炭少量含む
5:10YR3/4

SK‐203

SK‐202・ 203・ 266

|

晴褐 しまり無、粘性rll有  lmmロ ーム粒多灘含む

にぶい黄褐 しまり無、粘性和有 lmmロ ーム粒多量

暗褐 しまり無、粘性有 1～ 2mmローム粒多織含む

灰賛褐 しまり無、粘性積有 lnlmロ ーム粒多量含む

褐 しまり無、粘性有 lmmロ ーム粒多景含む

黒褐 しまり精 rl‐、粘性無 lmnlロ ーム粒少量含む

黒褐 しまり・粘性無 lmmロ ーム粒少量含む

黒 しまり・粘性稽有 lmmロ ーム粒・炭少量含む

暗褐 しまり無、粘性和有 1～ 2mmロ ーム粒中量、

暗褐 しまり,粘性無 lmmロ ーム粒中量含む

黒褐 しまり,粘性無 lmmロ ーム粒少量含む

SK‐218 1:10YR2/2 轟褐 しまり・粘性

無 lmmロ ーム粒少量含tr

2:10YR2/8 黒褐 しまり・粘性

無 lmmロ ーム粒少量含む

3:10YR3/2 黒褐 しまり・粘性

無 lmmロ ーム粒多量、炭少量

含 tr

4:10YR2/3 黒褐 しまり。粘性

無 lmmロ ーム粒・5mm小石少
7埋 6m量含む

無、粘性稽右 lmmロ ーム粒多

量、5～20mmロームプロック20%
含む

_     47g.9m

7g,7m
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一- 46 -一

1:10YRl.7/1 黒 しまり,粘性有

lnlmロ ーム粒中量、炭少量、5mmロ ー

ムプロック1%含 む

2:10YR4/3 にぶい責褐 しまり無、

粘性右 l～ 2mmロ ーム粒多量、5mm
ロームプロック3%含む

3:10YR22 黒褐 しまり和有、粘性

有 1～2mmロ ーム粒多量、5～ 10mm
ロームプロック5%、 炭少量含む

4:10YR3/2 黒褐 しまり・粘性有

1-21nmロ ーム粒多量、5～40mmロー

ムプロック20%含 む

5:10YR4/3 にぶい責褐 しまり和

有、粘性右 1～ 2mmロ ーム粒多量、

5～ 30mmロ ームプロック25%含 む

6:10YR3/3 暗褐 しまり無、粘性有
1～ 2mmロ ーム粒中量、5mmロ ームプ

ロツク5%含む

7:10YRl.7/1 黒 しまり,粘性有

lmmロ ーム粒・炭少量含む

1:10YR2/2 黒褐 しまり。粘性

和有 lmmロ ーム粒少量、51mロ ー

ムプロック1%含む

2110YR3/2 黒褐 しまり無、粘

性和有 lmmロ ーム粒中量、5～

20mmロ ームプロック10%含 む

3:10YR4/3 にぶい贅褐 しま

り,粘性精有 lmmロ ーム粒少

量、5mmロ ームプロック2%含む

4:10YR3/3 暗褐 しまり,粘性

和有 lmmロ ーム粒少難、5nlmロ ー

ムプロック2%含む

5:10YR4/4 褐 しまり・粘性無

7463m ~         7“ F.3m

:)｀ 1 く 2ン

【SK・ 1971

1:10YIt3/3 暗褐 しまり無、lll性 布 1～ 2mmロ ー

ム粒多澱,3～5mmロ ームプロック15%含む

2:10YR4/2 灰費褐 しまり和有、粘性布 1-2mm
ローム粒多量、3～ 5mmロ ームプロック15%含む

rSK256】

1:10YR2/3 黒褐 しまり無、粘性和有 1～2mm
ローム粒中量、5mmロ ームプロック2%含む

2:10Yυ/2 線褐 しまり有、粘性和布 lmmロ ーム

粒少最、5～ 10mmロ ームプロック1%含 む

3:10YR3/3 R苺 褐 しまり無、粘性■l有 lmmロ ーム

粒多量、炭少厳、5～ 10mmロ ームプロック1%含む

4:10YR4/4 褐 しまり無、粘性和右 lmmローム粒

多量、5minロ ームプロッタ3%含む

5:10YR3/4 暗褐 しまり無、粘性和右 lmmローム

粒多量、炭少量,5～ 10mmロ ームプロック1%含む

ISK‐ 257〕

1:10YR3/2 黒褐 しまり・粘性和布 lmmロ ーム粒

少量含む

2110YR2/2 黒褐 しまり無、粘性和有 lmmロ ーム

粒中量、5～ 10mmロ ームプロック5%含む

ISK・ 1981

1:■ 5YR3/2 黒褐 しまり無、粘性精イr lmmロ ーム粒中畳

含む

2:75YR3/2 黒褐 しまりlnt、 粘性和有 lmnlロ ーム粒中最、

5～ 10mmロ ームプロック10%含む

3:10Y郎/4 暗褐 しまり無、粘性和有 lmmロ ーム粒中量、

5mnlロ ームプロック15%含 む

4:10YR3/2 黒褐 しまり・Fr「性無 lmmロ ーム粒・炭少量・

2～3cm礫少量含む

5110YR3/3 暗褐 しまり ,粘性無 1～ 2mmロ ーム粒中最、

5～50mmロ ームプロック25%含 む

【SK・ 2001

1:10YR2/2 黒褐 しまり無、粘性和右 lmmロ ーム粒中量、

5mmロ ームプロック5%、 炭少量含む

2:10YR3/3 暗褐 しまり無、粘性有 lmmローム粒多量含む

3:10YR4/6 褐 しまり無、粘性有 ローム上

4110YR4/3 にぶい黄褐 しまり無、粘性右 lmmロ ーム粒多

量含む

SK-205

ユ:10YR3/2 黒褐 しまり

有、粘性無 lmmロ ーム粒・

炭少量、5mmロ ームプロック3

%含む

2:10YR3/2 黒褐 しまり

右、粘性無 lmmロ ーム粒多

量、5～20mmロ ームプロック

15%含 む

3:10YR2/2 黒褐 しまり柑

有、粘性無 1～ 2mmロ ーム

粒多量、炭少量含む

4:10YR3/3 Rg“ 動 しまり・

粘性無 1～ 2mmロ ーム粒多

量、炭少搬含む 図化遺物は

この層に包含

1:10YR4/6 褐 ローム土

2:10YR2/2 黒褐 しまり・

粘性和有 lmmロ ーム粒中

量、5mmロ ームプロック5%
含む

3:10YR3/3 暗褐 しまり

無、粘性和有 lmmロ ーム

粒多量、5mmロ ームプロック

2%含 む

4:2層 に同じ

5:10YR4/3 にぶい黄褐 し

まり無、粘性有 lmmロー

ム粒多量含む

0     1m

SK-1980200・ 417

J
SK‐204

ヽ



ISK214】

1:10YR3/3 1を褐 しまり・粘性無 1:nmロ ーム粒多量含む
2:10YR3/2 黒褐 しまり無、粘性和右 Innmロ ーム粒多量命む
3:10YR2/2 黒褐 しまり無、粘性和有 lmmローム粒少量含む
4:10YR3/3 暗褐 しまり。粘性無 5mm迄 の小石多量含む

5:2.5Y3/2 黒褐 しまり,粘性無 lmmロ ーム粒多量含む

【SK‐器7】

1:10YR3/2 黒褐 しまり無、粘性和有 1～2mmロ ーム粒・炭中
量、5～20mmロ ームプロックlo%含 む

2:10YR2/2 黒褐 しまり無、粘性和有 llnmロ ーム粒少量、5mm
ロームプロック1%含む

3:10YR3/3 暗褐 しまり無、粘性柑ri lmmロ ーム粒少量、5～

2ommロ ームプロック10%含む

SK‐ 221 0270・ 271

【SK-221】
1:10YR2/1 黒 しまり布、粘性和有

2:75YR3/2 黒褐 しまり・粘性和有 lmmロ ーム粒・5mm小石少量含む

3:10YR2/2 黒褐 しまり有、粘性和有 1～2mmロ ーム粒少量含む

4:10YR2/1 黒 しまり有、粘性精有 lmmロ ーム粒・5mm小石・炭少曇含む

5:10YR3/2 黒褐 しまり,粘性nI有 lmmロ ーム粒少量含む

6:10YR2/2 黒褐 しまり和右、粘性無 1～2mmロ ーム粒少量含む

【SK‐ 271】

1:10YR2/3 黒褐 しまり・粘性和有 lmmロ ーム粒・炭・5mm小 石少量含む

2:10YR3/2 黒褐 しまり無、粘性柑有 1～2mmロ ーム粒中量、炭少量、5～ 10mm
ロームプロック3%含 む

3:10YR2/1 黒 しまり精有、粘性有 lmmローム粒少量、5mmロ ームプロッタ1%
含む

4:10YR4/6 褐 しまり無、粘性有 ローム± 5～ 30mm黒褐色上プロック20%含 む

5:10YR3/2 黒褐 しまり。粘性和有 1～2mmロ ーム粒中量、5～ 10mmロ ームプロッ

ク10%含 む

6:10YR2/2 黒褐 しまり無、粘性精有 lmmローム粒少量含む

7:10YR4/6 褐 しまり無、粘性有 ローム土

8:10YR3/2 黒褐 しまり無、粘性和有 1～ 2mmロ ーム粒中量、5～ 10mmロ ームブ

ロック10%、 炭少量含む

9:10YR3/3 暗褐 しまり無、粘性和有 l～ 2mmローム粒多量、5～ 10mmロ ームブ

ロック20%、 炭少量含tr

10:5層 と同じ

11:10YR4/4 褐 しまり無、粘性和有 小石混じリローム質土

ISK‐ 301】

1:10YR4/6 褐 しまり無、粘性和有 小石混じリローム層土埋め戻 し土

2:10YR3/4 暗褐 しまり無、粘性和有 lmmロ ーム粒多量含む

3:10YR3/3 11F褐  しまり無、粘性和有 lmmロ ーム粒多量含む

4:10YR4/4 褐 しまり無、粘性和右 小石混じリローム層土の流れ込み土

0     1m
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SK‐ 219 SK‐207

ヽ   「′ヾ   J・ォ

Z43.4m

1:10YR3/1 黒褐 しまり,粘性

和FJ lmmロ ーム粒・5mm小石少

量含む

2:10YR4/3 にぶい黄褐 しまり

無、IIl性 布 l～ 2●:nロ ームプロッ

ク50%含 む

3:10YR3/3 暗褐 しまり無、粘

慨欄 r immロ ーム粒多量、5～

10namロ ームプロックlo%含 む

4:10YR3/2 縣褐 しまり・粘性

和有 1～ 2mmロ ーム粒多酸含む

5:10YR4/4 褐 しまり・粘性和

右 lmmロ ーム粒多量含む

6:10YR3/2 黒褐 しまり有、粘

性無 lmmロ ーム粒中驚、炭少量

含む

7:10YR2/2 黒褐 しまり,Ill性

和有 1～ 2mmロ ーム粒中量含む

3:10YR2/1 熟 しまり和有、粘

性布 lmmロ ーム粒・炭少量含む

SK-220

ISK・ 2201

1 1 10YR2/2黒 褐 しまり,粘性和

右 lmmロ ーム粒少量含む

2:10Yυ /1 黒 しまり。粘性和右
lmmロ ーム粒・炭少量含む

3:10YR17/1の 黒色土プロック

4 1 10YR3/1 服褐 しまり・粘性和

在 lmmロ ーム粒中量、5～ 10mmロ ー

ムプロック20%含む

5:10YR3/2 熱褐 しまり無、粘性

和右 5～ 10minロ ームプロック5%含
む

6 1 10YR4/6褐  地山ローム鳩上の

埋め戻し土層

7:10YR3/2 懇褐 しまり・粘性和

有 lmmロ ーム粒多償、5～ 10mmロ ー

ムプロック5%含 む

8:10YR2/2 黒欄 しまり・粘性和

右 lmmロ ーム粒多量、5～ 10mmロ ー

ムプロック5%含 む

9:7層 と同じ

10:10YR3/3 暗褐 しまりlllt、 粘性

和有 5-10mmロ ームプロック15%
含む

ll:10YR4/3 にぶい黄褐 しまり無、

粘性神有 5～ 10mmロ ームプロック

15%含 む

12:9層 とIlllじ

黒褐 しまり・粘性無 lmmロ ーム粒・炭少量含む

黒褐 しまり。粘性無 lmmロ ーム粒・炭少景含む

黒褐 しまり,粘性無 lmmローム粒多量、1～3cmロ ームプロック10%含 む

褐 ローム上

黒褐 しまり・粘性無 lmmロ ーム粒・炭少量、5～ 10mmロ ームプロック1%含 む

黒 しまり'粘性和右 lmmロ ーム粒・炭少量含む

黒褐 しまり和有、粘性無 lmmロ ーム粒・炭少量含む

暗褐 しまり・粘性無 lmmロ ーム粒中量含む

SK-2140237

7■6m _           7“ .5m

SK-217

1:10YR2/2 黒褐 しまり無、粘性

和有 llllmロ ーム粒多量含む

2:10YR2/1 黒 しまり無、粘lll和

有 lmmローム粒少戯含む
3:2騒 と同じ

4 1 10YR2/2 黒褐 しまり71r有 、粘

性無 lmmロ ーム粒少量含む

5:10YR3/2 鷹掲 しまり・粘性和

有 lmmローム粒多量、5mmロ ーム

プロツク5%含む

6:10YR2/1 黒 しまり・粘性和71‐

lmmロ ーム粒 .炭少量含む

7:10YR2/1 黒 しまり・粘性精有
IIIm口 …ム粒・炭少灘、5～却mmロー

ムプロック15%含む

8:10YR3/3 略褐 しまり無、粘性

和有 lmmロ ームオ立多量、5～201nm
ロームプロック20%含 む

【SK・ 270】

ISK・ 272】

1:10YR3/2
2:10YR3/3

SK-222

¨ 躙 ¨

~

和有 5～ 10mm小 石中量含む 別
迪構覆土?                     747.9m

編TR:lm■捕P島盤 ヤ
む                      3
3:10YR4/6 褐 ローム上    1:10YR4/3 にぶい黄褐 しま
41 10YR22 黒褐 しまり無、   り・粘性無 lmmロ ーム粒少量、
粘性柑有 lmmロ ーム粒少量、   5mmロ ームプロック5%含 む
5mmロ ームプロック2%含む    2:10YR4/2 灰黄褐 しまり
51 10YR3/2 黒褐 しまり無、   無、粘性和有 1～ 2mmロ ーム粒
粘性和有 lmmロ ーム粒少避含む  少量含む

3:10YR3/3 暗褐 しまり無、

粘性 rl‐ lmmロ ーム粒少量含む

4:10YR4/4 褐 しまり無、粘

性精有 5mm小 石少量含む

49.5m

一
■
■
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SK‐230 SK-236

1 1 11lTR3‐ Z 繋秘 しま
',,絨

性駒 rl

l勒
"1''一

′、散中歓,1-llll"‖ 口…ムブ

=1ッ
タ141F7Fp含 む

2:10Υ 驚31 晴動  しまり蜂 .粘性構

Fl irllIIlロ ーム織多獄`驚少撤壼r..

3:i■ TP■‐3 雛褥  しまり難.綿 1■和

宙 IrFltrlロ ーム粒多態,加iF:口 ~●Itプ

llッ ク,%脅む

4:Iウ TR4.3 に′らlⅢ 蘭補 しまり堰 .

帖綺続 Fl im「II rl― ム繊多睦含む

SK-238

l i ltYR413 に■lⅢ 贅掲 しまり稽 rl.

粕性■  llrl■1ロ ーム粒・ 馘・うlTl「 n小イi

/」・蠍.5■l,1ロ ームプロ ック
=%青

IJ・

21 10YR3‐ 13 壇拗  しまり構 rl、 粘Fl

荷 lmrrlロ ーム精・51nln小 石少尉、5ヽ

1(IIFlnt口
~ム プロ ック2%含 む

SK-2420422

(b● 211.SP′61

1:10YR3′ 3 晰慟 しより・料網:穂 rl lin,コ ロー

エ、織多繊脅む

2:1(″ kl.″ 璃樹 しまり・粘嬌:構 rl lmr。ロー

ム牲・雄ク壁含む

11 10TR(314 曜働 しまり飩.粘性駒Fi l:n,■

ll― /.紗 11維 、3-1“ I,:1ロ ー′、プロック3%含む

411“ YК3.1 賭拗 しまり・柚性無 Inl=nロ ー

ム毅中級、計加14・ イfン lJi.3～ れ
“
■1ロ ームプロッ

ク3%ltil」 欄砂鷲

、■(r陥′.2 ‖褐 しより・lili性 務イf llnrrlロ ー

ム械ウ敏,1-lrlr"“
`ロ

ー′、プロッタ5%衛 む

″:1町聯`.3 略鶴 しまり・粘性桁rl ini,Iロ ー

タ、粒多鰍、1～ 10m":マ ー″、プロック:11%台 l.・

SK‐240・ 241 ・262・ 306

lSP

ミ 至 ミ

=茎
垂 ==」

:6m

l:10YR3/2 黒褐 しまり,llll性 無

lmnlロ ームオ

“

少敵命む

2:10YR3/3 ‖r褐  しまり和在、llll性

難 Inlmロ ーム粒少fft含 む

3:10YR3/3 ‖

`褐

 しまり・llll性 柑有

lmmロ ーム粒・5■lm小石少壼含む

4:10YR2/3 暗褐 しまり,llL性 精有
llnmロ ーム粒少騒含む

ISK‐ 2401

1:10YR3/1 ‖褐 しまり無、粘性1サ 右 lmmロ ーム

粒少欺、5mmロ ームプロック5%含む

2:10YR4/3 にぶい黄褐 しまり・夕i性 無 lmmロ ー

ム粒多量、炭少量、5mnlロ ームプロック2%含 む

3:10Y膨 3 暗褐 しまり,llL性無 lninlロ ーム粒多数、

3～ 51■ lFl口
~ム プロック2%含む

【SK・ 241】

1:10YR4′′2 反女褐 しまり無、〃iヤLrlfイ r lmmロ ー
ム粒・炭少量、5mmロ ームプロック5%i7iむ

iSK‐ 262】

l l lllYIt33 ‖″褐 しまり,粘性無 1:1lmロ ーム粒・炭・
5mmttι i中量、5mmロ ームプロック2%含む

2:10YR3/3 暗褐  しまり・ III性 無 lmmロ ーム社少

崚含●・

3:10YR4,/3 にぶい黄褐  しまり ,Illlllli無  lmmロ ー

ム粒多崚、5mmロ ームプロック2%含 ●・

【SK・ 306】

li10Yυ /1 黒 しまり有・粘性和布 lnlmロ ーム粒 ,

炭少lll含む

2:10YR2/3 黒褐 しまり・剤i性 和有 imlllロ ーム粒・

炭・3～ 5nim小イftt ll含 む

3:10YR3/3 暗褐 ローム質上

SK-245

-((〔

::]))―

―

1:10YR4/2 灰rt褐  しまり・粘性和有
lmmロ ーム粒・3～ 5m:■ 小石少撒令む

2:10YR3/4 略褐 しまり和有、粘性無
lmlllロ ーム粒、3～5mm小石少量含む

は
一

【SK‐ 232】

1:10YR4′2 灰黄褐 しま

りffl有 ,7111性 無 5mnl小 石

中魅含む

2:10YR4/4 褐 しまり・

粘Fli無  5nl■ 1小 石中世含む

3:10YIく 4/2 灰質褐 しま

りfFl有 ,llll性 無 5～ 10mm
小石少瞳含む

メ

ーー

＝

＝

＝

＝

ヽ

ISK 2331

1:10YIく 3.′2 熱褐 しまり

SK-233        無ヽ Flll“ :和布 lmmローム
粒少競、5～ 50minロ ームブノ

1(〔

`:::'キ

liOm  i:1梵 ;i∫
l甘li;

… 2       471m

/〕 0～

ぎ
4後

」
11 10YR4.=4 褐 しまり ,粘性無 5mlll
小石少 IPI奮む

2:10YR3/2 照欄  しまり・ llll性 和有

lm■ 1ロ ーム粒少量、5-lrllilinロ ームプロッ

ク3%含む

SK-244

-(`:::::::::))一

1:10YR3/4 1“ 褐 しまり。
4ill性 和右

lmmロ ーム粒・炭少最、5inmロ ームプロッ

ク7%含む

ー
I:10YR3喘  暗褐 しまり ,lll ll構 市 1111■ 1ロ ーム粒・

5inmフトfl少撤、恥 lI,1ロ ームプロ ノク3%含む

21 10YR`..3 にぶい鐵椰 しまり稽ri、 粘性無 llnmロー

ム粒・5rrlmり イヽi・ 最少愛、5rnrrlロ ームプロ ′ク2%含 む

1:10YR2/1 黒  しまり ,Ill性 稽 rl

lrrlolロ ーム粒少驚、1-を mロ ームプロッ

ク3%金 ●・

2:10YR3/3 曜褐  しまり・ 粘性無

lmmロ ーム粒・5mln小 石少量含む

SK-247

1:10YR2,1 肌 しまり有、llittIFlイf

lmrnロ ーム粒・炭少量含む

2:10YR4/3 :二 ぶい驚褐 しまり無、粘
性Frl有  lmnlロ ーム投多蠍含む

SK-248

＼く
1(〔〔::::、プ:;)―

1:lCIYR3/4 暗褐 しまり稽有、粘Ft布
lmュ 1ロ ーム粒・5mm小石少灘、5mmロ ー
ムプロック2%含む

2:10YR4/3 にぶい贅褐 しまり。粘性
rll右  lmmロ ーム粒・5mm小石少曇、3～

5mmロ ームプロック7%含む

SK-250

―

ISK‐250】

l:75YR2/1 黒 しまり・粘性III

有 lmmロ ーム粒・炭少量、5mm
ロームプロック1%含 む

21 10YR3/3 暗褐 しまり利布、

粘性有 1-2mmロ ーム粒中量、
3～5mmロ ームプロック7%含む
3:ЮⅥヒん にぶい黄禍 しまり無、

粘性和布 lmmロ ーム粒少量、5～

20mrllロ ームプロック10%含む
4:10YR4/6 褐 しまり無、Ill性

有 ローム土
5:10YR4/4 褐 しまり無、粘性
有 ローム質土
6;10YR3/2 黒褐 しまり無、粘
性有 lmmロ ーム粒少量含む
7:10YR2/2 黒褐 しまりIFl有 、

粘性右 lmmロ ーム粒少量含む
8:10YR3/2 黒褐 しまり無、粘
性有 lmmロ ーム粒多量、 5～

10mm lll― ムプロック2%、 炭少量

含む

【SK・ 2531

1:10YR2/2 黒褐 しまり有、精
性柑有 lmmロ ーム粒・炭少量、
5～ 20mmロ ームプロックlo%含 む

0     1m
―

一

第33図 土塘⑫ (S=1/60)

―- 48 -一

SK‐232



SK-260        SK-267         SK-274             sK-2780383

-0_―⊂

1:10YR4/4 褐  し まり,粘 性 無

5mm小 石少 tic命 む

2:10YR3/3 暗褐 しまり和有、4111性

無 lmmロ ーム粒 .5mm4ヽ石少潔し、5～

20mmロームプロック7%含む

1:10YR2/2 黒褐 しまり,I「
l

性精右 1～2mmロ ーム粒中量、
5～ 10mm4ヽ 石・炭少最含む

2:10YR3/3 Hr褐  しまり無、

粘性精有 lmmロ ーム粒中量、

5～ 10olmJヽ石少鷺含む

3:10YR2/3 黒褐 しまり・粘

性柑有 1-2mmロ ーム粒中量、

5mmロ ームプロック2%、 5～

15mm小石少量含む

4:10YR2/2 黒褐 しまり。粘

性rll右  lmmロ ーム粒中量、

5～ 10mm小石・炭少量含む

5:10YR3/3 暗褐 しまり・粘

性無 lmmロ ーム粒・5mm小石

少量含 t「

6:10YR3/3 暗褐 しまり,粘

性無 inlmロ ーム粒・5mm小石

少量、5mmロ ームプロック5%
含む

7:10YR3/2 黒褐 しまり,粘

性無 lmmロ ーム粒少量、3～

5mmロ ームプロック3%含む

1:10YR4/4 褐 しまり無、粘性和布 小石混じリロー

ム質上 炭少量含む

2:10YR4/4 褐 しまり和有、粘性有 イヽ石滉じリロー

ム質上 炭少量、1～ 3cml音褐色土プロック5%含む

3:1層 と同じ

4:10YR4/3 にぶい黄褐 しまり・粘性精右 小石混じり

ローム質土 炭少量含む

5:10YR3/4 暗褐 しまり無、粘性和有 5～10mm小石

少量含む

ISK・ 2781

1:10YR3/2 熱褐 しま

り・粘性TFfri lmmロ ー

ム粒少撤、51nm小 石中最

含む

【SK・ 383】

1 1 10YR3/2 ‖褐 しま

り・ lll性 稽ri lmmロ ー

ム社・5mln小 石・ 炭少難

含む

2:1()YR3/3 ‖許褐  しま

り無、粘I1lll布  5mm小
石中量、炭少倣含む

7」.7m   _        748.咆

1:10YR3/2 黒褐 しまり柑有、lill性

無 l■ lmロ ーム粒・5mn4ヽ石・炭少最、

5～ 10mmロ ームプロック2%含む

2:10YR4/3 にぶい責褐 しまり・粘

性無 lmmロ ーム粒中量、5～ lClmmロ ー

ムプロック3%、 5mm小 石少壼含む

0     1m

746.8m  Ц I亜
=連

戸

涎 選 二

」
~

1:10YR2/2 11褐  しま  1:10YR2/2 11褐  し ま り無 ,型 itt■ l有  lmin
l:∬Ⅷン2 黒褐 しまり,  り無、llll性和イF inlmロ ー  ローム粒少量、51nmロ ームプロック3笏含t・

‖i性 柑イi lmmロ ーム粒   ム粒少疑含む       2:10YR3/3 ‖:褐  しまり・絆i性 無 lm::lロ ー

少量、5mi::ロ ームプロッ   2:10YR2/1 黒 しまり・  ム粒 中 lll、 炭少 lll、 5nl::lロ ームプロック5%含む

ク1%含む          #i性 和市 inlmロ ーム粒 ,

2:l蹴 ′2 黒褐 しまり,   炭少最含む

粘性 rll有  l minロ ーム粒

少瞳含む

【SK‐264】

じ」蹴猛、電‰F』先峨場ぎ
mm SK"282・ 419

SK‐2640265       E  ダニ部多夕
｀
J樹

"ut籍感鶏■lmm

ぶ             ＼              2:1餌 R3/3 晴褐、しまり・粘性rljr1 lmmロ ー
ヨ                          ム粒中壮、炭少 ll、 5～ 10mmロ ームプロック5%

SK-287

◎―
SP-452

1:10YR4/4 褐 しまり和有、粘性無 5mm小石少

量含む

2:10YR3/2 黒褐 しまり・粘性和有 lmmロ ーム粒

少量、5～ lommロ ームプロック3%含む

3:10YR3/2 黒褐 しまり無、粘性和布 lmmロ ー

ム粒中量含む

4:10Y還ヽ 褐 しまり和有、粘性無 5nlm小石少量、

5～ 20mm暗 褐色土プロック含む

5:10YR3/2 黒褐 しまり・粘性和有 lmmロ ーム粒

少量、5～ 10mmロ ームプロック7%含 む

【SK,2"】
1:1(〕 YR2/1黒  しまり無、
粘ヤL和 右 lmmロ ームオZ・ 歳
少冊含む
2 1 10YR2/1用  しまり無、
粘翻 Fl l■■lnロ ーム粒・炭 ,

5～ 10mm小 石少職含む
3:10YSゝ rF"掲 しまり無,

粘性和/J l■ lmロ ーム粒多量
含む
4:10YR3/2 黒褐  しまり・

llll性和 /1‐ lmmロ ーム枇多量

奮む

【SK・ 287】

1:10YR3/3 1Fi褐  しまり無、粘性rr1/1

1mmロ ーム粒中激、5～ 20mnlロ ーヱ、プロック
25%含 む
2:10YR3ノ 2 鳥褐  しま り無、粘性和右

lmmロ ーム粒・炭少量、5～ 10mmロ ームプロッ

ク5%含 む

3:10YR4/3 にぶいま褐  しま り,粘 性無

lmmロ ーム粒多産、5inm小 石少批含む

4:10YR4/4 褐 小石混 しリローム質上

【SK‐ 3001

1 1 10YR2/2 黒褐 しまり和在、

粘性無 lmmロ ーム粒・炭少世、

lcmロ ームプロック1%含 む

21 10YR2/3 黒褐 しまり。粘性

和有 lmmロ ーム粒少量、5～

lommロ ームプロック1%含 む

3:10YR3/4 暗褐 しまり無、粘

性和有 lmmロ ーム粒少量、5～

10mrrlロ ームプロック2%含む

4:10YR2/1 議 しまり鷺、粘性

和有 lmmロ ーム粒・炭少灘含む

5:10YR4/4 褐 しまり無、粘性

布

6:10YR3/1 黒褐 しまり神有、

粘性有 lmmロ ーム粒少量、5～

10mmロ ームプロック3%含む

7:10YR3/2 黒褐 しまり無、粘

性右 1～ 2mmロ ーム粒多景含む

8:10YR4/6 褐 しまり無、粘性

rl‐  ローム質土

9:10YR3ノ 2 黒褐 しまり無、粘

性有 1～ 2mmロ ーム粒多量含む

10:10YR4/6 褐 しまり無、粘

性有 ローム質土

合む

J
【SK・ 28】 】
1:10YR2/1 黒 しまり・lll171iIItt llllm

 ̈  ローム粒少最含む

一

 
―

       ZЮ
Ⅷ 跳 囃 罐 り無 帥 櫛

lmmロ ーム粒少嫌奮む

3:10YR3/1 黒褐 しまり無、粘性和rI

F ЮYM暗 褐 しま嘲 性和布  _    で 7m「
li島乱詳雀主亀 褐 しまり無、粘性和

靡 R=ヽ
m~飾い石… ミ、事「 作脳『鼈 」雖櫛

SK-285
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SK…298

74」 8m

1:lウ YR3/3 晴褐 しまり掘、精

性檎Fi lrtlmロ ーム粒・駒出n小石・

炭少驚、3～ 10mtlロ ームプロック

2%台む

SK-316

1:10YR2/2 牌褐 しまり・粘性精
有 lmmロ ーム粒少量含む

SK‐294

毬

1111)YRO/6 1」 l館 褐 しまり

"通 ,絡 性 確 イ∫ ローム燿 ,5-

101ェ lm tr― ムプロ ノク多く含む

2 1 10YR3,3 躊褐  しま 1)良
(

絡性弱 ローム撤精多く含む

1:10YR3/1 黒褐 しまり農 ,

粘側 Fj r7-ム プロック少戴含む

4 1 1ttYR374 にぷい贅綺  しま

り抑弱、lll性 劇 ローム質 I:

SK‐303

1 1 10VR2/2 黒禍 しまり ,粘性精右
lmmロ ーム粒 ,炭少量含む
2:10YR3/3 暗鶴 しまり無、粘機構
rl‐  lrnmロ ーム粒・炭少量、51nmロ ー

ムプロック3%含む

3:10YR2/1 黒 しまり・粘性神rl

immローム粒・炭少泄含む
4:10YR4′ ′3 にぶい費褐 しまり無、
粘性稽有 lmmロ ーム粒多量、5～
301nmロ ームプロック30%含 む
5'10YR4/4 褐 しまり無、粘性1精有
lmrFlロ ーム粒多量,5～ 20mmロームプ
ロツク15%含む

6 110YR4/3 にぶい黄褐 しまり無、
粘性 7TFl tt lrnmロ ーム粒多量、5～

節mmt7-ムプロックlo●/.含む

111(,YR211 ■  しまり有 ,Ill144:

確 rl l.llnロ ーム粒・5m■ 1小 石・

炭少数合 I.・

2:10YIく 3,13 聯褐  しまり・粘性

猜有 2cin裡 ロームプロ ノクi%含む

3:10YR4/.3 にあ:い 賛鶴 しまり・

粘性確布 ローム質上

4:10YR2/2 躍掲 しまり・精471構

rl ln】 :コ ロームオ

“

・3～ 5,■ :n小 石少

酸含む

5 1 10YR212 肌褐  しまり無、 llll

性 rrf有  l mrnロ ーム社 少量、5～

10111Frl口
~ム プロック5%台 f」・

6:1聯 と同 じ

【SK‐ 303】

1:10YR3/3 暗褐 しまり

無、粘性rrl布  1～ 2mmロ ー

ム粒・5111m小 石少麟含む

2:10YR32 黒褐 しまり・

rll性 和布 lmmロ ーム粒・

1:10YR3/2 熱褐 しまり和布、

粘性無 I～2mmロ ーム粒 中量、

炭少鮭含む

2:10YR4/3 にぶい黄褐 しまり

無、粘性利 ri l～ 2mmロ ーム粒

多量、5mmロ ームプロック5%、

5mm小石少驚含む

3:10YR2/2 黒褐 しまり・trl性

樹有 lm■ 1ロ ーム粒・炭少量、
5～ 10mmロ ームプロック3%含む

SK-317

-0

…      ■37m

―
l:10YR2ハ  黒 しまり。粘性rll有

lmmロ ーム粒少鸞、3～ 5mmロ ームブ
ロツク1%含 む

2:10YR3/2 黒褐 しまり,粘性和有
lmmロ ーム粒中量、3～ 10mmロ ームブ
ロック5%含む

3:10YR3/3 暗褐 しまり無、粘性trt

有 1～2mmロ ーム粒中最、5～ 15mm
ロームプロック30%含 む

第35図 土塘⑭ (s=1/60)
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l:10YR3/3 暗褐 しまり和右、粘性無

51nrn小石・炭少量含む

2:10YR4/4 褐 しまり・粘性無 5mIYl小 石

少撤含む

3:10YR3/3 略褐 しまり和有、粘性無 5～
10■ lr:1小 石中鷺含む

4 1 10YR3/2 黒褐 しまり無、lll性 和有

5inm小 石・炭少量、5～ 10rnmロ ームプロック2

%台む

5:10YR4/4 褐 しまり,粘性和布 5mnl小
石少量含む

6:4覇 と1可 し

7 1 10YR4/4 褐 しまり・柿性無 5mm小石

少1最奮む

8:10YIt4/3 にぶい贅褐 しまり無、粘性柑

有 3～ 5mm小石少鷺含む

ISK‐3051

1:10YR3/2 黒褐 しまり柑有、粘性無

Immロ ーム粒・5mm小 石・炭少量含む

2:10YR2/2 黒褐 しまり/11有 、粘性無 1～
…   2mmロ ーム粒・5mm小 石・炭少量、5mmロ ー

ムプロッタ1%含む

3:10YR44 褐 しまり無、粘性右 地山ロー

ム質11

SK‐296 SK-297

５０

．

1:10YR4/1` にがい贄鶴 しまり,

格性無 lま

“
Ill口

‐-7.糀 中鰍.5-
13● lrl14・ イi少 殿、ユ■l::l rr― ムプロ

ツク1%奮む

2,10Y驚 4/4 格 しまり競,格性

鵞rl `り石鷲じリローム賛■

3(10V驚 3/2 熱櫻 しまり無,響 i

性稽痢 】rn,Iリ ーム粒「:1滋 ,蔵 /■・

動含む

SK…298

ー

1 1 10YR3/.2 篤褐 しまり和有、粘性難

lFFIIll口
~′ 粒ヽ・炭・5mrn4ヽ石少量含む

SK‐299

1:10YR3/2 黒褐  しまり・粘性帯有

lmmロ ーム粒少数含む

21 10YR3′
′2 藤 |・6 しまり・粘性桁有

lmmロ ー ′、粒・ 5mm小 石 少 量 .5～
10mlrlロ ームプロック1(%含 む

3:10YRγl 黒 しまり構 FI、 粘性有

lmrnロ ーム滋・段少職含む

SK…302

―

4:10YR2/1 黒 しまり無、粘性和布 lmm
ローム粒・炭少量含む

5:10YR4/3 にぶい黄褐 しまり無、粘性有

lmmロ ーム粒多量含む

6:10YR3/1 黒褐 しまり和有、粘性有

lmmロ ーム粒・炭少量、5～ 15mmロ ームプロ

ツク5%含む

ISK‐

"7】1:10YR2/2 黒褐 しまり,粘性精有 lmm
ローム粒・炭少量含む

SK‐ 315

諄 万 顆 鮮 牌

SK-313

D‐ 03

―SK-314

//
1:10YR2/2 黒褐 しまり・粘性

和布 Immロ ーム粒・炭少量含む

2:10YR3/3 暗褐 しまり無、粘

性柑41‐  1～ 2mmロ ーム粒中最、3～

5mmロ ームプロック3%含む

3:10YR3/3 11V褐  しまり無、粘

性和有 1～ 2mmロ ーム粒中量含む

4:10YR2/2 黒褐 しまり・粘性

和右 lmmロ ーム粒・炭少撒、1～

3cmロ ームプロック50%含 む

1:10YR3/3 暗褐 しまり・粘性無 lmmロ ーム粒少量、5～ 15mmロ ーム
プロツク5%含む

2:10YR2/3 黒褐 しまり無、粘性和有 1～ 2mmロ ーム粒多景含む
31 10YR3/2 鳳褐 しまり強、粘性布 1～ 2mmロ ーム粒中量、炭少量、5～
10mmロ ームプロック2%含 む
4:10YR3/2 黒褐 しまり・粘性無 1～ 2mmロ ーム粒非常に多量含む
5:10YR2/1 黒 しまり無、粘性右 1～ 2mmロ ーム粒中量、炭少量含む
6:10YR3/2 黒褐 しまり無、粘性稽有 l～ 2mmロ ーム粒多量、5mmロ ー
ムプロック3%含む

7:10YR3/2 黒褐 しまり・粘性和有 lmmロ ーム粒中量、炭少量含む
8:5層 と同じ

9:4層 と同じ

10:10YR2/1 黒 しまり和有、粘性有 lmmロ ーム粒 .炭少量含む 土器
片はほ:まこの勝から出土
11:5層 と同じ

SK-319
ヽ

ヽ
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_                753.3m

l:10YR3/3 暗褐 しまり無、
粘性精有 lmlllロ ーム粒少量含む

■

●

■

●

■
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SK‐321

1:10YR3/2 暗褐 しまり・粘性

和イ「 lmnlロ ーム粒・5mmJヽ 石少

殿、5～ 10mmロ ームプロック10%

含む

2:10YR4/6 褐 地山ローム質上

3:1層 と同じ

1:10YR2/3 黒褐 しまり和有、

粘性無 5mm小 石少量含む

2:10YR4/4 褐 小石混じリロー

ム質土

3:10YR3/3 11t掲  しまり無、粘
性粕有 5～ 10mmロ ームプロック5

%含む

SK-331

7●|.Om

1:10YR3/4 暗褐 しまり・粘性

無 lmmロ ーム粒多量、5～ 10mm
小石少量含む

2:10YR3/2 黒褐 しまり無、粘

性和有 lmmロ ーム粒・5mm小石

少量、5mmロ ームプロック5%含む

1:10YR3/3 暗褐 しまり・粘性

無 lmmロ ーム粒少量含む

2:10YR2/2 黒褐 しまり・粘性

和有 lmmロ ーム粒少量、5～

10mmロ ームプロック5%含む

【SK‐ 358】

1:10YR3/3 暗褐 しまり。

粘性弱 ローム粒少 し、小

石和多く、炭粒微最含む

SK-333 358 360・ 361

SK-323

＼ ‐ r

1:10YR4/3 にぶい資褐 しまり無、粘rL

和有 lmmロ ーム粒・5mln小石少量、3～

10mmロ ームプロック3%含む

2:10YR2/2 黒褐 しまり無、粘性柑有
lmmロ ーム粒・炭・5mm小 石少量、5～

20mmロ ームプロック10%含 む

3:10YR4/4 褐 小石混しリローム質」i

SK-335

SK‐ 324

【SK‐ 335】

1:10YR2/2 黒褐 しまり・粘性和右 1～2mm
ローム粒中憮、5～ 10mmロ ームプロツク3%含む

2 1 10YR2/1 黒 しまり・粘性租有 lmmロ ーム

粒中量、5mmロ ームプロック3%、 炭少量含む

3:10YR4/6 褐 ローム質土

4:10YR3/4 11r褐  しまり無、粘性有 1～2mm
ローム粒中灘、3～ 10mmロ ームプロック10%含 む

5:10YR3/2 黒褐 しまり。粘性精有 lmmロ ー

ム粒少量、5mmロ ームプロック10%含む

6:4層 と同じ

7:5層 と同じ

ISK‐ 336】

1:10YR2/3 黒褐 しまり・粘性jrfl有

ImnIロ ーム粒中量含む

2:10YR2/1 黒 しまり・粘性精有

lmmロ ーム粒少量、5mmロ ームプロッ

ク3%含む

3:10YR3/3 11r褐  しまり無、粘性

有 lmmロ ーム粒多量含む

4:10YR3/3 暗褐 しまり・粘性和

【SK・ 324】

1:10YR3/3 1音 褐 しまり普皿、ltll性

欠く ローム粒・炭粒多く命む

2:10Y賭3にぶい貨褐 しまり警迎、

粘性弱 ローム粒多く、3～ 5,llll口 ~
ムプロック少量含む

3:10YR4/3 にぶい黄褐 しまり精良、

粘性布 ローム粒及υr5～ 1(〕 mmロ ーム

プロック多く含む

4:10YR2/1 熱 しまり普i重,粘性有
ローム粒及び3～ 5mmロ ームプロック

雅多く含む

5:10YR6/6 明董褐 しまり上、粘性

強 ローム質土

6:10YR5//・ 4 にぶい贅僣 しまり和弱、

粘性布 ローム粒・ ロームプロック多

くイ|む

7:10YR6/6 明費褐 しまり■、粘性

強 ローム質」1 暗～肌色上を若干量

含を

8:10YR3/4 にぶい責褐 しまり良、

粘性有 ローム粒及び5～ 10malロ ーム

プロック多く含L・

9:10YR2/1 罵 しまり■、粘性強
ローム粒及び3～5mmロ ームプロック

利多く含む

ISK‐ 333】

1:10YR3/2 鳳褐 しまり・粘性

和Fl immロ ーム粒・3～ 10mm小
石少最、5～ 10mm出 色土プロック1

%含 む

2:10YR2/1 黒 しまり無、粘性

砧布 5～ 10mm小 石・炭少量含む

3 1 10YR2/2 黒褐 しまり・粘性

柑有 5mm小石少量、5～ 10mm贅
褐色上プロック3%含む

4:10YR4/4 褐 しまり和有、粘

性有 ローム質土

5:10YR2/1 黒 しまり右、粘性

和 rl‐  5mm費禍色11プ ロック3%、

5mm小 石少敵含む

6:10YR4ん にぶい贅褐 しまり,

粘性和布 加 m小石少最含む ロー

ム質上

7:10YR2/2 熱褐 しまり。粘性

和有 3～ 5mm小 石少量、3-5mm
暗褐色土プロック2%含む

8:10YR2/2 黒褐 しまり無、粘

性和Fi 3～ 5mm暗褐色土プロック
2%含む

9 1 10YR2/2 黒褐 しまり,粘性

和 有 3～ 5nl m小 石 少量、3～

10mmllg褐色土プロック10%含 む

10:10YR2/3 黒褐 しまり和有、

粘性無 3～ 30mmIIr褐 色土プロッ

ク20%含 む

11:10YR3/2 熱褐 しまり,粘

性和有 5mm小 石少避、5～ 10mm
晴褐色上プロック1%含む

【SK‐ 360】

① :10YR4/3 にぶい黄褐 しま

り上、粘性乏しい ローム粒多く、
3～5mm小石精多く、炭化物少し含

む

SK-338

1:10YR2/2 熱褐 しまりrF4右、

粘性無 lmmロ ーム粒・炭少景

含む

2:10YR3/2 黒褐 しまり '料 i

性柑有 lmmロ ーム粒・炭少鸞、

5～ 10mmロ ームプロック1%含 む

3:10YR3/1 黒褐 しまり無、

lM「 性和有 lmmロ ーム粒中量、

5～ 10mmロ ームプロック3%含む

0    1m

【SK‐ 361】

1:10YR3/2黒褐 しまり良、粘性弱 ローム粒箱降り状に粘多く含む

/《

』[

SK‐322

SK-328

ヽ

1:10YR2/2 黒褐 しまり右、粘性和有 1～
2mmロ ーム粒・炭少量含む

2:10YR2/3 黒褐 しまり・粘性和 Fl‐ lmm
ローム粒・炭少量、3-5mmロ ームプロック1%
含む

3:10YR3/3 暗褐 しまり和右、粘性無 l～
2mmロ ーム粒中量、炭少量、3～ 5mmロ ームブ

ロック2%含む

4:10YR2/1 黒 しまり無、粘性和布 1～
2mmロ ーム粒・炭少量含む

5:10YR3/3 暗褐 しまり・ll」 性無 lmmロ ー

ム粒中量、5～30mmロ ームプロック20%含 む

6:10YR2/2 鶏褐 しまり無、粘性和有 1～
2mmロ ーム粒多量、3～ 5mmロ ームプロッタ1%、

炭少最含む

71 10YR3/4 暗褐 しまり無、粘性有 lmm
ローム粒多量含む

8:10YR3/2 黒褐 しまり ,粘性和有 1～
2mmロ ーム粒多量含む

9:10YR2/3 黒褐 しまり・粘性柑有 1～
2mmロ ーム粒・炭少量含む

SK-329

一翁
l i 10YR3/3 暗褐 しまり和

有、粘性有 1～蹄mローム粒・

5mm小 石・炭少量含む

2:10YR3/3 暗褐 しまり精

有、粘性有 1～ 2mmロ ーム

粒多量、5～ 15■llnロ ームプロッ

ク25%、 5mm小石・炭少量含

む

TI?型βm iブッ:鐸
―ム粒少量、5～ 10mmロ ー

ぺ頭i疇須 Tltti鵡量旨なり
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SK‐343SK‐3390340

SK‐342・ 367・ 369

lll性桁F1 111,,Il口 …′、なれ・

し1り .れ 夕ヽl翻 イ| !"“
“

ローノ、粒 `3‐

しまり然.れ ‖ヽ|イ, !‐ 2Hl,ぼ :―

``粒
中

し1り 短、村|‖ 1構 有 lin■ ,ロ ーム,・

lllH:,ロ ーノ・糧中讚

linplロ ー′、腫・3■

““
小イi少阻含む

llll● 1ロ ームt17少 量含む

Inimロ ーム粒中祗,3-1(Ini11ロ ー

lln肛 :ロ ーノ、杜ケ景

犠ャlr1 3-1`":■ ,lr,一 ノ.

15К ::`,71

1:10TIマ32 ‖1掲  し

まり ,絨性手

"4 1:口“
|ロ

ー′、社・3-lin“ 1'jヽ ィ1.

概少購含む

り・粘‖1和 r1 1■ lnlロ ー′、粒少嬬含む
11無 .llll‖ :有  in口 lロ ー′、粒多軍|、 5,1",ロ ー′、プ

しまり無、lllirt Fl linm 11-ノ 、社中剛:台 r..

1:l(ハ
.Iく

3′ 、1 晴褐  しまり無、 IIllヤL有

lm■ 1ロ ーノ、粒多lfl.3～ 15mrnロ ー′、プロツク

10%,3ヽ 10r"111褐 色 Lプ ロック20%台 む

2:lr,TR2 2 111褐  しまり ,Ill性 和イF

inlnリ ーノ、粒・炭少競含む

3110ヽ
′
R3‐ 4 11i褐  しまり lll、 れヽ性イJ

l:“

“
1コ ーム粒多緩、3-10■ unロ ー′、プロック

1%台 ら

,11 10Yl(40 褐 地山ロー′、明 11の llilれ ,ι み

5111,ヽ 'R31: ‖

`褐

 しま り無、粘 171iイJ

l":nlロ ーノ、粒少 ill,3～ 和nniロ ームプロック2

%含 む

1:10YR2/′ 2 黒掲 しまり無、利i性和イf

inllnロ ーム粒・炭少瞳含む

2:10YIt2/1 黒 しまり・粘‖irllィ r

inl■■ローノ、粒 .5nlln小 石・炭少flt含 む

3 1 10YR2/2 黒褐 しまり無、粘性和布
11■ mロ ーム粒少贈、5minロ ームプロック2

笏含む

4:10YR3/3 暗褐 しまり無、粘性 rllイ f

l～ 21■ ol口
~ム粒中曖iriむ

5:10YR3/4 暗褐 しまり無、辮i性榊イ「

lmmロ ーム粒・炭少11、 5～ 10mmロ ーム

プロツク7%命む

l i 10VI鷲 夕/2 11褐  しまり・‖ittfll有  llnnlロ ー

ムPi/・ 民少

“

、3-5m● 1ロ ームプロック3物 含む
2:10YR3,'4 晴褐 しまり無、lll性イf irnmロ ー

ム粒多離,3‐ 10n)nIロ ー′、プロック5%含む
3:10YIく 4′

′4 褐 しまり無、粘性有 1～ 2mm
ローム粒多設、3ヽ lolninロ ームプロック5笏 含む

SK-3500366

_     7■ 7m_     7馴 zm

―

 

―SK-351 ・3650384・ 402・ 424・ 425

SK-348

1:10YR2/1 黒 しまり有、4111ttfFl右

lmnlロ ーム粒・炭少il含 む

2:10YR2/2 11欄  しまり無、粘171til右

1:ninロ ーム粒中lll、 炭少世、5nlmロ ーノヘ
プロ ツク1%含 む

3:10YR4/3 にぶい黄褐 しまり無、llll

性和右 lmmローム粒中lll、 5～ 10mmロ ー

ムプロック5%台 む

4:10YR3/2 黒褐 しまり。型i性 和有
1～3mローム粒中1壁、炭少li4、 3～鷺mmロ ー

ムプロック2%含む

【SK 366】
1:10YR3/2 黒褐 しまり・粘性ll布

lmmロ ーム粒少量、5mm4ヽ石中rtt含 む

ISK‐ 3501

1:10YR3/3 暗褐 しまり ,llll性 柑 Fl

lminロ ーム粒少賊、5mnlロ ームプロック1

%合む

2:1()YR4/3 にぶい賞lL・  しまり無、村i

性FrfFl lmlnロ ーム粒中量含む

ISK・ 351】

1:10YR3/3 ‖音褐  しま

7■6m i維 .`機矧各♂
mm口 _

【ヽK‐3柄 l

l:10YR2■  思鶴  しまり・ Wi

性魏有 1:nmロ ーム粒・睫少 酸、

1■ :ntロ ームプロ ック1%台攀

2:l●YR4.3 に■1い 喪櫛  しま

り無、 llll性 和 Ff I:,、 tFl ri― メ,l・ l

多数,5-50■ l Fllロ ー

“

.ブ
"サ

,

11%,10～ヌ‖』nm‖色上プロ ック

1(1%青 |.・

3:10YR313 曜橘  しまり無、

響オ1精 有 lrnm●・―」h粒 多難、
■ヽ 15m:ll rI― ム

‐/ロ ック7%、
6in:rl鱗 鶴色■

‐/ロ ック3%奮む

4:II)YR312 黒鶴  しま
',難

、

hll性 樹有 l● ■■ロープ、粒中戦 .

10～ ,1(l:ュ rll黒 鶴色 11プ ロ ック解

`含む

5il()YR2 2 rll鶴  しまり無 .

粘性稽有 1●li:、 ローム粒少 Ftl、

5～ 15:I nlロ ームプロ ックlo%台
む
【SP 554】

10YR3‐ 3 蹄褐 しまり・ hll性 無

1■1,nコ ーム粒少壁命 r」・

【SK・ 4r13】

1■ :10YR3'2 ■褐  しま 1,・
lll

性 無  i nl■lロ ーム粒少 無.5ヽ
10,Imロ ー′、プロック1%含 t・

ISK lll)】

1:10YR3 2 ‖掲 しまり有、llli

性氣 Im::,ロ ー′、粒・た /1・ 最、

3-15in::lu―

“

、プロ ′ク2%含 む

2:1lYR4 6鶴 地山 r,一 ′、鷲■

3i10YR3 2 黒掲 しまり・lll‖ :

綺有 lrrlmロ ーム粒・31■ 1■小石少

肛,3～ 1511nnl LI― ムプロ ック5%
含む

4:10YR3.′ 3略 鶴 しまり ,粁
i性

無 1ヽ2mmロ ー 2、 粒中漱奮む

3:10YR3.4職 鶴 しまり無、粘

性 有 i nl:nロ ーム粒 多量、3～

10■llnロ ーノ、プロ ック5%含む

`i10YR3 3 11ti椰
 しまり無、RII

性 衝 I nl:nロ ーム粒 多 離、3～

10rnmロ ームプロック5%介む

7:10YR3.〔 ; 暗欄 しまり ,Ill性

無  1～ 2:llinロ ー′、粒中殴、5～

llllllmロ ーム~/ロ
ック3%奮む

ネ:‖ 明と同 じ

9:1〔〕YR4 4 褐  しまり無、料ilI

有 1-2in lnロ ーム粒多量、3～

10:nmロ ー′、プロ ック5%命 t・

0     1m

1瑠褐 しま

|_よ

l_ま

しまり・〃i性 確rl

しまり,粘醤i■ l Fl

しまり無、慰illi納 ■

島ll● TRl l 褐

611卿 と同 じ

7:111YR1 4 114

しまり無,Illl‖ :構 イr l,11:nロ ー′・粒・睫少難含む

しまl,無、粘性 Fj Jullllロ ーム蒻 Lの崩れjlみ ■瞬

しまり無、繊性 F1 5口 I「1小 Fi少量含む

一μＳＫ
¨

／

ISK4021
1:10YR3/2 黙褐 しまり・Ill

性無 IIIImロ ーム粒少構、5～

10■ 1■ロ ームプロック7%含む
2 1 10YR3/3 暗褐 しまり,粘

性無 lmlnロ ー2、 粒少餞、炭・

焼上粒中眠含む

【SK‐ 384】

l110YR3/2 黒褐 しまり有、粘
性無  1● l■ lロ ーム粒少 lil、 5～
10mnlロ ームプロック1%含む
2:10YR3/3 暗掲 しまり無、粘
性榊右 llnmロ ームrll少 量、5～
50mmロ ームプロック20%含む
3:10YR44 にぶい黄褐 lmlnロ ー
ム粒多量、炭少量含む

―
lSK・365】

1:10YR3/2黒褐 し

まり・ llL性 精布 lmm
ローム粒・ 炭・5mm小
石少量、5～ 10mmロ ー

ムプロック10%含む

2:10YR4/3 にぶいま褐
しまり和有、粘性無
lmmロ ーム粒・3～5mm小
石少量、3～5mmロ ームプ
ロツク2%含む

3:10YR3/3 暗褐 しま

り・粘性Tll有  lmmロ ー

ム粒、3～5mm小 石少量含
む

4:10YR3/4 暗褐 しま

り無 粘性布 lmmロ ー

ム粒多量、5mmロ ームプ
ロツク5%含む

第37図 土渡⑮ (s=1/60)
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SK-353SK‐ 352・ 372

1:10YR3/2 黒褐 しま

り良、粘セL弱  焼上粒及
び炭 粒 少駐含 む 5～
10mln小石和多く混入

ISK‐ 372】

1:1()YR3/3 H脅 褐 しまり・粘性柑
右 lminロ ーム壮少 IIt、 5～ mmmロ ー

ムプロックlfあ含む

2:10YR2′ l ‖  しまり無、lllit71和

有 l-2:n::lロ ーム粒少登含む

3 110YIく 2./2 ∫二褐 しまり無、ツi性

和イF l～ 2innlロ ーム粒・炭少lL含 む
-4:10YIt1 7/1 黒  しまり無、 lllilll:

和イF l-2rninロ ーム粒・炭少量含む

6:10YR4/3 にぶい政褐 しまり無、

粘1/1イ「 1～ 2mrnロ ーム粒多■、5～

15r:lnlロ ームプロ ック10%含む

6:10YR3/2 黒褐  しまり無 ,Illl性

和布 1-2ininロ ーム粒中世、炭少 ltl

含む

7:10YR4/4 褐  しまり無、 l■
ll性 布

lmmロ ーム粒中 Ll、  1～ 3cmロ ームブ

1 1 10YR2'2 ‖褐 しまり ,

h14性 和イ「 lmlnロ ーム粒・炭

少地含む

2:10YR3/3 暗褐 しまり ,

粘性和有 1■■nローム粒少撤,

5■lmロ ームプロック5%含●・

SK-356

編IIRttn楷・力∫』I計

７５２

一

７５〇

一

潮

７

75唖 m『
:1″iる

'i‰

褐しまり無、鵬
鰤和イF l～ 2nlmロ ーム粒少崚、

ロームプロック2%含む

9:1層 と卜1じ

1:10YR3/3 暗褐 しま

り良、粘性弱 炭粒微量、

5～ 10mpl小石和多含む

ト
ト

＃
如

枷

SK-385

SK‐ 382

第38図 土渡〇

750.3m

l:10YR2/1 黒 しまり

無、粘性右 lmmロ ーム

粒・炭少量含む

2:10YR3/1 黒褐 しま

り精有、粘性有 lmnlロー

ム粒少最含む

(S=1/60)

1:10YIく 2/1 黒 しまり。粘性

和布 14nnl口 ~ム 粒少ltr含 む

2:10YIt3/3 1青 褐 しまり・〃i

性布布 lmmロ ーム粒多撤金む

3:10YR3/2 黒褐 しまり・粘

性ll布  lmlllロ ーム社少灘、

3～5mmロ ームプロック1%含む

1:10YR3/2 「1褐  しま

り普通、粘性 1螂  10～
20mnlロ ームプロック多、

5～ 15nlm小 石多、黒色土

プロック少し含む

2:10YR3/2 黒褐 しま

り和狐、粘性イ「 服色J:
‐/ロ ック少し、5～ 10mm
小石和多く含む

SK-371

Qレ

1:10YR3/2 黒褐 しまり無、

粘性和有 lmmロ ーム粒・5mm
小石少量含む

2:10YR3/3 暗褐 しまり無、

粘性和有 1～ 2●Imロ ーム粒中

景含む

ISK‐ 3絆 I

l:10YR2/2 黒褐 しま~ 
り布、lL「性■l市  3～ 20nlm

小石少量、炭微鸞含む

2:ЮⅥυ沼 黒褐 しまり・

粘性和有 3～ 10mln小 石・

炭少量含む

でノ
1:10YR2/2 黒褐 しまり,粘 tL

和右  1～ 2mmロ ーム粒中最、

5mm小 石・炭少量含む

2:10YR4/3 にぶい黄褐 しまり

無、粘性有 lmmロ ーム粒多艶、

5～ 10mmロ ームプロック3%含む

3:10YR3/3 暗褐 しまり・粘性

無 Immローム粒少景含む

SK-377

ISK・ 363】

l:10YR2/2 黒褐 しまり無i llllVlifll右  lmmロ ーム社・5,lm小 石・

炭少触含む

2:10YR2/1 黒 しまり無、粘性和有  l:】 l lrlロ ーム札 ・炭少撤、3～

5mmロ ームプロック1%含 む

3:10YR3/3 1古 褐  しま り無、 411i性右 1-2mmロ ーム粒多趾 ,1～ 4cm
ロームプロック10%含 む

4:10YR4/6 褐 地山ローム耕tlllれ込み上 (プロック状 )

5:10YR4/6 褐 地山ロー′、層上流れ込み上 (し まり無 )

6:10YR2/2 黒褐  しまり和有、粘性有 lmmロ ーム粒・炭少量含む

【SK‐ 399】

1:10YR3/1 黒褐 しまり無、Fu「 性柑有 lmmロ ーム粒少蟄含む 批
舌Lの 可能性大

2:10YR4/3 にぶい黄褐  しまり11、 粘性右 lmnlロ ーム粒多 Ffl、

10～ 50inmロ ームプロック10%含 む

1 1 10YR2/1 黒 しまり無、粘性布
ローム粒が縦状に入り込む

2:10YR2/2 黒褐 しまり,粘性和

有 1～2mmロ ーム粒中量含む

ISK‐ 352】

1:1()YR2/2 ‖褐 しまり・粘性

lll右  1:■ mロ ーム粒・炭少 1薦 、3～

lommロ ームプロック%含 む

2:10YR2/1 11 しまり,L、 料i性

fFl右  lin mロ ーム粒 少 lll、 5～

30n〕 ■1ロ ームプロック20%命む

3 1 10YIζ 2/2 ■褐 しまり無、粘

性rlfrl l～ 2nlmロ ー′、粒多 fFi、

3～ 20nl■,ロ ームプロック10%含 む

SK-362

1:10YR3/3 晴褐 しまリイア、‖i性 rll

有1■lmロ ー2、 粒少瞳、3～ 5cm出 色上ブ

%含む

2:10YR2/1 黒 しまり無、粘性柑 rt

iin■lロ ーム粒・炭少量含む

3:10YR4/3 にぶい黄褐 しまり無、

粘性確有 Immロ ーム粒多蝕含 む

4:3層 と同じ

5:10YR4/6 褐 地山ローム層上の崩

臀t込みillM

SK-373

1:10YR2/2 黒褐 しまり・型iヤ L無  1～ 2mnn

ローム粒少購、炭中irll含 む

2:10YR2/3 黒lal しまりrll有、型i性無 1～
2mmロ ーム粒中量含む

3:10YR2/2 黒褐 しまり和有、粘性無

lmmロ ーム粒・炭少量含●・

41 10YR3/3 暗褐 しまり,粘性無 lmmロ ー

ム粒少量、3cmili後 ロームプロック5%含む

51 10YR2/2 黒褐 しまり'粘性無 lmmロ ー

ム粒・炭少世含む

SK-378

SK-3630399

SK-380

SK-368

1:10YR3/2 黒掲 しまり・粘性布 lmmロ ー

ム粒少蠍、5mm小石中lrl含む

1:10YR2/1 黒 しまり・粘性

和有 lmmロ ーム粒少量含む

2:1()YR2/2 鶏褐 しまり無、

粘性II有  1～ 2rnmロ ーム粒 ,

5mm小 石少量含む

3:10YR3/2 轟褐 しまり・粘

性和有 1～ 2nlmロ ーム粒中世、

炭少量含む

SK-374

/O―

1:1(Ⅳ lくL7/1 黒 しまり・

粘性 rll有  lmmロ ーム粒

微堂、炭少 lJl含 む

2:10YR2/2 1ユ 禍  しま

り・粘性和布 lmmロ ー

ム粒少量、5～ 1 0nllnロ ー

ムプロック5%含む

3:10YR3/2 11褐  しま

り無、粘性和有 lmmロー

ム粒中量、1～ 3cmロ ーム

プロック10%含 む

SK-376

SK‐387
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SK-379

1:10YR3/1 黒褐 しまり良、llll性 無 5～ 101■ :n小

石多、準大礫少灘、熱色土プロック少量含む

2:10YR4/3 にぶい贅褐 しまり良、粘性柑有 5～
10mm小石多.黒褐色上プロック少量含む

3;10YR2/1 黒 しまり神弱、粘性乏 しい 5～
10mII小石多く含む

ISK:393・ 3CJ41

1:10YR3/3 暗褐

しま り和右、粘性無

5mm小 石少鮭含む

2 1 10YR3/2 熱褐

しまり・粘性無 5～
10mm暗 褐色1セプロッ

ク40%含 む 推乱の
pr能性大

0:10YR2/3 黒褐

しまり和 rl、 粘性 無

lmm焼 Jl粒・ 炭少量

含む

【SK・ 397】

1:10Ⅵυ″ 鶏褐 しまり有、粘性rlf右 5nlIIl小 石 '

lmm焼土粒・ 炭少量含む

ISK・ 4∞】
O:10YR3/2 黒褐 しまり有、粘性和右 5mm小
石・炭少量含む

【S【407・ 408】

1:10YR32 黒褐 しまり・粘性精有 lmmロー

ム粒少量含む

① :10YR3/2 黒褐 しまり無、粘性和有
lmmロ ーム粒・5mm小 石少量含む

② :10YR2/2 黒褐 しまり無、粘性和有
lmmロ ーム粒・5111m小 石少量、5nlmロ ームプロッ

ク2%含む

③ :10YR3/3 11r褐  しまり・粘性無 5mm小
石中量含む

SK‐393・ 394・ 418

ISK・409】

1:10YR3/2 黒褐 しま
り良、粘性和強

2i10YR4/3 にぶい賞褐

しまり良、粘性強 ロー

ム粒及びロームプ ロック

多 く含む

ISK`10】

0:10YR3/2 黒褐 し
まり良、粘性弱 ローム

粒及び3～ 10mmロ ームプ

ロッタ構多 く含む

SK‐406

ISK‐ 3901

1:ЮY鷺ン2黒 褐 しまり・

粘性和有 5niln小 イ1・ 炭

少量、5～ 10mnlロ ームブ

ロック3%含 む

…   2:10YR2/2 黒褐  しま

り有、粘性和イ「 5:nm小
石少景含む

【SK‐ 412】

I:10YR2/2 黒褐  しま
74z3m  り有、粘性411有  5mm小

SK-409・ 410・ 411

N
1撃

SK-415

SK-3900412

SK-395

1:10YR2/2 黒褐 しまり。粘性和有 lmmロ ー

ム粒・炭少最、1～ 4cml″褐色土プロック10%含 む

【SK4】 l】

1:10YR2/1黒 しまり良、

粘性和強 ローム粒及び5mm程
のロームプロックを霜降状に含

む 黒褐色土粒、5cm程 の礫 (焼

際、角あり)少 し含む

21 10YR4/3 にぶい賞褐 し
まり良、4・「性強 暗欄色土をベー

スとしローム粒及樹～mmmロ ー

ムプロックを多く含む

ISK‐ 418】

1:10YR3/2 黒褐

しまり '粘 性 無

5mm小 石・炭・焼土

プロック少鷺含む

2 110YR2/3 黒褐

しまり 'ItL性 無 5～
10mm小 石中量含む

3:10YR2/3 黒褐

しま り・粘性 無

lmlnロ ーム粒微量、

炭少量含む

4:10YR2/2 黒褐

しまり無、粘性和有

5mm小石・炭・焼土

粒少量合む

蝠
ム

５。

一

ヽ
1:10YR3/2 黒1蜀 しま

り普通、粘性和有 ロー

ム粒少量、炭粒多く含む

2:10YR3/2 黒褐 しま

り精弱、粘性和有 ロー

ム裁多く含む

SK-414

06m
ヽ

l:10YR3/2 黒褐 しま

り良、粘性和有 ローム

粒和多く含む

2:10YR4/3 にぶい黄褐

しまり良、粘性有 炭粒

少量含む ローム質±40

%
3:10YR6/6 明責褐 し

まり普通、粘性有 ロー

ム質土をベースとする

＼淋Rj6塩
ytiI

【SK・ 415】

1:10YR3/2 黒褐 しまり普通、
粘性弱 ローム粒少量、炭粒微量

… 粘性有 ローム質土

31 10YR5/4 にぶい黄褐 しまり・

粘性弱 ローム質±50%以上

4:10YR3/2 黒褐 しまり良、粘

性和強 炭粒和多く、ローム粒霜

降り状に多く含む

5:10YR3/2 黒褐 しまり良、粘

6:10YR6/6 明黄褐 しまり弱、

粘性強 ローム質土

71 10YR3/1 黒褐 しまり和弱、

粘性有 ローム粒少量含む

81 10YR4/3 にぶい黄褐 しまり

弱 くボソボソ、粘性有 ローム質

上をベースとし10～ 15%黒 褐色土

を含む

り
〇
‐
匈
∽

74管 m懲
響慇 

口~ム粒猜多く、炭粒微

【SK・ 3穂 l

l:10YR3/2 黒

掲 しまり・ IIl性 和

有 5mm小石・炭

少彙奮む

2:10YR2/2 露

掲 しまり。粘41構

有 5～ llmlII1/1ヽ 石・

炭少量含む

SK-389

|

SK…416

/

ISK‐ 416】

11 10YR4/2 仄Jt褐

粘性乏 しく灰禍色及

び黄灰色のロームjJL

多量に含み全体に硬

くしまる SB‐ 07貼床
の可能性あるが断定

できない

2:10YR3/2 黒褐

しまり強、粘性弱
ローム粒及びローム

プロック多、黒色土

プロック少、炭粒少、

10mm程小石精多含

む

31 10YR6/6 明責褐

しまり普通、粘性強
ローム質土を主とし

黒褐色上が混 じる

4:10YR2/1 黒 し

まり普通、粘性強
ローム粒少、炭粒薇

量、10mm程小石・

3～5cm角焼礫少し含

む

5:10YR3/2 黒褐
しまり普通、粘性和

m繁色I赫ど響ぜ̂

土堀⑬ (S=1/60)
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SK-421 SK-426

-〇 ―

1:10YR2/2 黒褐 しまり

右、粘性稚右 lmmロ ーム

粒・5mm小石少量含む

2:10Yふiヽ 黒褐 しまり・

粘性 有  lmmロ ーム粒・

5mm小石少量命む

SK-432

1:10YR4/3 にぶい贅褐

しまり和有、粘性有 1～
2mmロ ーム粒多量、5～

%、 炭少量、5～20mm鳳
色土プロック5%含む

2:10YRνl 黒 しまり。

粘性稽有 llrlmロ ーム粒・

炭少量含む

SK‐427

-O

SK-428

l i ltlYIこ ソ1黒 しまり・

lllllli和 布 l～ 2m■1ロ ー

ム粒・炭少量含む

2:10YR4/3 に力iい 賛褐

しまり・粘性和有 5mnl
脇色土プロック10%含む

ISK‐ 440】

11 10YR3/2 黒褐 しま

り。粘性和有 lmmロ ー

ム粒・3～5mm小 石少量含

む

2:10YR2/2 黒褐 しま

り・粘性稽有 lmmロ ー

ム粒・3～5mm小 石少量含

む

3:10YR4/3 にぶい黄褐

しまり無、粘性猫有 1～
2mmロ ーム粒多量、5～

lomm小石・炭少量含む

4:10YR3/2 黒褐 しま

り。粘性和有 lmmロ ー

ム粒・3～5mm小 石少量含

む

5i10YR2/1 黒 しまり

和有、粘性有 lmmロ ー

ム粒微量、炭少量含む

0

SK‐429

-([〕
;):

ν
1:10YR2/1 黒 しまり

無、粘性和右 lFllm口 ~
ム粒・炭少最含む

2:10YR2/2 黒褐 しま

り,粘 性rrl有  1～ 2mm
ローム粒中量含む

3:10YR4/3 にぶい贅褐

しまり無、粘性有 1～
2mmロ ーム粒多量、5～

10mmロ ームプロック30

%含む

SK-430

-O

752.Om

―

―

r

l:lrlYI1271 鼎 しまり `

粘性和Fi l～ 2m,nロ ー

ム粒・炭少量含む

2'10YR4/3 にあ:い費褐

しまり ,粘 性精有 5～
15mm熟 色■プロック10

%含 tr

11lαマン1 黒 しまり '

粘性和有 1～ 2mmロ ー

ム粒・炭少量、3～ 5mm
ロームプロック1%含む

2:10YR3/3 暗褐 しま

り無、粘性有 1～ 2mm
ローム粒中量、5～ 20mm
ロームプロック7%含む

1:10YR2/1 黒 しまり。粘性和

有 lmmロ ーム粒・炭少量含む

2:10YR3/3 暗褐 しまり・粘性

和有 1～ 2mmロ ーム粒中量、3～

5mmロ ームプロック2%含む

3:10YR4/4 褐 しまり無、粘性

有 プロック状のローム質土

SK-431

1:10YR2/2 黒褐 しまり右、粘性無

lmmロ ーム粒少量含む

2:10YR2/3 黒褐 しまり ,粘性rll布

1～ 2mmロ ーム粒中量含む

3:10YR2/1 黒 しまり精 rl‐ 、粘性無

lmmロ ーム粒・炭少量含む

4:10YR3/4 暗褐 しまり,粘性柑有

lmrllロ ーム粒多量、5mmJヽ石少量含む

【SK・ 433】

1:10YR3/3 暗褐 しまり和有、粘性有 1～ 2mm
ローム粒中量、5～ 10mmロ ームプロック2%含む

2:10YR2/1 黒 しまり無、粘性有 lmmロ ーム

粒微億、炭少量含む

3:10YR2/1 黒 しまり無、粘性右 1～ 2mmロ ー

ム粒中量、5mmロ ームプロック5%含む

4:10YR4/4 褐 しまり・粘性有 ローム質上

1:l()YR4/3 に,:い黄褐

しまり・粘性 rll有  1～
2mrnロ ーム粒中量、5mm
ロームプロック3%、 5～

15mm黒色土プロック5%
含む

2:10YR2/1 11 しまり

和有、粘性無 lmmロ ー

ム粒少量含む

3:10YR474褐 しまり。

粘性和有 1～2mmロ ー

ム粒中量、51nmロ ームブ

ロック3%、 5～ 15mm黒
色土プロック5%、 炭少量

含む

ISK4391
1:10YR2/2 黒褐 しま

り無、粘性和有 lnllnロ ー

ム粒少量含む

2 110YR3/2 黒褐 しま

り・粘性Trl有  lmmロ ー

ム粒中量、炭少量、5mm
ロームプロック3%含 む

SK-43504390470
ISK‐ 435】

1:10YR2/2 熟褐 しまり・粘

性無 Immロ ーム粒少量、2-
3cnl小石中量含む

2:7.5YR2/1 黒  しまり鮭、

粘性布 lmmロ ーム粒微量、炭

少量含む

3 1 10YR2/2 黒褐 しまり。粘

性和有 lmmロ ーム粒徴量、炭

少nl・含む

4:10YR2/1 黒 しまり和布、

粘性右 lmmローム粒・5mm小
石少量含む

5:10YR4/3 にぶいJr褐 しま

り ,粘性無 5mm小 石多曇含む

6:10YR2/1 黒 しまり]ヤ F、

粘性有 lmmローム粒少量含む

7:10YR3/3 11r褐  しまり無、

粘FL和布 lmmロ ーム粒多磁、

3～5mm小石 '炭少殿、5mmロ ー

ムプロック7%含む

【SK4701
1:10YR3/2 黒褐 しまり・粘性無 5-30mm小 石多く含む土石混合層

2:10YR3/1 鳳褐 しまり・粘性和有 1～ 2mmロ ーム粒少量、1～ 10cm小石中艦含む

3:10YR2/1 黒 しまり・粘性柑有 lmmロ ーム粒微量、炭少量含む

4:10YR3/2 黒褐 しまり無、粘性和有 l～ 2mmロ ーム粒中量、5～ 10mmロ ームプロック5%含む

5:10YR2/1 黒 しまり無、粘性精右 5～ 10mm小石中量含む

6:10YR2/2 黒褐 しまり無、粘性有 1～2mlnロ ーム粒中量、5～ 10mm小石少量、5mm口 …

ムプロック5%含む

7:10YR3/2 黒褐 しまり無、粘性有 1～2mmロ ーム粒多量、5～ 15mmロ ームプロック15%含 む

一〇

SK-438 SK-4400475

SK-4360437

|、

1:10YR2/1 黒 しまり・粘性

和有 lmrnロ ーム粒・炭少量含む

2:10YR3/1 黒褐 しまり・粘

性和有 lmmロ ーム粒・5mm小
石少避含む

3:10YRl.7/1 黒 しまり・粘性

精有 lmmロ ーム粒・炭少量含む

4:10YR3/3 暗褐 しまり無、

粘性和有 lmmロ ーム粒多最、

3～ 5mm小 石少量、5nlmロ ームブ

ロック10%含 む

5:10YR2/1黒 しま り無、粘

性有 lmmロ ーム粒微量含む

6:75YR2/2 黒褐 しまり無、

粘性稽有 1～ 2mmロ ーム粒中量、

炭少量含む

7:lllYR4/2灰黄褐 しまり和有、

粘性有 1～ 2mmロ ーム粒多量、

炭少量、5mmロ ームプロック3%
含む

SK‐443

【SK・ 475】

1:10YR2/2 黒褐 しまり右、

IIIttrFl有  1～2mmロ ーム粒少

量、3～醐 色土プロツク10%、

5～ 15mmに ぶい黄褐土プロッ

ク5%含む

2:10YR32黒褐 しまり有、

粘性稿有 1～2mmロ ーム粒少

量、3～ 5mmロ ームプロツク2

%含む

3:10YR2/2 黒得 しまり・

粘性精有 lmmロ ーム粒・炭

少量含む

4:10YR3/2 黒褐 しまり無、

粘性和有 1～2mmロ ーム粒・

5～ 10mm小 石少量、5～ 20mm
ロームプロック7%含 む

5:10YR4/4 褐 しまり無、

粘性有 ローム質上

6:10Ⅵり/1 黒 しまり和有、

粘性有 IIllmロ ーム粒・炭少量、

5mmロ ームプロック3%含む

第40図 土墳⑩ (S=1/60)

11 10YR3/3 暗褐 しま

り無、粘性有 1～ 2mm
ローム粒中量、炭少量、

3～ 5mmロ ームプロック3

%、 3～7cm黒色土プロッ

ク10%含む

SK-444

1:10YR3/2 黒褐 しま

り,粘性和有 1～ 2mm
ローム粒少量、1～2cmに
ぶい黄褐色土プロック5%
含む

lm

1:10YR2/1 黒 しまり・

粘性和右 lmmロ ーム粒少

量、5～ 100mmロームプロッ

ク10%含 む

2:10YR4/2 灰責褐 しま

りmF3‐、粘性有 1～獅 ロー
ム粒中蠍、5～ 15mmロ ーム

プロック10%含む

1 1 10YR3/3 暗褐 しま

り・粘性精有 1～ 2mm
ローム粒中量、3～ 5mm
ロームプロック2%含む

2:10YR3/2 黒褐 しま

り・粘性和有 5～50mm
ロームプロック7%含む

3:10YR2/1 黒 しまり・

粘性和有 lmmロ ーム粒

微量、炭少量含む

６
．

５

一

ヽ

SK‐433

SK‐441

SK-445
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り110YR3 1 ■閣 しまり ,tlll性  1｀ ■:n肌色 Lプロ ″ク3鯵 含む

布  1::11■ ロー′、粒中雛`斑ナ鯰.  お:'櫛 とFlllじ                 8:10YR4,2 灰贅褐 しまり ,lllt性

3‐ :油■:r7-ム プロ ィクタ%含 む   り:10YR4.6 褐  しまり無、粘性 rl ローム 11 古 1-2::lrnロ ーム粒・炭少最、5nlrrl

10:10YR3′ l fユ 鶴 しまり・flll性有 嵐少量, ロー′、プロック3%含 む
3ヽ「■1瀾 ローム~rロ ノク5%含む

SK-459

1:illYF11 71 1 鱗  しま
り,粘性rl lttIIlllf― ム

補繊鮭,炭少繊合む

2:10Y R2,2 瓢褐 し

まり務力、粘性イf lmin
ローム糟少最,詢 1● lロ ー

ム‐
/ロ ック1%,L・

ISK・ 4桝】
l:10YR3プ 3 鐵褐  しま

りrl.粘 II構 荷 lmlllロ ー

ム粒・ 炭少露、3ヽ 11),1,I,

IF― ムプロ ック3%含 む

2i10VR2,・ 2 露樹  しま

り ,粘性精有  linm rl―
ム糀少歴.5ヽ 1́0mmロー

ムプロ ック3%含む

3 1 lф YR3..3 麟鶴 しま
り無、All性 精rl l～ 2mln
ローム精中緻、31nnl口 …
ムプロック1%台 む

4:lびFR″ l 熱 しまり・

粘性構rl imIIIロ ーム壮
微量、隣少壁奮む

う:10YR3/4 晴欄 しま
り爆.粘性硼有 1-2Frl■ 1

ローム社中酸、
「

-10mrn
ロームプロック5%含●・

SK-4660493

SK‐458

0二
―

′

ISK‐ 452】

1:10YIく 2/′ 2 黒褐 しまり布、粘性和/i lnlinロ ー

ム粒少lll、 5～ 10ュ lmの使いしまりある黒色上プロック

3a/r7含 む

2:10YIα72 罵褐 しまり/i,411性 和有 1～ 2m■ 1ロ ー

ム粒多撤、炭少離、3～ 5nl:Ilロ ームプロック2%含む

3:10YR3/2 賜褐 しまり,Hi性無 l～ 2mnlローム

粒・炭少般含む
イ:10YIセ ツ1 用 しまり和有、llll性無 linmロ ーム粒 ,

炭少麟、5inm焼 上プロック1%含む

【SK・453】

1:10YR3/2 黒褐 しまり・lill性

和有 l～ 21nmロ ーム社・炭少量含
む~ 2:10YR4弔  にぶい貴褐 しまり・

粘4/1柑 有 lmnlロ ーム粒中撤、5～

101nmロ ームプロック5%含 む
3:1層 と同じ

【SK‐4嵐】
l:10YR3/2 黒褐 しまり。粘性rll布  lmmロ ー

ム粒少職金む

2:10YR2/2 黒褐 しまり・粘1■和イf lmmロ ー

ムオ″中量含む

3:10YR3/3 晴褐 しまり有、粘性和Fi l～ 2nlm
ローム粒多数、3～5mmロ ームプロック7%含 む

4 1 10YR2/1 黒 しまり有、粘性rll布  lmmロ ー

ム粒微量、炭少量含む

5:10YR4/3 にぶい黄褐 しまり無、Irlttri l～

2mmロ ーム粒多ltli含む
6:10YR3/3 暗褐 しまりFl‐ 、粘性和布 1～ 2mm
ローム粒少最含む

7:10YR3/4 11Fi褐  しまり無、Ili性 /1 1～ 2mmロ ー

ム粒多散、炭少量、5-20minロ ームプロック5%含
む

8:10YR3/1 11褐  しまり ,llilli有  lmmロ ーム粒・

炭少量含む

【SK482】
1:10YR4/2 灰rt褐  しまり・粘性布 1～2m:nロ ー
ム粒少購、3～ 10mmロ ームプロック5%含む

【SK‐ 4601

1:10Y躍 /1 懇 しまり・

粘セL和有 Immロ ーム粒・

炭少量含む

2:10YR2/2 黒褐 しま

り・粘性 rll有 lmmロ ー

ム粒・ 炭少量 |・Iむ

3:10YR3/2 黒褐 し

まり布、粘性和右 1～
21nmロ ーム粒中量、炭少

量含む

4:10YR4/3 に■ヽヽヽit   l:10YR2/1 黒  しまり
褐 しまり・粘性和有   411、 粘性和有 1～ 2mm
l～ 2mmロ ーム粒多量、   ローム粒・炭・5～ 10mm
炭少量,5～ 10mmロ ーム  小石少量含む
プロツク3%含 む

SK-460
ヽ

1:10YR21`]盟  しまり

無、粘醐 有 lmnlロ ー

ノ、壮少機、5-― Цhln暗 鶴

色11プロッタ1解6含 む

2:1()YIt3,3 晴褐  し

ま り無 、 粘 ll r1 1-
2■linロ ー Z、 裁 多嶽、3～

崚少鱗含む

SK‐464 埋

　

褐

　

多
団̈̈動̈̈̈
プ̈ロツク‐０％ヽ５”̈い「̈̈̈
¨̈

ｋ
Ｎ
脚
〃
だ

SK‐468

:QII拙 i:i

【SK‐ 468】

1:10YR2/1 黒 しまり・粘性

有 lmmロ ーム粒・炭少量含む

4:10YR3/3 暗褐 しまり ,粘

性有 linmロ ーム粒・炭少晟、
5mmロームプロック3%含む
5:10YR2/1 黒 しまり無、粘
性有 1～2mmロ ーム粒少量、
5mmロ ームプロック1%含む
6:10YR3/2 黒褐 しまり・粘

【SK‐ 493】

1:10YR2/3 黒鶴 しまり,粘性稽F1 lmm
ローム粒少量、5～ lftm暗禍色上プロック勾銘、
5～Zhmロ ームプロック協 會む
2:10YR3/3 暗褐 しまり有、粘性無 Imm
ローム粒・1～ 2mmtl砂少驚含む
3:“ YR2/2 黒褐 しまり有、粘性稽有 1～
2mlllロ ーム社・炭少殿含む
4:10YR4/6 褐 しまり無、粘性有 ローム
:た

5:10YR3′ /4 11r褐  しまり,粘性和有 lmm
口…ム粒中慧、5～ 30mmロ ームプロックlo%
含■●・

SK-467

:Q難:
~~ 蝋lfム違軍

量、炭少量、5～

15mmロ ームブ

o     lぶ ツク10%含む

SK-469・ 器 」i野;予 ヽ

487
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SK‐ 4躊8

7櫛 7ri

1 1 10YRt■  靭 ちよ1,・ 機性勧

奮 114蜘 ロー″、粒
rl・

薇舞わ

夕:10Y菫 驚,2 111櫛  しまり務イ,,

鴻t4打  llll岬 ローJ.粒 1'麒含Ⅲ

3:10Yl(lJ 爆鶴 たまり ,格悴

構樹 11■Fll口
‐~ノ

`競
,凝 夕無奮む

4 i ll,V財 ″'l μ l´ より難 ,llltFt

構脅 l:■ fFl■ ,一 ■i毅 ,驚 少轍告む

ルl ir,vi,3■  |ll鶴  しまり樹有 ,

鶴Fl fI Iヽ 21,1質 11タ ーム粒少勘:含

静

傷i10Y■ :,■  略掲  |レ まり ,椰性

有 1^嗜Flm口 ~2.批 中隠、1鮨 lin

ロームプロ ッタ1%含 Ⅲ

7'1辮 七同 じ

8:10VIマ
`.3 11ぶ

Ⅲ愛鶴  しより

rrl布 .IFltt rl lヽ 露.1:"口 ‐・ノ、精

多敏、二ヽ 1(サ :i】 m lll― ムプロック7

%奮む

SK…450

1:1(,YR3 2 Fil椰  しまリイ「 ,Itll燿:rF・
j有

1::i:ュ Ll… ′1粒 ・洵

“

!珀 1,イ f少 敏奮む

ノ:10Y■ 3廓  聯欄  しまり紙,粘性構rl l～
崚Itlllロ ー″・糧多繊,1-婦口■1ロ ームプロ ック5%.
政少鬱含む

3::('取・
R留 .3 璃鶴 しまり・粘性無 llll口 i lll

―ノ。社中艇含 r」.

4i10YR2 1 辮  しまり有`粘性抑有 1-
2::,■ :rュ ー′

`糧
・既少蹴.3ヽ ‖,「

`:nロ
ー′、プロ ッ

ク77771=｀ 距
「

:跛 慟色 Lプロ ンタ10%含む

3'3卿 ヒ『 1じ

|:4腕 とlllじ

7110YR4 3 :二 ぶい踏掲 しまり・ lllllt rrlFl

lヽ 2rllnロ ーム粒多驚.玩n"]ロ ー′、プロ ′ク5%.

SK‐ 451

1:11,VR″ 3 ■鶴 しまりrl、 41t性

利 rl lrilI11口 ~′、社・崚少駿合む

Z i 10Yl(2.'2 111掲  しまり無、格性

和 rl lI“ In II― ムIII徴 霊、漿少競含

t・

=i10Y=2.1■
しまりFl.粘 ‖:flj

務 11,■ :ロ ーム散微越.歳 少量含む

4:1(,Y■22 ■褐 しまり・ lll性 鸞

しまり・ llli性 繁 lm。 1ロ ーム粒少報,

3-25■1“ 1餞 褐色 Lプ ロ ノク吊ry//7● 5～

10:nmロ ームプロ ック2物 脅む

う:1(}YR3r4 略褐 しまりFl、 lllllll

無 lrnrnロ ーム粒中機.炭 中敏含む

6:10YR4 1 に
':い

黄禍 しまり無 ,

粘t4Ff l～ trninロ ーム粒多贈,6～

"nl●
1ロ ームプロ ックИ〕%含 む

7● 01'I(2.I 黒 しまり有、料ill確

有  1,■ 町1ロ ー′、粒 ,炭 少最,3～ 5mm
ロームプロック1%含 極

る6聟
]i‖:跳″りL[υ#口士fりれ賜幣

l～

SK-454・ …  2   75り m4:16,Rり/1黒 しまリイr、 粘II

482 
■ 雌 浸 り

「
熱 ピF蹟%ち⑫ 吝静

蠍

SK-452

SK‐456 SK-457

^
SP-618

γ



SK‐ 471 SK-472 SK-473

0-

2nlmロ ーム粒中 rll、 5～ 10mmロ ームプ●Iッ     )認 丼く―
含 む

:5、蝙マ

l:10YR2/1 出  しまり

_             756.6m    l;10YR2/2 黒褐 しまり強、料i性 右    無、粘性精布 i nl111ロ ー~      lmmロ
ーム粒中世含む             ム粒・炭少量含む

2:10YR2/1 黒 しまり・粘性有 linrnロ ー   2:1(Mじ 2鳳掲 しまり,

ム撤 最含む                 料iFl神布 l～ 2mnlロ ーム
3:10YR2/2 黒褐 しまり,粘性有 lmm   粒少量、5mmロ ームプロッ
ローム粒少雄含む               ク3%含む

l;10YR2/2 熱褐 しまり布、型it7L和 布   4:10YR3/3 111t褐  しまり・粘性イf ]～   3:loYR2/2 黒褐 しま
Inimロ ーム粒少曇含む             2mm少 最含む                 り無、粘性和右 1～ 2:11■ 1

2:10YR4/6 褐 ローム上                                  ローム粒多撤、5～ 10mm

:itt」二γtt九111謝鱗響F」手SK‐481           口~ムプロック晰%含む        sK-484
ロック7%含む              、    /疑 、ヽ    1'K(営 1/り

 m源  lサ h幕                       ^
「1■IItt l三

1・ 攣件型宥_,＼＼4P―的  籍淵Yt胤増艦帯h sK-483

1:10YR2/2 脇褐 しまり無、
1:10YIt3/1 黒褐 し     4111性 有 1～ 2mmロ ーム粒・炭
まり強,4111性 有 lmm     少巌含む
ローム粒・炭少戯、     2:10Yrt3/2罵 褐 しまり精ri、

5mmロ ームプロック2%     粘性有 l～ 2mmロ ーム滋ri:無、
含む              5～ 10mmロ ームプロック7%含

む
3:10YR3/3 暗褐 しまり・

lll144 rl llninロ ーム粒少麟i■む

11鳥増艦帯h sK-483  に【鶏剌   褪  1'1爛

SK-490 【SK・4921

1:10YR2/3 黒鶴 しまり

二~¨
"Yバ

ン̀
籍有      5%含 む

摯           郡 i〕言し
輛

       0柿

-

4:2懸 と同じ)・ 粘

                 sK-492性有 ローム質上

              Иハハ

無、粘性和布1:10YR2/1 黒 しまり

2mm犯 粗砂lmmロ ーム粒・炭少撤、

SK-488少 llt含む
                  、

:ヾ:セ29111:`露2躙 しまり・粘働
fヽ:避順lilll―嘴)一t鋤/鸞串:

rrl右  1-2mmロ ーム社・炭少量含          754.lm   ＼、
｀
■〕

`7     

ム粒少量含む

_  ~  751.Om 2:10YR3/2 黒褐    ｀
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753.4mtt l～ 2mm口 T士粒
_・ 峯省量含,

1  4                         sK-496     SK-497  
【SK‐ 497】

:i盤 :]::]iII:lilIIIIII       

―

([

`、

オ立少til、 5～ 10mmロ ームプロック2%含む ―
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10:10YR2/2 黒褐 しまり無、粘性Ft‐  1～ 2mmロ ーム粒中lll含 む                り無、粘IIF

ll l 10YR3/3 11g褐  しまり・粘性rll有  1～ 2mmロ ーム粒中量、5～ 20rnmロ ームプロック15%含 む ム粒・炭少燿

SK‐501         1避 1・盤罵SK-499・ 572
ック1%含 む

SK¨498
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l:10YR3/3 暗褐 しま

り有、粘性精有 Inlmロ ー

ム粒多ヽ量、5111mロ ームプロ

ツク3%含む

2:10YR2/1 轟 しまり

有、粘性和有 lmmロ ー

ム粒・炭少量含む

3:10YR3/3 暗褐 しま

り有、粘性精有 lmmロ ー

ム粒少量、5～即mmロ ーム

プロツク15●/●含む

SK‐500

1 1 10YR2/1 鼎 しまり・粘性和有 lmmロ ーム粒・炭少量含む

2:10YR3/2 黒褐 しまり。粘性和有 Immロ ーム粒・5mm小 石

少量含む

=く、_____ヽ _″II  lせ 賢〕γ)虎%よぶ

り有、粘性和有 lmmロ ーム粒・5～ 10mm
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1:10YR2/2 黒褐 しまり無、

粘性霜右 1～ 2nmロ ーム粒多壼、

5～ 10mmロ ームプロック5%命む

2:10YR3/3 暗褐 しまり無、

粘性イ「 lmmローム粒中量、3～

5mmロ ームプロック5%含む

3:10YR4/3 にぶい責褐 しま

り有、lll性 和有 linmロ ーム粒

中量、5～ 10mmロ ームプロック

10%、 炭少臓含む

11 10YR2/3 黒褐 し

まり無、粘性和右 lmm
ローム粒・炭少量含む

2:10YR2/1 黒 しま

り有、粘性 精 有 1～
2mmロ ーム粒少量含む

3:10YR3/3 暗褐 し

ま り 。粘性和 有 1～
2mmロ ーム粒多量、5～

10mmロ ームプロック10

%含 む
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l i 10Y賊 /1 黒 しまり'粘

性確有 1-mmロ ーム粒・炭・

3～ 5mm小石少量含む

2:』ⅣT3β 暗褐 しまり無、

粘性有 1-2111nlロ ーム泄多量、

5mmロ ームプロック3%含む

3:10YR71 黒 しまり・粘

性湘府 1～ 21mロ ーム粒・炭・

3～ 5mm小 石少量、5～ 50mm
ロームプロック縛%含む

4:7.5YR3/4 暗褐 5～
10mm小 石との上石滉台麟

5:7.5YR4/8 褐  しまり・

粘性IFl布

SK‐507

-0ヽ

1:10YR3/2 鼎褐 しま

り有、粘性rfl有 lnlmロ ー

ム粒・炭少量、5～ 10mm
ロームプロック5%含む

2:10YR4/2 灰貴褐 し

まり有、粘性蒲右 lmm
ローム粒少量、5-10mm
ロームプロック7%含む

_      1  27曽 .4m

l:10YR2/1 黒 しまり有、粘性

和有 lmmロ ーム粒少最含む

2:10YR2/2 黒褐 しまり有、粘

性和有 1～ 2mmロ ーム粒中騰、3～

5mmロ ームプロック5%含む

3:10YR2/2 黒褐 しまり。粘性精

布 1～ 2mmロ ーム粒 ,炭少景、3～

5mmロ ームプロック2%含む

4:10YRl.7/1 黒 しまり・粘性和

有 1～ 2mmロ ーム粒・炭少曇含む

5:10YR3/2 黒褐 しまり無、粘

性和有 1～ 2nlmロ ーム粒少量、2～

3cmロ ームプロック10%含 む

SK-519

SK‐ 505

SK‐511

1:10YR2/2 黒褐 しま

り・粘性和有 lminロ ー

ム粒・炭少量含む

2:10YR3/3 暗褐 しま

り・粘性和 41‐  1～ 2mm
ローム粒中量、3～ 10mm
ロームプロック10%含 む

SK‐515

SK-5060529

卜③―、
″

1:10YR2/2 黒褐 しま

り有、粘性粘布 lrFlm口
~

ム粒少量、5～ 10mmロ ー

ムプロック3%含む

2:10YR4/3 にぶい責褐

しまり有、粘性和有 2～

3mmローム粒少量含む

SK‐ 509・ 528
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          1,1撃 場″ 黒禍 しまり右、粘性Ffri bmロ ーム粒少殿、5～ 30mmロ ーム2       1:loYR2/2 黒褐 しまり,粘性和有 l～ 2inm

プロック10%含 む

2:10YR2/1 熙 しまり有、粘性和有 llnmロ ーム粒・炭少量、3～ 5mnlロ ーム

プロック2%含む

3:10YR3/3 1嗜 褐 しまり・粘性無 lmmロ ーム粒多量、5mm小石少撤含む

4:10YR3/3 暗褐 しまり・補性有 1～ 2mmロ ーム粒少量、5～ 10mmロ ームプ

ロック5%含む

ISK‐ 5器〕
l:10YR2/2 鱗褐 しまり有、lllttrrl有  1～ 2mmロ ーム粒少量含む

2 1 10YR4/3 にぶい黄褐 しまり'Ill性 和有 1～2mmロ ーム粒多量含む

3:10YR2/2 黒褐 しまり。
Lll性 布 1～ 2mmロ ーム粒少最含む

4 1 10YR3/2 黒褐 しまり無、粘性布 1～ 2mmロ ーム粒中量、5～ 10mmロ ーム

プロッタ10%含 む

・
　

　

　

　

‐
・
５

・

Ｑ

SK…518

-CI

２
．
２

・

1 110YR2/2 黒褐 しまり有、粘性和有

1～ 2mmロ ーム粒・2mm迄 の砂粒少量含む

2:10YR3/3 1ま 褐 しまり無、粘性和有

1～ 2mmロ ーム粒多曇、5～ 50mmロ ームブ

ロツク15%含 む

1:10YR2/2 黒褐 しまり無、粘

性和有 lmmローム粒少量含む

2:10YR2/1 黒 しまり有、粘性

和有 1～2mmロ ーム粒・炭少量含

む

3:10YR3/3 暗褐 しまり無、粘

性有 1～ 2mmローム粒多量、炭少壼、

3～ 15mmロ ームプロック7%含む

4:10YR2/1 黒 しまり・粘性和

有 1～ 2mmロ ーム粒・炭少量含む

SK-520

1:10YR2/1 黒 しまり有、粘性

和有 lmmロ ーム粒・炭少量含む

2:10YR3/3 暗褐 しまり有、粘

性和有 1～ 2mmロ ーム粒少量含む

SK‐513

1:10YR2/2 黒褐 しまり・粘t/L

精有 lmmロ ーム粒少量含む

2:10YR3/2 黒褐 しまり・粘性

和有 1～ 2mmロ ーム粒少量,5mm
ロームプロック1%含む

3:10YR3/2 熟褐 しまり・粘性和

有 1～ 2mmロ ーム粒・炭少鵞、5～

lommロ ームプロック2%含む

SK-521

1:10YR3/1 黒褐 しまり,粘性

和有 lmmロ ーム粒・炭少量含tr

2:10YR3/2 黒褐 しまり・粘性

和右 1～ 2mnlロ ーム粒少量含む

3:10YR4/3 にぶい黄褐 しまり・

粘性和有 ローム質土

土墳② (S=1/60)
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SK-517

1:10YR3/2 111場  しまり

有、粘性精有 l～2mmロ ー

ム粒中避、3～5mmロ ームブ

ロック2%含む

SK-522

11 10YR3/2 熱褐 しまり・

粘性和有 lmmロ ーム粒少

量含む

SK-523

【SK・ 5131

1:10YR2/1 黒 しまり無、粘空Lttrl l～ 2mmロ ーム粒・

炭・5mm4ヽ 石少鷺、5～ 10mmロ ームプロック2%含 む

2:10YR3/3 1音 褐 しまり無、粘性和有 1～2mmロ ーム粒

中壼、炭少量、3～ 5cm黒 色土プロック5%含 む

3:10YR2/2 黒褐 しまり無、粘性和有 1～ 2mmロ ーム粒

少量、5～ 20mmロ ームプロック5%含 む

4:10YR3/2 黒褐 しまり和有、粘性有 1～2mmロ ーム粒

中量含む

5:10YR4/4 褐 しまり無、粘性有 ローム質上

6:10YR2/2 黒褐 しまり無,粘性有 1-2mmロ ーム粒少

lpt、 2～ 3cmロ ームプロック10%含 む

7:10YR4/4 褐 しまり無、粘性有 ローム質土 炭少量含

む

0     1m

1:10Y理し′l 黒 しまり有、

粘F■8有 1～hmロ ーム粒・

炭少量、3～搬mロ ームプロッ

ク1%含 む

2:lllYu 暗褐 しまりな

粘性和有 1～2mmロ ーム粒

中量、5mmロ ームプロック2

%含む

SK-526

撹乱     762.5m
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1:10YR3/3 暗褐 しまり・

粘性和有 l～2mmロ ーム粒中

壼、炭少量、5mmロ ームプロッ

ク3%含む

【SK‐ 523】

1:10Yυ/2 黒褐 しまり・粘性称有 1～
2mmロ ーム粒中量含む

2:10YR2/1 黒 しまり 。粘性精 有

lmmロ ーム粒微量、炭少量含む

3:10YR3/2 黒褐 しまり有、粘性和有

1～ 2mmロ ーム粒少量含む

4:10YR3/4 暗褐 しまり・粘性租有 1～
2mmロ ーム粒多量、5～ 15mmロ ームプロッ

ク7%含む

SK-516

SK-514
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1:10Y R8/2 臓褐 しまり・粘性Ilj有

2mmロ ーム粒少壁含む

2:10YR2/1 黒 しまり精有、粘性無

2mmロ ーム機 量含む

3:10YR3/3 1rrF褐  しまり無・粘性樹右

2mmロ ーム粒中量含tr

4:10YR4/6 褐 地山ローム層上の埋戻土踏

5:10YR3/2 黒褐 しまり精有 粘性無 1～
2mmロ ーム粒少量、2mm位 迄の粗砂を中量合

み砂質上層

6:10Ylこ 2/2 黒褐 しまり・ I「l性 右 1～
2mmロ ーム粒・炭少量含む

7:10YR3/4 R音 褐 しまり構右、粘性右 1～

2mmロームIII中 最、5～ 10mm小 石少量含む

8:10YR2/1 黒 しまり・粘性有 炭少漱命

む

SK‐531

1:10YR3/2 黒1嬌  しまり有、

粘性精有 1～ 2mmロ ーム粒 ・

5mm小 石少量、3～ 5mmロ ー ム

プロック2%含 む

21 10YR2/2 黒褐  しまり・

粘性和有 1～ 2nimロ ーム粒 ・

炭少量含む

SK-533 SK‐534
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SK‐ 541

1:10YR2/2 腺褐 しまり ,IIll性

無 1,n「 :ロ ーム粒・ 5m■ 1小 石少撤

含む

2:10YR2/1 鵬 しまり構ri、 lll

性無 Immロ ーム粒徹量、皮少量

含む

3:10YR2/2 品褐 しまり和有、

rlll性 有 1～ 2mmロ ーム粒多量含む

4 1 10YR2/1 黒 しまり・粘1彙 構

有 llnrnロ ーム粒微激含む

5:10YR2/2 黒褐 しまり・粘性

イ「 1～ 2mmロ ーム粒少量、3～

5mmロ ームプロック2ry/a含 む

6:10YR2/1 黒 しまり在、粘性

確ri lmmロ ーム粒・炭少量含む

SK-545

SK‐532

”
　

　

”
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1:10YR2/1 黒 しまり・粘性和有 inlmローム粒徴麟奮む

2:10YR3/3 略褐 しまり・粘性和rl l～ 2rnmロ ーム粒中鸞、5～ 15mm
ロームプロックlo%含 む

3:10Y騨2黒 褐 しまり・粘性和右 1～ 2mm口 …ム粒・5111m小 石少動、

5～ 10mmロ ームプロック5%含む

4:2層 とlHlじ

5:10YR4/3 におい贅褐 しまり,粘性有 1～ 2mmロ ーム粒多量、5～

20mmロ ームプロック15%含 L・

SK-539

鏃顆キi鱗∬

91 10YR3/3 暗褐

2mmロ ーム粒 多最含む

SK‐ 535

しまり無、粘性右 1～

1:10YR2/3 黒褐  しま

り・■ll性 和右 lmmロ ー

ム粒・5mm小 石少量含む

2:10YR3/3 1苺 褐  しま

り無、粘性和布 1～ 2mm
ローム粒・5～10mm小石・

炭少量含む

SK‐542

1:10Yn/2 黒褐 しまり無、

粘性和有 1～ 2mmロ ーム粒中

量合む

2:10YR3/3 暗褐 しまり・

粘性無 1～ 2mmロ ーム粒多量

含む

SK-546

ヽ
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1:10YR2/2 黒褐 しまり有、粘性

稽有 llnmロ ーム粒・炭少量

2:5YR4/8 赤掲 焼土層

3:10YR2/1 黒 しまり無、粘性精

有 lmmロ ーム粒少量含む

4:10YR4/4 褐 しまり粘性和有

地山ローム麟上の埋戻層か

5:10YR2/2 黒褐 しまり無、粘性

有 1～2mmローム粒中量、炭少量

含む

1:10Y″/1 黒 しまり・

粘性有 lmmローム粒少

量含む

2:10YRン3 暗褐  しまり

無、粘性有 1～ 2mmロ ー

ム粒多量含む

SK-543

1:10YR2/1 黒  しまり・ lll性

rFl有  lmmローム粒・炭少量含む
2:10YR2/2 黒褐 しまり無、

粘性右 lmmローム粒中量含む

3:10YR2/1 黒 しまり・粘性

和有 lmmロ ーム粒少景含む

4:10YR3/3 暗褐 しまりrF」 有、

粘性有 1～ 2mmローム粒多量、5～

1鰤ロームプロック5%含む

SK-547

6-

l:10YR2/1黒  しまり無、

粘性有 1～2mmロ ーム粒・

炭少量、5-30mmロ ームプ

ロック7%含 む

2:10YR3/3 暗褐 しまり。

粘性精有 1～ 2mmロ ーム粒

多量、5～ 10mmロ ームプロッ

ク3%含む

SK-538

1:10YR2/1 腺 しまり・粘性有

lmmロ ーム粒・炭少量含む

2:10YR2/2 黒褐 しまり'粘性和有

lmmロ ーム粒・炭少量含む

3:10YR3/3 暗褐 しまり無、粘性柑

有 1-2mmロ ーム粒中量、5～ 10mm
ロームプロック5%含む

SK-544

SK-549

l～2mmロ ーム粒少最含む

1～ 2mmロ ーム粒多量含む

1～2mmロ ーム粒中最、炭少

―

〇

―
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1:10YR2′ l 難 しまり ,III性有

lmmロ ーム粒・炭少量含む

2:10YR2/2 黒褐 しまり ,Illl性 和有

lmmロ ーム粒・炭少量含む

ISK・ 544】

1:10YR2/1 黒 しまりri、 llll性柑布

2:10YR4/2 灰黄褐 しまり・粘性和有

3:10YR2/1 黒 しまり有、粘性和市

量、5nlmロ ームプロック1%含む

4i10YR4/6褐 のローム層土と10YR3/4111褐 色上の滉合職

5:10YR2″  黒褐 しまり・粘性柑有 lmmローム粒少壁、5mmロ ー

ムプロック1%含 む

6:10YR2/3 黒褐 しまり無、粘性 rl‐  lmmロ ーム粒中最、魔少量

含む

7:10YR3/3 暗褐 しまり・粘性和有 1～ 2mmロ ーム粒中撤、5～

lommロ ームプロック3%含む

8:10YR4/6 褐 ローム土

9■OYR2/2 黒褐 しまり無、粘性有 lmmローム粒中騰含む

10:10YR3/3 暗褐 しまり無、精性有 1～ 2mmロ ーム粒多最、炭

少量、5～ 10mmロ ームプロック5%含む

SK… 550・ 551

1:lttTν l 黒 しまり有、

粘性構Fi lmmロ ーム粒少

量含 t・

2:10YR3/3 暗褐 しまり

無、lllttri lmmロ ーム粒
中蠍、5mmロ ームプロ ック

2%含む

ISK‐ 5501

1:10YR4/2
灰贅禍 しまり

無、Art性和有

l:10YR2/1黒  しまり無、

粘性有 lmmロ ーム粒・炭

少量含む

2:10YR3/3 暗褐 しまり

精有、粘性有 1～ 2mmロ ー

ム粒多量、5～ 15mmロ ーム

プロック5%含 む

【SK・ 551】

11 10YR4/4
褐 しまり無、

粘 性 有  1～
獅 ローム粒・

炭少最含む  ω

灰黄褐 しまり

精有、粘性有

粒・5mm小 石

少量含む

3:10YR2/1
黒  しまり・

粘 性 精 有

1■ llnロ ーム粒・

炭少量含む

調

査

区

域

外
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SK‐555

-の 一

1:101■12 1t椰  しま

り有.格
":構

右 l::Inr,一

メ、粒少載命 r.

ι l 10TIt″ l lll しまり・

粁1性 rlltt l:“Inロ ーι、粒・

尻少酸含む

11‖■
.蛇

弔 諄鶴 しまり・

篠性fllrl l¨ ″:口 1,1口
~2ヽ

懃多ill青 を

SK‐556 SK-557

【ヽKう利】
1:lllYttZ l 澪1 しま

`′

rl.lill

性構 Fi l“ 1:=1ロ ームriF・ 税夕繊

と缶

=11“
1■32 ・II鶴  しま4・ 射:

性精有 l…宮■、:“ ローム数少 lll,

3～うIIIIll●

'~ム
プ

"ン
ク?協脅む

SK"561

―11101.11は 1 '1 しまり・

柿

“

:神 Fl l～ 2●■1ロ ー

ムlξ 少靴脅II・

2 1 10Yfぼ l il しまり,

絆ittfrl Fl l‐ 、an.:ロ ー

ニ、社少飲,3‐ 11::inlロ ー

プ、プロック#%含 む

3:1()T R4'3 にぶして晨褐

しまり無、常,燿 :納イi lヽ

2■に11ロ ーム粒多離含む

/
1:10VIで 3′ 4 晴褐 しまり・粘性無 黄白色土プロッ

ク (指 Jrt大 )少鯖台む

2:10YR3/3 ‖″褐 しまり・粘性弱 3cnl～ 準大礫少
ill含む

3:10YIt3′ ′3 1“ 褐 しまりIll強 、lllltt rl ローノ、41il少

雛含 J.・

4:10YR.1,′ 3 に■:い llFt褐  しまり和強、粘lliイ「 ロー

ムli7多 く含 t・

5:lllYIt4/3 にぶい貴褐 しまり,り、llllttrl ローム粒・

7mロームプロック多く含む

6:10YR3/2 11褐  しまり弱,粘性イf l～ 3cm小イi lfj

多く命伊

7:10YR3,2 ‖褐 しまり硬く粁ill乏 しい 3～ 5cm礫

多く令む 踏み締められ ?て取化面を形成

8 1 10YIt5′ /4 にぶいllt褐  しまり・‖i性11 ローム粒・

ロームプロック多 く含む

9:10YR2/2 11褐  しまり弱、 llli性 イT 5～ 10■ 1ln小石

着
ii=量

含む

10:10YR3,′ 3 1イ褐 しまり弱、粘411イ「 ローム社籍降

り状にrFr多 く含む

H:1()YR6/6 り1黄 褐 しまり・粘ヤL弱  ローム質itを

主とし2-5cm確多く含む

12:10YR3/3 1“褐 しまりlli地 、型i性 弱 ローム粒・

ロー′、プロック多く、1～ 2cm小 石Ill多 く含む

13:10YR6/6 りl黄褐 しまり弱、llli性 右 ローム質J:

をtと し2～ 5cin礫多く含む

/

::10TR2 2 ■1鶴  しま :,無
`

粘性輸rl lヽ ‐
2● 1:nロ ーム粒・睫

少無 iliむ

21 nTR13 に′ぶ.・ 翼掲 しまり・

綿性 無 IInl■ LI― ム粒多鮭,2ヽ

■■1靭色上プロ ノタ20%含 む

1 1 10YR3■  照褐 しまり 。
l14

性 frl右  1-2111inロ ーム社少腋、

1-1(1● lrlロ ームプロ ック3%金む

SK‐ 567・ 575

|&

ISK・5811】

1 1 10YR3′ ′3

1:10YI(2.1 11 しまりFl.llll燿 :確 有

l～ 2:“ rnロ ーノ、粒・曖少鮭含む

2110YR3 2 11鶴  しまりrl、 辮itl稽

rl l、 2111:“ 口~ム 紺・民少蹴含む

Ｅ
”
９
ド

15K・ 5″】
1:10YR2 1 ■
しまり,粘性frl有

i ninlロ ー ム粒・

礎少撤含む

【5K5751
1:10YR211 難 しまり・粘翻 有 lヽ 2“ Iュ〕ロー′、構・凝・■・最含L・

2:10YR2/2 腺鶴 しまり・粘性榊 rl l^lm■ :ロ ーム粒少設含む

3 1 10YR2/2 驚椰 しまり有、lllttfrl有  1-‐ 2,Inロ ーム粒中難含む

4'10TR3,2 腺褐  しまり ,Illl性 禰■ 1ヽ 2:nmロ ーム糀 少懃、

5mlnロ ームプロック2%含む               sK-570

1:10YIく 21 11 しまり構有、

fllllli無  lnil=1ロ ーム粒少量含

む

2:10YR2′
′2 無褐  しまり・

粘性柑 有 l～ 2ァ I,ュ )ロ ーム社

少構含む

3i10YR3/4 晴褐  しまり ,

IIl性 稽右 1～ 2,Ilrnロ ームlFJ嗜 :

量、炭少撤含む

1:10YR3/2 熙褐 しまり。粘性和布
1～ 2nllllロ ーム粒少最命む

2:10YR2/2 黒褐 しまり・粘性有
lminロ ーム粒・ 炭少Ll含む

3:10YIt3/3 暗褐 しまり無、粘u:有

lmmロ ーム粒中量、5mmロ ームプロッ

ク2%含む

SK¨582倒

倒

＝

Ｕ

詞

ISK‐ 581】

1:10YR3/3 暗褐
しまり有、粘性無
2-10cm焼 11プ ロッ

ク多景含む

2:10YR3/3 暗褐
しまり・粘性精有
lmmロ ーム粒少壁

含む

0     1m

/60)

添 1'織 /2黒

動

―

 ill腱 lII

褐

椰

晴

暗

褐 しまり無、粘
77■ lm性和有 lm:nロ ー

ム粒中量、炭少壼

含む

3:10YR3/3 暗

褐 しまり無、粘

性右 1～ 21111rlロ ー

ム粒少量、炭中地

含む

…

0-Dク

1:10Yl(32 1■ 褐 しま

り ,Flll性 無 1-2●
“
nロ ー

ム粒少磁含む

2:10YIで 33 ‖″褐 しま

り鞠 1,粘 性 飩 1ヽ
2●

“
nロ ーム柑中蹟命む

=:101'Iく
2′ L ‖褐 しま

り,、 llltFtittFl lrn口 lロ ー

ノ、粒少齢.51口 in tl一 ′、プ

ロ ′クル%介 む

SK-560

―(

1:10YR211 ユ  しまり・ 粘性無

1●1,1ロ ーム社少撤含む

2:10YR2′ I 黒  しまり・ 粘llttFI

l-2rllIFl口 ~ム社中量、3～ 10mm口 …

ムプロック5%含 む

SK-581

1'10ヽ 'Iく 2/2 1■ 閻 しまり柑

イf、 響i性 斯 inlrilロ ー′、粒少

祉合む

2:10YR3/3 Hlr褐  しまり ,

粘性 It rl l～ 2111::ロ ーム粒

中瞳、5～ 10:linlロ ームプロ ノ

ク5%含む

1:10ヽ1く2'2 黒褐 しまり有、

llll性 脅布 lヽ 2“、inロ ーム粒

少量含む

4 1 10VIt2.′ 1 ■ しまり■、

粘性和rl linr.ロ ーム粒・炭

少摯含ひ

5:10YIぐ L屁 鳳褐 しまり在、

IIl ttIIj右  1～ 2,lrnロ ー′、粒

少量、3-5mnlロ ームプロッ

ク3%含む

6:10YR44褐  rl澪占しリロー

ム質 L

1:10YRl,7/】 黒  しま り 。
llittrllイr

l～ 2mmロ ーム粒・ 5～ 10min小 石少遣

含む

2:10YR2/1 黒  しまりFl、 粘性和右

1～ 2mmロ ーム粒・ 炭・5nlm小石少量

含む

3:10YR3/1 黒褐  しまり 。粘性和有

1～ 2mnlロ ーム粒少量、3-5m■ 1ロ ーム

プロック2%含む

SK-571

SK‐568

ト

しまり・粘性精有 lrnmロ ーム粒少豊含む

しまり無、粘性存 1-2mm口 …ム粒中量含●・

【SK・586】

1:10YR212 黒褐 しまり無、粘性構在 1● lmローム粒・政少賦含む

2 1 10YR3ア l 膿褐 しまり・糧性rll有  lmmロ ーム粒・最少蹴含む

3i10YR2/1 鷺i しまり有、粘警 rlrI I～ 2nimロ ーム粒・掟少量含■

4 1 10YR4'3 にぶい黄褐 しまり無、粘性有 1～2rllmロ ーム粒中量、5～

20mmロ ームプロック10%含 む
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SK‐ 583・ 600 SK-5840603

【SK・併Ю】                   ISK 583】         ISK‐ 584・ α)3】

1:10YR211 ‖ しまり無、粘性  1:10Y R3/2 諄  1:5YR4/4 赤褐 しまり構 rl、 rlltJl無 焼■l14

右 ininlロ ーム粒少難台む     褐 しまり有、柿  2:l(〕YR3/2 11掲  しまり・llli性 構有 lmnlロ ーム粒少鷺

2:10YR3′ .2 黒褐 しまりfrl有 、  性rrlrl linlllロ ー  含む

llli性 有 l-2,lunロ ーム粒少lll含 む  ムli ttll含 む    3:10YR3´ 3 略褐 しまり無、特性和有 1～ 21nlnロ ーム

3 1 10YR2..2 爆褐 しまり無、lll1 2:10Y R2/3 :工  粒中■,5minロ ームプロッタ5%含 む

性和F1 1～ blnlロ ー′、粒・炭少:U:、   褐 しまり ,Ill性  11,il()YIt2/2 1■ 掲 しまり。ツi性和有 ininlロ ーノ、拉 ,

3-51nmロ ー′ヽプロツク2%含む   有  11■ mロ ーム  炭少り:含 む

4:10YIR3/2 黒褐 しまり無、粘  粒・炭少最台む   ´:10YR2′ 3 ‖褐 しまリイ「、粘性Irl有  l… 2ininロ ーノ、

性有 1ヽ 2,Inロ ーノ、粒中量、炭少  3:10YR3/3 暗  オ′・炭少椰:、 51ninロ ー′、プロ′クlP/r7台 r」・

量、5mnlロ ー2,プロツク1%含む   llJ しまり無、rlll  l:loYR2,2 1■ 褐 しまりFl、 ll144無  lrntnロ ーム拉・

5:10YR311 ‖褐 しまりfllイ ∫、  性布 I ni nlロ ー 炭少量含む

llli171有  1lninロ ーム粒・炭少量合 ノ、粒中lll、 炭少最  ll i 10YR4′
′4 褐 しまり無、IPI性 有 ローム質上

む                含む
ISK‐ 5881

1:10YR3.′ 2 黒褐 しまり ,411114:和有 1～
2:ninロ ー′、社・3～ 5mm小イi・ 炭少最含む

2:10YR4′ ′.1 褐 しまり・粘性 Iff右 ロー

灘 写 l搬 慮
「

詔為

粘肺 ト

・
17,4“

SK‐585

T^
l110Y'(1`′ 2 ‖場 しま

り構布、櫛性肛 h‖ nlロ ー

Z、 オt,'た少圏含rJ・

2:II}VX3 1 11拠  しま

り蜂、″i性構Fl l"llliロ ー

ノ,粒少b魔 奮む

SK-590・ 614・ 615

SK-5880601・ 613

SK-589

_       77磯m架出152｀

プロツク5%含む

こ`≡≡憂≡三
=≡

ぞ
″

鳳脳蹂立町Ъ轟慧
'粘性納ト

猟1等聴立響■論群机無ご
～

猟:∬跳立胤き
まり無、糊柿ト

SK-591 06020610

・ゝ
肌

夢
狂
針
難
肝
御
卜
舞
和
射
御
孵
舞
群
颯

鳳 :警去謬鳥」
～

べ
て参鷲≧卜

l‖ュlil

SK-594

lm

SK-587

帥
1:10YR2′ 2 黒褐 しま

り無、粘性柑布 lnlmロ ー

ム粒少賦含む

2:10YIt.1/3 にぶい貴褐

しまり無、粘性 有 l～
21nmロ ーム粒多最含む

3:10YR3/3 暗褐 しま

り無 、 lll tt rll tt l～

2mmロ ーム粒中乱、3～

5inmロ ームプロック5%
含む

4:10YR4/4 褐  しまり

無、lll性有 ローム質上
5:10YR3/1 黒褐 しま
り,粘性rll有  1～ 2mm
ローム粒・炭少世含む
6:10YR4/3 にぶい黄褐

l:10YRン 2 黒褐 しまり和有、

粘llli無  lmmロ ーム粒少賦、3～

5mnlロ ームプロック1%含 t・

2:10YR3/3 暗褐 しまり・
Itll

性無  Inlmロ ーム粒中最含む

【SK・ 5941

ぶい責褐  しま
り無、粘性和布
1■lmロ ーム粒多

量含む

2:10YR4/4 褐

しま り無 、粘性

柑布  ローム質

lL

3:10YR3/2 黒

ー

ー

【SK‐ 5911

1:ЮYン 2 黒褐 しまり無、411u性 布 1～

2mmロ ーム粒中最、炭少量、5～ 10mnlロ ー

ムプロック2%含む

【SK-602】
1:10YR3/3 1音 褐 しまり無、粘性和有

l～ 2mmロ ーム粒中量、炭少最、3～ 5mm
ロームプロック5%含む

ISK‐ 601】

l:1()YR3′ 2 ユ1褐  しまり・ IIl性 獅■ 1～
2m口 ,ロ ーム粒・ 炭・3mm ttri少 購、3～

5molロ ームプロック1%含 む

2:10YIυ ′'2 黒褐 しまりrl、 村i憫:和有 1-
2■ lmロ ームオt・ 炭・31:lmttFi少 摯含 L・

3:10YR2′′3 ‖褐 しまり布、粘性無 1～
21nmロ ーム粒・炭少敏含む

4:10YR3'3 暗褐 しまり稽有、粘性無 l～
2mmロ ーム粒中最、3～ 5mm小 イi少 最、i～

土渡⑮ (S=1/60)

-61-

_Ftヽ _1静J‐∬l
炭少胤含む

2:10YR3/4 時

褐 しまり・llli性

有 l～ 2m mロ ー

麟吼鼎
撹乱   1～ 2mnlロ ー′、粒

少量金む

ISK‐ 596】

1,10YR3′/3 暗褐

しまり・粘性精右

lmmロ ーム粒少撤

含む

2:10YR3/3 暗褐

しまり・IlllttIFl有

lmmロ ーム粒・炭

少最、5～ 10rllnlロ ー

ムプロツク3%含む

ISK‐ 615】

1:10YIt312 ■1欄  しまり無、 lllitt■ l

布 in)mロ ーム粒・ 炭・3～ 51■ m小イi

少量含む

2 1 10YR211 黒 しまり。精ヤL構有

lmmロ ーノ、粒・炭少蹴含む

31 10YRl‐ 3 畔鶴 しまり無、 Plll情 :IIJ

布 lヽ 21,unロ ーノ、精中拇、3～ 5:Im】 小

石少蹴含む

4:10YIt2/2 ■褐 しまり,粘性無

1-2111“ 1ロ ーム粒多聟:、 3-101nnl小 石

中壇、5-50■1:n rl―

“

、プロック15%含
む

1:75YRl.■ ,掲 しまり■,llli燿 1

和 rj l-2m lllロ ーム粒 ,政・

5“lnl小■i少 lJ含 む

2:10YR3′ 2 ,1褐  しまり・ I「l性

和有 1～ 2r● nlロ ー′、粒/J・ 世脅a..

1~て

I董 )

―
【SI・ 5901

1:10VR27´ 1 ■ しまり´

粘性和有 lmniロ ー′、粒・

炭少最含む

2:10YR3‐ ′2川 鶴 しまり

無、型i性 和有 l… 2:lllnロ ー

ノ、粒少賦含む

3:10YR4′ア3褐 ローム L

4:l倒 R2,2■ い場 しまり・

llll性 和有 in,■ 1ロ ー′、粒・

炭少景含む

【SK・ 614】

l i 10YR3′ '2 黒掲  しまり

有、粘II■■ 1～ 21nlnロ ー

ム牡少量含む

1:10YR2r′ l 牌 しまリイ「、汗i性

和す lnlirlロ ーム粒・掟少撤含む

2:10YR3/2 黒褐 しまり無、IIll

性和イJ l-2■11■ ロー′、粒中駄、3～

a]nimロ ーノ、プロック10笏含む

【SK‐ 595】

1:10YR2/2 黒褐  しまり・ IIl

性構布 l～ 2mmロ ー Z、 粒・ 睫少

量含む

2:10YR4/3 にぶい黄褐 しまり

有、粘ヤL和布 1～ 2mmロ ーム粒

多撤、3-5nlnn小 石・炭少量、5～

20minロ ームプロック7%含む

31 10YR3/2 魁褐 しまり布、tlll

性無 l～ 2nlnlロ ー′、粒少ll、 3-
5mm小 石中瞳含む

4:10YR3/3 暗褐 しまり・ lill性

精有 1～ 2intlロ ーム粒多 ljl、 3～

5mm小 イr・ 炭少最、5～ 15mmロ ー

ムプロック7%含 む

5:10YR2/1鶏 しま り無、 llli

性rFltt inlinロ ーム粒少 lJ含 む

6:10YR3/2 黒褐 しまり無、粘

性有 1～ 2inmロ ーム粒中最、5～

20minロ ームプロック10%針む

/
SK-592

SK‐596

量含む
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SK-597・ 611

【SK・ 597】

1:10YR2/2 黒褐 しまり・粘性和/1‐  1～ 2mmロ ーム粒・炭少量含む

2:10YR3/4 暗褐 しまり無、粘性有 l～ 2nlmロ ーム粒中倣含む

【SK・ 6111

1:10YR2/3 黒褐 しまり和有、粘性無 1～ 2mmロ ーム粒中量含む

2 1 10YR3/3 暗褐 しまり・粘性和右 1～ 2mmロ ーム粒少量、5～

30mmロームプロック7%含む

SK‐604         SK‐ 605

SK-598
【SK‐ 5981

:10YR2/2 黒褐 しまり無、

ローム粒 中撤、∬ゴでつ)一 鼈施蔦重:¨3Fl_m耐―
2                  1和

右、粘性右り7z.6m

SK-599

_       774,Omム 粒多鱗、3～ 5min小石少11、

3-5mnlロ ームプロック1%含

む

4:10Yυ/2 黒褐 しまり無、

粘性和有 1～ 2mnlロ ーム粒・

炭少rd含む

5:10YR3/4 ‖

“

褐  しまり ・

粘性和有 1～ 2mmロ ーム粒多

量、3～ 5m m小 石少セt、 3-
51nlnロ ームプロック3%含 む

【SK・ 6001

1:10YR3/3 暗褐 しまり,粘性和有 lmmローム粒少量含L・

2:10YR3/3 1音 褐 しまり・4LllttTll有  lmmロ ーム粒・炭・3～

10min小 石少tI「 、5～ 25nlmロ ームプロック7%含 む

2:10Yυ/2 黒褐 しまり,粘‖:和 有 lmnlロ ーム粒少量含む

3:10YR2/2 黒褐 しまり無、粘性和イf l～ 2minロ ーム粒少

性含む

4:10YR2/3 黒褐 しまり無、粘性和有 1～ 2olmロ ームオこ中

lll含む

5:10YR3/3 ‖″褐 しまり・甲i性無 1～ 2mmロ ーム粒中量、3～

“

mロ ームプロック10%含 む

SK-617

7747m ク10%含む

【SK・ 6171

1:10YIt2/2 黒褐 しまり和イ「、llll

性無 lmmロ ーム粒・炭少最含む

2:10YR2/3 黒褐 しまり無、粘性

精有 1～ 2mmロ ーム粒多量含む

【SK・ 622】

1 1 10YR3/2 黒褐 しまり,41 ttTll

布 1～ 2mmロ ーム粒少量,5mmロ ー

ムプロック2%含 む

1:10YR2/2 黒褐 しまり・粘性和右

l～ 2nimロ ーム粒少llt含 む

2:10YR3/2 黒褐 しまり柑有、粘性有

1～ 2minロ ーム粒多量、5～ 10mmロ ーム

プロツク15%含む

3:10YR2/2 黒褐 しまり,粘ヤL和 有

llllmロ ーム粒・炭少量、5～ 10nlmロ ー

ムプロック1%含 む

4:10YR3/2 黒褐 しまり和有、粘性有

1～ 2111mロ ーム粒多量、5～ 10mmロ ーム

プロック10%含む

5:10YR3/2 黒褐 しまり,粘性71t右、

1～ 2mmロ ーム粒少量含む

6:10YR3/4 11F褐  しまり・粘性和右

ヽ

773.9m

l l 10YR2/2 黒褐 しまり,粘

性和有 lmmローム粒・炭少

量含む

2:10藤32黒褐 しまり和右、

粘性無 hmロ ーム粒少量、3～

価 ロームプロック2%含む

1:10YR3/2 黒褐 しまり・粘性和

ri l～2mmロ ーム粒少量含む

2:10YR3/3 暗褐 しまり無、粘性

精右 1～ 2mmロ ーム粒多総含む

3 1 10YR2/2 黒褐 しまり・粘性和

有 lmmロ ーム粒少腱含む

4:10YR3/3 111yf褐  しまり右、粘性

精有 1～ 2mrnロ ーム粒中量含む

5:10YR2/2 熱褐 しまり無、粘性

猜有 Immロ ーム粒・炭少量含む

6:10YR3/2 黒褐 しまり・粘性和

有 lmmロ ーム粒少量含む

71 10YR3/3 暗褐 しまり無、粘性

和右 1～ 2111mロ ーム粒多量、5～

25,■ mロ ームプロック10%含 む

SK-6080609

【SK・ 608・ 609】

1:7.5YR2/2 黒褐 しまり ,I「 性

和右 innmロ ーム粒・焼土粒少量、

炭中量含む

2:10YR3/2 熱褐 しまり・粘性精

有 lmmロ ーム粒少批含む

3:10YR4/4 禍 しまり無、粘性精

有 ローム質土

4:10YR3/3 niF褐  しまり無、粘性

右 lmmロ ーム粒中量合む

5:10YR2/2 黒褐 しまり・粘性精

有 lmmロ ーム粒少批、炭中激含む

6:10YR4/4 褐 しまり無、粘性有
ローム質土

7:10YR3/4 暗褐 しまり和有、粘

性有 1～飯ロ ローム粒中量、炭・3～

5mm小石少量含む

① :10YR2/2 黒掲 しまり,粘性

和有 lmmロ ーム粒少量含む

② :10YR3/3 11E褐  しまり・粘tli

捕右 1～ 2mmロ ーム粒多量、5～

25mmロームプロック15%含 む

SK-612

1:10YR3/2 累褐 しまり・粘性

和有 1～ 2mmロ ーム粒少量含む

2:10YR2/2 黒褐 しまり・粘性

柑有 1～ 2mmロ ーム粒・焼土粒・

炭少量含む

3:10YR3/2 黒褐 しまり・粘性

和有 lmmロ ーム粒少量含む

4 1 10YR2/3 黒褐 しまり・粘性

Ill有  lmmロ ーム粒少地含む

5:10YR3/3 暗褐 しまり・粘性

和有 1～ 3mmロ ーム粒中量含む

6:10YR2/2 黒褐 しまり無、粘

性和有 lmmロ ーム粒・炭少難含

む

7:10YR2/1 黒 しまり。粘性和

有 1～ 2mmロ ーム粒・炭少量含む

8:10YR3/1 黒褐 しまり,粘性精

布 lmmロ ーム粒少量、5mmロ ー

ムプロック1%含む

9:10YR3/3 暗褐 しまり無、粘

性有 l～2mmロ ーム粒多量、3～

5mmロ ームプロック5%含む

10:10YR2/2 黒褐 しまり・粘

性和有 lmmロ ーム粒少最含む

11:10YR3/2 黒褐 しまり無、

粘性rrJ有  1～2mmロ ーム粒多量、

5～ 15mmロ ームプロック10%含 む

1:10YR2/1 黒 しまり有、粘性

和有 1～2mmローム粒少量含む

2:10YR2/2 黒褐 しまり・粘性

無 lmmロ ーム粒多量、5～ 10mm
ロームプロック5%含 む

3i10YR2/2 黒褐 しまり精有、

粘性無 lmmロ ーム粒少量、5mm
ロームプロック1%含む

4 110YR3/3 暗褐 しまり無、‖i

性柑有 1～ 2mmロ ーム粒中量含む

第47図 土渡④ (S=1/60)

朧 抒臓い帥 lnllll・―― m｀シヽ鍵=

ISK・591)】

1:10YR2/2 黒褐

しまり・粘性 rfl有

1～2mluロ ーム粒・

炭少量含む

2:10YR3/2 黒褐

しまり無、粘性和有

1～ 2mmロ ーム粒中

量 、 炭 少雄 、 5～

15mmロ ームプロッ

ISK・ 607】

1:10YR2/2 黒褐 しまり柑右、lli性 無

lmmロ ーム粒少量含む

2:10YR3/2 黒褐 しまり・ 粘性和有 l～
2mmロ ーム粒少量、3～ 20mmロ ームプロック

10%含む

SK‐6190620

7727m

【SK‐626】

1:10YR2/1 熱 しま

り和有、粘性有 lmm
ロー ム粒 ・ 炭・ 5～
20mm小石少Jll含 む

2:10YR3/2 黒褐
しまり和有、 Itll性 有
1～2mmロ ーム粒中最

含む

3:10YR2/2 黒褐
しま り ,粘 性 TIW有

lmmロ ーム粒少彙含む

0    1m

SK‐ 607・ 618

SK-624

SK‐625

―… 62-―



SK-627・ 633

2:10YR2/2 黒褐 しまり・粘性

rll有  1～ 2inmロ ーム粒少最含む

SK-63206390640・ 641

SK-434

SK-629

iSK・ 629】

1:10YR2/1 黒 し

まり
‐
rj有 、粘性右

inlmロ ーム粒・よ少

熾令む

2:1(}YR2/2 黒褐

しまり・粘性 fllri

lmmロ ーム粒・戯少

量含む

3:10YR3/2 黒褐

しまり無、粘性和有

1～ 2nlmロ ーム粒少

量含む

4:10YR3/3 暗褐

しまり。粘性fll右

1～ 2mmロ ーム粒中

量、5～ 15mmロ ーム

プロック7%、 10～
30min黒 褐色土プロ

ツク20%含む

SK‐ 628

l i10YR2/1 黒 しま

り・ 粘 ll rrl有  1～
2mnlロ ーム粒・炭少撒

含む

2:10YR3/2 黒褐 し

まり無、粘性柑■ 1～
2mmロ ーム粒中最含む

SK‐631

1:10YR3/2 熱褐 しまり。

lilllli和 有 lmmロ ーム粒・炭

少 lit含む

2:10YR3/3 1置褐  しまり・

lll性 無 1～2mmロ ーム粒多

性、3～ 10mmロ ームプロック

7%、 10mm程 黒褐色上プロッ

ク5%含 む

3:lσⅧ″2 鼎褐 しまり布、

粘性確Fl lmmロ ーム粒少鳳

含む

4:IⅣR3“  H網場 しまり無、

粘性和右 5:nm小 石少 lll含 む

0    1m

一

【SK‐ 633】

1:10YR3/3 1古 褐

しまり・粘性 IfFl布

1～ 2:nmロ ーム粒 .

炭・ 3～ 5nlm小 石 少

詈し、10～ 30m:n黄褐色

上プロック15%含む

2:10YR4/3 1こ ,tヽ ヽ

責褐  しまり 。
llll性

無 1～ 2mmロ ーム

粒中 Fll、 炭少量含む

3:10YR2/2 黒褐

しま り有、 llll性 粘有

1～ 2mmロ ーム粒・

炭少 Fll含 む

SK-6300635

土渡② (S=1/60)

―  蠅鮮免膜捕1壼雌
ISK・ 6351

774.5m l l 10YR2/2 黒褐 しまり・粘性

~ヽ
亜ヌ22=〕オー  〕脱ぎ

″mm口 ~ム粒・焼土粒
2:10YR3/3 暗褐 しまり・粘性

FFf布  1～ 2Πlmロ ーム粒中最含む

SK… 636

P‐ 645

1:10YR2/2 黒褐  しまり・

粘性無 lrnmロ ーム粒・炭少

量含む

i"
1:10YR3/2 黒褐 しまり強、粘性和布 lmmロ ーム粒少量、3～ 20mmロ ームブ

ロツク7%含む しまり強なのは■機で踏んだのが原因か

2:10YR3/3 暗褐 しまり有、粘性和有 lmmロ ーム粒少量、3～ 10111mロ ームブ

ロツク5%含む

3:10YR4/6 褐 しまり無、粘性和有 プロツク状のローム土

4:10YR2/3 黒褐 しまり無、粘性和有 1～ 2mmロ ーム粒中靖、5～ 30■ lmロ ーム

プロック10%含 む

5:10YR3/3 暗褐 しまり無、IIutlirll有  1～ 2mnlロ ーム北多最、5～50mmローム

プロック20%含む

6:10YR3/2 黒褐 しまり1■ 、粘性和有 lmmロ ーム粒・炭少量含む

第48図
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SK‐093

E

1 1 3VR176 ″褐 焼 11鐵

′:10ヽ'1(3′
′2 競褐 しまり無、粘

ll構 綺 Immロ ーム粒・ f/t少 量、

摯人の石多く含む

3:10YR3/3 昭褐 しまりrl右、

粘性無 1:■ ,1焼 上靴・炭少最含む

l:器

'1`よ

この場に多く含まれる

SK-110
W       E

20m

l:10YR2/2 ■褐 しまり・ ll」 性無

l":mロ ーム粒・ lmm・ttJl粒 ,炭・ 1～

象In小石少量含む

Z:1輔 とl～ 3cnlロ ームプロックの泥合

,1厨

3:l()YR3/1 黒褐 しまり無、粘性和

1 lnlinロ ーム粒多撤、5～ 10mmロ ー

ムプロ ノク5%含 む

SK‐ 133

SW

SK-097

w        E
416m

111011でソ..2 以期 しまり ,tl11無

l‐ 2rll■

`ロ

ーム粒 .蜆 少lxl含 む

2:llTR3■  IIti椰  しまり ,鴇14無

1～ hnlllロ ーノ、li多 馘含む

3 1 10Υ IIお
′l lll勧  しまり・″i性 無

1‐ 2■ lrnロ ーム雑夕lll脅 Ⅲ

SK…105

NW       sE

l:75YR3 2 ‖褐 しまり・ ll111無  5ヽ
1(J,lin賀 ―ムプロ ァクli%.3rllin■ 色 I:プ

r,ッ クぅ%、 魔少競含む

2:10YR4 3 にぶい餃褐 しまり無,粘
性和イj 3-10,1口 ,ロ ー′、プロック20笏 含

む

3:10YК).2 臓褐 しまり,粘t4和イJ 5～

IlrFI″:口
~′ ,プロ アク播%、 魔少量含む

SK‐054

S N

A'

SK‐ 130

E      w
7414m

lll(,V輩 3..3 鞭鶴 しまり・格14無

ぉ、lrkr ml、 石多殺含む

SK‐ 153

S N
19m

l i 10Y■ 2,.2 爆鶴 しょり雛布.糠 44

馘 Inlm田 ―′、粒・雌少鐵含む

よ::IV R2./2 凧螂 しまり ,粘性納有

l… 2111mtt Llir多 殿.魔中量含む

3:7 5YК 212 鶏掲 しまり無,粘性

構有 lmm口 …ム織・政・5nlmttι I少

畿奮む

4:10Y R2イ l 艤  しまり ,粘 ll有
l“聾 l■ ―ム粒・賦少鸞含 |」・

SK-156

S       N

l i irllRン 2 瀾椰  しまり ,和性構 rl

lmlrlロ ーム獄 ,最少量奮む

2'10YR313 噺欄  しまり・ fril性 精有
11■ rnロ ーム粒・騰少靴 ,釉〕コI rr― ムプ

ロ ツク1(%含む

ll ln13■ 購掲 しより繁 .

格性 Fl l,“n口 …′、粒多婚 ,

帳少断,卜 70脚■)W― ムプ

リツク11%含 む

2110Y鷲 11ク 辮拗  しまり

燿.獅性莉 1■,■ ロー′.li7・

羨少 鸞 ,3m Fl1 1・ イi ll難 .

5,trFl l・・―ムプロ ック″%台 |.・

1:10YR3′‐3 階褐  しまり ,粘

rl鶴  1:nm焼 .li粘 多量、魔少鮭含

む

力:10YR2/1 照  しまり・ 粘性

榊有 1驚 lmロ ーム粒・職少巖合む

3:10YR4/3 にぶい政褐  しま

り無、特性精有 地

"|ロ

ーム幡上

の場れ込み■

SK‐ 150

NW

SK‐ 131       SK-132

S     N     NE

l i 10YR2‐ 1 嵐  しまり・粘性稽有

騎n,:小 石・炭 71・ 撤含 r.・

2:7 5YR3.3 略褐 しまり ,粘性無
3～ 10■ 1■1小 fi・ 餃・lmrn焼 11粒 少量

含む

SK-157

NW

1:10YR3/2 熟褐 しまり荷布,粘
性無 5mm小 石・炭少量含む

2:10YR4′ 3 にぶい賞褐  しまり ,

粘性 rrl在 地山ローム質上

SK-151

SW    NE

ヤ

li m2 黒掲 しまり・

粘性無 】rl nlロ ーム粒・

炭少量、5～ 10111inロ ーム

プロツク5%含む

SK‐ 069

SW     NE

∀

1.2m

1:5YR3/3 疇赤褐 焼上鳩 5～
10rnm小 石・炭中量含む
2:10YR3/2 黒褐 しまり,粘性和
F1 5～ 10mm小 石中鰭含む

3:10YR3/3 暗褐 しまり・粘性和
布 5～ 1()nlIII小 石中量、炭少量含む

SK-136

W         SE

l i10VR3/3 暗褐 しまり・粘性稽

イ「 lmrnロ ーム粒・炭少戯、lmm焼
上粒多量含む

2:1()YR2/1 黒 しまり・ 41L性 和有
linmロ ーム粒・ 炭少量含む

SK-098

SW     NE

｀

＼ 」 卜
∫

1・6m

(S=1/60)

l:10YR3/2 黒褐 しまり・粘

性無 1lnmロ ーム粒・炭少最含む

2:10V7め侶 にぶい黄褐 しまり・

粘性無 lmmロ ーム多雄含む

3:10YR3/3 暗褐 しまり,粘

性無 5～ 10mmロ ームプロックlo

%含む

SK‐112

S          _N
｀

て

｀

31,3,Zi16m

l:10YR2/1 黒 しまり無、粘性和右
5:nm小石・炭少機含む

2:10YR3/3 1fri.褐  しまり・粘性無
lmm焼 上粒多量含む

311層 と1～ 3cmロ ームプロック混合11播

4:10YR3/3 暗欄 しまり・粘性無
5:nm口 …ムプロック5%、 炭少量含む

5:10YR2/1 黒 しまり。粘性柑rl‐

lmmロ ーム粒・炭少景含む

6:10YR4/3 にぶいIt褐 しまり無、粘

性和有 地山ローム質上

7:10YR3/3 11irf褐  しまり・粘性無
lmmロ ーム粒多量、炭少柵含む

8:6厨 と同色・同質

SK-134

W         E
l,3m

l:10YR3/2 風褐 しまり・粘性IFI

右 lmmロ ーム粒・焼Jl粒 ・炭・

5mm小石少敏含む

SK-155

W            E

5m

l:10YR3/2 黒褐 しまり。粘
性無 lmmロ ーム粒・炭少量、
5～ 10mmロ ームプロックlo%命
む

SK-154

豊        _N
41.2m

0    1m

―

NE

SE

l'10YR2′ ′2 熟鶴 しまり・粘ll

驚 5～ Ⅲmm小 石中JTl、 魔少最舎
む

2:10YR4ノ3 におい贅褐 小石滉

第51図 縄文時代後晩期遺構集中箇所③
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第 1表 土壊一覧表

遭機 No, 所在地区
所在

グリッド

規模(cln) 形状
出土遺物 時期 切り合い1関係 備考

長径 短径 深 さ 平 面 断面

SK-001 N4E133

SIC-002 N19E125 Ap 石匙 1(55)

SK-003 B・ I N21E128 Ap 土器小片 5程 、黒曜石片10程 FIL前末～中初 <SP-059'SK-018 東半調査区城外、住居の可能性
有

SK-004 S53E143 Ⅸ E チャー ト片 1

SK-005 S51E145 X A 東端調査区城外

SK-006 A・ I N78E71 I 土器小片 3、 石鏃 1(24) 縄前後

SK-007 N17E130 Ⅵ A 石鏃 1(25) >SK-013・ SD-01

SK-008 N10E135 A 土器小片 3 >SD-01 東半調査区域外、住居の可能性
有

SK-009 A・ I N70E78 Ⅵ A

SK-010 N7E139 Ⅱ E >SD-01

割K-011 A・ I N62E79 I 西端調査区域外

SK-012 A・ I N64E81 I

SK-013 N17E131 Ⅱ >SD-01、 くSK-007 東半調査区城外

SK-014 A・ I N73E74 I 土器小片 2

SK-015 A・ I N78E72 土器小片 1 <SK-019・ SP-050

SK-016 A・ I N77E73 A <SP-029

SK-017 A・ I N78E76 I A 土器小片 1、 チ ャー ト片 1

SK-018 N20E127 >SK-003

SK-019 A・ I N79E72 Ⅵ 焼砂岩片 1 >SK-015

SK-020 A・ I N79E74

SK-021 A・ I N79E76 212 A 土器小片 1、 黒曜石チ ップ 1

SK-022 A・ I N76E79 6 Ap 東端調査区城外

SK-023 A・ I N76E72 I A 上部撹乱

SK-024 A・ I N82E71 I C 土器小片 1 縄前末～中初 >SK… 025

SK-025 A・ I N84E72 F 土器小片 1、 黒曜石片 1 <SK… 024 撹乱か ?

SK-026 A・ I N85E70 A 土器小片 1 >SK-043

SK-027 A・ I N88E70 IX Dp

SK-028 N87E67 Ⅸ A

SK-029 N86E74 V

SK-030 N87E72 I >SK-031 北半調査区域外

SK-031 N88E71 V C 土器小片 1 くSK-030

SK-032 A・ I N88E66 くSP-052
2つ の遺構を 1つ とした可能性

大

SK-033 A・ I N90E68 A

SK-034 N89E70 東端調査区域外

SK-035 N75E78 D >SB-02

SK-036 A・ I N95E69 黒曜石片 2 <SK-037 東半調査区域外

SK-037 A・ I N93E69 >SK-036 東半調査区域外

SK-038 A・ I N94E67 A

SK-039 A・ I N96E66 120 A

SK-040 A・ I N86E75 D 上器小片 2 縄前末～中初 ≒SB-01

SK-041 A・ I N95E60 V A

SK-042 A・ 1 N96E60 Ⅵ A

SK-043 A・ I N85E70 土器小片 1
くSK-026・ SP-039・ 043、 キSP
-042 撹舌Lか ?

SK-044 A・ I N45E45

SK-045 A・ I N99E66 227 200

SK-046 A'I N86E76 D >SB-01'SK-050、 ≒SK-048

SK-047 A・ I A

SK-048 A・ I N87E75 Ⅸ 土器小片 1 縄前末～中初 >SB-01、 キSK-046

SK-049 A・ I N87E77 Ⅸ 焼砂岩片 1

SK-050 A・ I N86E76 >SB-01、 くSK-046

SK-051 A・ Ⅱ N72E50 I >SP-061・ 245、  ■SP-088

SK-052 A・ Ⅱ N71E49 Ⅵ 安山岩片 1、 土器小片 2 中世 (鎌倉期 ) >SP-257、 くSP-110。 284

SK-053 A・ Ⅱ N76E49 V
鉄釘1(⑩ )、 石匙 1(54)、 土器
ガヽ片 5

中世(鎌倉期) <SK-056
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遣構 No. 所在地区
所在

グリッド

規模 (cm) 形状
出上避物 H=期 りり合いlVJ係 備考

長径 観後 深 さ 平爾 断面

SK-054 A・ 1 N62E38 17 I E L器小片10 縄後晩

SK-055 A・ II N76E48 IE >SK― ()56、  ■SP-078

SK-056 A・ 1 N75E48 A >SK-053、 くSK-055

SK-057 A・ Ⅱ N58E36 I

SK-058 A・ 1 N79E48

SK-059 A・ Ⅱ N80E48 I

SK-060 A・ Ⅱ N8()E49 11器小片 1 附L中 初 東半調査区城外

SK-061 A・ Ⅱ N73E51 11器小片 5、 黒曜石片 3 ″L後 1晩 >SK-062・ ('94 東半調査区城外

SK-062 A・ Ⅱ N73E50 I C >SP-087.<SK-061

SK-063 A・ 1 N69E52 Π 枷

SK-064 A・ II N68E52 1

SK― ()65 A・ H N63E53 1

SK-060 A・ Ⅱ N51E53 X C 111器 小片 3

SK-067 A・ Il N63E49 11 ] 上器小片 l

SK-068 A・ I N65E47 14 上器」 l

SK-069 A・ Ⅱ N68E46 X 黒曜石 1

SK-070 A・ Ⅱ N61E54 Ⅸ 黒曜石片 1、 焼砂岩片 1

SK-071 A・ II N61E51 1

SK-072 A・ Ⅱ N62E49 D 上器小片 4 縄Jil末

SK-073 A・ Ⅱ N61E45 A

SK-074 A・ ] N57E47 I 上器小片 2、 焼砂岩片 1 翠L早 末

SK-075 A・ Il N58E44 I A :二 曜石片 (2次加工有)1

SK-076 A・ Ⅱ N61E41 5 Ⅸ

SK-077 A・ II N55E44 Ⅸ

SK-078 A・ I N52E42

SK-079 A・ I N55E39

SK-080 A・ コ N57E36 I A 土器小片 3 <SK-104

SK-081 A・ Ⅱ N60E43

SK-082 A・ Ⅱ N59E37 Ⅱ

SK-083 A・ ] N56E52 I

SK-084 A・ 1 N55E52 I A

SK― ()85 A・ 1 N55E51 I C
=L器

4ヽ

'+3
lll前 末～中初

SK-086 A・ 1 N55E50 Ap 二L器 4ヽ |+10 縄前末

SK・-087 A・ 1 N53E51 I Jl七静/1ヽルト2 縄前末

SK-088 A・ Π

SK-089 A・ コ N59E49 Ⅸ C >SK-090・ SK-091

SK-090 A・ n N59E48 I C >SK-091、 <SK-089

SK-091 A・ II N58E49 I
土 器 小 片 1、 黒 曜 石 片 1

チャー ト片 (2次加工有)1
<SK-089・ 090

SK-089～ 091は 翻 り_Lが り後

3基 と判明。遺物の帰属はあや

ふや。

SK-092 A・ Ⅱ N48E52 土器小片 1、 磨石類 1 縄前末～中初

割K-093 A・ Ⅱ N63E39 I 土器片30程 縄晩 <SP-242・ 243

SK-094 A・ Ⅱ N73E51 くSK-061 東半調査区域外

SK-095 A・ Ⅱ N44E38 I D

SK-096 A・ Ⅱ N33E22 A

SK-097 A・ Ⅱ N65E43 F 土器小片 6 縄後晩

SK-098 A・ I N66E43 土器片多数、石棒 (173) 縄後晩

SK-099 A・ Ⅱ N56E27

SK-100 A・ Ⅱ N52E30 土器小片 1

SK-101 A・ ■ N52E32 I A

SK-102 A・ I N52E34 I C 土器小片 4、 黒曜石片 1 縄前末

SK-103 A・ I N54E29 IX チャー ト片 1

SK-104 A・ Ⅱ N57E35 A >SK-080

SK-105 A・ Ⅱ N64E37 I C 土器片多数、黒曜石片 1 縄後晩 <SP-241・ 244

SK-106 A・ ] N53E29 I C 石匙 1(52)

SK-107 欠 番

SK-108 A・ ] N43E33 C くSK-109
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遺 131 No. 所在‐地区
所在

グリッド

規模 (cm) 形状
Hl上避物 ntllul 切り合い関係 備琴

長後 短径 深 さ 平面 断面

SK-109 N43E32 I 磨製石斧 1(132) >SK-1(,8

SK-11() N66E38 132 A 土器小片 2 縄後晩

SK-111 N53E26 I A 土器小片 1 縄前木～中初

SK-112 N67E41 X 土器小片 5、 黒曜石片 1 縄後晩 >SK-151、  くSP-234

SK-113 A・ Π N39E27 206 Ⅱ 11器小片 1 縄前末～中初 寺SP-223

SK-114 A,II N33E28 I A 土器小片 1 411前 末～中初

SK-115 A・ I N32E30 Ⅸ
Ji器 小片 1、 黒曜 /1‐ 片 (2次 加
工有

'1(85)

>SK-163

SK-117 A・ Ⅱ N40E23 A

SK-118 A・ I N48E22 I AID

SK-119 A・ Ⅱ N50E21 くSK-120

SK-12(〕 A・ Ⅱ N51E20 Ⅸ A >SK-119

SK-121 A・ Ⅱ N54E22 I E

SK-122 A・ Ⅱ N55E25 B 」1器 /1ヽ |+1 くSK-123

SK― A・ 1 >SK-122

SK― A・ Ⅱ N47E20

SK― A・ Ⅱ Ⅸ

SK一 N50E19 I

SK-128 N68E43 IX C Jl器 片・黒曜石片多数 縄 晩
>SK-130・ 150、 くSP… 259・

260
円こ石墓

SK-129 N33E16 C >SK-145

SK-130 A・ II N69E43 土器小片 5 縄 晩 くSK-128

SK-131 A・ Ⅱ N69E44 E 土器小片10程 縄後晩 >SP-202

SK-132 A・ ] N70E43 F 土器小片20程 縄後晩

SK-133 A・ Ⅱ N69E45 lL器片多数 縄後晩 >SP-218、 く跳 -134

SK-134 A・ II N69E46 102 Ⅸ 土器片多数 縄後晩 >SK-133

SK-136 A・ Ⅱ N63E35 I

土 器 小 片10程 、磨 製 石 斧 1

(136)
縄後晩

SK― A・ Ⅱ N31E23 211 I A

SK一 A・ I N35E21 175 I 北端調査区域外

SK― A・ Π N33E19 Ⅸ

SK― A・ Ⅱ N30E21 I 口縁部破片 1 縄前末～中初

SK― A・ Ⅱ M30E18 232 X 土器小片10程 縄前末 <SP-251

SK― A・ Ⅱ N27E19 Ⅸ

SK― A・ Ⅱ N33E18 I 北端調査区城外

SK… 145 A・ Ⅱ N32E16 I 土器小片 1、 黒曜石片 1 <SK-129・ SP-233

SK-146 A・ Ⅱ N28E18 Ⅱ Ap 土器小片 3 縄前末 >SP-117

SK-147 A・ Ⅱ N24E19 土器小片 5 南半Jnt杢 区城外

SK-148 N52E19 I 土器小片 1 組早末

SK-149 A・ Ⅱ N49E22 I

SK-150 A・ Ⅱ N68E42 122 ] A 土器片20租 縄後晩 <SK-128

SK-151 A・ Ⅱ N68E41 I 土器片多数 縄後晩 <SK-112

SK-152 A・ Ⅱ N31E15 A 土器小片 1

SK-153 A・ Ⅱ N67E39 I 縄前末～中初

SK-154 A・ Ⅱ N71E46 E 上器小片 3 縄後晩

SK-155 A・ Ⅱ N67E44 11 Ⅸ A 土器小片 5 縄後晩

SK-156 A・ Ⅱ N65E41 E 土器小片 1 縄後晩

SK-157 A・ Ⅱ N68E45 100 土器小片10程 縄後晩

SK-158 A・ Ⅱ N27E23 A 土器小片 1

SK-160 A・ Ⅱ N22E16 土器小片 1 縄前末 南半調査区城外

SK-161 A・ Ⅱ N23E14

SK-162 A・ Ⅱ N38E38 Ⅳ A

SK-163 A・ Ⅱ N33E31 Ⅸ C くSK-115

SK-164 A・ Ⅱ N54E54 I D 土器小片 1 <SK-166

SK-165 A・ Ⅱ N53E54 C くSK-166・ 168

SK-167 A・ Ⅱ N21E14 C 石皿 (168)、 土器小 片 1、 黒 llu

石片 1
縄前末 <SK-273 南半調査区域外

SK-168 A・ 1 N53E55 >SK-165。 166

SK… 169 C・ I N38E7 7 A 土器片多数 縄中初
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幾機(cln) 燃
出土量物 時期 切 り合い関係 備考

晨径 一羅 深 さ 平面 断面

SK-170 C・ I N O W21 C 打製石斧 1(100)、 土器片多数 縄11末 覆土中に礫 を多 く含む。

SK-171 C・ I N281V37 I C 土器小片 5 縄前末

SK-172 N21E7 I A 上器小片 7、 黒曜石片 3 縄前末 <SK-211

SK-173 N19E3 枷 黒曜石片 1

SK-174 C・ I N20W5 I 土器小片 3 縄前末

SK-175 N17E0 I 土器小片 1、 黒 llll石 片 1

SK-176 C・ I N21Ⅵ「0 I

SK-177 N22E9
土 器 小 片30程 、打 製 石 斧 1

(102)、 磨石類 1(157)
縄前末～中初 <SF-01 覆土中に礫を多く含む。

SK～ 178 C・ I N24Ell Dp 土器小片 10程 、黒曜石片 5 組前末～中初

SK-180 N10E4 チャー ト片 3 <SK-252

SK-181 NllW 2 Ⅸ 土器小片 2
押型文土器出土 混入品と思わ
れる

SK-182 N13E3 A 上器小片 1 縄前末 <SK-251・ 254

SK-183 N9E2 B 土器小片 I 縄早中 ?

SK-184 N12ヽV3 I A

SK-185 N19E5 Ⅵ 土器小片 6 縄前末～中初 >SK-255、 くSP… 359

SK-186 N19E9 B <SK-326

SK-187 N6E4 I 土器小片 1 縄 lF末

SK-188 N8E4 土器小片 2

SK… 189 N9E5 土器小片 5 縄前末

SK-190 N18E10 Ⅶ C 鉄釘(① ) 中世 (鎌倉期 )

SK-191 N12E5
土 器 小 片 4、 黒 曜 石 片 1

チャー ト片 1
>SP-365

SK-192 C・ I N12E8 Ⅸ C 土器小片20程 縄前末
>SK-261、  くSK-263・ SP―

156

SK-193 C・ I N7E8 I C 土器小片 3 縄前末

SK-194 C・ I N8E10 ] 土器小片 6 縄前末～中初

SK-195 C・ I N9Ell IX

SK… 196 N5E10 I 土器小片 1 Fu前末～中初

SK… 197 N6E10 III 土器小片 1 >SP-267、 くSP-267

SK-198 N5E14 Ⅵ E 上器小片 1 <SК -200・ 417
押型文土器出土 混入品と思わ
れる

SK-199 N7E15 I D 土器小片 1 組早末

SK-200 N6E13 A >SK-198

SK-201 N7E13 I C

SK-202 N9E15 土器小片 8 縄前末～中初 <SK-266

SK-203 C・ I N10E15 F 土器小片 1、 黒曜石片 2

SK-204 N23W9 I
土器小片10、 黒曜石片 1、 打製

石斧 (103)
縄前末～中初

SK… 205 C・ I N14E13 Ⅵ 土器片 5、 黒曜石片 3 組前末 <SB-05

SK-207 N24E10 I 土器小片 5 縄前末～中初
押型文土器出土 lFL入品と思わ
れる

SK-209 N20Ell Ⅵ

<SB-06・ SK-322・ SP-348・

349・ 363、 >SK-326

SK-210 C・ I N24E6 123

SK-211 C・ I N22E6 192 >SK-172

SK-212 N23ヽV0 安山岩片 1 中世鎌 倉期 )

SK-213 N24W0 I Ap >SP-275

SK-214 N27W l A >SK-237

SK-215 N13W4 7 A

SK-216 C・ I N13″ 5 I F

SK-217 N28E0 I C

SK-218 N29W l I D 土器小片 2、 黒曜石片 1 縄前末

SK-219 N29E0 I D

SK-220 N27E2 土器小片 1 縄前末 >SP-312

SK-221 C・ I N28W7 I 土器小片 4、 チヤー ト片 1 縄前末 >SK-271

SK-222 C・ I N28W9
Ｄ

∝
土器小片 5、 黒 llu石 片 1、 磨石

類 (161)
縄前末

SK-223 N331「 1 A

SK-225 C・ I N34E l A くSK-226
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遣構No, 所在地区
所在

グリッド

規模 (cm) 形状
出土地物 時期 切り1合い闘篠 備考

畏径 短径 深 さ 平
~ri

lFrlm‐

SK-226 C・ I N34E l I Ap >SK-225、  くSK-227

SK-228 C・ I N32E4 Ⅶ Ap 中世 (鎌倉期 ,

SK-229 N29E8 Ⅶ A くSP-556

SK-23() N29E10 A くSP-276

SK-232 C・ I N32ヽV4 Ⅱ

SK-233 C・ I N38E0 Ⅱ A 土器小片 3、 黒曜石片 1 縄前末～中初

SK-234 C・ I N33ヽV6 A

SK-235 N32W7 I Ap 11器小片 3 縄前末～中初

SK-236 N28W10 Ⅱ A 」薪器/1ヽり+2

SK-237 C・ I N27W0 I D <SK-214

SK-238 C・ I N42E5 V A 黒曜石片 1 中世鎌 倉期 )

SK-239 C・ I N42E7 V A

SK… 240 C・ I N41E8 V 中 i世 麟 倉期 , <SK-306

SK-241 C・ I N40E6 Ⅵ A 中世 (鎌
/1t期

, >SP-313、 くSK-306

SK-242 N39E5 V A 中il峰准倉 j鯛
) くSK-422

SK-243 N38E4 Ⅶ 中11じ准倉期 )

SK-244 C・ I N40E0 A 黒lla石 片 1

SK-245 C・ I N43E4 I A 土器小片 1、 黒曜石片 3

SK-246 C・ I E45E4 I A 土器小片 I >SP-441

SK-247 C・ I N38E8

SK-248 N41W0

SK-249 N23E8 A

SK-250 N14E2 I 土器小片 10程 組前末

SK-251 C・ I N14E4 I A 土器小片 2 縄早中 >SK-182

SK… 252 C・ I N10E4 I
上器小片 10程 、黒曜石片 5、 打

製石斧 (122)
縄前末～中初 >SK-180

SK-253 NllE 3 Ap 土器小片 3

SK-254 N13E2 Ⅱ A 土器小片 5、 黒曜石片 2 >SK-182、  くSK… 325

SK-255 N19E4 X F <SK-185

SK-256 N8E12 I A 鉄釘(⑫ ) 中世 (鎌倉期 )

SK-257 N6Ell I A >SK-197

SK-259 N43E0 図化 ミス

SK-260 N42E8 >SP… 310・ 311

SK-261 NllE 8 Ⅱ C 土器小片 2、 黒曜石片 1 くSK-192

SK-262 N39E7 146 Ⅶ C <SK-306

SK-263 C・ I N12E7 I C 土器小片 5 縄前末 >SK… 192

SK-264 C・ I N7E5 I 土器小片 1 くSK-265

SK-265 C・ I N6E5 I 磨石類 1(162) >SK-264

SK-266 C・ I N9E14 土器小片15程 縄前末 >SK-202

SK-268 N13E l A 土器小片 1、 黒曜石片 1

SK-269 C・ I SOEl Ⅵ 東海系捏鉢片 1 中世 (鎌倉期 ) くSP-557

SK… 270 C・ I N26W5 D 土器小片 10 縄前末～中初 >SK-271

SK-271 C・ I N27W6 277
東海系捏鉢片 1、 安山

岩礫20程、黒曜石片2
くSK-221・ 272・ 270・ 301 SD-03と 関連ある土城か ?

SK-272 C・ I N25W6 I >SK-271

SK-273 A・ Ⅱ N21E14 >SK-167 南半調査区城外

SK… 274 N22W6 Ⅱ

SK-275 N17W5 Ⅱ

SK-276 C・ I N15W6 I Ap

SK-278 N49W13 A 鉄鏃 (3) 中世鎌 倉期 ) ≒SK-383

SK-279 N42W6 8 I A

SK-280 N42W9 I A 黒曜石片 1

SK-281 C・ I N43W8 V A 土器小片 1

SK-282 C・ I N41W10 I くSK-419

SK-283 C・ I N26Ell 180 Ⅱ >SK… 231・ 208

SK-284 N24W21 171 Ⅸ 土器小片 1、 黒曜石チツプ 1 >SK-309

SK-285 N2N21 Ⅵ C 長石大片 1 中世 (鎌倉期 )

SK-286 C・ I N38W17 Ⅵ C 中世鎌倉期)

SK-287 C・ I N38W15 Ⅵ C 上器小片 2 中世 (鎌倉期 ) くSK-300
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逆構INo. 所在地区
所在

グ1,,‐
―
ド

規模 (cln) 形状
出土遣物 時期 切り合い関係 備 考

提従 短後 深 さ 平面 断面

SK… 288 N9W4
土器小 片10程、黒 曜石 片 1、

チャー ト片 1、 青1器 (69)、 打製

石斧 1(118)

llt前 末～中初 >SK-289
西半調査区域外

半裁後に 2基 と判明。遺物混 ざ

る。

SK-289 N8W4 D 組前末～中初 <SK-288

SK-290 N29W25 230 I 土器小片 1、 石鏃 1(26) 織早中

SK… 291 N27 2ヽ3 Ⅵ C 中世 (鎌倉期 )

SK-292 N3ハV21 C 中世 (鎌倉期 )

SK-293 N33W20 I C 中世(鎌倉期 )

SK-294 N16Ell D <SB-05

SK-296 N4flW20 Ⅱ 」1:静 /1ヽ

'+2
SK-297 N35W17 Ⅵ C 中世 (鎌 倉期 )

SK-298 N34W15 A

SK-299 N39W21 C

SK-300 N37W16 Ⅸ D >SK-287

SK-301 N26W4 I C 土器小片 1 >SK-271

SK-302 N40W27

SK-303 N23W24 Ⅸ 土器小片 1 組早中

SK-305 N34Ⅵ「30 Ⅵ D
上器大片 1、 小片5、 黒 Frt石

チップ3
組前末

SK-306 N40E7 I A 黒曜石片 2 >SK… 240・ 241・ 262

SK-307 N33E5 9 I A 黒曜石片 I >SD-03

SK-310 C・ I N39W23 D

SK-312 C・ I N26W37 Ⅱ 土器小片 3 縄前末～中初 ≒SK-327 全掘後に 2基 と判断した。

SK-313 N28W28 Ⅸ

SK-314 C・ I N28W30 ]

SK-315 C・ I N2N 9ヽ I A 土器小片10程、黒 lll石 片 1 縄前末

SK-316 N28W40 V A ≒SP-510

SK-317 N301V41 ]

SK-318 C・ I N251V35 I A

SK-319 C・ I N24Ⅵ r38 V A 黒曜石片 1

SK-320 N37ヽV34 Ⅱ

SK-321 C・ 1 N39W32 <SP-513

SK-322 C・ I N40Nヽ3 土器小片 2、 黒曜石片 1

SK-323 C・ I N401V3 C 石皿 (167) 中世 (鎌倉期 ) <SP-398 石皿は混入品と思われる。

SK-324 N13E9 X D
土器小片15程、黒曜石片多数、

削器 (72)
縄前末 >SB-05

SK-325 C・ I N13E2 C >SK-254

SK-326 C・ I N19E10 I >SK-186、  くSK-209

SK-327 C・ I N26W38 D 土器月ヽ片 1 縄前末～中初 ≒SK-312 全掘後に 2基 と半1断 した。

SK-328 C・ I N18E14 土器小片 1 #L前末 東半調査区域外

SK-329 C・ I N42W13 Ⅸ 打製石斧 1(120)

SK-330 C・ I N34W20

SK-331 C・ I N271V20 7 Ⅸ A

SK-332 C・ I N20E13 土器小片 8 縄前末
>SB-06・ SK-209・ SP-348・
349、 くSP-363

SK-333 C・ I N44W24 Ⅵ 東海系捏鉢片 1 中世 (鎌倉期 ) くSK-360・ SP-529・ 530

SK-334 C・ I N20W23 土器小片 1、 削器 1(65) 縄前末

SK-335 C・ I N25W37 C

SK-336 N18W23 Ⅸ A

SK-337 N13W31 土器小片10程 縄前末～中初 <SK-353

SK-338 C・ I N161V33 I C 黒曜石片 1

SK-339 C・ I N12W35 I 土器小片 3 <SK-340

SK-340 NlllV35 黒曜石片 1 >SK-339

SK-341 A・ Ⅱ N31E30 A 南半調査区域外

SK-342 N181V26 くSK-367・ 369

SK-343 C・ I N13ヽV20 C

SK-344 C・ I N91V23 黒曜石片 1 <SK-399

SK-345 C・ I N10能 4 C 中11(鎌倉期 )

SK-346 C・ I N18ヽ配29 C 安山岩片 1 落 とし穴
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遺構 N● . F/r在 地区
所在

グリッド

麟     (cln) 形状
出土遣物 時期 切 ,合い関係 備考

長徹 短径 深 さ 平面 断面

SK-347 C・ I N9W34

SK-348 C・ I N7W29 I Ap くSP-548

SK-349 C・ I N15W23 C 中世 (鎌倉期) <SK-403

SK-350 N19W26 打製石斧 1 >SK-366

SK-351 C・ I N19W25 安山岩片 5 中世 (鎌倉期) <SK-365'384

SK-352 C・ I N7W23 C
土器小片 1、 黒 1程 石片 1、 打製
石斧 1(112)

縄前末～中初 くSK-372

SK-353 C・ I N14W31 土器小片30程 縄前末 >SK-337

SK-354 C・ I N14恥 r27 土器小片 3、 黒曜石片 5 潔L前 末～中初 <SK-404

SK-355 C・ I N10Ⅵ r30 A 黒曜石片 1

SK-356 C・ I N49W0 9 A 石鏃 1(27)

SK-357 C・ I N12W34 土器小片 5、 石鏃 1(28)、 黒曜

石片 1
孵1前 末～中初

SK-358 C・ I N41W22 Ⅵ 土器小片 1、 黒曜石片 2 中世 (鎌倉期 ) >SK-360、 <SK-361

SK-359 C・ I N43W27 Ⅵ ≒SP-519

SK-360 C・ I N43W24 2 中世 (鎌倉期 )

>SK-333・ SP-515、 くSK―
358・ 361 ・SP-530、  ≒SP…
516・ 518

SK-361 C・ I N42W22 9 中世(鎌倉期) >SK-358・ 360、 キSP-518

SK-362 C・ I N7ヽV26 黒11石片 1

SK-363 C・ I N8Sヽ1 I D 土器小片 5 IIL前末～中初 くSK-399

SK-364 C・ I N13W23 155 <SK-403・ SP-554

SK-365 C・ I N20W25 8 A >SK-351

SK-366 C・ I N21W26 3 A 中世 (鎌倉期 ) くSK-350

SK-367 C・ I N17W26 9 Ap 棒状石製品 >SK-342

SK-368 C・ I N45W27 I 背磁片 1 中世 (鎌倉期 ) 井戸状遺構

SK-369 C・ I N19W27 Ⅵ チヤー ト片 1 >SK-342

SK-370 C・ I N7ヽ
～
rl 土器小片 2 <SB-07

SK-371 C・ I N43Wll I A 土器小片 1 rlll末

SK-372 C・ I N8N 3ヽ D 土器小片 1 縄前末 >SK-352

SK-373 N7El >SB-04

SK-374 N l W27 A

SK-375 C・ I N2ヽV17 Ⅵ 安山岩片 1、 黒唯石片 1

SK-376 C・ I N43W13 I
石鏃 1(29)、 土器小片 1、 黒曜

石片 3

SK-377 N4W16 A 安山岩片 1、 黒曜石片 1 C・ Ⅱ区と跨る

SK-378 C・ I N44W22 A

SK-379 C・ I N49W26 C
鉄釘(① )、 山茶碗片 1、 打製石
斧(121)

中世 (後半期)

SK-380 N46W23 A 黒曜石片 1

SK-381 C・ I N8W26 A 土器小片 2 縄前末

SK-382 C・ I N7W21 土器小片 1 2基を 1基とした可能性大。

SK-384 C・ I N18W25 >SK-351、 <SK-402

SK-385 C・ I S3W23 A

SK-386 A・ Ⅱ N45E45 I A

SIこ-387 C・ I N54W15 V C 砥石 1、 常滑斐片 1 中世 (鎌倉期 )

SK-389 C・ I N50W18 I

SK-390 C・ I N53W17 打製石斧 1(119) <SK-412

SK-391 C・ I N45W20 2 A 土器小片 1、 黒llE石 片 1

SK-392 N48W20 I A くSD-06

SK-393 C・ I N43ヽ V29 I C 中世鎌 倉期 ) <SK-394・ 竪穴ザ大遣構 2

SK-394 C・ I N44W29 137 Ⅵ C 中世 (鎌倉期 ) >SK-393、 キSK-418

SK-395 C・ I N46ヽ V18 I
土器小片 4、 黒磁石片2、 磨製
石斧 1(138)

SK-397 C・ I N50W23 C 中世(鎌倉期) <SK-400

SK-398 C・ I N48W21 くSD-06

SK-399 C・ I N9W21 >SK-344・ 363

SK-400 C・ I N511V24 V C 須恵器鉢片 1 中世 (鎌倉期 ) >SK-397

SK-401 C'I N58W13 A 打製石斧 1(104) 北半調査区域外

■
■

旅
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遺構INa lir在地1区 ,7911
規模(cln) 形状

出土適物 時期 切り含い関係 備考

1端 短徹 深 さ 平面 断1面

SK-402 C・ I N17ヽV25 1 土器小片 1 >SK-384、  くSK-424・ 425

SK-403 C・ 1 N14W24 A >SK-349・ 364

SK-404 C・ I Nl州26 F >SK-354

SK-405 C・ I NllE10 A <SK-413

SK-406 N5E2 9 V 11器小片 4、 掻器 1(77) >SB-04

SK-407 N41W21 I 不明iL製 品 >SK-408

SK-408 C'I N40W22 Ⅵ A 安山岩礫 1、 土器小片 I <SK-407

SK-409 C・ I N7W3 Ⅵ 上器小片 5 >SB-07

SK-410 C・ I N6W2 >SB-07・ SK-411、 <SK-416

SK-411 N7W2 I C 土器小片 5 縄前末 >SB-07、 くSK-410・ 416

SK-412 C・ I N521「 16 106 Ⅱ C >SK-390

SK-413 C,I NllE 9 I C 土器小片 1、 黒曜石片 1 >SK-192・ 405、 <SP-373

SK-414 NllE12 A ≒SP-562

SK-415 N12E13
土器小片 5、 黒曜石片

3、 石鏃 (30)、 掻器 (75)
組前末 >SB-05

SIC-416 C・ I N61V2 C 土器小片 1 >SB-07・ SK-410・ 411

SK-417 C・ I N6E15 C

SK-418 C・ I N44W29 Ⅵ C 中11(鎌 倉期 ) ■SK-394

SK-419 C・ I N42W10 LII
>SK-282

SK-420 N291V15 7 A >SK… 277

SK-421 N19WV32 A

SK-422 N38E5 8 A

SK-423 NllEll I D 土器小片 6、 黒曜石片 2 縄前末 >SB-05

SK-424 N17瓢/25 I 縄前末 >SK-402

SK-425 C・ I N17W25 Ⅱ D 土器小片 4 縄前末 >SK-402

SK-426 C・ lll S10Ⅵ r34 A

SK-427 C・ Ⅲ N3W37 I 上器小片 2

SK-428 C・ Ⅲ N5W36 V A

SK-429 C・ Ill S4W35 I E

SK-430 C・ In N2W38 14 I A

SK-431 C・ lll N8W44 I A

SK-432 C・ Ⅲ N l W37 I D 土器小片 1 組前末

SK-433 C'Ⅲ S41V33 I C 胴～底部残存深鉢 1 縄前末～中初
押型文土器出土 混入品と思わ
れる

SK-434 C・ 皿 N23W45 E 黒曜石片 1 落とし穴

SK-435 C・ Ⅲ S8W39 155 I C 磨石類 1(159) <SK-470

SK-436 C・ Ⅲ S8W41 Ⅸ C >SK-437

SK-437 C・ Ⅲ S7W41 I C <SK-436

SK-438 C・ Ⅲ S2 ヽヽ4 Ⅳ 上器小片 1、 黒曜石片 1

SK-439 C・ Ⅲ S6W40 くSK-470

SK-440 C・ Ⅲ N13W48 I C <SK-475

SK-441 C・ Ⅲ N8W57 I C

SK-442 C・ 皿 NO¬r55 I D

SK-443 C・ Ⅲ NOV√ 65 I

SK-444 C・ 皿 N l W61 IX A

SK-445 C・ Ш S3W66 I A

SK-447 C・ Ⅲ N10W38 A 東半調査区域外

SK-448 C・ Ⅲ S9W68

SK-450 C・ Ⅲ S10W65 I
土器小片 1、 石鏃 (31)、 黒曜石

片 3、
くSH-011

SK-451 C・ Ⅲ S7W65 I

SK-452 C・ Ⅲ S4W65 B

SK-453 C・ Ⅲ S12W65 I A

SK-454 C・ Ⅲ Slllヽ/62 I B <SK-482

SK-455 C。 1 N43W7 I A

SK-456 C・ Ⅲ S9W61 I 土器小片 2

SK-457 C・ Ⅲ S8W63 Ⅸ <SP-617

SK-458 C・ Ⅲ S3W57 I

SK-459 C・ Ⅲ S7W60 I

Ｗ

タ

ト

ぉ

静

静

静
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訂
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世機NQ 所在地区
1所在
グリッド

規模(0轟 ) 形状
出‐土鷲物 時lJl 切●1合い関係 1備考‐

長径 短径 ・深 平面 断面

SK-460 S4W60 I <SP-618

SK-461 S18ヽV52 I A

SK-462 S5W52 A くSK-491

SK-463 S15W50 I A

SK-464 NOヽV62 >SK-465

SIC-465 SO W61 A <SK-464

SK-466 C・ lll S3W63 Ⅵ <SK-493

SK-467 C・ Ⅲ S6W62 Ⅸ A

SK-468 C・ Ⅲ S15W58 I C 土器小片 3 縄前末
押型文上器出土 滉人品と思わ
れる

SK-469 S13W59 <SK-487・ SP-620

SK-470 C・ Ш S6W39 138 >SK-435。 439

SK-471 C・ Ш S7W45 169 土器小片 2 縄前末～中初

SK-472 C・ m S4W38 A

SK-473 C・ Ⅲ S4W52

SK-474 C・ Ⅲ N l ur47 120 Ⅱ A

SK-475 C・ Ш N13W50 >SK-44()

SK-476 C・ Ш S18W61 くSK-486

SK-477 C・ Ш S2W60 >SK-480 図化 ミス

SK-478 SO W33 I

SK-479 S18W46 Ⅶ A 基 ?

SK-480 S4W61 >SK-477、  くSK-493

SK-481 S2W63 Ⅵ <SP-619

SK-482 S12W61 4 Ⅱ A >SK-454

SK-483 S7ヽV55 I

SK-484 Sllヽ rヽ54 102 X 土器小片 1、 黒曜石片 2

SK-485 S15ヽV55 I

SK-486 C・ Ш S17V761 1 >SK-476

SK-487 S13W59 A >SK-469、 くSP-620

SK-488 S13V56 A >SB-08

SK-489 N8W35 A 東半調査区城外

SK-400 N211V44 ] A

SK-491 S6W52 V >SK-462

SK-492 C・ Ш S10W56 V A >SH-010

割K-493 C・ Ⅲ S4W62 ] E >SK-466・ 480

SK-494 C・ Ⅳ N10W89 137 I

SK-496 C・ Ⅳ NllW79 I A

SK-497 C・ Ⅳ N12W80 I D

SK-498 C・ Ⅳ N16W82 Ⅱ

SK-499 C・ Ⅳ N19W85 Ⅵ A >SK-572

SK-500 C・ Ⅳ N131V85 I A

SK-501 C・ Ⅳ N14W82 上器小片 1

SK-502 C・ Ⅳ N10W87 I C

SK-503 C・ Ⅳ N12W88 Ⅵ A 墓 ? 白い物右

SK-504 C・ Ⅳ N13W88 I D

SK-505 C・ Ⅳ N14W88 Ⅵ Ap

SK-506 C・ Ⅳ N14W90 I A くSK-529

SK-507 C・ Ⅳ N19W92 I A 礫多数有

SK-509 C・ Ⅳ N9W92 I E くSK-528

SK-510 Co Ⅳ N17W93 I A

SK-511 C・ Ⅳ N15W94 I C

SK-512 C・ Ⅳ N18W93

SK-513 C・ Ⅳ N161V99 I

SK-514 C・ Ⅳ N2膠ヽ 7 Ⅸ

SK-515 C・ Ⅳ N20W97 I

SK-516 C'Ⅳ N9W94 I C くSK-552

SK-517 C・ Ⅳ N6W100 I A

SK-518 C・ Ⅳ N6W99 107 C
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T

遺構 INo, 所在地区
所在

グリッド

規模(cm‐

'

形状
出土遣物 時期 切り合いlal係 備考

挺後 短径 探 さ 平面 断 面

SK-519 C・ Ⅳ N7W98 IX

SK-520 C・ Ⅳ Nl)W98 A

SK-521 C・ Ⅳ N7W101 A

SK-522 C・ Ⅳ N6W93 A

SK-523 C・ IV N6W95

SK-525 C・ Ⅳ N12W101

SK-526 C・ Ⅳ N16W101 A

SK-527 C・ Ⅳ N281V101

SK-528 C・ Ⅳ N10W91 Ⅸ >SK-509

SK-529 C・ Ⅳ N14VV90 A >SK-506

SK-531 C・ Ⅳ N27W94 I

SK-532 C・ Ⅳ N2,叩√100 172 I E

SK-533 C・ Ⅳ N28ヽ V107 I A

SK-534 C・ Ⅳ N21W96 Ⅵ F

SK-535 C・ Ⅳ N281V105 壼 A

SK-536 C・ ltr N22W85 I A

SK-537 C・ Ⅳ SlヽV,3 I

SK-538 C・ Ⅳ S2W92 Ⅸ

SK-539 C・ Ⅳ S4ヽV92 I

SK-540 C・ Ⅳ S6W81 I A

SK-541 C・ Ⅳ S6W88 X D 黒曜石片 1

SK-542 C・ Ⅳ SOヽV82 Ⅱ

SK-543 C・ V S14W105 I iL暑ル/1ヽ ナキ1

SK-544 C'V SllヽV104 I

SK-545 C・ V SlfllV107 Ⅸ

SK-546 C・ Ⅳ NOヽV100 Ⅸ D 上器片 1 組前末

SK-547 C・ IV S21W84 Ⅱ

SK-549 C・ V N9ヽVl12 I

SK-550 C・ Ⅳ N2V「 100 磨石類 1(160) >SD-03

SK-551 C・ Ⅳ N2W100 I >SD-03

SK-552 C・ Ⅳ NllW94 Ⅸ F >SK-495

SK-553 C・ Ⅳ NllW93 Ⅸ F >SK-508

SK-554 N O W10 土器小片 2 くSK-575・ 576

SK-555 N13Ⅵ「7 I C 土器小片 3 縄前末

SK-556 NllW 5 I 土器小片15程 縄前末～中初

SK-557 N12W10 Ⅵ 土器小片 3

SK-559 C・ Ⅱ SlヽVl Ⅵ C
土器小片 5、 刃器 1(67)、 打製

石斧 2(101・ 105)、 チャー ト片
1(83)

<SB-10 落し穴 出土迪物はすべて 2次

的に入ったもの

SK-560 C・ I N2W3 C 上器小片 4 縄前末

SK-561 N9W7 I D
土器片多数、石匙 (70)、 Fri石類

(158)
縄前末

SK-563 NOヽV2 C

SK-564 SlヽV9 122 土器小片 5 縄前末～中初

SK-565 N3W12 Ⅱ C
土器小片 1、 石匙(56)、 黒曜石

'キ

2

SK-566 N5恥「10 土器小片 1

SK-567 Nlヽ
～
「9 上器小片 5 縄前末～中初 くSK-575

SK-568 S711712 Ⅸ

SK-569 S9Wll Ⅱ

SK-570 N2W14 Ⅱ 土器小片 1、 黒曜石片 3

SK-571 C・ 1 N O W14 Ⅸ Ap 土器小片 4、 石錐 (45)

SK-572 C・ Ⅱ S6W10 <SK-499

SK-573 C・ Ⅱ N9W6 土器小片 5、 黒曜石片 2、 打製

石斧 1(106)
縄前末

SK-574 N2W13 A 土器小片 5、 黒曜石片 3 縄前末

SK-575 C・ Ⅱ N l W10 Ⅸ
上器小片 10、 削器 1(71)、 磨石

類 1
縄前末 >SK-554・ 567

SK-576 C・ Ⅱ N O Wll I A 土器小片 2 縄前末 >SK-554

SK-578 C・ Ⅱ S9W3 I A 土器小片 1 お1前 ? >SB-11
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遣構 No. 所在地区
所在

グリッド

規模 (cm) 形状
出上懺物 時 期 切 り合い関係 備孝

長径 短径 深 さ 平面 断面

SK-579 D・ Ⅲ S2W179 I A 土器小片 2 縄早中

SK-580 D・ Ⅲ SO W177 I A 土器小片 2 <駅 -586

SK-581 D・ Ⅲ N2W175 11 A 」11器 /1ヽ ル1・ 5 縄 早末

SK-582 I)・ Ⅲ S6ヽ
～
r182 土器小片10程 、石鏃 1(1)、 黒

l曜准1'=1・ 3
縄 早末

SK-583 D・ 皿 N l W179 A
土器 4、 片20社 、黒曜石片 (2次
加工 rl‐ ,1

組早中 >SK― |:00

SK-584 D・ Ⅲ N O W182
土器小片 5程 、漱手上器片 1

石 鏃 1(2)、 黒 曜 石 片 2

チャー ト片 2、

縄 lil:| くSK-6()3

SK-585 D・ Ш S9W183 I 土器小片 2 縄 早末 >SD-03

SK-586 D・ Ⅲ SlヽV177 I D
it器 小 片 6、 黒 曜 石 片 9、

チヤー ト片 1
毅Lrllll >SK-580

SK-587 D・ II N l W173 152 Ⅱ A 11器 1/1ヽ ナ+8 率Llil'|

SK-588 D・ ⅡI S7ヽV183 I A 土器 4、 片 1、 黒曜石片 2 縄早末 <SK-601 西端調査IX城 外

SK-589 D・ Ⅲ N3W183 D
土 器 小 片 1、 黒 曜 石 片 1

チヤー ト片 1
縄11末 西半調査IX城外

SK-59() D・ Ⅲ N8W181 Ⅸ D 11器小片 6、 黒畷石片 1 縄早末

SK-591 D・ Ⅲ S2ヽV174 X Jl器 4ヽ 片 1、 黒曜石片 I 織il中 <SK-602

SK-592 D・ lll N5W173 I 土器組l片 5

SK-593 D・ Ⅲ N6ヽV175 E
土 器 小 片 3、 黒 曜 石 片 1

チヤー ト片 1

SI(-5tJ4 D・ Ⅲ N4W179 LX E lL2洋 /1ヽ チヤ1

SK-595 D・ Ⅲ N4W172 I

上 器 小 片 6、 黒 曜 石 片 2、

チヤー ト片 1
組早 4

SK-596 D・ Ⅲ N6ヽV179 1 E 土器月ヽ片 3、 チヤー トリヤ 1 IIL早 叫 <SP-651

SK-597 D・ lll S2ヽ
～
r177 Ⅱ A 土器月ヽ片 2、 チヤー ト片 1 縄 巧l[| <SK-611

SK-598 D・ Ⅲ N2ヽ rヽ173
I

止器小片 3、 削器 1(59)、 黒曜

石片 3
瀬L早 末

SK-599 D・ Ш N O W177 Π
11器小片10程 、黒曜石局

・
2、 准f

鏃 1(3)、 石匙 1(53)
縄早中

SK-600 D・ Ⅲ N O W178 Ⅸ D iL者静/1ヽ

'+101呈

組前末 <SK-583

SK-601 D・ Ⅲ N2W182 Ⅱ D
上 器 小 片 8、 黒 曜 石 片 1

チヤー ト片 1

>SK-588,<SK-613

SK-602 D・ Ⅲ S2ヽ
～
r174 A >SK-591,く SK-610

SK-603 D・ Ⅲ N l W182 X A L器 イヽ片 5、 チャー ト片 1 >SK-615,>SK-584 上器混油i

SK-604 D・ Ⅲ SlヽV173 I C 11器 小片10程 縄 早中

SK-605 D・ Ⅲ N7W173 C <SK-627 落 と し穴

SK-6()6 D・ Ш N6W172 Ⅵ A <SK-616

SK… 607 D・ Ш S4W169 Ⅵ A 土器小片 7 縄早中 <SK-618

SK-6()8 D・ Ⅲ N5W169 I E 」i器 /1ヽ

'1‐

2 縄早末 くSK-609

SK-609 D・ 皿 N4W170 Ⅱ A ■1器小片 1 >SK-608,<SX-006

SK… 610 D・ Ⅲ S2ヽV175 >SK-6()2

SK-6H DoⅢ S3ヽLr177 A 土器小片 1 縄早中 >SK-597

SK-612 D・ 皿 Slヽ「ヽ170 I C
上器小片10程 、黒 ull・ 石片 6、 台

石 1(169)
縄早中 <SK-617・ 638'SX-008 切り合い不安

SK-6 3 D・ IB N4W 137 A 黒 1磁石片 1 >SK-601

SK-6 4 D・ Ⅲ N2 「ヽ Ⅵ A 」1器小片 1 慕L早 中

SK-6 5 D・ nl N2W 上器小片 2、 黒IIr石片 3 縄 前末 くSK-603

SK-6 6 D・ Ш N5W I D 土器月ヽ片 6 組早中 >SK-606

SK-6 7 D・ 皿 SlヽV 14 I A 土器小片 2 組早中 >SK-612,<SK… 622

SK-6 8 D・ Ⅲ S3W Ⅵ 上器月ヽ片 4 組早中 >SK-607

SK-619 D・ Ш N6ヽV Ⅶ くSK-620 落とし穴

SK-620 D・ Ⅲ N6W169 Ⅸ D
土 器 小 片 5、 黒 曜 石 片 1

チャー ト片 1
縄早中 >SK-619

SK-621 D・ Ⅲ N2W167

SK-622 D・ Ⅲ SOヽV168 Ⅵ >SK-617

SK-623 D・ Ш N9W180 上器小片 4、 掻器 1(60)、 黒曜

石片 l
縄前末

SK-624 D・ Ⅲ S5W170 A 土器月ヽ片 4、 黒曜石片 2 縄早中 >撹舌L

SK-625 D・ Ⅲ N O W172 上器小片 2、 黒曜石片 1 縄早中 東側削平で消失

SK-626 D・ 皿 S14W175 105 I C
上器小片15程 、肖1器 1(61)、 黒

曜石片 5
縄早中
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簗 .ヽ|

"準

聾早
■所在|

グリ|ッ ||ド

規模(clm) 形状
出土遣物 時期 切り合い関係 備考

長径 短径|深 さ 平面 断
―
m―

SK… 627 D・ lll N7W174 A 上器小片 5、 黒曜石片 2
>SK-605、 <SX-007・ SP―

658、  ■SK-633

SK-628 D・ Ⅲ S12W172 IX 土器小片 5、 石鏃 1(4) 織早中

SK-629 D・ Ⅲ S8W173 土器小片10程 >SD-03 土器混在

SK-630 D・ lE N5ヽV177 E 黒曜石片 1 >SX-005,<SK-635

SK-631 D・ lll N3W165 土器小片 2 縄早末

SK-632 D・ Ⅲ N l W171
土 器 小 片 多 数、特 殊 磨 石 1

(139)
組早末 ?

<SK?637・ 跳 -008・ SP―

659、  ≒SK-639～ 641
切 り合い把握せず 4基 を掘肖1

SK… 633 D・ Ⅲ N8ヽ「ヽ173 I C
土 器 小 片 5、 黒 曜 石 片 2

チャー ト片 1、 台石 1(170)
縄早末 <SP-658、 ■SK-627

SK-634 D・ Ⅲ N9W179
>Ⅸ -005

SK-635 D・ Ⅲ N5W176 Ⅱ 土器小片 2 >SK-630

SK-636 D・ Ill N9ヽ rヽ182 9 Ⅳ A 上器小片 1
>SP-645

SK… 637 DoⅢ NlヽV169 A >SK-632

SK-638 D・ Ⅲ S2ヽ
～
「170 E 土器小片 2 縄早中 >SK-612・ 駆 -008

SK-639 D・ Ⅲ N l W170 I 土器小片 5、 チ ヤー ト片 1 縄早中 ≒SK-632・ 640
この棚記11の 出土遺物は、確実
にこの遣構に伴う

SK-640 D・ Ⅲ N I W170 C ぶL早 1 ■SK-632・ 639・ 641

SK-641 D・ Ⅲ N O W171 I C 瀬L早 中 ? ≒SK-632・ 640

所在グリツド:駐

ig軍〔ll進単程彗免象言寡客[『重挽あ#負れ、策警
ilili::曾][iliilili[||[;:[![lilili[

規模 :長径・短径の値は平面図上で淑1っ た。深さは検出面から最深部までθ

形状 :翠各霧島継毅「 聯面形 6種類に分類した。ただし肖1平 されていることを考慮して分類した土崚があり、下記の分類基準に合致していないもの

もある。

師期
I:暑者形鶴羞[賃理機釜ゝヾl ll斃Ih1 2Ю以下。
Ⅲ :長楕円形 短径と長径の比が、 1:2.0以上。

Ⅳ :双円形 円形が 2つつながつた形、繭玉形。

v:隅丸正方形 短径と長径の比が、 1:1.2以下。

Ⅵ :lllB丸方形 短径と長径の比が、 1:1.2以上 1:2.0以下。

Ⅶ :隅丸長方形 短径と長径の比が、 1:2.0以上。

Ⅷ :方形 隅が丸くなつていないものを総称。

Ⅸ :不整円形 円形基調だが I～ Ⅳに分類できないもの。

X:不整形 上記いずれにも入らないもの。

師И
會踏盤長λ?ЪF鼻 :言賃程携釜1ヾ ::甘i平磐礁富語で

♀暑「裏儀署寒2量種F農喜な労童程L911～
「

1のもQ
C 鍋底状あるいは円筒状のもの。深さと長径の比が 1:3以可

D 袋状のもの。但しオーバーハングの度合が大きいものは含める。

E 底が2段のもの。掘り込みの径が20cm以下のビット様のものは含めない。

F 上記のいずれにも属さない不整形なもの。

※また底面にビツトを有するものは、後ろに「p」 を付し、「ApJ等 と表す。

切り合い関係 :「 >」 切られる、「<」 切る、「≒」不明を表す。
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遮構 No. 地区 グリッド 深 さ 備 考

SP-001 B・ I N27E121

SP-002 B・ I N12E128

SP-003 B・ I N6E132

SP-004 B・ I N9E132 3

SP-0(15 B・ I N9E129

SP-006 B・ I NllE131

SP-007 B・ I N10E130 9

SP-008 B・ I NllE130

SP-009 B・ I N22E126 9

SP-010 B・ I S3E139

SP-011 B・ I N12E132

SP-012 B・ I S4E137

SP-013 B。 1 S3E137

SP-014 B・ I SlE135

SP-015 B・ 1 NOE135

SP-016 B・ 1 N14E130

SP-017 A・ I N60E85

SP-018 A・ I N60E84

SP-019 A・ I N59E84

SP-020 A・ I N60E82

SP-021 A・ I N59E81

SP-022 A・ I N85E74

SP-023 A・ I N75E78

SP-024 A・ I N74E76

SP-025 A・ I N75E76

SP-026 A・ I N76E76

SP-027 A・ I N76E76

SP-028 A・ I N77E75

SP-029 A・ I N77E73 8

SP-030 A・ I N79E75

SP-031 A・ I N80E77

SP-032 A・ I N82E74

SP-033 A・ I N83E69

SP-034 A・ I N83E69

SP-035 A・ I N83E68

SP-036 A・ I N84E68

SP-037 A・ I N81E70

SP-038 A・ I N81E70

SP-039 A・ I N84E70

SP-040 A・ I N85E73

SP-041 A・ I N87E72

SP-042 A・ I N85E70

SP-043 A・ I N87E70

SP-044 A・ I N87E71

SP-045 A・ I N89E69

SP-046 A・ I N90E69

SP-047 A・ I N86E66

第 2表 ピットー覧表

避構No. 地‐区 グリッr 帰藩 確彎

SP― rJ48 A・ I N86E67

SP-049 A,I N83E74

SP-0511 A・ I N78E72

SP-051 A・ I N87E73

SP-052 A・ I N88E65

SP-053 A・ I N,4E62

SP-054 A,I N94E63

SP-055 A'I N95E62

SP― l136 A,I N98E63

SP-057 Ao I

SP-058 A・ I N92E7(〕

SP-059 Bo I N21E127

SP-060 B・ 1 N8E134

SP-061 A・ Ⅱ N72E50 l

SP-062 A。 1 N78E48

SP… 063 A・ 1 N78E47

SP-064 A,Ⅱ N78D18

SP-065 A・ Ⅱ N79E48

SP-066 A・ Ⅱ N79E49

SP-067 A・ 1 N79E49

SP-068 A・ Ⅱ N79E49

SP-069 A・ Ⅱ N77E5{)

SP-070 A・ Ⅱ N77E49 9

SP… 071 A・ 1 N77E48 9

SP-072 A・ Ⅱ N77E48

SP T 073 A・ Ⅱ N76E47 7

SP-074 A・ Ⅱ N76E46 14

SP-075 A・ I N76E46

SP-076 A・ Ⅱ N75E46

SP-077 A・ Ⅱ N75E45

SP-078 A。 1 N75E48

SP-079 A・ Ⅱ N73E45

SP-080 A・ ] N74E47

SP-081 A・ Ⅱ N74E47

SP-082 A・ Ⅱ N75E47

SP-083 A・ Ⅱ N76E46

SP-084 A・ Ⅱ N76E46

SP-085 A・ Ⅱ N76E50

SP-086 A・ Ⅱ N75E50

SP-087 A・ Ⅱ N74E50

SP-088 A・ Ⅱ 5

SP-089 A・ Ⅱ N75醜8

SP… 090 A・ Ⅱ N75E48

SP-091 A・ Ⅱ N72E51

sP-092 A・ Ⅱ N71E50

SP-093 A・ 1 N71E51

sP… 094 A・ Ⅱ N71E52
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遡購NOI 地‐区 グリッド 深 さ 備考

SP-095 A・ Ⅱ N71E50

SP-096 A・ I N70E50

SP-097 A・ I N73E47

SP-098 A・ I N73E47

SP-099 A・ Ⅱ N72E47

SP-100 A・ Ⅱ N62E51 土器(第 79図 496)

SP… 101 A'Ⅱ N74E47

SP-102 A・ Ⅱ N74E46

SP-103 A・ Ⅱ N68E49

SP-104 A・ Ⅱ N67E49

SP-105 A・ Ⅱ N67E49

SP-106 A・ Ⅱ N68E51

SP-107 A・ Ⅱ N68E50

SP-108 A。 1 N71E48

SP-109 A・ Ⅱ N70E47

SP-110 A・ Ⅱ N70E48

SP-111 A・ コ N70E48

SP-112 A・ Ⅱ N69E47

SP… 113 A・ Π N69E49

SP-114 A・ Ⅱ N69E49

SP… 115 A・ Ⅱ N69E49

SP… 116 A・ Ⅱ N69E47

SP-117 A・ H N67E52

SP-118 A・ Ⅱ N62E33

SP… 119 A・ Ⅱ N65E53

SP-120 A・ Ⅱ N64E52

SP-121 A・ Ⅱ N66E46

SP-122 A・ Ⅱ N67E46

SP… 123 A・ 1 N67E46

SP-124 A・ Ⅱ N65E44
土器(第 80図 497)

石匙 (第 84図 63)

SP-125 A・ Ⅱ N64E46

SP… 126 A・ Il N64E45

SP-127 A・ Ⅱ N63E47

SP… 128 A・ Ⅱ N63E46 6

SP-129 A・ Ⅱ N68E49

SP-130 A・ Ⅱ N61E43

SP-131 A・ Ⅱ N55E30

SP-132 A・ Ⅱ N70E44

SP-133 A・ Ⅱ N61E40

SP-134 A・ Ⅱ N60E39

SP-135 A・ Ⅱ N58E52

SP-136 A・ Ⅱ N61E37

SP-137 A・ Ⅱ N50E48

SP-138 A・ Ⅱ N53E32

SP-139 A・ I N39E36

SP-140 A・ Ⅱ N65E40

SP-141 A・ Ⅱ N66E41

SP-142 A・ Ⅱ N40E33

遣構 No. 地区 グリッド 深 さ 備考

SP-143 A・ Ⅱ N40E33

SP-144 A・ Ⅱ N40E34

SP-145 A・ Ⅱ N41E33

SP-146 A・ Ⅱ N41E32

SP-147 A・ Ⅱ N41E33

SP-148 A・ I N40E34

SP-149 A・ Ⅱ N38E28 土器(第 72図 344・ 345)

SP-150 A・ Ⅱ N42E31

SP-151 A・ Ⅱ N39E29

SP-152 A・ Ⅱ N40E29

SP-153 A・ Ⅱ N40E29

SP-154 A・ Ⅱ N37E20

SP-155 A・ Ⅱ N37E20

SP-156 A・ Ⅱ N74E44

SP-157 A・ Ⅱ N39E25

SP-158 A・ Ⅱ N70E44

SP-159 A・ コ N43E21

SP-160 A・ Ⅱ N37E23

SP-161 A・ Ⅱ N38E23

SP-162 A・ Ⅱ N38E28 2

SP-163 A・ Ⅱ N38E28

SP-164 A・ Ⅱ N62E34

SP-165 A・ Ⅱ N33E24

SP-166 A・ 1 N69E42

SP-167 A・ Ⅱ N32E26

SP-168 A・ Ⅱ N31E25

SP-169 A・ Ⅱ N33E25

SP-170 A・ 1 N62E41

SP-171 A・ Ⅱ N63E41

SP-172 A・ Ⅱ N63E40

SP-173 A・ Ⅱ N64E41

SP-174 A・ Ⅱ N64E40

SP-175 A・ Ⅱ N64E39 11

SP-176 A・ 1 N64E39

SP-177 A・ Ⅱ N65E38

SP-178 A・ Ⅱ N65E39

SP-179 A・ Ⅱ N64E36

SP-180 A・ II N65E37

SP-181 A・ Ⅱ N65E43

SP-182 A・ Ⅱ N66E45 土器 (第 64図 168)

SP-183 A・ Ⅱ N69E41

SP… 184 A・ Ⅱ N69E42

SP… 185 A・ コ N66E39

SP-186 A・ Ⅱ N73E44 9

SP-187 A・ Ⅱ N73E43

SP-188 A・ Ⅱ N73E43

SP-189 A・ Ⅱ N72E44

SP-190 A・ Ⅱ N74E43
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遣構N0 地 区 グリッド 深 さ 備考

SP-191 A・ Ⅱ N74E43

SP-192 A・ 1 N74E43

SP-193 A・ Ⅱ N74E43

SP-194 A・ Ⅱ N73E42

SP-195 A・ Ⅱ N66E41 打製石斧 (第88図 129)

SP-196 A・ Ⅱ N70E41

SP… 197 A・ Ⅱ N71E42

SP-198 A・ Ⅱ N73E42

SP-199 A・ Ⅱ N72E43

SP-200 A・ Ⅱ N75E44

SP-201 A・ Ⅱ N75E43

SP… 202 A・ Ⅱ N69E44

SP-203 A・ Ⅱ N70E44

SP… 204 N69E44

SP… 205 A・ Ⅱ N75E43

SP-206 N70E45

SP-207 A・ Ⅱ N70E44

SP-208 N66E42

SP-209 A・ Ⅱ N67E42

SP… 210 A・ Ⅱ N66E41

SP-211 A・ Ⅱ N65E42

SP-212 A・ Ⅱ N71E44

SP-213 A・ Ⅱ N71E44

SP-214 A・ Π N69E42

SP-215 A・ Ⅱ N68E40

SP-216 A・ Ⅱ N71E47

SP-217 A・ Ⅱ N73E49

T… 218 A・ コ N70醜 5

SP-219 A・ Ⅱ N70E43

SP-220 A・ Ⅱ N68E40

SP-221 A・ コ N65E40

SP-222 N63E48

SP-223 A・ Ⅱ N39E26

SP… 224 A・ Ⅱ N64E35

SP-225 A・ Ⅱ N65E35

SP-226 A・ Ⅱ N34E19

SP… 227 A・ Ⅱ N28E18

SP-228 A・ E N25E15

SP-229 A・ Ⅱ N25E14

SP… 230 A・ Ⅱ N25E14

SP… 231 A・ Ⅱ N39E31

SP-232 A・ Ⅱ N67E39

SP… 233 A・ Ⅱ N31E16

SP-234 A・ Ⅱ N67E42

SP-235 A・ コ N69E40

SP-236 A・ Ⅱ N62E33

SP-237 N62E33

SP-238 A・ Ⅱ N73E48

遺構 No. 地区 グリッド 深 さ 備考

SP… 239 A・ Ⅱ N70E43

SP-240 A・ Ⅱ N63E40

SP-241 A・ Ⅱ N65E38

SP-242 A・ Ⅱ N63E39

SP-243 A・ Π N63E39 土器 (第80図 498)

SP-244 A・ Ⅱ N62E38

SP-245 A・ Ⅱ N52E49

SP-246 A・ Ⅱ N65E40

SP-247 A・ Ⅱ N71E43

SP-248 A・ Ⅱ N70E45

SP-249 A・ Ⅱ N71E42 土器(第 80図499)

SP-250 A・ Ⅱ N61E35

SP-251 A・ Ⅱ N31E19

SP-252 A・ Ⅱ N62E35

SP-253 A・ Ⅱ N62E34

SP-254 A・ Ⅱ N61E35 打製石斧 (第 88図 130)

SP-255 A・ Ⅱ N31E19

SP-256 A・ ] N51E23

SP-257 A・ Ⅱ N71E49

SP-258 A・ Ⅱ N40E35

SP… 259 A・ Ⅱ N68E44

SP-260 A・ Ⅱ N67E43

SP… 261 C・ I N201V8

SP-262 C・ I N17W7

SP… 263 C・ I N14ヽ

「
5

SP… 264 C・ I N23E12

SP… 265 N22E12

SP-266 N23Ell

SP-267 C・ I N5Ⅵr10

SP… 268 C'I N16W7

SP-269 C・ I N16W7

SP-270 C・ I N13E0

SP-271 C・ I NlハVl

SP-272 N15El

SP-273 N13W3

SP… 274 N21E3

SP-275 N25E0

SP-276 C・ I N29E10

SP-277 N4W3

SP-278 N3W2

SP-279 N9W2 9

SP-280 N17E7

SP-281 N17E8 5

SP-282 NllE5

SP-283 C・ I N10E7

SP-284 A・ Ⅱ N70E49 9

SP-285 C・ I N41E0

SP-286 C・ I N12E9

一Ｌ
一●
ｉ
一一
一，
●
ｒ
●

●̈
¨
●

，
‐‐，‐‐‐■
＝

十
●
肝
●
■
決
媛
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齢 INO: 地区 グ111,|ド 深 さ 備考

SP… 287 N23E8 5

SP-288 N39E4

SP-289 C・ I N39E4

SP-290 C・ I N39E3

SP… 291 N39E3 釘 -01柱 穴

SP-292 N8E15

SP-293 C・ I N13E7

SP-294 C・ I N40E2 鋼卜 01柱穴筒状鉄製品(第93図④)

SP-295 C・ I N41E3

SP-296 N41E3

SP-297 N42E2 釘卜 01柱 穴

SP… 298 C・ I N41El

SP-299 C・ I N40E6 釘 -01柱 穴

SP-300 C・ I N40E5

SP-301 C・ I N42E6

SP-302 N42E5 ∬ -01柱 穴

SP-303 N43E5 釘 -01柱穴

SP-304 N15E7 釘卜 01柱 穴

SP-305 N20Ell

SP-306 C・ I N39El

SP-307 C・ I N38W2

SP-308 C・ I N38Wl

SP-309 C・ I N18E9

SP-310 C・ I N41E8 訂 -01柱穴

SP-311 C・ I N42E8 Sr-01柱 穴

SP-312 N27El

SP-313 N40E6 釘 -01柱 穴

SP-314 N43E8

SP-315 C・ I N40E4

SP-316 N41E6 鋼卜01柱穴鉄釘(第93図①)

SP-317 A・ Ⅱ N27E18

SP-318 C・ I N46E3

SP-319 C・ I N46E4

SP-320 C・ I N40E8 釘 -01村 1穴

SP-321 C・ I N39E9 割l-01柱穴

SP-322 N38E9 S「 -01柱 穴

SP-323 N43E4

SP-324 C・ I N42E4

SP-325 C・ I N42E4

SP-326 C・ I N38E7

SP-327 N38E6 S「-01柱 穴

SP-328 N19W3

SP-329 N38E9 釘 -01柱 穴

SP-330 N37E9 釘 一ol柱 穴

SP-331 N8E14 5

SP-332 N10E13

SP-333 NllE15

SP-334 C・ I N37W8

遭構 N● 地区 グリ
'ド

深 さ 備 考

SP-335 N38ヽ
～
「9

SP-336 C・ I NllE13

SP-337 C・ 1 N12E14

SP-338 C・ I N35W10

SP-339 N35W10

SP-340 N40W10

SP-341 N39W14 8

SP-342 N381V14

SP-343 N37W12

SP-344 C・ I N38E3 釘 -01柱穴

SP-345 N37E3 ∬ -01柱穴

SP-346 C・ I N37E4

SP-347 C・ I N40El

SP-348 C・ I N20Ell

SP-349 C・ I N20Ell 8

SP-350 N15Wl 8

SP-351 C・ I NlE3

SP-352 SlE2

SP-353 NOE4

SP-354 C・ I NOE2

SP-355 C・ I NOE4

SP-356 C・ I N8W4

SP-357 C・ I NllEll

SP-358 C・ I N7E2

SP-359 C・ I N19E4

SP-360 C・ 1 N6E12

SP-361 N161V4

SP-362 N6E9

SP-363 N20Ell

SP-364 N9Ell

SP-365 CoI N12E5

SP-366 C・ I N10E4

SP… 367 C・ I N2Wl 6

SP-368 N2Wl

SP-369 C・ I N6E2 5

SP-370 N3Wl

SP-371 N10W4 6

SP-372 N41V2

SP-373 N18W6

SP-374 C・ I N191V2

SP-375 C・ I N25E6

SP-376 C・ I N25E6

SP-377 C・ I N26E7

SP-378 N25E7

SP-379 N25E9

SP-380 N22E8

SP-381 N22E7

SP-382 N36E7 釘卜 01柱 穴
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遣構 No. 地区 |グ
'タ

ッド 深 さ 備考

SP-383 N36E8

SP-384 C・ I N39W13

SP-385 C・ I N39W13

SP-386 N40W14

SP-387 N40W14

SP-388 C・ I N41W14

SP-389 C・ I N41W13

SP-390 N35E4 雛卜 01柱 穴

SP-391 C・ I N38E3

SP-392 C・ I N41E5

SP-393 C・ I NllE9

SP-394 C・ I N44E7 4

SP-395 C・ I N43E6 5

SP-396 C・ I N35E4 釘卜 01柱穴

SP-397 C・ I N41W3 駄 -01柱 穴

SP-398 C・ I N40W3

SP-399 C・ I N36El

SP-400 C・ I N43E8 ロ ー01柱穴

SP-401 C・ I N41W4 SA-01柱穴

SP-402 N40W5 SA-01柱穴

SP-403 C・ I N3nV10

SP-404 C・ I N35W12

SP-405 C・ I N35W12

SP-406 C・ I N36W14

SP-407 C・ I N89W15

SP-408 C・ I N20E2

SP-409 N40W9

SP-410 C・ I N19W4

SP-411 C・ I N2霜2

SP… 412 N23E0

SP-413 C・ I N42Wl 銀r01柱穴

SP-414 C・ I N43E0 SA-01柱穴常滑甕片 (第 6表 8)

SP-416 N2Nヽ

SP-416 C・ I N24W2

SP-417 C・ I N21W2 8

SP-418 N44E2 Wr 01柱穴

SP-419 C・ I N22W8

SP-420 C・ I N24W7 8

SP-421 C・ I N221V8

SP-422 C・ I N23E3 7

SP-423 C・ I N20E6

SP-424 C・ I N17E7

SP-425 N15E8

SP-426 C・ I N16E8

SP-427 N18E8

SP-428 C・ I N19E8

SP-429 C・ I N20E8 8

SP-430 N22E6

遺構 NO. 地区 グリッド 深さ 備考

SP-431 C・ I N22E5 6

SP-432 C・ I N29W10

SP-433 C・ 1 N29W9

SP-434 C・ I N25E12

SP-435 C・ I N25Ell

SP-436 C・ I N23E8

SP-437 C・ I N44E3

SP-438 N44El

SP-439 N44El

SP-440 N45E3

SP-441 N45E3

SP-442 C・ I N45E5

SP-443 N46E4

SP-444 C・ I N33ヽ
～
唸3

SP-445 N31W23

SP-446 C・ I N311～ r21

SP-447 N31W20

SP-448 N30W23 9

SP-449 N29W18

SP-450 N29W16

SP-451 N26W20

SP-452 N26W23 9

SP-453 N301V23

SP-454 N26W18

SP-455 N25W19

SP-456 N36W21

SP-457 C・ I N36W20

SP-458 C・ I N36W19

SP-459 C・ I N36W18

SP-460 C・ I N36W19

SP-461 N37W30

SP-462 C・ I N40W29

SP-463 N34W22

SP-464 C・ I N39W21

SP-465 C・ I N39W21

SP-466 C・ I N39W21

SP-467 C・ I N39Ⅵ 20

SP-468 C・ I N36W20

SP-469 C・ I N38W23

SP-470 C・ I N3gw23

SP-471 N24W25

SP-472 N13E7

SP-473 N15E3 7

SP-474 N86W17

SP-475 N32W17

SP-476 N32Ⅵ r16

SP-477 N31W17

SP-478 N33E0

―- 83 -一



1徽躍‐N軌 鸞滅 グ llッ ド 機 さ 爾考

SII-479 C・ I N32Ell 1

SP-4糧 ) C・ I N37E, 11 SI・ -011主 欠

SIp-181 C・ I N42Eう

SIJ-487 C・ 1 N31,V「 1麟

SP-4113 C・ I N32ヽ V3●

SII-484 C・ I N:12ヽV32

SP‐-486 C'I N46E8

SP・ -4移
Fi C・ I N3,W82 Iナ

SI'‐
-487

C・ 1 N34W32 ,

SP-488 C・ I N32マV34 お

SI'¨ 4お 9 C・ I NllW35

SP-4,ll C・ I N:31W31

SP'191 C・ I Nliヽ V36

SP‐
‐492 N371V37

C・ I N37ヽ

「
12

SP-404 N25El 14

SP-495 N36W37

SP-49(l C・ I N351″ 31

SP-41,7 C・ I N31W34

SP-41)8 C・ I N331V2 R

SP-199 C・ 】 N44E5 1

SP-5(,0 C・ I N341〕 1

SP-501 C・ I N20E3 7

SP-5f12 N20E3

SP-5r13 NllE2

SP-5(}4 C・ I N26Nヽ 1

SP-505 N26N 7ヽ

SP-5116 N35W33

SP-5()7 N35W33

SP-508 N29 ミヽ2

sP-3r19 C・ I N291V40

SP-51() C・ I N28N 1ヽ

SP-511 C・ 1 N39ヽ V31

SP-512 C・ I N39W31

SP-513 C・ I N381V33

SP-514 C・ I N37ヽ V34

SP-515 N43W21

SP-516 N42W23

SP-517 N49W・4

SP-518 N431Ⅳ 21

SP-519 C,I N43W28

SP-520 C・ I N17W24

SP-521 N161V24

SP-522 N16N 4ヽ 7

SP-523 C・ I N19Ⅵ唸3

SP-524 N19W23

SP-525 C・ I N19ヽヽ 3 中世土師器皿(第93図 6)

SP… 526 C・ I N141ヽ「23

蛾構 N● . 地区 グリッド 深 さ 備考

SI)-527 C・ I N12W23

SP-528 C・ I N55W17

SI)-529 C・ I N44W24

SI)-53(1 C・ I N44W24

SI)-531 C・ I N56W15

SP-532 C・ I NljW28

SP-533 C・ I SIW29

SP-534 C・ I S2W28

SI)-535 S2ヽV27

SP-53(; NlW27

SP-537 N28W15

SP-538 N2Ⅵ「32

SP-539 C・ I N5W33

C・ I N8ヽV33

SP-541 C・ I N8ヽ「ヽ29

SP-542 C・ I N7W25

SP-543 C・ I N8W26

SP-544 C・ I N7W28 6

SP-545 N8ur27

SP-546 C・ I N46El

SP-547 C・ I S5W27 11

SP-548 C・ I N7W28 珠洲鶏片(第 93図 13)

SP-549 C・ I N47W18

SP-550 C・ I NlW21

SP-551 C・ I NlW20

SP-552 C・ 1 S2W22 6

SP-553 C・ I N46W33

SP-554 N12ヽV24

SP-555 C・ I N56ヽ
～
r15

SP-556 N29E8 6

SP-557

SP-558 N43El

SP-559 N40W18

SP-560 N28W16

SP-561 C・ I N8W10

SP-562 NllE12

SP-563 C・ I NllE12

SP-564 C・ I N18ヽ
～
r23

SP― ro65
C・ Ⅲ N21W43

SP-566 S9W32

SP-567 S9W36 11

SP-568 C・ Ⅲ S10V738

SP-569 NlW34

SP-570 CoⅢ NlW34

SP-571 C・ Ⅲ NOW33

SP-572 C・ Ⅲ N91V39

SP-573 N5W36

SP-574 N5ヽV35

夢

卜

″

ト

ー

ぉ

な

射

行

計

射

狂

計

射

訳

酢

鮒

猷

緻
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遣構 NO. 地 区 グリ・・7ド 深 さ 備考

SP-57 C・ IIl S3N 0ヽ

SP-576 C・ Ⅲ S8W31

SP-577 C・ Ill N21W44 6

SP-578 C・ Ⅲ N23W44

SP-579 C・ Ⅲ N29W44

SP-580 C・ IIl N26W43 9

SP… 581 C・ Ⅲ N261V43

SP-582 C`Ⅲ S9W41

SP-583 C・ Ⅲ N25W45

SP-584 C・ Ⅲ N25W45

SP-585 C・ Ⅲ N19W49

SP-586 C・ Ⅲ N21W50

SP-587 C・ Ⅲ N23W50

SP-588 C・ Ⅲ N24W50

SP-589 C・ Ⅲ N29W50

SP-590 C・ 皿 N31W56

SP-591 C・ Ⅲ NllW47

SP-592 C・ Ⅲ Nll恥アィ15

SP-593 C・ Ⅲ SlW49

SP-594 C・ Ⅲ S8W50

SP-595 C・ Ⅲ N14W47

SP-596 C・ Ⅲ S10W47

SP-597 C・ Ⅲ S12W49

SP-598 C・ Ⅲ S12W52 5

SP-599 C・ Ⅲ SllW52

SP-600 C・ Ⅲ S6W58

SP-601 C・ Ⅲ S7πV58

SP-602 C・ Ⅲ S7W59

SP-603 C・ IШ S21W64

SP-604 C・ Ⅲ S5ヽ「ヽ65

SP-605 C・ Ш S15W64

SP-606 C・ Ⅲ S16W64

SP-607 C・ Ⅲ S171V63

SP-608 C・ Ⅲ S17W62

SP-609 C・ Ⅲ S14W61

SP-610 C・ Ⅲ S4W35

SP-611 C・ Ⅲ N311V50

SP-612 C・ Ⅲ N311V47

SP-613 C・ Ⅲ S7W55

SP… 614 C・ Ⅲ S16W46

SP-615 C・ Ⅲ S7W59

SP-616 C・ lll S16W61

SP-617 C・ Ⅲ S9W64

SP… 618 C・ Ⅲ SroW60

SP-619 C・ Ⅲ S3ミヽ 4

SP… 620 C・ Ⅲ S13W60

SP-621 C・ Ⅳ N18W87 11

SP-622 C・ Ⅳ N17W98

遺構N0 地区 グリッ‐ド 深 さ 備考

SP-623 CoⅣ N201V83

SP-624 C`Ⅲ N26ヽ
～
r52

SP… 625 C・ Ⅳ N21W100

SP-626 C・ Ⅳ NOur100

SP-627 C・ V S15ヽV105

SP-628 C・ V S13W105

SP-629 欠番

SP-630 C・ Ⅳ N22ヽ
～
「87 釧卜 02柱穴

SP… 631 C・ Ⅳ N22報ヽ 7 Sr-02柱穴

SP-632 C・ Ⅳ N20W87 釧〕-02柱穴

SP-633 C・ Ⅳ N18W86 創卜 02柱穴

SP-634 C・ Ⅳ N18W84 鏡卜 02柱穴

SP-635 CoⅣ N201V84 釘卜 02柱穴

SP-636 C・ Ⅳ N22W85 鋼卜 02柱穴

SP-637 C・ Ⅳ N21W83

SP-638 C・ Ⅳ N191V83

SP-639 C・ Ⅳ N18ヽV84

SP-640 C・ Ⅳ N18W84

SP-641 C`Ⅱ N31V9

SP-642 C・ Ⅱ S8W6

SP-643 C・ Ⅱ N2ヽV13 5

SP-644 D・ Ⅲ N6W180

SP-645 D・ Ⅲ N9ヽV182

SP-646 D・ Ⅲ N31V171

SP-647 D・ Ⅲ S6W172 石釘i(第 83図 39)

SP-648 D・ Ⅲ S6ヽV174 7

SP-649 D・ Ⅲ SOur173 Jl器 (第 62図 85)

SP-650 D・ Ⅲ S2W175

SP… 651 D・ Ⅲ N6W169 9

SP… 652 D・ Ⅲ S311r169

SP… 653 D・ Ⅲ S14W172 土器 (第 62図 86)

SP… 654 D・ Ⅲ S3W171 6

SP… 655 DoⅢ N2W175

SP-656 D・ lll Slどいr174 土器 (第 62図87)

SP… 657 DoⅢ N3W171 磨石類 (第 89図 143)

SP-658 DoⅢ N8W174

SP-659 D・ Ⅲ N21V171
土器 (第 72図341)

打製石斧 (第 86図 92)

・ 深さは、検出面から最深部までの垂線の長さ (cm)で 表した。検
出面が傾斜している場合は高低の平均値を検出面の高さとした。

・ グリッドは、ビットがひとつのグリッド内にある場合はそのグ
リッド名を、複数グリッドにまたがる場合は、多くかかっているグ
リッド名を記載した。
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239は これに伴うものと、SK-368は壁に拳大程度の石を配しており水溜め状の遺構かと、SD-03に接する

位置にある SK-271も 覆上の観察から水溜状遣構かと思われるが、これ以外は性格を判断し難い。なお落と

し穴と思われる土壌 (SK-346・ 434・ 559・ 605・ 619)が 5基認められた。出土遺物はないが、縄文時代中

期の住居址 を切って構築されてお り古いものではない。一応中世の時期を考えておきたい。

(3)ビ ット (第 2表 )

総数659基が認められた。個別に図化及び記述することは紙数の関係上難しいので、所在グリッドと深さ

等のデーターのみ一覧表に掲載 した。また遺構検出の段階で「SP」 と冠し、その後掘立柱建物址や柵列の

柱穴等と判断したものも含まれている。遺構番号の付け替えをしなけらばならないところであるが、覆上の

記録、写真撮影の記録簿、遺物ラベル等を修正するとなると煩雑となり、誤謬も生じる可能性があったため

そのままとしている。

(4)集 石遺構 (第 52図 )

SH-001～ 011と SK-166が該当し、総数12基である。分布はA・ Ⅱ区からC・ Ⅲ区の範囲で、C・ I区の

南西側、C・ Ⅲ区の南側に数基のまとまりがある。ただいずれも事業地の中央にある谷へ と傾斜 した範囲に

あり、竪穴式住居址の分布範囲と合致する。以下いくつか取 り上げ記述していく。

① SH-001

位置 :A・ Ⅱ区の南西側、N50E33グ リッド周辺。  切 り合い :な い。

形状 :平面形は径114～ 125cmを測る不整円形を呈する。深さ56cmを 測る鍋底状の掘 り方底面には、 8個

の平石が花弁状に平たく敷かれ、その上部に角礫をあまり隙間なくぎっしり充満させていた。底面の平石と

その上部の角礫の間、掘 り方の壁際には炭化材があり、壁は被熱により赤 く焼土化していた。また平石も角

礫も被熱痕が顕著に認められた。

覆土 :6層の堆積を認めた。

遣物 :出上していない。

時期 :推測の域をでないが、各遺構の分布状況から考えて、縄文時代前期末～中期初頭の帰属時期をあたえ

るのが妥当と思われる。

② SH-002

位置 :C・ I区の南東側、N4EOグ リッド周辺。  切 り合い :SB-04に 切られる。

形状 :平面形は径136～ 142cmを測る円形を呈する。SH-002全掘後の深さは72clnを測るが、集石遺構とし

て最後に機能していた時点での深さは32cmである。円礫や角礫がやや中央によった状態で認められ、炭化

材は礫のない壁際に寄っている状況を観察できた。礫の充填状況は、SH― o01の様に上から下までぎっしり

という状態ではなく、 3層上面に厚みをあまりもたずおかれたという感である。 3層の上面は、中央を主と

して赤く被熱化が認められ、礫も被熱痕が顕著に認められた。

覆土 :4層 の堆積を認めた。 3・ 4層 はにぶい黄褐色土でしまりは弱く、角礫や炭化材の小片を含む。底面

で被熱痕は認めなかったがこうした状況から考えると、当初は深さ72cmの掘り方をもつ集石遺構で、その

後石を抜き解体され地山のローム層土を埋めて深さ32clnと し、再び集石遺構として機能させたのではない

かと推定される。

遺物 :1層から土器片 (第72図 3420343)が出上した。なお 2片掲載したが、同一個体の可能性が高い。

―- 86 -―



炭化材

SH-001

上面

下底面

1 1 10YR2/1 黒 しまり・粘性

無  11■ mロ ーム粒・lmm焼上粒

少 量、炭中臆含む

2:10YR3/1 黒褐 しまり無く

刊トラサラな微小ローム粒を多く

■年む 書μ分的に炭化物少量含む

3:10YR2/1 ■ しまり普通

部疑最のローム粒子の他、炭化物・

力桂土粒多く含む
‐‐l i 10YR4′ /3 1こぶい黄褐 しま

り 無 くサラサラ 焼土粒多く含

む 他炭化物少量含む

5 1 10YR5/4 にぶい黄褐 しま
lp柑硬 く指Vrl大のロームプロッ

ク ・ ローム粒多く含む 壁llllの

一…部焼土化

6:10YR4/4 褐 しまり普通

ロ ーム粒多く、獅 rl大 ロームブ

ロ ック少巌含む 炭化物少量混

Aす る

■ 1 10YR3/2 黒褐 しまり

朝弱、 粘性精有 lrnmロ ーム

瀬と ‐炭少量含む

2=10YR3/1 黒褐 しまり

メL好、粘性和有 ローム粒・

難 粒・10～ 15mm炭化材片

グ′量含む

SH-002

l:10YR3/2 黒褐 しまり,ll設柑有

lmmロ ーム粒及び3～ 10mmロ ームプ

ロック少し、炭和多く含む

2:10YR3/1 黒褐 しまり弱、粘爾 I

ローム粒及び3～5mmロ ームプロック和

多く、焼上粒及び炭化物多く含む

3:10YR5/4 にぶいrft褐  しまり弱く

ポソポソ、IIII性 有 ローム質上を主とし

暗褐色上 (10～ 15%)滉 人 5～ 10mm
ロームプロック多く、準大の角礫・炭化

材小片少し含む

4:10YR4/3 にぶい黄褐 しまり弱く

ボソボソ、粘性有 ローム質上を主とし

暗褐色t(30%)及 び5～ 15m肛 l小 石多

く混入 5～ 10mmロ ームプロック多く、

準大の角礫精多く、炭化材小片多く含む

SH‐ 003

上面

1:10YR3′ ′1 黒褐 しまり弱、粘性弱

焼礫及び破砕剥離片多く入る

2:10Yυ′
′l 黒 しまり弱、粘性弱

焼礫及び破砕千」離 l十 多 く、炭化材・焼

上粒やや多 く含む

下底面

SK-166

礫取除後

1:10YR3/3 晴褐 しまり普通、粘性有 ローム粒少量

含む

21 10YR4/3 にぶい黄褐 しまり精駆 粘性11 ローム

粒を箱降り状に和多く含む

3:10YR3/2 黒椰 しまり普迎、粘性有 ローム粒・ 3～

5mm大 ロームプロックを和多く合む

4:10YR3/2 黒褐 しまり良く粘性有 口…ム粒少量、

焼土粒 ,炭粒を和多く含む

5:10YR4/3 にぶい黄褐 しまりlLll性 共に弱く、ローム

社・5～ 10mmのロームプロックを多く含む

6:10YR5/4 にぶい責褐 しまり弱くIFI性 強い ローム

プロック・焼土プロツク・炭化材多く含む

7:10YR3/4 11F褐  しまり粘性共に弱い ローム粒微量

含む

8:10YR4/3 にぶい贅褐 しまり普通、粘性有 ローム

粒・ロームプロックrll多 く含む

9:2.5YR6/6 明黄褐 しまり砥く粘性右 ローム土その

もの 人為的埋戻し上

10:10YR5/2 灰黄褐 しまり粘性共に弱 ローム粒・

炭化材少量含む

11 1 10YR2/1 黒 しまり弱く粘性有 炭化材多く含む

炭化物層

12:10Y則/3 にぶい賞褐 しまり粘性共に弱 ローム粒・

焼上粒共に多く含む

13:10YR5/3 にぶい責褐 しまり和弱く粘性右 ロー

ム粒の他、灰と思われる微粒物質多く含む

14:10YR3/2 黒褐 しまり和強く粘性有 ローム粒・

焼土粒少灘、灰 ?・ 炭化材含む

0     1m

SH-009

た

囃

―

ヽ
1:10YR2/2 黒褐

しまり・粘性右 炭

化材小片・炭粒やや

多く、2～ 5mm小 石

少量、焼礫の破砕小

片微戯含む

SH-011

上面

SH-010

ポ神ω
11 10YR3/1 黒褐 しまり普通、粘性

相有 炭粒やや多く、5～ 15mm小石・

砕けた焼礫小片と粉砕粉含む

2:10YR2/1 黒 しまり和弱、粘性乏

しい 炭化材・炭化物多最、破砕礫小

片～5cm礫 少量含む

3:10Y認/1 黒 しまり和破、粘性右

暗褐色±30～ 40%含 む

4:10YR3ん  暗褐 しまり和弱、粘性

有 炭化物多く、焼上粒・5～ 10mm小

石少量含む

5:10YR4/6 褐 しまり・粘性強 ロー

ム粒Irt多 く含む 2層 との境界は焼土化
して赤変

1:10YR3/1 黒褐 しまり弱、粘性有
ローム粒含む

2:10YR2/1 黒 しまり,粘性有 炭

化材・炭粒多く含む 炭化材は壁際か

ら掘り方底面に集中

第52図 集石遺構 (S=1/60)

下底面
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時期 :伴出土器は縄文時代前期末のものであり、概ねこの時期の所産と考えられる。

③ SH-003

位置 :C・ I区の南端、S9W14グ リッド周辺。  切り合い :な い。

形状 :南側は調査区域外まで及ぶが、概ね円形を呈すると推測され、東西で150cm程 度を測る。掘 り方は

深さ40cm程度の断面形描鉢状を呈す。SH-001と 同じく、底面には平石が 7個敷かれ、その上部に角礫や

円礫、角礫が景J離 した薄片を充填 しているが、SH-001程密集していない。壁面に赤化範囲は認められな

かったが、礫には被熱痕が認められた。

覆土 :2層 を確認した。 2層 には炭化材を多 く含んでいたがゝ材の形状を留めている様なものは認められな

かった。

遺物 :集石を構成する礫の中から磨石らしきものを認めたが、被熱が著しく使用痕が観察できる状況ではな

かった。それ以外は見られなかった。

時期 :土器が出土しなかったので推測の域をでないが、周囲には縄文時代前期末～中期初頭の遺構が分布す

るので、この時期の所産とするのが妥当であろうか。

④ SH-007

位置 :C・ Ⅲ区の中央、N15W41グ リッド周辺。  切り合い :な い。

形状 :平面形は径96～ 99cmの 円形を呈 し、断面形は描鉢状で深さ40cmを 測る。掘 り方の底部には平石を

3個敷 き、その上部に径 3cmか ら長径20cm程の円礫 を主に充填 しているが、密集度はそれほどでもな

い。材の形状をあまり留めていない炭化材が西壁際に認められ、その周囲の壁が主に赤 く焼土化していた。

礫には被熱痕が認められた。

覆土 :2層の堆積を確認した。 1層 も2層 も黒褐色土であるが、 2層には15mm程度までの細かくなった炭

化材片が 1層 より多 く観察された。

遺物 :黒曜石の剥片が 2点出土したのみである。

時期 :伴出土器を欠き時期の特定にはいたらないが、この周辺には縄文時代前期末～中期初頭の土壌がまと

まっているため、この時期の所産である可能性が高いと思われる。

⑤ SH-008

位置 :C・ Ⅲ区の南寄、S7W48グ リッド周辺。  切り合い :な い。

形状 :掘 り方は確認で きなかったが、検出面にて110× 70cm程 の範囲に焼礫15個程のまとまりが認めら

れ、礫の周辺に炭化物の散在を見た。

覆土 :な い。

遣物 :礫の散在する範囲内から、胎土に繊維を含む土器細片等 3点が出土した。

時期 :伴出土器から判断して、縄文時代早期末の所産と思われる。

⑥ SH-009

位置 :C・ Ⅲ区の南側、S10W54グ リッド周辺。  切り合い :な い。

形状 :平面形は隅丸方形状を呈 し71× 62cmを 測る。断面形はllll状 で深さ13cmを 測る。底面からやや浮い

た状況で 3～ 10cmの角礫が15個弱認められた。底面や壁面に赤化範囲は認められなかったが、礫に被熱痕

が認められた。
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覆土 :黒褐色上の単層で、炭化材の小片や炭粒をやや多 く含んでいた。

遺物 :ない。

時期 :伴出遺物がないため時期の特定はできない。周囲には縄文時代前期末～中期初頭の上壌や竪穴式住居

址が広がっているが、同時期と思われる他の集石遺構と形状の差異が大きい。SH-008よ り早期末の上器片

が出上したこともあるので、時期不明としておく。

② SH-010

位置 :C・ Ⅲ区の南側、S9W56グリッド周辺。

切り合い :切 り合いはないが、SH-009が南東 lmの箇所に隣接する。

形状 :平面形は124～ 128cmを 測る円形。断面形は深さ42cmを 測る橘鉢状であるが、穴が埋没しきらない

段階で掘り返しを行い再利用しているため、完掘後の底面には段がつく。幼児の拳大から長径20cmま での

角礫や亜円礫200個程が充填されており、西壁には赤く焼土化した箇所を認めた。礫には被熱痕が認められ

た。

覆土 :5層の堆積を観察した。 3～ 5層 を切る状況で2層が確認できるため、 3層堆積後に掘 り返しが行わ

れたことが分かる。ただし3層 は、地山の土と考えられる暗褐色土を30～40%含む黒色土でしまりがあるた

め、掘り返しの際に人為的に埋め掘り方の形状を整えたものかと考えられる。

遺物 :土器の細片が 1点出土したのみである。

時期 :伴出土器は縄文時代前期末のものと思われる。同時期と考えられる他の集石と類似するため、この時  〕

期の所産と思われる。

③ SH-011

位置 :C・ Ⅲ区の南側、S10W66グ リッド周辺。  切り合い :SK-450に切られる。

形状 :平面形は径70cm程の円形で、深さ24cmを測る断面括鉢状の掘 り方を有する。底面からぎっしりと

円礫や角礫が充填されており、炭化材が壁際から底面にかけて存在する。底面や壁面に顕著な赤化範囲は認

められなかったが、礫には被熱痕が見られた。

覆土 :2層 の堆積を観察した。 2層 には炭化材や炭粒を多く含む。 1層 はローム粒を多 く含みしまりもな

遺物 :出土していない。

時期 :伴出土器がないため時期の特定はできない。周囲には縄文時代前期末～中期初頭の土墳や竪穴式住居

址が分布するので、この時期の所産である可能性が高い。

③ SK-166

位置 :A・ Ⅱ区の東端、N54E55グ リッド周辺。東側半分は調査区域外へ及ぶ。

切り合い :SK-1640165に 切られ、SK-168を切る。

形状 :東側半分が調査区域外のため推測となるが、平面形は東西方向に長い不整円形を呈すと思われ、短径

で180cm程度である。断面形は段を有しながら底面へと到る描鉢状を呈し、深さ70cIIIを測る。覆上の観察

から3次にわたる利用が認められたが、礫はいずれも3cm程度から人頭程の大きさの円礫・角礫が充填さ

れており、被熱痕が観察された。炭化材は 1次利用の際のものが顕著で、壁に張り付 く様に存在し壁の焼土

化も認められる。 2次利用時のものは細片のみで、 1次利用のものは上部が削平されており確認できない。

覆土 :14層 の堆積を観察した。先述のとおり3次の利用を考えることができる。 9層 は地山のローム層土そ
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のもので、入場的に埋められたillと 思われる嗜よってその下位にある10～ 14層 が 1次利用に相応する堆積

で、上位が 露次孝lJll以 降の堆積と考えられる.ま た 1勝 は晴褐色iLで炭化材や礫を含まず、その上面に焼礫

が翫鯛乗聯状況である唸よってその 下位となる2～ 8鱗 が 2次利用に相応する堆積で、 1層が埋められた

li、 1麟の よllrliに 乗る焼礫が 3次利丹|に よるものと考えられる.

鷺物 :織文前期末～中lJl初頭の11器 片、時期不明の胎上に繊維を含む土器片、黒曜石剥片、各 1点 出上 し

な。

時期 :伴出ill器は2時期混在するが、間llllに は縄文時代前期末～中期初頭の土lJXが広がってお り、古い時期

のlL器を海入品と見れば、新しい111器の時期である可能性の方が高いと思われる。

(5)竪穴状鸞構 (第53図 )

犠穴武 lLlllli・址の機に広い掘り方を有すが、柱穴や灯i力
[/J・ ないものを竪穴状IIn構 としてあつかった。C・ I

区の北側にて 2基が切り合いl1/J係 を持って検出されたし

聯穴状熾構 1は N44W33グ リッド周辺にあり、竪穴状選構 2を 切る。東側は掘 り方を確認できなかった

・
/J‐

i、 簿J平 されて残存していないのか、傾斜面に構築したため低い方である東側は掘 り方を持たなかったのか

芋り断つかない。lli北 で5.5m程、西側の壁は最大で18cmを 減1る 。中央部周辺は床面が硬 くしまっている状

況を確磁できた。遺物は出11し なかった。

騒穴状避構 2は N41W30グ リッドrili・l辺 にあり、竪穴状遺構 1と SK-393に切られる。平面形は南辺が張る

隅丸方形状で、長径3.8m、 短径3.lmを 測る。掘 り方は最深で42cmを 減1り 、底部へゆるやかな傾斜で掘 り

こまれ機に段を有す。底面に硬化した箇所は見られず、柱穴や炉址もない。南側の底面には、ほぼ接した状

況で準大から後20cFn程度の円礫や角礫50個弱が遺存しており、礫間より鉄製品が出土した。遺物はこの鉄

聾品のみである。

いすれも1平出遺物に恵まれず時期の特定をできないが、周囲に中世前半期 (鎌倉期)の土墳や掘立柱建物

竪穴状鷹翻 ・ 2

硬化範囲

〔竪た状遊構11

1 1 10YR34 暗褐 しまり,粘性和有 5～ 10nlm小 石・炭少量含む

【躍穴状遭構21

1 1 10YR3/3 晴掲 しまり書有、粘性無
2:10Y舶4 鳳褐 しまり講有、粘性無
3:10YR34 暗褐 しまり・粘11積有

第53図 竪穴状遭構 (s=1/60)

lmmロ ーム粒・5mm小石・炭少景含 む
llllm口 …ム粒中震、炭・5mm小石少量含む

lmmロ ーム粒・5mm小石少量、5～ 10mmロ ームプロック1%含む
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址力`あるので、この時期の所産である可能性が高い。

(6)掘 立柱建物址

鋼>01002の 2基がある。またA・ Ⅱ区の東端、N74E49グ リッド周辺にも創,-01と 同じ状況と思われる

範囲があるが、柱の並びをうまく捉えられず「訂 」と冠さなかったものの、掘立柱建物址が存在 した可能

性が高い。なお遺構検出の段階で「SPJと して遺構番号を付 し、その後掘立柱建物力Lを 構成する柱穴 と判

断しているが、これについては遺構番号の付け替えを行わずそのまま使用 している。

① ST-01(第 54図 )

位置 :C・ I区の東端、N40E6グ リッドJ司 辺。この場所は東側へと傾斜しており、遺構検出面での西と東

℃

。当 ギ

■̈

´
碁S

鼈 軒
堅 LoI覇 一 一 葛 高

Ⅳ‐‐‐
吐

Ｅ

一

Ci

SP・390  SP‐ 396

て

:7477m

l:10YR3/2 黒褐 しまり

和有、粘性無 lmmロ ーム

粒・5mm小 石少最含む
2:10YR4//3 にぶい黄褐
しまり'粘性無 5mm小 石
少量含む

絆3』 q円“

種 滞 評 マ

:747.7m

l:10YR4/3 にぶい黄褐 しまり和 ri、 粘性無 1～ 2mmロ ーム粒・炭 ,

5mmイ 石ヽ少量、5～ 10mmロ ームプロック5%含む

2:10YR3/3 暗褐 しまり総右、粘性無 lmmロ ーム粒・晨少量、5～

lommロ ームプロック3%含む

3:10YR4//3 にぶい賢褐 しまり精有、粘性無 1-2mmロ ーム粒・5mm

f項ま粛ル:～絆皿臨
ム
11ち徹η編有mmロー琳州含む

E:

1:10YR2/2 黒褐 しまり・粘性積有 lmmロ ーム粒少量含む
2    2 1 10YR3/3 暗褐 しまり・粘性和右 lmmロ ーム粒少量、5mmロ ームプロック5%含 tr

lil:¥景 1′:骨機ぃ姜忌
り管理学1霧各和Flll台竺去霜I』11雀量京暮少量含む

第54図  S丁 -01及び周辺遭構 (S=1/100)

SP・ 391%募
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の比高差 は75cm程度ある。なお北東側 には柵列

SA-01、 西側には SD-05があり、この建物址に付

随する施設と思われる。

形状 :平面形はやや不規則な柱穴配置を示すが、

長軸4.lm、 短軸3.2～ 3.7mの 台形 を呈 し、主軸方

向 は N-16° 一Wを 示 す。柱 穴は径10～ 20cm、 深

さ 6～ 30cmを測 り、平面形は円形のものか ら楕円

形に歪む。柱はかなり不規則に配置されているが、

2× 4間 と思われる。また SK-239は 、掘立柱建物

址内での位置関係から、建物址内に併設された土壊

と考えられる。なおす ぐ東側が調査区端であ り、東

側へ と続 く可能性 も考えられる。

覆土 :柱穴内の覆土は、黒褐色土と暗褐色上のもの

が認められた。

出土遣物 :SP-294か らは筒状鉄製品 (第93図④)が出土している。壁に沿う位置に立った状態で出上して

おり、柱の脇に埋められたと思われる。SP-316か らは鉄釘 (第93図③)が出土した。出上位置は墳の中央

から南西に寄った位置である。SP-294の筒状鉄製品と同様に入れられたものか、埋設された柱に打ち込ま

れていたものと考える。

時期 :柱穴から出土した遺物は鉄製品のみであり陶磁器はない。しかし周辺には中世前半期 (鎌倉期)の遺

構が分布しており、これと同時期である可能性が高い。

② ST-02(第55図 )

位置 :C・ Ⅳ区の北東佃J、 N20W84グ リッド周辺。

形状 :平面形はやや不規則な柱配置を示すが、長軸3.lm、 短軸1.3～ 1.6mの 長方形を呈し、 lX2間の建

物となる。この場所は東恨1へ と傾斜した場所であるため、山側となる西側部分の地面を削り、水平面を作り

出している。柱穴は平面形が円形または楕円形で径20～30cmを 測り、深さは16～46cmで ある。

覆土 :灰黄褐色土が観察された。

出土遣物 :何 も出土しなかった。

時期 :周 囲には縄文時代前期末～中期初頭の土墳と、中世後半期の火葬墓があるが、これと結びつけるのは

強引だと感じる。伴出遺物がないため特定できないということにしておく。

(7)柵列 (第 54図 )

ピットが建物を構成せず直線的な配列をなすものを柵列として抽出し「SAJと した。ただし多様な時期

の遺構が今回の調査では見つかっており、ただ並んでいるからと抽出したのでは誤謬を招くゆえ、確実にこ

れはというものしか選んでいない。よって 1基のみの抽出であり、見落としも予想される。

SA-01は掘立柱建物l」L創卜 olの北西にある。SP-402か らSP-418ま での並びを抽出した。なお SK-246
と重なる位置に、現場で撹乱と判断し記録した掘り込みがあるが、今となってみるとこれがピットだったの

かとも考えられ、これを含めてSP-442ま で延ばしてもよいのではと思われる。各柱穴間は1.3～ 1.8mを濃l

り、深さは9～ 32cmである。帰属時期についてであるが、SP-414か ら常滑焼の甕片が出土している。あ

まりに小さな破片で時期を特定できなかったが、周辺にある遺構の配置も加えて考えると、中世前半期 (鎌

ST-02

・ m   0           2mンまり・粘性柑有 1～hl:10YR4ノ2 灰貴褐  t
ローム粒・ 炭少 lll含 む

                 に__¬ 一―一千―~~T~~J

第55図 ST-02(S=1/80)
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倉期)の所産である可能性が高いと思われる。

(8)土 墳墓 (第 56・ 57図、第 3表 )

人骨が出土した土墳 と銭貨が出上 した上墳に加え、これら土墳に形状や覆土が類似するもの、特に礫を含

む土城を総合的に考えて土壌墓 と判断 した。人骨のみが出土 したもの 5基、人骨 と銭貨が出土 したもの 2

基、銭貨のみが出土 したもの 5基 (SB-09と 重なる位置にあ り平面でその存在を提え損ね、断面でその掘

り方を確認したもの 1基 を含む)、 骨粉 らしきものが出土したもの 1基、総合的に土壊墓と判断したもの10

基、総計23基 を数える。骨が残らなかったため、墓 と特定できなかった土墳は他にもあるはずなので、総数

が増えることは間違いない。

上娠墓の帰属時期は出土した銭貨から判断するしかないが、初鋳年が最も新しいのはSK-159出 上の「朝

鮮通賓J(初鋳年1425年)であり、「寛永通費」がないことから考えて、中世後半期の上墳墓と見るのが妥当

と思われる。上壊墓の形状は、平面形が楕円形 (SK-258・ 396等)や隅丸長方形 (SK-159・ 206等 )を呈

すものが多いものの、円形のもの (SK-140)も 存在する。またSK-558は 39× 26cmと 小型で、骨片と共

に炭片が見られたことから、火葬骨を再葬したものと思われる。骨が比較的良く残っていたSK-159・

396・ 446の埋葬姿勢は屈葬であり、頭は概ね北方向を向けている。SK-179は銭貨の出上位置と人骨の残存

状況から、両手に銭貨を3枚づつ握らせて埋葬したのではないかと推測される。SK-446は埋葬した後に掘

り方の半分程度上を入れ、その上に持ち上げるのも容易でない程の大石を3つ入れてあった。土葬で葬った

経験のある年配の作業員は、土を掛けただけでは獣に掘り返されてしまうため、石を入れることがあったと

話してくれた。鑑定で子供の骨と判明しており、絶対に掘り荒らされない様に手厚く埋葬したのではないか

第 3表 土渡墓一覧表

避構 No。
在

区

所

地
所在

グリツド

規模 (cm)
出土遺物

切り合い関係 ‐
(>:切 られる、<:切る、■:不 明)

備考
長径 短径 深 さ

SK-140 A・ Ⅱ N26E21 θ同金支(10)

SK-159 A・ Ⅱ N24E17 鋼銭6(11～ 16) 人骨出土

SK-206 C・ I N15E13 >SK-295、 <SB-05

SK-208 C・ I N25E10 <SK… 283・ SP-435

SK-224 C・ I N34W0 多少疑間 ?

SK-227 C・ I N35E2 >SK… 226

SK… 231 C・ I N27Ell <SK-283

SK-258 C・ I N42E3 鋼銭 (18) ■SP-348

SK-267 C・ I N6E7 土器小片1 多少疑間 ?

SK… 277 C・ I N30W14 <SK-420、 ■SK-482 覆上中に骨粉らしきもの確認。

SK-295 C・ I N15E13 土器小片2、 チヤー ト片2 <SB-05・ SK-206

SK-304 Co I N38W17

SK-308 C・ I N27W15 銅銭 (19) <SP-560・ SD-03、 ■SP-537 覆土中に骨粉らしきもの確認。

SK-309 C・ I N24W20 <SK-284

SK-311 C,I N13Wl 土器小片2

SK-383 C・ I N49W14 鋼銭 (20。 21)、 打製石斧 (121) ≒SK-278

SK-388 C・ I N56W17 銅銭 (22) 人骨出土

SK-396 C・ I N43W18 人骨出土

SK-446 C・ Ⅲ NllW67 SD-03埋没途中に掘削 人骨出土

SK-558 C・ Ⅱ S3W4 <SB-10 人骨・炭出土

SK-562 C・ Ⅱ S4W4 <SB-10 歯出土

SK-577 Co Ⅱ S9WO 人骨出土
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SK‐140

-◎
ユ

_     z5.7m

SK‐159

1:10YR3/3 1rr褐
しまり・粘性無 lmm
ローム粒中量、

ク5%、 炭少最含む

ISK・ 鋤 61

l:10YR2/2 黒褐 しま

り有、粘性神布 lmmロ ー

ム粒・炭少量台む

2:10YR2/1 黒 しまり

右、粘性権右 lmmロ ー

ム粒 少量、炭中電、5mm
ロームプロック5%含む

3:10YR4′ 3 にぶい黄得

し ま り無 ,粘 性 frl有

imrn rr― ム粒多量含む

SK-208・ 2310283

1:1()YR3/3 瞬褐

し ま り・ lll性 競

lallnロ ーム粒中触、

ロ ック5%.炭 少量

奮 tF

SK-304

1:10YR3/2 黒褐 しまり・

粘性無 lmmロ ーム粒、5mm
小石少量含む

ISK‐ 208】

1:10YR3/2 黒褐 しまり和有、粘

性無 lmmロ ーム粒・炭少量含む

2:10YR3ん  暗褐 しまり・lll性 無

lmmローム粒・炭少量、5～ 10mmロ ー

ムプロック3%含 む

3:10YR4/3 にぶい黄褐 しまり無、

粘性和有 lmmロ ーム粒多量、5～

lommロ ームプロック10%含 む

【SK‐231】

1:10YR3/2 黒褐 しまり無、粘性

和有 lmmロ ーム粒中量、炭少量含む

ISK‐ 283】

1:10Yυ/2 黒褐 しまり・粘性llJ有

lmmロ ーム粒・炭少量、5～ 20mmロ ー

ムプロック2%含む

1:10YR3/3 暗褐 しまりrlj布 、粘性無
lmmロ ーム粒・炭・5mm4ヽ TF少 鮭含む

2:10YR3/3 暗樹 しまり和有、粘性無

lmmロ ー ム粒・ 炭・ 5 nl m小 石 少量 、5～

201n■1ロ ームプ rtッ ク船 %含む

3:10YR3/3 暗褐 しまり・ lll性 無 lmnl
ローム粒・炭・5mm小 石少量含 tF

SK-277・ 420

回̈̈
¨̈̈
一̈̈
』

鳳

Ｎ

げ

ｒ

31p.Om

ISK・ 2271

1:10YR4/2 灰責褐 しまり・粘IL41f有 2mmロ ーム粒少臓含む

2:10YR4/3 にぶいrt褐 しまり ,llll性稽有 5mm小イf少 ll含 む

3:1縮 と同じ

4:10YR4/4 褐 しまり無、粘性和rl‐  lmlllロ ーム粒多馳含む

5:10YR4/2 灰責褐 しまり・粘性稽有 1～ 2mmロ ーム粒、

5mm小石少量含む

6:10YR4/3 にぶい黄褐 しまり無 粘性稽有 5mm小石少盤含

む

【SK・226】

1:10YR3/3 暗褐

しまり有、 flll性和有

5mm小石少量含む

貴褐  しま り柑布、

粘性有 lmmロ ーム

粒多量含む

3:10YR4/2 灰費褐

しまり無、粘性和有

4:10YR3/3 1音 褐

しまり有、粘性精有

5mm小 石 少量、5～

ク10%含む

l:10YR3/4 R書 褐 し

まり和有、粘性無 lmm
ローム粒中量、3～ 10mm
小石・炭少量、5～ 10mm
ロームプロック3%含 む

1:10YR2/3 黒褐 しま

り,粘性和有 lmmロ ー

ム粒・炭少最、3～ 10mm
ロームプロック5%含 む

2:10YR2/2 黒褐 しま

り・粘性和有 lmmロ ー

ム粒中量、3～ 10mmロー

ムプロック7%含む

3:10Ⅵ磁/3 にぶい贅褐

しまり無、粘性和有

■l■llロ ーム粒多駄 腺少肱

3～ 10mmロ ームプロック7

%含む

4:10YR2/1 黒 しまり

無、粘性rlltt lmmロ ー

ム粒少量含む

＝
息

――

＝

は

日

日

―‐

、

Ｒ

鶴

閣

Ｎ

同

ｒ

SK-284・ 309

ム粒中量、5～ 10mmロ ームプロック5%含む

5:10YR3/3 暗褐 しまり無、粘性和有 lmmロ ー

ム粒少量含む

【SK‐3091

1:10Yυ /2 黒褐 しまり'粘性和有

SK-295

1:10-1 黒褐 しまり軸 、

粘性和強 2～5mmロ ームプロ

ック少量含む

2:10YR2/1 黒 しまり和強、

粘性右 ローム粒微量含む

3:10YR5/3 にぶい黄褐 し

まり ,粘性強 ローム質上

4:lm2 黒褐 しまり普通、

粘性強 ローム粒少し含む

5:10YR3/2 黒褐 しまり良、

粘性和強 ローム粒及び5～

10mmロ ームプロック多く含む

SK-311

炭少量含む  1:10YR3/3 暗褐 しまり・粘
性無 1～2mmロ ーム粒多量含む

【SK・ 2771

1:10YR3/3 暗褐

しまり無、粘性構

有 lmmロ ーム粒

中景、5mm小 石少

景含む

2:10YR3/2 黒褐

しまり‖ 性精有

lmmロ ーム粒・

5mm小 石少量含む

0     1m

第56図 土墳墓① (S=1/60)
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SK‐ 224

鰤ふ
炒  SK-309
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SK‐446
上面

1亀

下底面 ｀

SK-396 SK-558

一
1:10YR2/1 肌

しまり真、粘性 fll

布 2～よ
"炭

化制・

小 炭 片 多 く、 長

3cm位 迄の 411り 1・ 多

く滉ざる

SK‐ 562

]t([i,「

骨
π

「

    。       _      憂7.Om

× 隋 怠

1:10YR3/2 腺thl し

まり ,Ill性無 3～ 5cm
小石少鷲含む

褐

褐

褐

黒

黒

晴

SD¨03・ SK…446セ クション

Ｓ

　

ｍ

と考えられるが、他の上墳墓と離れていることもあり別の性格を有すかもしれない。他の上墳墓は、C・ I

区の東側からA・ Ⅱ区の西側にまとまる。

各土墳墓の形状や出土遺物等の詳細は第 3表に掲載した。また出土した人骨は鑑定を頂いており、後項に

報告を掲載した。

(9)火葬墓 (第58図、第 4表 )

総計10基が検出された。A・ Ⅱ区の南西側からC・ I区の南東側と、C・ Ⅳ区の北側からC・ Ⅲ区の北西

側の 2箇所にまとまる傾向が見 られる。伴出した銭貨で初鋳年が最も新しいのは「永楽通費J(初鋳年1408

l'10YR3/4 1層
綺  しまり・ 右ヽ性

無  inimロ ーム粒

中難含む

【SD‐ 03、 SK・ 446】

l    l:10YR3/2 黒褐 しまり無、粘性柑Fi 5～ 10mm小 石少職脅む 緋作上I飩 り残し

2:10YIt3/2 黒褐 しまり無、lllttrllrl lmmロ ーム粒・5～ 10mm小 石少鰍含む

3:10YR3/3 暗褐 しまり・粘性無 llrlmロ ーム粒少lll、 5mnl小石中量含む

4:10YR3/2 黒褐 しまり柑右、jFlll性 無 3～ 5:nm小石少撤含む

5:7.5YR3/3 暗褐 しまり無、XILttll有  3mm小石中量含む

6:10YR4/3 にぶい資褐 しまり・Ir麟柑有 lmmロ ーム杜多散、5～ 10nlm4、石少敏、5～ 10mrn鳳 褐色上プロック50/● 含む

7:10YR2/2 黒褐 しまり有、粘性和布 1～2mmロ ーム粒・3～ 5mm小 石・民少鷺含む

8:10YR3/3 暗褐 しまり有、IFIL性和有 1～ 2mrnロ ーム粒中激、3～ 10■ lnI小 石少量含む

9:10YR4/3 にぶい黄褐 しまり・粘性僻 i l～ 2mmロ ーム粒多驚、1～ 2cmロ ームプロック10%含む

10:10YR2/2 黒褐 しまり。
llll性 有 lmmロ ーム粒・3～ 5:nm小石少量含む

11:10YR3/3 暗褐 しまり無、粘性精有 lmmロ ーム粒・5mm小 石少彙含む

12 1 10YR3/4 暗褐 しまり無、粘性右 lminローム粒少量、3～5mm小 石少量奮む ややシルト質

13:10YR4/3 にぶい黄褐 しまり無、粘性有 1-2mmロ ーム粒多量、3～ 51nm小イ,少 厳含む

14 1 10YR4/3 にぶい黄褐 しまり・粘性無 2mm粒迄の砂増 5～ 10mm小石多量含む

15:10YR4/3 にぶい贅褐 しまり無、粘性有 1～ 2mmロ ーム粒多量、3～ 5●Im小石少量命む

① :10YR3/3 暗褐 しまり・粘性和右 1～2mmロ ーム粒多量、5～20mrnロ ームプロック15%含む

127:10YR4/4 褐 しまり無、粘性和右 1～2mmロ ーム粒多世、5mmロ ームプロック2%含む

第57図 土渡墓② (S=1/60)

1/(g〕
11]勇

一(〔
I【::::,))と

ヽ

第 4表 火葬墓一覧表

道構Na 所在

地1区

■所在■
グ11,|ツ‐|ド

規模(cm)

彎|キψ 二轟継鯉警1轟島 備考

長径 1短径 深 さ

SK… 116 A・ Ⅱ N34E32 銅銭3(1～ 3) <SD-03

SK… 127 A・ Ⅱ N38E37 銅銭4(4～ 7)

SK-135 A・ Ⅱ N36E31 銅銭2(8・ 9) >SX-003

SK-179 C・ I N13E8 銅銭1(17) <SB-05 縄文土器混入 (第 65図 176)

SK-449 C・ Ⅲ N19W61

SK-495 C・ Ⅳ NllW94 <SK-552

SK-508 C・ Ⅳ NllW92 銅銭 (23～ 27) <SK-553

SK-524 Co Ⅳ N17W95 銅銭 (28～ 34)

SK-530 C・ Ⅳ N16W92 銅銭 (35)

SK-548 C・ Ⅳ N33Wl10

―- 95 -一



SK‐ 127SK‐ 116

749伽■

1111,V:そ ″2 ・ll鶴  しま

り・ 糀饉鯉 lrrl理 ローム

総少縦,1"口■塊 I粒 多滋

計む 漑化材を多撤含む

…     1      覆 1lm

l:10TR38略 鶴 しまり・

機費乏しい ローノ、村・ロー

ムプロ ック多く、炭化物少し

含む

2:IllYR2 1 ,識  しまり ,

粘性を欠く 炭化材・魔化

物鴨 こ1/ptt lillllよ り骨 li

が集中してlH l, 餌餃もi■

I:lttilB413 にぶい驚鶴

しまり無.格性樅1 1,“ :“

ロー ム盤 ヽ最 少麟,3ヽ

脅か

2:xrk3‐ `3 略期 しまり

競.櫛性 rj 級化村 '1～

21xl“:難 ■壮多鮎含む 火葬

骨}i多 燃含む

SK‐495

_    l   r14m

SK‐ 135

SK‐530

1:10YR4.′6 褐のロー′、

11プ rlッ ク (3-20nlm)
と晴裕色■ /J灘 合|:賭

2:lイ,YR2′■ μ褐 しま

り 。ツi性 有 1-21n:nロ ー

ム粒・崚少 PII,5,lmロ ー

′、プロック3%含 む

3 1 10YR4′ ′3 にぶい黄褐

しまり諄通、llll性弱 ロー

2、 プロック多く、炭ナ:・ 焼

LttflJ多 く含む 骨ハ集中

聯

4:10YR2rl ‖  しまり

弱、 llll性 有 炭畷 炭化材

充涸する

7ξ 2m

1:l(,YR372■ 褐 しまり,llll

性務有 1了■inロ ー′、社少lll含む

2:5YR4/4 にぶい赤褐 焼土槽
3 1 10YR2/1 鳳 しまり無、IIll

‖:構 有 炭多量、骨ナi多 撤含む

4:10YR2/2 出褐 しまり'Illl

性FI F1 5～ 10■ l lllロ ー′、プロッ

ク10%含●・

5:10YR3/2鳳 褐 しまり・料i

trl和 有 linmロ ーノ、粒・炭少勲

含む

6:10YIt2./2 ■褐 しまり有、

常il/1 ttrl i nlinロ ーム粒少III含

む

SK-449

・                             ・

~        3   1 Z56.5m

SK-524

上面

……細骨片分布範囲

下底面

骨片

掘 り方 _

ISK‐ 524】

l:10YR4/3 にぶい費

褐 しまり普通、lll性

和右 ローム粒・3～

15mnlロ ームプロック

多く、焼上プロック・

炭片・骨片少し含む

2:10YR2/1 黒 炭

化材 集 中覇 径 2～

3cm九 材 ,径 10～

15cmlml材 が炭化 した

もの

3:2.5YR5/8 明赤欄
ローム質上が焼■化し

/1・ 変 しまり弱く粘性

右 骨片がこの期_1l Fi

からこの層中に多く迪

存する

4:10YR4/3 にぶい

黄褐 しまり弱、粘性

右 ローム粒・ローム

プロックがli 骨片多

く含む

5:10YIt2/1 黒 炭

層 炭化材が充溝する

6:10YRν l 黒褐 し

まり上、粘性弱 ロー

ムプロック多く、炭粒

少し含む

7:10YR3/1 黒褐

しまり弱、粘性和有

1サ片・焼土粒精多く含

む r卜央より下部に骨

片集中遺存

0銭

頭
骨

？

援
化
材

炭化材

骨
片

赤変範囲

76■8m

l:10YI(3‐ 3

り・恥竹弱

く含む

り・粘性弱
411サ

1多 鸞含む

購褐 しま

ローι・粒柑多

嵐櫛 しま

焼 [糧・炭・

0     1m
卜rrr_r,___―

ISK・ 4491

明赤褐 しまり普迪、粘性弱 焼Jl (一部プロック状に入る)

にぶい贅褐 しまり普通、粘性弱 ローム粒・ロームプロック多く含む、炭化材少風混入
明政褐 しまり書通、粘性1" プロック状 (5～20mm)ロ ーム質止 明褐色土少量混入
黒 しまり普通、粘性和有 炭化物層 (径 5～ 10mmの 炭化材あり) ■片多く含む

褐 しまり普地、lll性弱 ローム粒多く霜I.Iり 状に入る

第58図 火葬墓 (S=1/60)

年)であり、土壊墓と同じく中世後半期の所産と考えられる。土墳墓の分布と一部重なる範囲もあるが、土

壌基のまとまりの東側と西側に火葬墓のまとまりが 2箇所あると見ることができるので、土地の使い分けを

していたものと推浪Iす る。

形状は他の遣跡で調査された典型的な火葬墓と同様で、平面形が隅丸長方形で長辺側の一方が張 り出し、

この張 り出しにつながる形で底面を細長 く2段に掘 り窪める形状のもの (SK-508・ 524等 )が多い。墳内

には炭化材が顕著に見られ、骨片が残存 していたが、細片と化しているため、そのすべてを墳内にのこした

まま埋めたのか、一部でも拾ったのかは判断つかない。また SK-524は掘 り方を再利用している状況が観察

でき、最初の火葬骨や炭化材は拾い上げられたと思われる。この拾い上げられた骨等は、先述した SK-558
の様に穴を掘り再葬されたと考えられるものがある一方、すぐllkに ある溝址 SD-03か らは、投げ棄てたと

考えられる状態の骨片や炭化材片も見つかっている。なおSD-03は 中世前半期 (鎌倉期)に掘 られたもの

であるが、この時期には埋没がすすみ細長い窪地となっていたものと推測され、骨片等はsD-03の底面か

ら浮いた位置より出土している。

火葬墓の長軸は南北方向となっているものが多く、骨が比較的良く残存していた sK-530は 、頭部 らしき

骨が北側にあり、足の骨が南側にあった。これは骨が残っていた土墳墓と同じ現象で、頭位を北に向けると
いう意識が反映した結果と考えられる。なお各火葬墓の規模や出土遺物等の詳細は一覧表に記載 した。出土

した骨は鑑定を頂いており、報告を後項に掲載した。

SK‐ 179

赤変範囲
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(10)溝 flL

SD-01～ 06ま で 6条あり、規模・形1大 とも様々である。SD-02・ 04は細長いプランであったため「SD」

と冠したが、溝としての機能を有していたとは考えられないものである。それ以外のものについてそれぞれ

記述しておく。

① SD-01
B・ I区 で東西方向にわたって検出されたもので、延長30m分 を確認した。北側は浅いが、南にいくに

従って徐々に深さを増し、南端で最深の42cmを 測る。覆上の観察からは滞水や流水の痕跡は伺えなかっ

た。溝内には礫がやや多く認められたが、人為的に配したといった様子ではなく、埋没時に入り込んだと

いった状況である。縄文土器片や黒曜石剥片が少量出上したが、本力Lは縄文期の遺構をすべて切って掘られ

ており、紛れ込んだ遺物とするのが妥当と思われる。よって時期は特定できない。

② SD-03
今回の調査でも注目されるもので、D・ Ⅲ区からA・ Ⅱ区にわたって約220m延びていることを確認し

た。底には砂や砂利が堆積しているので、流水があったと思われる。またこの砂層からは、鎌倉期の陶磁器

片 (第93図 3・ 7・ 11等)が出土しているので、この時期に掘られたと考えられる。

形状であるが、C・ Ⅲ区では幅3.5m、 深さ80cmと しっか りした構造を見るが、A・ Ⅱ区や C・ I区では

途切れ途切れにしか検出できず、場所によっては砂や砂利が地山のローム層上にわずか残っていたのを確認

したに留まる。開墾時にかなりの削平が行われたと見られ、場所によってその度合いが違うためのものと思

われるが、下流側は水を誘導する程度の掘り方しか有さなかったのかもしれない。

本址が検出された各調査区を南北方向で輪切 りにすると、南側は遺跡の中央を貫く谷へ向かって落ち込

み、中央は高く、北側は埋没した谷へ向かって低 くなる。C・ V区、C・ Ⅳ区、C・ Ⅲ区、Co I区 では、こ

の一番高い場所に本址は存在する。標高の高い方にあたるD・ Ⅲ区では、沢水が流れる南側の谷へと徐々に

向きをかえて延びており、沢水を取水していたのではないかと考えられる状況である。また下流側となる

A・ Ⅱ区でも南側の谷へ向かっており、流れてきた水はもとの谷へ落としていたと考えられる。よって取水

された水は、検出された本址の間で利用されたとしか考えられない。溝底の砂利層から出土した陶磁器片と

同時期と思われる、掘立柱建物址や竪穴状遺構等を構築した集落のために存在したものと思われ、用水路の

機能を果たしていたと判断したい。しかし、推定300m程度に及ぶ大規模な用水路を掘削してまでも水が必

要だった理由を導く痕跡は見出せなかった。

③ SD-05
C・ I区 の東端、N44W lグ リッドからN38E lグ リッドにかけて存在する。不整形ではあるが南北7m

程の長さで、最深12cmを 測る。出土遺物はないが、掘立柱建物址創>01のすぐ西佃1に あり、この区画溝と

しての性格を有すと思われる。

④ SD-06
C・ I区の北端、N48W23グ リッドからN48W16グ リッドにかけて検出された。西側及び東倶1へ さらに延

びていた可能性もあるが、確認できなかった。幅は概ね40cm程度で、深さ12～28clnを 減Iる 。覆土の観察

からは流水の痕跡を確認できなかったが、本址の西端から約2.5m南西には、石組みのある水溜状遺構 SK―

368があり、これに水を供給していた水路の可能性がある。出土遺物はなく時期の特定はできないが、SK―
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サブトレ北壁

A・ ‖区深掘リトレンチ箇所

第59図 SN-01(S=1/80)

0          2m

埋没谷セクション図 (S=1/80)

I:10YR3/3 晴褐 しまり良く粘性を欠く プロック状の黒褐色土 (Ⅱ

層)、 10～ 15mm小 石やや多く含む ⇒ 表上
Ⅱ:10YR3/1 黒褐 しまり良く粘性乏しい 洵汰の良い腐械土路であり
2～5mm小石岩千量含む
3:10YR4/6 褐 しまり・粘性ともに乏しい 5～ 10mm4ヽ 石多く、炭粒
及引〕〔白色上プロック (指頭大)やや多く含む
4:10YR3/4 暗褐 しまり・粘情:と もに乏しい 5～ 10mnl小石・炭粒・
灰白色土プロック (指 rFl大 )少 し含む
5:10YR3/2 黒褐 しまり普通、粘性ややあり Ⅵ層上を掘り返し4層

と混合したと推測される
Ⅵ :10YR2/1 黒 しまり良好、粘性あり 5～ 10mm小 石少量、白色・赤
褐色砂少量含む 腐食化進行度強い 上部ほどやや暗～黒褐色化している

lllに検出した拳大～人JTl大 の礫はこの層に含まれる
3:10YR3/3の 暗褐Jlと 5～ 30mm礫の混合層
4:10YR2/2 黒褐 しまり無、粘性fFltt lmmローム粒・5mm小石少量
含む
5:10YR3/3 暗褐 しまり・粘性和有 5～ 10mm小 石多量含む
6:10YR3/2 黒褐 しまり・粘性和有 lmmロ ーム粒少量含む

砕壇増翌ド
4黒 しまり・粘翻 有 hmロ ーム紗 量、5～ bmmJヽ 石

L」
OYR22締 しまり有、制 続 hmロ ーム粒・5mm/1N砂 殿

10:2.5Y2/1 黒 しまり・粘性有 5nlm小 石少量含む 柑砂質上
11:10YR4/4の褐色土と5～20mm礫の汎合層
12:10YR2/1 黒 しまり強、粘性有 5～10mm小石少量含む 精硼 土

1:7.5YR3/3 暗褐 しまり和有、粘性無 5～ 20mm小石少量含む
2:10YR2/1 黒 しまり・粘‖i和有 5～20mm小石少量含む 掘 り下げ

第60図
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368と 関連があるなら鎌倉期のものと考えられる。

(11)畝状遺構 (第59図 )

C・ Ⅲ区のJヒ端で確認された。調査区北側の埋没谷に堆積した黒色土が広がる範囲にあるため、当初の遺

構検出段階では捉えられなかったが、調査区北端の壁に凹凸となる堆積を確認したため、その存在を意識し

再度検出を行った。平面で捉えたものは条が整然と並ぶという状況ではないが、断面をみると間隔よく凹凸

が並んでいる様であったため、畝状遺構と判断しSN-01と 付した。遺物が皆無であるため時期の特定はで

きないが、想像力豊かに考えれば、C・ I区を中心として検出された鎌倉期と思われる遺構分布範囲の西は

ずれにあり、この集落の畑地だったと考えられなくもない。

(12)調査区北端の埋没谷 (第60図 )

A・ I区からD・ Ⅲ区まで見られた。現在は遺跡の中央に沢水が流れた谷があるが、以前は遺跡の北端と

なる山際に流れたことがある様で、その際侵食による谷が形成されたと思われる。この谷が埋没していく過

程で遺物が入 り込んでおり、縄文時代早期と前期の遺物が認められる。調査期限の都合上すべてを掘れてい

ないが、C・ I区ではその度合いが高く、ゴミ捨て場的に投げ込まれたと考えられる状況であった。そして

縄文時代後晩期と中世鎌倉期の遺構は谷が埋没した後に構築されている。

出土遺物

(1)土 器

① 縄文時代早期の土器 (第61～ 65図 )

ほとんどが D・ Ⅲ区からの出土で、他の地区は僅かである。早期中葉の押型文土器が主体であるが、それ

以降と思われる条痕文土器等も少なからず見られる。

押型文土器はすべて破片であり、器形を伺えるようなものはない。細かい破片まで数えて総数434点が出

土した。竪穴式住居址は検出されなかったが、数10基の土墳や遺物包含層から出上している。編年的な位置

付けを考えるにあたって、今回の資料では器形の上から考察することは不可能であり、製作技法 。施文構成

についても判断が難しい。幾分か判断できる施文の状況と、押型文原体の種類から考えたい。

まず押型文原体の種類別比率を見ると、楕円押型文47.7%(207点 )、 山形押型文43.8%(190点 )、 格子目

押型文4.6%(20点 )、 異種併用押型文1。 8%(8点 )、 柵状押型文1.6%(7点 )、 ネガ楕円押型文0.5%(2

点)である。最も高比率の楕円押型文は、楕円の粒が 5mm前後と小さなものがほとんどである。施文の方

向は横方向も縦方向も見られ、密接しているものが多い。第63図106は帯状施文かもしれない。また押型文

が施文されない空白部が見られるもの (第63図 1000112等)があり、この空白部には刺突文等が見られる。

日縁端部には、器面と同じ原体の押型文が施されるもの (第 63図1000114～116)が ある。胎土には繊維を

含まないものがほとんどであるが、一部含まれているもの (第61図 5・ 15)が認められた。

次いで高比率の山形押型文は、密接して施文されているものが多い。帯状施文らしきもの (第 63図 133・

134等)も あるが、次に記す空白部の可能性もある。楕円押型文と同様に空白部が見 られるもの (第 62図

52、 第63図 126等)があり、刺突文や沈線文が施文されている。胎土に黒鉛を含むものは認められなかっ

た。それ以外はいずれも低比率であるが、大きな土器片が少ないため、異種併用押型文の比率は当然低 く

なっていると思われる。

編年的な位置付けについてであるが、密接施文される楕円押型文と山形押型文が多いことは、細久保式の
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範疇に入るのではないかと思われる。同じ松本平にあり、多数の押型文土器が出上した大町市山の神遺跡の

考察では細久保式を 3細分しており、頸部に空白部を持ち刺突文や沈線文を施すものをその 2期 に、異種併

用押型文を 3期 としており、当遺跡ではその両方を有する。1期 と明確に判断できるものはないが、縦方向

に密接施文されたもの (第 63図 120～ 122)は これになるのかもしれない。細久保式に先行する立野式につい

ては、その特徴のひとつであるネガ楕円押型文や格子目押型文が少ないながら存在する。これについては押

型文原体だけでの判断は否定的な見解を示しておられ、可能性があるとだけしておきたい。また第61図 2の

柵状押型文と楕門押型文が併用されたもの、第63図 139の 回縁部に貼付文をもち山形押型文が施文されたも

のは、ほかの押型文土器とくらべて様相が異なる。前者は楕円の粒が大きいということだけ見れば、つづく

高山寺式に近いものかもしれない。後者は類例に当たることができなかった。

次に押型文土器以外の土器である。貝殻腹縁文 (第 65図 174)を施文した土器は、関東地方の田戸式に見

られ、押型文土器と同じ時期と思われる。沈線文の土器 (第 61図46等 )は、小片であるため判断が難しい

が、これも同様に捉えて良いかと思われる。撚糸文 (第 62図74081等 )、 縄文 (第 64図 151・ 152等 )を施文

した土器も、押型文土器と同時期のものが多いと思われるが、後述する早期末と思われる土器が同じ調査区

から少なからず出上していて、混在が考えられる。胎土に繊維を含む条痕文が施された土器 (第 64図 158

等)が一定量存在し、早期後葉から末のものと思われる。第64図 166は 内外面とも条痕文が施され外面には

沈線文が見られるが、文様の交点等に刺突文があり関東地方鵜ケ島台式に似る。条痕文のみの土器はこの期

にひろく見られるため、この範疇で捉えておきたい。絡条体圧痕文が見られるもの (第 64図 165。 167、 第65

図171等)も この時期と思われる。指頭を使ったにぶい沈線を (凹線)を描いた土器 (第 65図 173)が同じ調

査区から出上したが、関東地方の茅山式上器に類似する施文があるのでこの時期と見ておく。これと同じく

指頭によるにぶい沈線を描くもの (第64図 156)があるが、こちらは器壁が薄いもので、早期末東海系のい

わゆる「オセンベ土器」と呼ばれているものと思われる。

② 縄文時代前期末～中期初頭の土器 (第 65～75図 )

今回の調査で最も多く見つかった時期である。前期後葉の数点 (第65図 176・ 177)を 除けば、残りは前期

末から中期初頭である。当期の土器は様々な地域の様相が絡み合っておりその理解が難しい。今回見つかっ

た資料も、関西系、北陸系、地元系が混在している。

第73図 346～ 349に はボタン状貼付文が認められ、諸磯 c式の新しい様相を示す土器である。SB-08出土

資料はそれに続く時期のものと思われ、第68図246に はボタン状貼付文があり、同2480252に は半織竹管に

よる平行沈線で渦巻文を描いている。同253は 底部付近の破片であり半裁竹管による結節沈線文が見られ

る。同251は これらよりは時期が下ると思われるが、それ以外は十三菩提式の古い所に帰属すると思われ

る。第65図 179は北陸鍋屋町式に類似するもので、同じく十三菩提式の古い方であろう。

北陸鍋屋町系と呼ばれる土器は数多く見られる。外反しながら開く口縁部端を短く折 り返したり月巴厚させ

たりして平坦面をつくり、耳状の大きな貼付文や「の」字状の貼付文を基点として、間に棒状の貼付文を

飾ったり (第71図 328、 第72図 329等 )、 ダンゴ状の突起 (第 74図386～ 389)を 配したりするものがあり、こ

れをすべて省略したかの様なヘラ切 りの沈線 (第 72図 342、 第74図 395等)も ある。頸部以下には各種集合平

行線文が見られるが、施文の手法は結節浮線文 (第69図270等 )、 結節沈線文 (第 74図 386等 )、 ヘラ切 り沈線

支 (第 71図328等 )、 平行線文 (第73図372)が見られ、文様の間を削り取ること (第73図 370等)も 顕著であ

る。縄文も多く見られるが、先述の集合平行線文の下位に配したり器面全体を覆うもの (第 72図 342等)が
あると推測されるが、前者の破片は確認できなかった。また頸部から口縁部端までの間には、押捺隆帯が数

段配された り (第72図329等 )、 鋸歯文 (第74図 397等 )、 三角印刻文 (第74図 388)、 円形の刺突文 (第70図
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281)、 これらを組み合わせた円環状等の印刻文 (第74図 386等)が施されるが、無文のもの (第71図328等 )

もある。以上文様の差異については時間差を含んでいるものと思われ、先学により各種平行線文の変遷は複

雑から単純への時間経過を示すといわれる。今回出上の鍋屋町系土器の多くは、十三菩提式のうしろ半分の

資料と見られる。

他の北陸系の土器として、SB一 ol出土の真脇式の筒状把手 (第65図 191)がある。また木目状撚糸文が施

文された土器 (第 68図 262、 第70図 295)も 出土している。前者は十三菩提式のまん中あたり、後者は新しい

方に位置付くものと見られる。

関西系の土器もわずか見られ、北白川下層Ⅲ類から大歳山式にかけてのものがみられる (第66図 199、 第

68図 239、 同245、 第73図 361・ 362等 )。 またSK-205よ り出土した第70図300に は、垂下する浮線の上を貝殻

で押圧した文様が見られ目に留まったが、大歳山式のものと見られる。

SK-277出土の第69図277は 、ほとんど剥げ落ちてしまっているが、頸部に中空となる貼付を巡らす土器

で、胴部下半にY字文があることから十三菩提式の新しい方に位置づけておきたい。SB一 o5出土の第66図

204は 、胴部上半に角ばった「B」 字を横に倒した様な区画を半裁竹管による沈線で描き、同じ原体で格子

状の沈線文を充填しているが、狭い範囲ではあるが空白となった部分 (「B」 字の窪んだところ)に は削 り

取 り手法が見られる。反面雲形状の区画が見られる第70図278は 、空白部を削り取っていない。

踊場式の土器は古手のものから新手のものまで見られる。古手のものとしては、日縁部の屈曲がゆるやか

な第65図181や 第71図308があり、中間的な様相の第65図 180、 新手のものは屈曲がきつい第67図 208があり、

どれとも判断がつきにくい胴部の破片 (第65図185等)が多数出土している。古手のものは前期末、新手の

ものは中期初頭とされている。第66図 200や 第72図330は 中期初頭五領ヶ台式のものであり、出土したこの期

の土器のなかで新しいものである。

③ 縄文時代中期後葉の土器 (第75～ 77図 )

この時期の土器は C・ Ⅱ区で密集する様に見つかった4基の竪穴式住居址から出土した土器であり、他の

場所からはほとんど見つかっていない。ここでは住居の変遷も把握したいところなので、 1基ごと記述して

いく。なお時期区分は、当遺跡から東へ500mしか離れていない殿村遺跡の土器を精力的に研究されている

百瀬忠幸氏の区分に依拠する。

SB-09  第75図 4270428の 2点のみ図化掲示した。427は 覆土中出土で I期の櫛形文土器であるが、428

は地文に櫛描条線文が見られるものでⅡb期のものである。428は 上屋材を処分したと推測される焼却後

に、日縁部を下にして置かれたものである。

SB-10  第75図429は 床面の平石上に置かれたもので、隆帯によって大柄な円弧状モチーフを4単位に

配しその中に垂下する隆帯を入れ、隆帯間には短沈線を単一方向に施文している。縄文のみ施文された430

は、松本平でよく見られる頸部に波状隆帯をもつものと思われる。いずれもⅡa期である。綾杉状の沈線地

文となっている第76図432・ 433・ 436等は後出するもので、端正な綾杉文ゆえⅡc期のあたりと思われる。

SB-11  第76図437・ 439～444を 図化掲載した。遺物はすべて覆土中からの出上である。443は頸部よ

り上のみであるがⅡa期 と思われる。444は 日縁部文様帯に突出した渦巻をもつ弧状文を4単位 8分割に配

し、地文には縄文を持つ加曽利 E式のもので同時期と思われる。440や 441は後出する様相である。

SB-12  第77図445～453を 図化掲載した。450は樽形の器形を呈するもので、日縁部の湾曲度合いがき

ついものであることからⅡc期 と思われる。同じく樽形器形の453は、条線文地文に大柄な渦巻沈線文を配

し、頸部に交互刺突文を有する。小型ながら樽形器形の451も 頸部に交互刺突文を有す窓枠状の区画をも

つ。共にⅡc期 と思われる。綾杉1大沈線が崩れ気味の449は新しい様相を示す。

―… 101 -一



―‐円
＝
月
〃
押
，５
ｓＫ・４

ず４

Ｋ
・
３

‐

ｌ

ｔ

，

」月
月
＝
＝
＝
Ｈ
，̈
１７
ＳＫ・５８

”∬

　『

串一一一甲

一

９

５８

鋼

婆

８

５８

２

Ｋ
．

」【Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
国
響
．　
Ｓ

ｍ
７

５８

・̈〃

”
ｓＫ．

瀬僻叫
〓打
月
対
・・
２５

ＳＫ・５８
塀

一Ⅳ
＝
＝
日
＝
用
〓，２４
ＳＫ・５８

警

５

５９

３

Ｋ
．

‘
‥

―

‐Ｗ
〉

４

５９

ｎ
）
Ｋ．

一〃

】

ｓ

檜
３

５９

月

七

ｓＫ
．

孟

〓円
―‐
Ｎ
Ｉ
．，４２

Ｋ・６０

颯
ｓ

‐ ‐
Ｉ

ｓＫ
．

補
弩

０

６０

日〃

Ｌ

鉾

蠅
０
）
６０

３

降

メ
＝

¨̈８

６０

〃

札

ｓＫ
．

紳

＝
酬
酬
判
＝
『４８
簿

輔

一
　

　

　

ヽ
ヽ
、

岬

・一′

　　　『‐８
螂

辮
SK‐ 583

遣構外

嚇

‖
23

皮

贈

ヽ
一執
鳴
け
”

認
聰
藤

．̈
嚇

〔

‐
円

＝

Ｈ

＝

Ｈ

¨

２２

ＳＫ・５８

‐‐「ｌ

・・

調
彎

６

６‐

鰯円
＝
Ｎ
Ｗ
「
ｓＫ．

勒靱
７

・．
蜘

彎
‥

胸

脚

月

＝

＝

層
暉

４３

ＳＫ̈６０

魏

21
０

５８

１
‥

月

＝

川

‐ １

２

ＳＫ
．

５

冒7. : 37
SK‐599

第61図 縄文時代の土器①

- 102 -

Cm



54
SK‐ 626

口〃

『

輻
―‥
　

　

　

　

「

鯰

¨̈Ｉ

　　『

制

７３
ｍ

〓¨̈
〕｝̈
７２
蜘

Ｈ

Ｉ Ｉ

Ｉ Ｉ

Ｌ

ｓＫ
´

０

６３

９

６３

６

Ｋ
．

』̈
∬

　『
ｓ

ｈ
８

６３

・＝
＝
脚
川
６
ＳＫ．

靱７

６３

』
円

―‐

＝

国
¨
　

７８

Ｋ・６４

「

何

肝

＝

８５

ＳＰ・６４

勒

Ｏ

ｏｏ

Ｖ
ｓｘ．

ｍ‥・Ｌ
『

晰
，』
＝
―Ｉ
Ｈ
目
９６

ＳＫ・５７

・蒻
９５臨

「＝

・

や鰤

53
SK‐62652

SK‐ 626

僻‖

ぃ円
＝
＝
Ｈ

，̈
５０

ｓＫ”６２

鑽
９

６２

「岬

時撥

＾
ｖ

６２ＳＫ
．

５
５

６２

５

Ｋ
．

・Ｉ

¨̈

ｓ

器
９

６３

．
　

民
ｖ

降

58

６０晦　　ヽ
″灯月Ｈ・，・・６６螂

５

６３

６

Ｋ
．

‥
―

・̈

部
４

６３

６

Ｋ
．

『＝

・・　

ｓ

秒
３

６３

６

Ｋ
．

・１

　［
ｓ

蘊２

６３

６

Ｋ
．

７

６５

８

Ｐ
．「

「陶
＝
＝
＝
Ｈ
嗜
８６

ｓＰ・６５

秒

一月
〃
Ⅳ
‐Ｉ
Ｈ
「９２
翻

ゝ

蜀 ‖赳Zl

儡
77

SK‐ 640

馘 ‖儡 r

●14れ 蜃

'83
SK・ 601

憚
‖ 82

SK‐ 641
４

６０

８

Ｋ
．

81

Cm

第62図 縄文時代の土器②

一- 103 -一

4



常` 登も■響評 :礁宅

Ｈ日
――
＝
＝
ヽ

ｏ７
舗

一一̈̈̈̈
）‐包

０６
韻

１

包

・̈〃

喘‐０５
瑯

鰈

‐８
舗

‐ ，こ

包
‐７
舗

１

包

・̈Ｉ

出

悧
‐６
舗

蹄
飩

包

２４
舗

目

― ―

叶

「

包

麒
２３
鋼

１

包

―

‐‐

３０
舗

」同
＝
＝
Ｖ
υ
「
包

轟Ψ２９
舗

１

包

‐ ‐

―

，

亀
２８
舗

３６
舗

１

包
３５
舗

』―

包

鶴
３４
鵠

１

包

―̈

・

胃 J

顆 74

包含層

包含層

包含層

112
包含層

祗

１１
鋼

一ｒ

　「
筈

一間
Ｈ
＝
＝
Ｈ一
１‐ｏ
瑯

蒻

機.

２０
舗

〓層

」

包

鶴
生」
神
瑯

革
轟
臨

２６
舗

包

３８
舗

122
包含層

第63図 縄文時代の土器③

一- 104-―

蜀糠＼、靡

ゾ 132
包含層

133
包含層

739
包含層

＼亀



・一〃

　　　　「　‐４２鰤

咆

』一一一跛
“

一一

I
143
包含層

制 45
包合層

鯰
/7

包含層

躙J
148
包含層

154
SK‐ 582 ‐５５

螂

鋪r
156

濶″′  」61
包含量

．ノ

´

不
蟄 2

包含量

SK‐ 608                                 sK‐ 620

聯
'々164
SX‐ 005

「は同Ⅳ‐‐‐‐国‐‐‐６５螂

‐ ７０

ＳＫ
・
０７

4

第64図 縄文時代の土器④

―- 105 -…



172
鶴驚燿

ロ
ーー
‐―
‐―
‐―
同
一１７３
ｍ

'   184

S801

‐８６

ｓ３
．

０‐

Cm

瘍

馳
♀¬_T¬け禦L二4と_守__10Cm

第65図 縄文時代の土器⑤

―- 106 -―



Cm

２０５
瑯

２０３螂　　　　　　　　　　　　　輛ｎＨ川「ン
第66図 縄文時代の土器⑥

一- 107-―



降    m

２‐４
瑯　　　
ん
ぽ
Ⅳ
肝
〃
〃
″
／２‐６

螂

m

一口
Ｈ
日

‐―
‐―
‐Ｉ
Ｈ＝
り
　̈
２‐７
ＳＢ・ｏ５

２２‐
螂

“

２２０

ＳＢ・ｏ５

・ｆ

・̈

輛 燈 輩 為 ._
1:lilllll:||:lllll:''F・

一円
川
川
‐―
日日日口躙「
２２２
螂

貪
鮨

223 ２２４

ＳＢ・ｏ５

・ｆ

・

第67図 縄文時代の土器⑦

―- 108 -一

215

２３３

ＳＢ・ｏ５

一　
　
　
　
　
　
　
　
　

・̈



２３９

ｓＢ
「ｏ５

〓Ⅳ
川
＝
＝
＝
Ｈ
日
〓
２３７
ｓＢ・ｏ５

黎 I
２４０

ＳＢ ｏ̈５

245

253

‐．Ｈ月月〃行γ「脚

４

ｌｏ
２５
鍛

‘一　
　
　
　
　
　
　
　
一̈

や電

%TTTム雲4Lげ=:や
m

■7

第68図 縄文時代の土器③

―… 109 -―

262
Cm



m

９

４６

２

ＳＫ

・̈１

・̈，

薇
７

４２
２６
駒

ぃノ

¨

難髪

薇

２７

ｓＫ
・
１

L    OCm

第69図 縄文時代の上器③

-110-

276

ざ |||



「

８

７０

２７

ｓＫ
・
１

m

Cm

一陶
＝
け
＝
＝
Ｈ
日
「
２８９
ＳＫ・‐８９

軸
鶴

ロー

、

暫佛 ず 趾 躍

７

８７

】
円

Ｈ

Ｈ

Ｈ

＝

＝

国

「

２８

ＳＫ・１

‘Ｉ
Ｉ

ｌ
ｌ

ｌ

粋

洒

ψ

イ
ー
ー
ー
ー
，Ｆ
，
１
、肝
、

パ
菫

‐
１１
日

，１
ミ

イ
ーーー

避

爵
鷺

【ｆ

¨

２９７

ＳＫ・２５２

SK‐189

６

８２

２３

ｓＫ
ヽ
１

・　
　
　
　
　
　
　
　
「

ＳＫ・２５０ 299
SK‐ 266

Cm

第70図 縄文時代の土器⑩

一- 111 -―

302
SK‐270



愧 鍮 占

第71図 縄文時代の土器①

一… 112-一

Ｈ
〃

〃

＝

＝
＝
同
月

層

「

３‐６

ＳＫ・３５３

綺
欝

凰

¨

「月″月月】３２２̈

轟f
321

趾

Cm

326

Cm



―

―

ヽ

キ

ー

踊 ♂

333
SK‐ 566

337
ＳＸ

・
００

鰊 撫 》「M‐

■■陛癬ね鷺爆眼

C ３４
躙

魃̈軸

第72図 縄文時代の土器⑫

一… 113 -



'   347
N46W3グ 350

N47Wllグ

360
N48W15グ

365
N51E3グ

・１

¨

鼎
・ ５

１２

３５

８Ｗ

351
N48WOグ

356
N50W5グ

362
N48WOグ

1

N50E4グ

Ｉ̈

・・７
′
＝

・̈Ｉ

　　　　　　「
剛

368
N46W5グ

378
N51E5グ

Cm

第73図 縄文時代の土器⑬

1366

376

-114-



３８９
翻

」用＝＝＝Ｈ日目３８５〕

」月月＝＝＝Ｈ̈・４０‐岬

¨
　

翻

ｎ
）

１‐

・
謗

２

ｌｏ

３８

ｏｗ

一̈
　

　

　

¨̈
Ｎ５

３８

５９Ｅ

」イ

に

グ

「ゾ

犠

N46W8グ                   N50E3グ

399
S14W164グ

第74図 縄文時代の土器①

一- 115 -―

394
N50E3グ

m

３

１５Ｎ４８Ｗ

.ヽ″..ィ __.′″・`、_ノ  396
N48W10グ

５

１３
４０
側

　̈

　

　

　

一̈



411
413

N49E3グ

〓鰤月＝＝＝川‐―＝劇＝４‐
囃

414
N48EOグ

418
N50E6グ

427

・̈＝

　「
419

N5rJW4グ
422

N48W15グ

424
N54W9グ m

‥
た
＝

＝

＝

Ⅳ

＝
――

――

―‐

―‐

い
い

ぃ

ぃ

ぃ

ぃ

４２９

ＳＢ・ｌｏ

とrrメニ韓軽TTIPm
第75図 縄文時代の土器①

-116-



月
〉

１０

４３

鍛

L鼻 鮮 濯
m

443

第76図 縄文時代の土器①

-117-

♀   (114) 10Fm



「
―
―
‐

‐̈
４５０
鍬

Ocm

Ocm

鶴 ｀  4:6
タト面所々 に赤彩あり   sK‐ 093

♀       (1:3)      110Cm

縄文時代の土器①

-118-

外面所々に赤彩あり



466

膵 p 屁7
470

９

２８
４６
田

第78図 縄文時代の土器①

Cm

一… 119 -―



一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―

‐‐
‐

14
SK・ 132                     sK・ 132

７

３３

４８

ＳＫ・１

『

491
SK‐ 151

摯准1弾キ
魃
蹴 に ‐由
・

｀
て

費
瑠

書
暑

] 
崎

４

ＳＫ

・
１

・・

 ヽ 卜:.ご

に       

」&  lTTTよ雲ニニ__」PCm

9m

第79図 縄文時代の土器①

―- 120 -―

.動 聾

驚 翁

轟 還
■1lli■■●ぉ i



501
集礫

９８

・２４３

Ｒ

Ｉ Ｉ

Ｈ

＝

＝

Ｗ

，，
４

ＳＰ７

２４

４

ＳＰ

T澱

“「
ⅣＩＩ
劇
弓
５０４
孵

一輻

め√馴2:`  集礫

警鞭FT
516
築礫

518
集礫

靱
Z7

集礫

“Ｈ
‐―
＝
＝
‐Ｉ
Ｈ＝＝
「
５２３
靭

鏃
‘‥＝
＝
＝
＝
Ｈ
＝
Ｈ
い
¨
５２２
靭

鱗

磋

［円‐ｔＨいぃぃぃぃ一
５２０
麒

響翌14雌〃馴5
集礫                 集礫

Ocm

“円
月
月
＝
川
一

５２８
懇

蓬撃塾〃毅

第80図 縄文時代の土器①

―- 121 -一



ヽ [ノ

５３６
靭

５３５鵬

‥‐円
＝
＝
＝
‐―
＝
＝
鮒
・̈５４４
馨

一門
＝
Ｈ
‐―
‐―
＝
‥
　
５４３
難『

ヨ :ノ

下
盤

 ヽ        [1-7

渕轟
｀
｀
｀
ヽ
、
、
、___‐ ¨̈ ‐̈ ‐‐―‐………|::::::::::::::::;;;''′

'・

蛉雛

Cm

545
集礫

Ocm

５３９
輔顆

第81図 縄文時代の土器④

- 122 -―



「

″

鰤餘厄9
0 1

綺‖
~  7

貪|
◇ 13

⇔  19

饂

―

)

=~  25

-,0

0釧

謳 |
く
==>ン

  37

覺|
ζl〕)  2

1に
|

-    8

饒 |
ク 14

り  

「 (

~   20

%|
-  26

%|
0    32

冬(軋…

褥)覺
- 3          

⇔ 5   の

0  4

0 9   _10
-11   ◇

―″

〇

⌒  劉

   o 22  ~23   ◇

-    34                           _   36

Cm

第82図 縄文時代の石器①

―… 123 -―

鶉―
|一《  躊撤魃

_″  _郎   
◆ 29 ◇

_    38



0    39

55        _

0    41

ハ
45

`

56        -    57

第83図 縄文時代の石器②

5     40

４３

　

ｆ

４７

観
輻
鶉
靱
サ
ｏ
９
　
　
鶉
挙

一

=卑
単 載

m

一

∩

＝

＝

¶

ぐ

ハ

ν

Ｖ

―… 124 -―

58



60

-     64

/ ｀         67

力
聞

―Ｉ

Ⅶ

６２　　　　　　熱̈・いい一̈Ｐ̈̈一̈̈［］一〕〕〕「　　６５

ｎ

ｌｌｌ

‐――

―――

――Ｉ

Δ

⌒

-                    69            

て∠II〕〕≧〕>              70

ら 72 ら 73 074
第84図 縄文時代の石器③

は   爾

cm l

一- 125-一



ヽ
　
　
　
鱚

しヽ
Ｆ
‐／伽

　

．

ノ
イ

・

ノ
″て

　

ム

勲
ⅣＩ‐

∪

一薇―呻
-         76

―

甲

-9

0    84

〈〔〔「
“
l〕  ゝ              85

魏 3の    
｀

0

86    L=   (2:3)    10Cm
―

第85図 縄文時代の石器①

―- 126 -…



８９

93

釧

92

97      -     98

第86図 縄文時代の石器⑤

99        -   100

Cm

―… 127 -―



ら
1‖

~116

円

旧

Ⅲ

Ⅷ

鰈¶
012

第87図 縄文時代の石器⑥

鵠

性___車墨単_十_PCm    」
1" 01創

―… 128 ……



-

ふ

‐――

‐―‐

――‐

リ

亀

Ⅲ

‐―――

‐―――

―――Ｉ

Ⅲ

＝

ソ

⑮‖h亦
〇

〇 138
137

第88図 縄文時代の石器⑦

一… 129 -

Cm





1“

第90図 縄文時代の石器⑨

…… 131 -

q

L____鼻■尊__r型貯
m



m

♀     (1:6)   22Fm

169

01粕

lЮ

Cm

第91図 縄文時代の石器⑩

一- 132 -―

1″



第 5表 出土石器一覧表

報文

灘No

整理

守No.
出上位置ラベル 器種 石材 欠IIl状態 麟

ｍ
幅

側
恥
＜ｃｍ，

鮮
０

備考

l D・ Ⅲ区 SK-582フ ク上 [No。 70] 石 鏃 黒Ⅱ滉石 完 形

DoⅢ 区 SK-584フ ク土  [No.78] 石 鏃 黒曜石 完 形

259 D・ Ⅲ区 SK-599フ ク上 [No。 134] 石 鏃 チャート 完形

D・ Ⅲ区 SK… 628フ ク土 [No.255] 石 鏃 チャー ト 完 形

D・ Ⅲ区 南側遺物包含黒色土 S13

W161グ リッド [No.308]
石鏃 チャート 片脚欠 (1.2)

D・ Ⅲ区 南側遺物包含黒色土 S13
W165グ リッド [No.33]

石鏃 黒曜石 完形

7
D・ Ⅲ区 南Jll遺物包含黒色土 S13
W170グ リッド [No.312]

石 鏃 黒曜石 完形

D・ Ⅲ区 南側遺物包含黒色土中 S
14W175グ リッド

石鏃 赤チャー ト 片脚欠

D・ Ⅲ区 南側遺物包含黒色土中 S
14W177グ リッド [No.66]

石鏃 チャー ト 完形

DoⅢ 区 南側遺物包含黒色[Ltt S
14W178グ リッド [No.87]

石鏃 チャート 片脚欠 (1.7)

1 A・ Itt SB-01 No.114 石鏃 チャー ト 完形

2 A・ Itt SB-01 フク土 石鏃 黒曜石 完形

A・ Itt SB-03 フク土(北東) 石 鏃 黒曜石 基部先端欠 (1.9) (1,1)

A・ Itt SB-01黒 曜石チ ップ集中
力所

石鏃 黒曜石 完形

255
A・ Itt SB-01黒 曜石チ ップ集中
力所

石 鏃 黒曜石 片脚欠 (1 (1.1)

9 B・ Itt SB-03 No.1 石 鏃 黒1諷石 完形

C・ Itt SB-04 フク上 (南西) 石鏃 黒曜石 基部欠 (1.8) (1.2)

C・ Itt SB-05 フク土(北西) 石鏃 チャート 完形

C・ Itt SB-05 フク土 (北西 ) 石鏃 黒曜石 片脚欠 (1

C・ Itt SB-05 フク土 (南西) 石鏃 黒曜石 片脚欠 (1

C・ Itt SB-05 No.13 石鏃 黒曜石 側辺一部欠

C・ Itt SB-06 No.4 石鏃 黒曜石 完形

4 A・ Itt SK-006 No。 4 石鏃 チャート 完形

B・ Itt SK-007 フク上(北半) 石鏃 黒1程石 先端～片側辺欠 (1.3) (1

C・ Itt SK-290 フク土 石鏃 黒曜石 片脚欠 (1.7)

C・ Itt SK-356 西 石鏃 黒曜石 完形 2.2

C・ Itt SK-357 フク土 石鏃 黒lll石 完形

C・ Itt SK-376 フク土 石鏃 黒曜石 先端1,2欠 (1.7)

C・ Itt SK-415 フク土 石鏃 黒曜石 完形

C・ Ⅲ区 SK-450 フク土 石鏃 黒曜石 基部先端欠 (1.9)

C・ Itt N48W15グ リッド[谷包含層] 石 鏃 黒曜石 完形

C・ I tt N49W13グ リッド[谷包含層] 石鏃 黒曜石 完形

C・ I tt N52EOグ リッド[谷包含層] 石鏃 黒曜石 完形 2.7

C'Itt N45W6グ リッド[谷包含層] 石 鏃 黒曜石 完形

C・ Itt N44W9グ リッド[谷包含層] 石 鏃 黒曜石 完形

C・ Ⅱ区 SB-12 フク土 (南束) 石 鏃 黒曜石 完形

A・ Ⅱ区 No.37[谷 包含層] 石 鏃 チャート 側辺一部欠

A・ Ⅱ区 遺構外 (遺構検出作業時) 石 鏃 黒曜石 先端1//2欠 ⊂

A・ Ⅱ区 遺構外 (遺構検出作業時) 石 鏃 黒曜石
基部片方の先端

のみ残存
(0.8) (0.8) 0.2

A・ Ⅱ区 遣構外 (遺構検出時) 石 鏃 黒lla石 基部欠 (1.4) 0.2

B・ Itt SD-01 フク土(③アゼ～

④アゼ問)

石 鏃 赤チヤー ト 両脚欠 (1.6)

C・ Itt SB-05 フク土 石 鏃 黒曜石 基部1/2欠 (1.6) (1.2)

C'Itt SD-03 フク土 石 鏃 黒曜石 完形

Col tt N54EOグ リッド[谷包含層] 石 鏃 黒曜石 片脚欠 (1.6)

C・ I tt N55E3グ リツド[谷包含層] 石 鏃 黒曜石 先端わずか欠 (2.2)

C・ I tt N59Elグ リッド[谷包含層] 石 鏃 黒曜石 先端1/2欠 (1.2)

C・ I tt N51Wllグ リッド[谷包含層] 石 鏃 黒曜石 片脚欠 (1.6)

C・ I tt N45W12グ リツド[谷包含層] 石 鏃 黒曜石 片脚欠 2.3 (1.2)
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鰤鰍 出上位魔|ラ |ベル 器稚 石材 欠観状態 難
ｍ
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幅

ｍ
一

厚さ

(cm)

幹
０ 伸孝|

C・ Itt N48E4グ リッド[谷包含職] 石鏃 黒曜石 先端・片脚欠 (2.2)

C・ Itt N50E2グ リッド[谷包含励] 石鏃 黒曜石 片脚欠 2.2

C・ Itt N47Wllグ リッド[谷包含踊] 石鏃 黒曜石 両脚欠 (1.7)

C・ Itt N49W2グ リッド[谷包含覇] 石鏃 赤チャー ト 片脚欠

C・ IIX N49W15グ リッド[谷包含畷] 石鏃 黒曜石 基部欠 (1.5)

C,Itt N48W10グ リッド[谷包含聯] 石鏃 黒曜石 先端。片lHl欠 (2.6)

C'Itt W10ラ インサプ トレ(N44
～48間 )[谷包含層]

石鏃 黒曜石 片脚欠 (1.0)

C・ I区 表土除去中[谷包合脳] 石鏃 黒曜石 完形

排 111'11 石鏃 黒曜石 片脚欠 2.3 (1.4)

排上中 石鏃 黒曜石 完形

ツトニ上rll 石鏃 黒曜石 基部先端欠 (1.5)

J卜二L:中 石鏃 黒曜石 完形

C・ I tt N47E5グ リッド 石鏃 黒曜石 完形

D・ Ⅲ区 カクラン土中(N3W170付 近) 石鏃 黒曜石 先端・片脚欠 (1.7) (1.5)

D・ Ⅲ区 SP… 647フ ク土 [No.178] 石錐 赤チャート 刃部欠 (2.7) 2.5

D・ Ш区 南側避物包含黒色土中 S
15W170グ リッド [No.314]

石錐 チャー ト 刃部欠 (2.7)

272
D・ Ⅲ区 南側遣物包含黒色上中 S
13W175グ リッド [No.132]

石錐 チャー ト ほぼ完形

A・ Itt SB-01上 面 (ド ウロヵ所) 石錐 チャー ト 完 形

C・ Itt SB-05 No.3 石錐 黒曜石 完 形 (4.3)

C・ Itt SB-05 No。 35 石 錐 チャー ト 完形 2.2

C・ Ⅱ区 SK… 571 フク上 石錐 黒曜石 完形

C・ Itt SB-05 フク土 (南西 ) 石錐 黒曜石 先端欠 (2.1)

C・ Itt SB-05 フク土(北西) 石錐 黒曜石 完形

C・ Itt N56W2グ リッド[谷包含層] 石錐 黒曜石 完形

A・ Ⅱ区 SD-02 フク土 石錐 黒llE石 基部欠 (2.2)

C・ Ⅱ区 SB-09 フク土 (北東) 石錐 黒曜石 縦半分欠 (2.7) (1.3)

C・ Itt N46W8グ リッド[谷包含層] 石錐 黒lll石 基部欠 (2.8)

C・ I区 イコウ検出時出土 石錐 黒曜石 完 形

DoⅢ 区 表土除去中 石 錐 チャー ト ほぼ完形

D・ Ⅲ区 SK-583フ ク土 石錐 ? 黒曜石 未製品 ?

A・ Itt SB― ol No.150 石匙 性質砂岩 完形 17.9

A・ Ⅱ区 No。 213[SK… 106] 石匙 チャー ト 完形 17.9

D・ Ⅲ区 SK-599 フク土 [No。 129] 石匙 黒曜石 完形

A・ Ⅱ区 No,33[SK-053] 石匙 チャー ト 完形 4.5 21.9

B・ Itt SK… 002 No。 1 石匙 チャー ト 完形

C・ Itt SK… 565 No.1 石匙 黒曜石 完形

C・ Itt N53W4グ リッド[谷包含層] 石匙 チャー ト 完形

C・ Itt SB-09 No。 2 石匙 チャー ト 完形

排土中 石匙 チャー ト 完形 11.2

表採 石匙 性質頁岩 完形

表採 石匙 チャー ト 完形

C・ Itt SD-03 フク上 石匙 ? チャー ト 未製品 ? 11.6

B・ Itt SB-03 No.2 肖1器 黒曜石 完形

DoⅢ 区 SK-597フ ク土 削器 チャー ト 1/2以上欠 (4.2)

273 D・ Ⅲ区 SK-623フ ク土 肖1器 赤チャート 1/2欠 (2.1)

D・ Ⅲ区 SK-626フ ク土 [No。 143] 削器
赤チ ャー ト、青
チヤー ト混

完形 2.2

274 D・ Ⅲ区 表土除去中 削器 チャー ト 完形

A・ Ⅱ区 SP-124 フク土 削器 黒チャー ト 完形 7.7 18.3

C・ Itt SB-05 No.33 肖1器 チャー ト 完形 2.5

C・ Itt SK-334 フク土 削器 黒曜石 完形

C・ Ⅱ区 SB-12 フク土 (南東) 削器 黒曜石 1/2欠 (3.0)

C・ Ⅱ区 SK-559 フク土 削器 黒曜石 完形 (3.1)

C・ Itt SD-03 フク土 削器 チャー ト 完形 1。 1 14.0

C・ Itt SK-288・ 289混 り 肖1器 チャー ト 1/2欠 (2.9) (2.9)

C・ Ⅱ区 SK-561 フク土 肖1器 黒曜石 完形 (3.6) (1.9)
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図‐ヽこ

整理
藩‐N0

出‐上位置ラベル 器種 石材 欠撲状態 麟
鰤

幅

ｍ

厚奉
(m)

購
り

備孝

C・ Itt SK-575 フク土 削器 黒曜石 完 形

C・ Itt SK… 324 フク土 削 器 黒曜石 完形

C・ Itt N50W7グ リッド[谷包含層] 削 器 黒曜石 1.2欠 (2.2) (1.5)

表採 肖1器 赤チャー ト 完形 2.7

表採 削 器 黒曜石 完形 5.7

C・ Itt N52Wlグ リッド[谷包含層] 削器 ? 黒曜石 完 形

C・ I tt N501V9グ リッド[谷包含層] 削器 ? 黒曜石 完形 7

C・ Itt N48W27グ リッド[谷包含層] 掻 器 黒曜石 完形

C・ Itt N51W10グ リッド[谷包含層] 機 器 黒曜石 完形

C・ Itt SK-415 フク土 掻 器 チャー ト 完 形 (3.2) (5,5) 16.2

C・ Itt SB-05 フク土 (ア ゼ中) 掻 器 黒曜石 完 形

C・ Itt SK-406 フク土 掻 器 黒曜石 完 形 (2.6) (4,7)

A・ Itt SB-01 No.142 掻 器 黒l12石 完 形 8。 7

A・ Itt SB… 01 No.93 掻 器 黒曜石 完 形 22.7

C・ Ⅱ区 SB-10 フク土 (南西) 掻 器 チ ャー ト 完形

C・ I区 イコウ検出時 掻 器 黒曜石 2ノ
/3欠

(2.4) (3.5) 7.3

C,I区 イコウ外 掻 器 黒 lll石 1/2欠 (2.3) (3.2)

C・ Itt N52W12グ リッド[谷包含層] 石槍 チャー ト 先端・基部欠 (4.4)

C,Itt N50W2グ リッド[谷包含層] 異形石器 チャー ト 一部欠 (3.9) (2.1)

C・ Ⅱ区 SB… 12 No。 1 剥 片 黒曜石 12.8

C・ Ⅱ区 SB-12 No.3 矛1片 黒曜石 54.2

CoⅡ 区 SB-12 No.2 剥 片 黒曜石 17.0

C・ Ⅱ区 SB-09 No.1 剥 片 黒曜石 21.4

C・ Ⅱ区 SB… 12 No。 4 景1片 黒曜石 32.2

C・ Ⅱ区 SK-559 フク土 剥片 (使用痕有) チャー ト 11.9

C・ Ⅱ区 SB… 10 フク土 (北東) lll片 (使用痕有) 黒曜石

C・ I tt N62E2グ リッド[谷包含層] 剥片 (使用痕有) 黒曜石

C・ Itt SB-05 フク上 (サ プ トレ

掘削時)

不 明 (2次 加 工

有)

黒曜石

A・ Ⅱ区 SK-115 フク土 不明(2次加工有) 黒曜石

C・ Itt N64WOグ リッド[谷包含層] 不明(2次加工有) 黒曜石

表採 不明(2次加工有) 赤チャー ト

C・ Itt N50W5グ リッド[谷包含層] 不明(2次加工有) 黒曜石

C・ Ⅱ区 SB… 12 フク土 (ア ゼ中) 不明(2次加工有) チャー ト 1.1 24.5

A・ Ⅱ区 N63E31グ リッ ド 谷イブ

ツ集中箇所 GL-30cmま で
不明(2次加工有) 黒曜石

D・ Ⅲ区 SX-005フ ク土 不明(2次加工有) 黒曜石

DoⅢ 区 SX-005フ ク土 不明(2次加工有) チヤー ト

DoⅢ 区 SP-659フ ク上 打製石斧 泥質凝灰岩 基部欠 (12.0) 184.5

C・ Itt SK-170フ ク土 打製石斧 細砂岩 完形

C・ Itt N53E2グ リッド[谷包含層] 打製石斧 粘板岩 刃部欠 (8.5) 44.8

252 C・ Itt N48W7グ リッド 打製石斧 砂質粘板岩
刃部～胴部を半

分欠
(8.1) (3.2) 39.0

DoⅢ 区 カクラ ン土中(N8W172グ
1リ ッド) [No.185]

打製石斧 泥質凝灰岩 刃部欠 (7.4) 67.0

A・ Itt SB-01 No。 21 打製石斧 佳質粘板岩 完形 12.9

A・ Itt SB-01 No.130 打製石斧 性質粘板岩 完形 10.8 112.9

A・ Itt SB-01 No。 157 打製石斧 チャート質粘板岩 胴～刃部欠 10.3 (4.3) 65.7

A・ Itt SB-01内 P10 フク土(南半) 打製石斧 粘板岩
刃部欠損後に再

加工 ?   .
102.7

C'Itt SB-05 No.38 打製石斧 砂質粘板岩 基部欠 (7.6) 92.9

C・ Itt SB-05 No.52 打製石斧 粘板岩 基部～片側片欠 (8.5) 65.0

C' Itt SB-05Pit21 打製石斧 粘板岩 基部欠 (5,5) 39,6

C・ Ⅱ区 SK-559 フク土 打製石斧 粘板岩 先端欠 (3.7) 40。 7

C・ Itt SK-177 No.4 打製石斧 砂質粘板岩 完形 1.2 46.7

C,Itt SK-401 フク土 打製石斧 粘板岩 完形 69.2

152 Co Ⅱ区 SK-559 フク土 打製石斧 砂質粘板岩 完形 94.1

C・ Ⅱ区 SK-573 フク土 打製石斧 砂質粘板岩 完形 105.1

C・ Ⅳ区 SD-03 フク土 打製石斧 粘板岩 刃部半分欠 (9.6) (4.5) 47.7

一- 135 -一



蘊聰 HII驚鰍蠍,なル 1灘織 lFi材 欠機状態 麟
姉

幅

ｍ
恥
一ｍ

一贈
０

備考|

11%幣 C・ llズ  N18Wlのグリソド酔 包含瑯] 才丁璽麟不ittβ lli板 岩 先形 61.7

1(‖8 C。 1区  SK-204 ツク1 打製イf斧 粘板ザl 先形 47.0

l〔節 C・ 1に 数1鶯去中出11 打製イi斧 粘板サ十 先形 54.8

100 C・ 1に  N"W4グ リッ|ざ 1待包含prF 才I鶴イi斧 Itll板ギ| 完形 68.0

11賛 3 C Itt N35E4プ リッド1谷包含期 打製イf斧 4tちイ阪ギ| 完形 53。 1

C'Itt SK-352ツ ク 11 才∫製イi斧 fFll質ツi板 岩 刃部欠 (10。 3) 95.2

C・ I区  表11除 去中FJと の谷の簡所

lイi短含鰤1
打製石斧 llli板岩 完形 87.9

綿 C・ Ⅳ区 SD-03 フク上 打製石斧 料:板岩 先形 5.5 133.2

C・ Itt N45Wiグ リッドレi包含鐵 打製石斧 砂ガ| 先形 130.9

C,Ⅱ H イコウ外 打製石斧 tri板 岩 基部・刃部欠 (8.2) 94.2

C'Itt SK-383 ツクJ 打製石斧 粘板暑| 完形 (9.8) 133.9

C・ Iに  SK-288'289滉 り 打製Ii斧 砂質粘板岩 基部欠 (9.9) 222

C・ Itt SK… 390ツ ク」 打製ri斧 砂 岩 刃部,基部欠 (14。 6) (8。 9)

『

シ C'Itt SK-329 ツクJ 打製雄T斧 粘板岩 刃部・基部欠 (6.8) 1.7 71.7

C・ 1区  SK-379 ツク:l 打製石斧 hli板 岩| 刃部欠 59.4

C・ Itt SK-252 フク土 打製石斧 粘板岩 lldl～ 刃部欠 (3.9) 29.5

C・ IItt SB-1`)フ ク上イアゼ中 ) 打製石斧 粘板岩 刃部欠 (8.8) 131.0

C'Itt SB― 0 ツク11(北東) 打製石斧 砂質料i板岩 基部欠 (7.3) 64.5

C'1区  SB― ()フ ク111(北 東, 打製石斧 緑色凝灰岩 完形 94,9

C・ IItt SB… 1炉  ツクJ 打製石斧 粘板岩 刃部欠 96.1

"
C・ Ⅱ区 SB― 2 フク111(ア ゼ中) 打製石斧 粘板岩 完形 65。 6

C・ Ⅱ区 SB… 2 ツクI11(北 東) 打製石斧 砂質辮i板岩 完形 10.5 161.9

A・ lltt SP… 195 フクJl 打製石斧 粘板岩 完形 39.5

帥 A・ Htt SP-254 才∫斧 打製石斧 砂質粘板岩 完形 15.5

A・ IItt SK… 086 No。 2 打製石斧 砂質粘板岩 胴～刃部欠 (9.1) 50,0

A・ Ⅱ区 No.64 1イ コウ外] 打製石斧 凝灰質粘板岩 刃部欠 (6.4) 1。 2 42.4

A,Itt No.82[イ コウ外] 打製石斧 粘板岩 未製品 ? 12.2 6.2 173.3

C'Itt SD-03 フク土 打製石斧 砂質粘板岩 基部少し欠 (10。 7) 169.6

C'I区  雖穴状イコウ1 フク上 打製石斧 粘板岩 刃部欠 (7.2) (3.9) 42.6
Coltt N43WHグ リッド[谷包含層] 打製石斧 粘板岩 基部少し欠 (8.8) 78.2
C・ I tt N45Wllグ リッド[谷包含罵] 打製石斧 粘板岩 刃部欠 (5.0 24.8
C・ I tt N4FpW7グ リッド[谷包含畷] 打製石斧 確質粘板岩 胴～刃部欠 (4.9) (5.6) 43.9
C・ Itt N46WHグ リツド[谷包命層] 打製石斧 粘板岩 基部欠 (7.2) 1.1 64.0

C'I tt N46W15グ リッド眸 包含勝] 打製石斧 粘板岩
llJl部 縦半分～刃

部欠
(10.0) 77.0

Coltt N4掛「ヽ2グ リッド[谷包含踊] 打製石斧 粘板岩 基部～片側片欠 84.1
C・ Itt N4nV8グ リッド[谷包含覇] 打製石斧 粘板岩 基部欠 (8.5) 156.3
C・ Itt N47W10グ リッド[谷包含態] 打製石斧 粘板岩 刃郡欠 106.0
C'Itt N47W10グ リッド[谷包含層] 打製石斧 粘板岩 刃部欠 (6.0) 51.6
C・ Itt N47Wllグリッドl谷包含覇] 打製石斧 粘板岩 刃部欠 (7.5) 3,7 56.1

C・ Itt N48W10グリッド[谷包含綴] 打製石斧 粘板岩
刃部欠llt後 に再
加工 ?

42.1

C・ Itt N49W14グ リッド[谷包含踏] 打製石斧 粘板岩 胴～刃部欠 (6.0) 31.2
C・ Itt W10ラ インサプトレ(N44
～48111)[谷包含鐵]

打製石斧 粘板岩
基部・刃部共 に

先端欠
(8.0) 67.5

C・ I区  表土除去中(1ヒ の谷の簡所)

[谷包含覇]
打製石斧 粘板岩 胴部のみ残 (5.2) (4.8) 65。 3

C'I区  イコウ検‖1時 出土 打製石斧 凝灰質泥岩 側片～刃部欠 (8.2) (4.5) 33.5
C・ Ⅱ区 SB-lo フク上(ア ゼ中) 打製石斧 粘板岩 側片の一部残 (6.5) (4.5) (0.8) 18.7
C・ Ⅱ区 SB… lo フク上 (北西〕 打製石斧 泥質凝灰岩 刃部欠 (4.6) (3.8) 18.7
C・ Itt SK… 350 フク土 打製石斧 粘板岩 胴～基部欠 (4.2) 33.8
C・ Ⅳ区 SD… 03 フク土 打製石斧 粘板岩 完形 73.9
C・ Itt N47W2グリッド[谷包含層] 打製石斧 ? 砂 岩 完形 7.7 78.1 被熱 くさび ?
A・ Itt SB… 01 No.101 磨製石斧 霙母片岩 刃部刃こぼれ 139.0
A・ 1区  NO。 167 :SK… lo91 磨製石斧 玉質 完形 98。 4

177 C・ Itt N49W8グリッド:谷包命膠] 磨製石斧 玉質
基部の一部、刃
部欠

(10.4)

C・ Itt SD-03 No.1 磨製石斧 砂 岩 刃部欠
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備考

A・ Itt sB-01 No.162 磨製石斧 玉質
基部・刃部の一

部欠 (6.4) 37.9

A・ Ⅱ区 No.28[SK-136] 磨製石斧 黒色チャー ト質 完形 32.0
A・ Itt sB-01 No.163 磨製石斧 チヤート質 刃部一部欠

“

.4)

C・ Itt SK-395 フク土 磨製石斧 玉質 胴～刃部欠 (3.0) (3.0) 11.0
C・ Itt N63WOグリッド[谷包含層] 磨製石斧 玉質 llll変 の一部残存 (2.5) (1.9) (0.6)

283 D・ Ⅲ区 SK-639or632 [No.244]
カクラ ン土中
(N3W170付 近)

特殊磨石 砂岩 1'2欠 15。 4

284
DoⅢ 区 南側遺物包含黒色土中 S
14W164グ リッド [No.223]

特殊磨石 砂岩 1/.3欠 (10.3)

250 ツト土中 特殊磨石 粗砂岩 完形 13.4

286
D・ Ⅲ区 南側遺物包含黒色土中 S
15W170グリッド

特殊磨石 砂岩 1/.3欠 (11.4) 765 被熱

D・ Ⅲ区 SP-657フ ク土 [No.272] 磨石類 粗砂岩 ほぼ完形 12.7 被熱
DoⅢ 区 南側遺物包含黒色土中 S
13W169グリッド [No.221]

磨石類 粗砂岩 完形

D・ Ⅲ区 南側遣物包含黒色土中 S
14W166グ リッド [No.203]

磨石類 砂岩 ほぼ完形 10.9

D・ Ⅲ区 南側遺物包含黒色土中 S
10W170グリッド [No.288]

磨石類 砂岩 ほぼ完形

A・ Itt SB-01 No.158 磨石類 花間岩 完形 10。 8

A・ Itt sB… 01 No。 159 磨石類 花岡岩質 完形

A・ Itt sB… 01 No.160と No。 161 磨石類 粗砂岩 ほぼ完形 12.0

A・ Itt SB-01 No.87 磨石類 粗砂岩 ほぼ完形

A・ Itt SB-01 No.89 磨石類 粗砂岩 ほぼ完形 (10.8) 272
A・ Itt SB-01 No.98 磨石類 粗砂岩 完形 10.0

203 A・ Itt SB-01 No.59 磨石類 粗砂岩 1‐
13欠

(7.9) (6.1) 222
205 A・ Itt SB-01 No.88 磨石類 粗砂岩 12欠 (6.7) (8.5) 2.7 193.5

C・ Itt SB-05 No.25 磨石類 砂 岩 15欠 (12.0) 7.5

C・ Itt SB-05 No.15 磨石類 砂 岩 ほぼ完形 11,1 被熱
220 C・ Itt SK-177 No.5 磨石類 砂 岩 完形

C・ Ⅱ区 SK-561 フク土 l■i石類 粗砂岩 ほぼ完形 11.6 被熱
243 C・ Ⅲ区 SK-435 フク土 磨石類 砂 岩 完形

C・ Ⅳ区 SK-550 凹石 磨石類 粗砂岩 完形 1240
C・ Itt SK… 222 フクニL 磨石類 砂 岩 13欠 (9。 9) (6.3)

222 C・ Itt SK-265 凹石 磨石類 砂 岩 完形 7.2

C・ Ⅱ区 SB-12 フク土 (北東) 磨石類 砂 岩 15欠 10.8

C・ Ⅱ区 SB-lo フク上 (南東) 磨石類 粗l砂岩 完形 585

242 C・ Ⅱ区 SK-575 フク土 lri石 類 粗砂岩 完形 15.5

C・ Ⅲ区 SH-01o フク土 磨石類 粗砂岩 完形 13.3 被熱

A・ Itt SB-01 No.36 磨石類 砂 岩 剥局
‐
状に残存 (8.4) (7.2) (4.1) 付着物あり

A・ Itt SB― ol No.151 磨石類 粗砂岩 剥片状に残存 (6.0) (5.0) (2.6) 66.6

A・ Itt SB― ol上面 (ド ウロヵ所 ) 磨石類 イL間岩 潰1片・状に残存 (5.4) (4.2) (3.9) 61.6

A・ Ⅱ区 SK-092 フク土 磨石類 砂岩 摯l片状に残存 (7.9) (3.8) (2.0) 46.0

A・ Ⅱ区 No.56[遺構外] 磨石類 砂岩 完形

A・ Ⅱ区 No。 124[遺構外] 磨石類 粗砂岩 完形 11.0

A・ Ⅱ区 谷状地形イブツ集中箇所上
面 [谷包含層]

磨石類 砂 岩 完形 13.2 790

C・ Itt SD― o3 フク」1 磨石類 粗砂岩 完形 16.5 1100

Coltt SD― o5 フク土 磨石類 粗砂岩 完形

225 C・ Itt N46Elグ リッド[谷包含層] 磨石類 粗砂着 115欠

226 C・ I tt N47W10グ リッド[谷包含層] 磨石類 粗砂岩 114欠 暢.7)

227 C・ I tt N48W14グ リッド[谷包含騨] 磨石類 砂岩、粘板普結合 213欠 (8.2) (5.6)

228 Col tt N48W15グ リッド[谷包含層] 磨石類 粗砂岩 112欠 (9.0) (8.2)

C'Itt N49■ V4グ リッド[谷包含層] 磨石類 粗砂岩 1.‐

‐5欠 (9.7)

CoI区 N51W3グ リッド[谷包含層]
pti石 類 アプライト 先形

C・ Itt N54E4グ リッド[谷包含層] 磨石類 粗砂牲| 完形 (9.4)

C・ Itt N54E4グ リッド[谷包含層] 磨石類 砂岩 115欠 (9.6)

C・ I tt N55W10グ リッド[谷包含層] 磨石類 砂 岩 215欠 (10.0) (6.3)
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C・ Itt N57W5グ リッド[谷包含層] 磨石類 砂サ| 1,4欠 (9.3) (6.3)

C・ I区 表土除去中 (北の得の簡所
'1谷包含職]

磨石類 粗砂岩 13欠 (7.0) (7.4)

C・ I区 イコウ検出時 磨石類 粗砂岩 完形 12,6 462

C・ I区  イコウ外 牌石類 粗砂岩 完形 185。 7

C・ Ⅱ区 SB… 09 No.6 磨石類 nll粒 花岡岩 ほぼ完形 630 剥落著しい

C・ lIItt SD-03 フク上 磨石額 砂岩 完形 12.2 6.7

C・ Ⅲ区 SD-03 フク上 磨石類 安 Jl岩 11'3欠 (10,8) (7.8) (6。 1)

247 C・ Ⅲ区 表土除去中出上 勝石類 砂岩 1.5欠 (9.5) 10.0

タト土中 磨石類 粗砂岩 先形 12.6

D・ IIltt SD-03フ ク上 磨石類 溶質凝灰岩 ほぼ完形 7.5 402

DoⅢ li SD-03フ ク」i 磨石類 粗砂岩 ほぼ完形 11.4 被熱

DoⅢ 区 南側遣物包含黒色土中 S
15W161グ リッド [No.329]

藩石類 粗砂岩 一部残存 (4.7) (6。 3) (3.8) 82.7

D・ Ⅲ区 南■ll遺物包含黒色土中 S
15W168グ リッド [No。 223]

磨石類 粗砂岩 一部残存 (4.5) (7.2) 89。 4

A・ Ⅱ区 妻Jl除去中 磨石類 粗砂岩 完形 (9.8) 505 被熱

C・ Itt SK-323石 11 石l■ 安山岩 1.2欠 (15.6) (22.9) 2380

A・ ⅡIX SK-167(f4‐ 111) 石 皿 安Lll岩 完形 25。 2 20。 3 5120

D・ llltt SK-632No,1 石 皿 粗砂岩 完形 22.2 18.5 4420

DoⅢ 区 SK-612No.1 石II[ 粗砂岩 完形 19.0 14.4 1720

A・ Itt SB-01 No.92 石 皿 安山岩 1‐ 2欠 (19.2)

C・ Itt SB-05 No.65 筋砥石 砂 岩 完形 15.8 18.3 12.0 5210

A・ Itt SB-01 フク土 (北東) 垂飾未製品 砂質粘板岩 52.8 穿子L途中の穴あり

A・ Itt SB-01 No.75 垂飾未製品 ? 玉質 2.7 29。 1 磨製石斧の再生 ?

A・ Ⅱ区 No。 215[SK-096] 石棒 粘板岩 頭部のみ残 (6.6) 38.3

A・ Ⅱ区 N69E42グ リッド 谷イプ

ツ集中力所 [谷包含層]

石棒 粘板岩 胴部のみ残 (4。 9) (1.8)

C・ Itt SK-367 フク土 石棒 粘板岩 石棒の胴音

`

(2.2) 2.7 21.7

A・ Ⅱ区 N62E30グ リッド 谷イブ

ツ集中力所 GL… 10cmほ ど [谷包含層]

石棒 砂 岩 112欠 (11.9) (5。 1) (6.2)

A・ Itt SB-01内 P7 No。 1 研磨円礫 玉質 完形 19.0

A・ Itt SB-01焼 土 麟～床 面 直
上フク上一括

研磨円礫 玉質 完形 47.6

C・ Itt SK-366 フク土 こもで石 砂 岩 完形 11.3 137.9

Co Ⅲ区 SD-03 フク土 こもで石 砂 岩 完形 155.2

C・ Itt SD-03 フクニL こもで石 砂岩 完形 12.2 175.1

C・ Ⅲ区 SD-03 フク上 こもで石 細砂岩 完形 13.7

D・ Ⅲ区 カクラン上中(S9W164付 近) こもで石 砂岩 完形 13.0

C・ Itt SK-386 フク土 砥 石 細砂岩 一部欠 81.2

C・ Itt SD-03 No。 2 砥石 細砂岩 側片欠 10.9 (3.8) 124.9

C・ Itt N44W9グ リッド[谷包含層] 砥 石 粗砂岩 完形 10.9

重さの数値は、200g迄 :0.lg単位、200～ 500g:2g単位、500～ 1000g:5g単 位、1000g超 :20g単位。

④ 縄文時代後期後葉から晩期の上器 (第77～ 81図 )

この時期の土器はA・ Ⅱ区の北佃I、 SK-128周辺の遺構群から主に出土した。圧倒的に無文の粗製土器片

が多く、文様が見られるのは少量である。文様が見られる土器は、小片でも極力図化に努めた。

第80図 521・ 522等 には羽状の沈線文が見られるが、後期後葉の羽状沈線文系土器と思われる。日縁部の破

片である第79図481の 口縁部文様帯下に見られる沈線も同様と思われ、ゆるく屈折する日縁部文様帯には 2

条の沈線が横走する。これと同じ口縁部文様帯をもつが、それ以下の部位に羽状沈線文の見られない第78図

468、 第79図489、 第80図510等は後出的な様相を示すものとされる。また第80図 511の 口縁部文様帯最下部に

は、圧痕をもつ隆帯を巡らしてあるが、これも後出的な様相と言われる。第80図 509は波状縁で回縁部文様

帯をもたず、日縁端から少し下がった部位に圧痕隆帯を巡らしその下位に羽状沈線文を施してある。

圧痕隆帯が 1条だけ巡る第78図 466、 第79図479、 第80図 500等は、上述の圧痕隆帯のみが残 り回縁部文様
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帯が失われたとされる隆帯文系土器と思われ、羽状沈線文系土器に後出するものと言われる。隆帯上の圧

痕、隆帯の貼付される位置等に様々違いが見られ、後期末から晩期前葉までの時期にまたがるものと見てお

きたい。なおただの隆帯のみが巡る第80図497は、圧痕までもが省略されたものと思われる。

沈線文間に刻み目が入る 2条の沈線文によって上下を画し、中に三叉文や入組文が入る第80図 524・ 525は

佐野式のまん中あたりの頃だろうか。第79図480は頸部がきつく屈曲し短い口縁部が開き、胴部が丸みを持

ちながら底部へと至る浅鉢で、屈曲した回縁部外面に縄文を施し胴部上半はミガキのみで、下半には横長の

太い沈線文に列点文が沿ったり、沈線間に縄文が施される。白っぽい胎土で所々に赤彩の痕跡が残る。ミガ

キ調整が丁寧に行われている無文の精製壺 (第 79図 477)や 浅鉢 (第 79図 478、 第81図 532・ 533・ 534)は 、

顕著な文様がなないため詳細は分からない。また浮線文の第80図526・ 529等 は、晩期後葉氷式と思われる。

刷毛目状擦痕が見られる第81図542～ 544は この時期のものかもしれない。

⑤ 中世の土器・陶磁器 (第 93図、第 6表 )

概ね鎌倉時代 (一部平安時代のもの)と なる土器・陶磁器の小片が47点 出上した。このうち13点 を図化掲

示し、その他も含め一覧表を掲載した。土師器、東海系陶器、輸入陶磁器の他に、松本平での出土は珍しい

珠洲系の甕片が 2点 (第 93図 12・ 13)出土している。

(2)石器 (第82～ 91図、第 5表 )

今回の調査で出土した石器のうち、定型的な石器174点 を図化掲示した。出土した土器と同様、縄文時代

早期から晩期にまでわたり、中世の砥石 1点 を含む数字である。時期毎、器種毎の考察は今回行えなかっ

た。その個々については一覧表にて掲載した。

(3)土製品 (第92図 )

総数 9点が出土した。 1～ 5は AOⅡ 区縄文時代後晩期遺構集中範囲から出土した。耳栓状の 1・ 2は ほ

第92図 縄文時代の土製品
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第 6表 出土中世陶磁器一覧表

1驚饗|

時INこ

1報文
図 NI.

出上位置ラベル 種類・器種 時期 残存状況

1 C,Itt SK… 269 フク土 東海系・捏鉢 12c～ 13c(鎌倉前半) 月同音F/1ヽ ルト

C,Itt SK… 271 フク土 東海系・11鉢 12c～ 13c鎌倉前半) 胴部下半 1/′ 16

C・ Itt SK-333 No。 2、

C・ I tt N44WV31グ リッド
東海系 。捏鉢 12c～ 13c(鎌倉前半) 口縁部～胴部上半 1/12

C・ Itt SK… 368 フク土 青磁 (龍泉窯系)・ 皿 ? 13c～ 14c前 ?細片

C・ Itt SK-379 フク上 山茶碗・碗 口縁部細片

C・ Itt SK-387 フク土 常滑・甕 ,
1同 音F/1ヽリヤ

C・ Itt SK-400 フク土 在地産須恵質・橘鉢 13c後 ～14c前 胴部小片

C・ Itt SP-414 フク土 常滑 。斐 ? 月同音5/1ヽリヤ

C・ Itt SP-525 No。 1 土師器 (手づ くね)。 皿 口縁部～底部 1/4

C・ Itt SP-548 フク土 珠洲・甕 12c末～13c前 1同 音5/1ヽリキ

C・ Itt SD-03 フク土 白磁 (定窯系)・ 碗 12c末～13c前 口縁部～胴部 1/10

C・ Itt SD-03 フク土 青磁 (龍泉窯系)。 碗 13c後～14c前 胴部下半細片

C・ Ⅲ区 SD-03 フク上 青磁 (龍泉窯系)・ 碗 13c後～14c前 底部～胴部下半 1‐
.6

CoⅢ 区 SD-03 フク土 背磁 (窯不明)。 ? 底部 1/4

A・ Ⅱ区 N62E17グ リッド 土師器 (ロ クロ)。 ? ?(中 世前半以外 ) 口縁部～胴部 1‐
110

A・ Ⅱ区 イコウ検出時 灰釉陶器・碗 平安末 口縁部～胴部 1`./12

C・ Itt N48W8グ リッド 東海系・捏鉢 12c～ 13c(鎌倉前半) 月岡音6/1ヽ リヤ

C・ Itt N49W8グ リッド 東海系・捏鉢 12c～ 13c(鎌倉前半) 月同音5/1Jキ

区

区

Ｃ

Ｃ

N49W Oグ リ

N51W13グ リ

ツ
ド

ド
ツ

青磁 (同 安窯系)・ 碗 12c後 ～13c前 口縁部～胴部 1/12

C・ Itt N50W15グ リッド 常滑か渥美・壷 12c後～13c前 月同音5/1ヽリキ

C・ Itt N51W3グ リッド 土師器 (手づ くね)・ 皿 ? 口縁部小片

C。 Itt N52W23グ リッド 灰釉陶器・碗 平安末 底部～胴部下半 1′
/3

C。 Itt N53WOグ リッド 脊磁 (同 安窯系)。 ? 12c後 ～13c前 ?細片

C・ 区 N53W12グ リッド 東海系・捏鉢 12c～ 13c(鎌倉前半 ) 口縁部細片

C・ Itt N54W7グ リッド 白磁・碗 13c後～14c前 口縁部小片

C・ Itt N55W7グ リッド 古瀬戸系 ?・ 碗 口縁部～胴部 1/10

C・ Itt N55W9グ リッド 黒色土器・杯 平安期 胴部下半小片

C・ Itt N55W10グ リッド 珠洲 ?・ 発 ,
1同 音6/1ヽリヤ

C・ I tt N55WV10グ リッド , . , , ?細片

C 区 N55Wllグ リッド 古瀬戸系 ?・ 碗 14c 胴部下半小片

C・ Itt N55Wllグ リッド 東海系・捏鉢 12c～ 13c(鎌倉前半) ?細片

C・ Itt N56W6グ リッド 珠洲 ?・ 甕 ? 月同音Ь/1ヽ リキ

C・ Itt N57W4グ リッド 青磁 (龍泉窯系)。 碗 13c後 ～14c前 月同音6/1ヽリキ

C・ 区 N57W10グ リッド 珠洲・甕 12c末～13c前 月同音Ь/1ヽ サキ

C・ Itt N58W2グ リッド 青磁 (龍泉窯系)・ 碗 13c-14c 月同音6/1ヽリキ

C・ I区  イコウ検出時 常滑か渥美・壷 12c後～13c前 胴部小片

C・ I区  イコウ検出時 東海系・捏鉢 12c～ 13c(鎌倉前半) 月同音Ь/1ヽ り十

C・ I区  イコウ検出時 東海系・捏鉢 12c～13c(鎌倉前半) 胴部小片

C・ I区 イコウ検出時 白磁・碗 12c後～13c前 口縁部～胴部 1/24

C・ I区  イコウ検出時 青磁 (龍泉窯系)・ 皿 13c後～14c前 月同音Ь/1ヽ サキ

C・ I区 イコウ検出中 土師器 (手づ くね)・ 皿 ? 口縁部小片

C・ I区  イコウ検出時 常滑・甕 頚部小片

C・ I区  イコウ検出時 古瀬戸系・碗 底部小片

C。 I区  イコウ検出時 土師器 (手づ くね)・ 皿 ? 月同音5/1ヽリキ

45 5 排土中 古瀬戸系・皿 底部～胴部下半 1/6

排土中 灰釉陶器・ ? 平安期 胴部小片

C・ Itt N55W4グリッド 青磁 。? , ?細片
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第 7表 出土鉄製品一覧表

絣
1難文|

図INO:
出上位置ラベル 種類 備考

1 ③ C・ Itt SK-278フ ク土 鉄鏃 完形

② C・ Itt N44W31グ リッド 鉄鏃 雁又鏃、左切先欠、右切先屈曲

① C・ I区 検出面鉄族 鉄鏃 斃箭鏃、完形

④ C・ Itt SP… 294鉄 石 突 完形 円錐状に鉄板を巻き先端を潰し丸めたもの

C・ Itt N60W5グ リッド 不明 板状、鋳造鉄 ?

⑤ C・ I tt N46W25グ リッド 刀子 茎部の先端のみ残存 目止めの孔の所で折れている

⑤ C・ Itt SP-316鉄 釘 脚先欠

⑭ C・ Itt N48W 6グリッド 釘 脚先欠

⑬ C・ I区 N56W5グ リッド 釘 脚先欠

⑦ C・ Itt N54W6グ リッド 釘 脚先欠

⑮ C・ I区 N54W13グ リッド 釘 頭部欠

① C・ Itt SK… 190フ ク土 釘 脚先欠

⑫ C・ I区 谷内 釘 完形

① C・ Itt SK-379フ ク土 釘 脚先欠

⑩ C・ Itt SK-256フ ク土 釘 脚先欠

⑩ A・ Ⅱ区 SK-053フ ク土 釘 頭部先端欠

⑭ C・ Itt N54W7グ リッド 釘 頭部・脚先欠

A・ Ⅱ区 イコウ検出時 不 明 長 4cm、 幅 2cm、 厚 lcm 筒,大 ?

C・ Itt N50W5グ リッド 釘 脚先欠

⑤ C・ I tt N56W10グ リッド 不 明 半円環状

C・ Itt SD-03フ ク土 不 明 釘 ?

C。 I tt N55W10グ リッド 釘 頭部・脚先欠

ぽ完形であるが、円環状の 3～ 5は 1/4程度しか残存 していない。 6は縄文時代中期後葉の SB-09か ら、

7は撹舌L中からの出土で、破片であるが土製耳飾 と見て図化 した。 8は A・ Ⅱ区縄文時代後晩期遺構集中範

囲にある土壊から出上したが、粘土塊を俵形にし焼いた様なもので、文様 もなく使徒不明である。 9は筒状

の上製品で、粘上の継ぎ日で剥がれた様な割れ日である。土錘 もしくは注目土器の注 ぎ日かと思われる。

(4)石 製品 (第 91図 )

172は 、石に含有されていたと思われる鉄分が表面に染み出し赤 くなっている円礫で、穿7L途中の穴があ

るので垂飾未製品と思われる。図化 していないが、破損 した磨製石斧の割れ口を研磨 してあるもの (第 5

表、整理時 No.181)は、穿孔痕は認められないが垂飾に再利用 しようとしたと思われる。173は頭部のみ

が残るもので線刻がある。図化していないが、これと同じ形状の石棒 と思われる胴部片が 2点 (第 5表、整

理時 No.1830184)、 大型の石棒の基部端の破片 (第 5表、整理時 No.216)が出土 している。穿孔 されて

いない研磨円礫 2点 (第 5表、整理時No.179・ 180)が SB-01か ら出上 した。前述のとお り住居にかかわ

る祭祀儀礼の存在を伺わせる。

(5)金 属製品

① 鉄製品 (第 93図、第7表 )

総数22点が出上し、17点 を図化掲示した。C・ I区 とA・ Ⅱ区からの出上で、帰属時期はそのほとんどが

中世鎌倉期と思われる。そのうち第93図④は、鉄板を筒状に巻き一方を潰し丸めたもので、槍等の石突かと

思われる。掘立柱建物址 割卜 01の柱穴内から出土しており、地鎮の意味があるかもしれない。その他に鉄
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第94図 出土した銭貨

鏃や釘が出土している。各々の詳細は一覧表に記載した。

② 鋼製品 (第 94図、第 8表 )

SD-03の覆土中からはきせる 1点が出土 した。このきせるの存在から、SD-03は江戸時代まで埋 まりき

らずにいたものと推定される。あとは土壊墓・火葬墓から出土した銭貨38点である。火葬墓に入っていたも

のは火を受けて変形・溶着してお り、貨幣名を読み取れないものがある。貨幣名を特定できたのは28点であ

るが、初鋳年が最も新しいのは朝鮮通費 (1425年 )なので、中世後半期に埋納したと判断される。

【主要引用。参考文献】

長野県埋蔵文化財センター 2003『 山の神遺跡』

川崎 保 2003「神村論文を読んで押型文土器の編年を考える一細久保式の成立と展開からJF利根川』24・ 25

今村 啓爾 2000「諸磯 c式の正しい編年」『土曜考古』第24号

今村 啓爾 2006「松原式土器の位置と踊場系土器の成立」『長野県考古学会誌』112号

百瀬 忠幸 2003「中信地域における唐草文系土器の成立と展開一般村遺跡再考 I」 『異貌』第21号

朝日村教育委員会 2003『熊久保遺跡第10次発掘調査報告書』

百瀬 長秀 2006「上ノ段遺跡出土土器一上ノ段式、中ノ沢K式、中ノ沢 B類型の標準相」『長野県考古学会誌』115号 。116号

百瀬 長秀 2001「高井東式前後の中部高地」『第14回縄文セミナー 後期後半の再検討』

中沢 道彦 2004「佐野式土器研究の現状と課題」『第17回縄文セミナー 晩期中葉の再検討』

松本市教育委員会 2002『新村遺跡』

大桑村教育委員会 2001『中山間地総合整備事業地内埋蔵文化財発掘調査報告書』

鰈
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第 8表 出土銭貨一覧表

11111111illlllll:|| 絣 側1上位鸞 雙幣名 初鋳年 考‐
一

備
一

A・ Ⅱ区 SK-116(No.218) 開元通賞 (唐 )

A・ Ⅱ区  SK… 116 (No.219) 天聖元驚 1023(北 宋)

1 A・ Ⅱ区  SK… 116 (No.220) 永槃通復 1408(明 )

A・ Ⅱ区 欽 -127 銭 No.1 洪武通驚 1368(明 ) 変形著しい

A・ ⅡIX Sk-127 銭 No.2 皇宋通賓 1038(北宋) 整理時 No.5・ 6・ 7重なって出土

A・ Ⅱ区 Sk-127銭 No.2 政和通賓 1111(北 宋) 整理時 No.5・ 6。 7重なって出土

7 A・ Ⅱ区 数 …127銭 No.2 嘉祐通賓 1056(北 宋) 整理時 No.5・ 6・ 7重なって出土

A・ Ⅱ菫重 SK… 135 (No.216) 元豊通擁 1078(北宋)

A・ Ⅱ拒C SK-135 (No.217) 皇宋通賓 1038(北 宋)

A・ Ⅱ区 SK-140 銭 開元通賓 (唐 )

A・ Ⅱ区 SK… 159 No.1 朝鮮通賓 1425(朝鮮) 整理時 No。 11。 12・ 13重 なって出土

A・ Ⅱ区 SK-159 No.1 治平元賓 1064(北宋) 整理時 No.11・ 12・ 13重 なって出土

A・ Ⅱ区 SK-159 No.1 永槃通賓 1408(明 ) 整理時 No。 11・ 12・ 13重 なって出土

A・ Ⅱ区 SK-159 No.2 朝鮮通賞 1425(朝鮮) 整理時 No。 14。 15。 16重なって出土

A・ Ⅱ区 SK-159 No.2 成平元贅 998(北宋) 整理時 No。 14・ 15。 16重 なって出土

A・ Ⅱ区 SK-159 No.2 皇宋通賓 1038(北宋) 整理時 No.14・ 15。 16重なって出土

C・ Itt SK-179 No.1 元豊通賓 1078(北宋)

C・ Itt SK-258銭 皇宋通賓 1038(北 宋) 右側少し欠損

C・ Itt SK… 308 銭 明道元賓 1032(北宋)

C・ Itt SK-383 フク上 判別不可能 模鋳繰り返された様で文字の判読不可

C・ Itt SK-383 フク土 判別不可能 1/4残存 「豊」の文字のみ判読

C・ Itt SK-388 No.1 政和通賓 1111(北 宋) 変形著しい

C・ Ⅳ区 SK-508 鋼銭 No.1 判別不可能
整理時 No.23・ 24・ 25被火により癒着し変形、

剥離不可

C・ Ⅳ区 SK-508鋼銭 No。 1 判別不可能
整理時 No.23・ 24・ 25被火により癒着し変形、

予l離不可

C・ Ⅳ区 SK-508鋼銭 No。 1 判別不可能
整理時 No.23・ 24・ 25被火により癒着し変形、

テl離不可

C・ Ⅳ区 SK-508鋼銭 No.2 判別不可能
整理時 No.26・ 27被火により癒着 し変形、剥離

不可 3枚かも ?

C`Ⅳ 区 SK-508鋼銭 No.2 判別不可能
整理時 No.26・ 27被火により癒着 し変形、剥離

不可 3枚かも ?

C・ Ⅳ区 Sk-524銭 1 熙寧元賓 1069(北 宋)

C・ Ⅳ区 鉄 -524銭 2 元豊通贅 1078(北 宋)

C・ Ⅳ区 Sk-524銭 3 聖宋元賓 1098(北 宋)

C・ Ⅳ区 Sk-524 銭 4 判別不可能
整理時 No.31・ 32被火により癒着し変形、剥離
不可

C・ Ⅳ区 Sk-524 銭 4 判別不可能
整理時 No。 31・ 33被火により癒着し変形、剥離
不可

C・ Ⅳ区 Sk-524銭 5 皇宋通贅 1038(北 宋)

C・ Ⅳ区 Sk-524銭 6 元祐通贅 1086(北 宋)

C・ Ⅳ区 SK-530銭 1 永栞通贅 1408(明 )

C・ Ⅱ区 SB-09 1層 内 嘉祐通賞 1056(北宋) 別遺構があったと思われるが平面で検出できず

C・ Itt SD-03 フク土 判別不可能 かなり小型

遺構外 聖宋元贅 1098(北宋)
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Ⅳ

ここでは今回の発掘調査で出上した有機質遺物について行った科学分析結果を掲載する。分析の対象とし

たのは、集石遺構、竪穴式住居址、火葬墓より出上の炭化材、竪穴式住居址及び土墳出上の炭化種実、火葬

墓及び土墳墓出土の人骨である。ただし予算的な都合から、炭化材については残存状態の良い資料を選択し

て分析依頼したもので、全部を対象としたものではない。分析はパリノ・サーヴェイ株式会社に委託して

行った。以下同社より提出された分析報告を掲載する。

名篭遺跡 出土遺物の 自然科 学分析調 査

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

長野県東筑摩郡山形村下大池所在の名篭遺跡の発掘調査では、縄文時代前期末の可能性がある集石土坑、

縄文時代前期末とされる住居跡、中世の墓坑などが検出されている。今回の分析調査はゝ出上した本材、種

実、人骨の種類構成から、当時の生業に関する情報を得る。

1 樹種 同定

(1)試料

試料は、縄文時代前期末および縄文時代中期後葉の住居跡から出土した柱材と考えられる4点、縄文時代

前期末とされる集石土坑の燃料材 9点、中世の火葬用の焚き木と見られる7点、合計20点で、全て炭化材で

ある。

(2)分析方法

木口 (横断面)・ 柾目 (放射断面)・ 板日 (接線断面)の 3断面の害J断面を作製し、実体顕微鏡および走査

型電子顕微鏡を用いて木材組織を観察し、その特徴から種類を同定する。なお、同定の根拠となる顕微鏡下

での本材組織の特徴等については、島地・伊東 (1982)、 Wheeler他 (1998)、 Richter他 (2006)を 参考に

する。また、各樹種の本材組織の配列の特徴については、林 (1991)、 伊東(1995,1996,1997,1998,1999)や

独立行政法人森林総合研究所の日本産木材識別データ

ベースを参考にする。

(3)結果

樹種同定結果を第 9表に示す。炭化材は、針葉樹 1種

類 (マ ツ属複維管東亜属)と 広葉樹 3種類 (オ ニグル

ミ・コナラ属 コナラ亜属 コナラ節・クリ)に 同定され

た。各種類の解剖学的特徴等を記す。

。マツ属複維管東亜属 (2%%s subgen.助 肋ヴθ%)マ

ツ科

軸方向組織は仮道管と垂直樹脂道で構成される。仮道

第 9表 樹種同定結果

番号 地 区 遣構 時期 用途 樹種

1 A'I区 電文前期末 住層の柱材

2 A・ I区 隠文前期末 住層の柱材 コナラ属コナラ正属コナラ節

3 C・ 1区 饉文中期後葉 住層の機材

4 C・ I区 饉文中期後葉 住居の柱材

5 A・ ■区 3H-001 隠文前期末 ? 集石上坑の燃料 コナラ属 コナ ラ亜属コナラ節

6 へ・ I区 3H-001 縄文前期末 ? 集石土坑の燃料 コナラ属コナラ亜属コナラ節

7 A・ I区 SH-001 饉文節期末 ? :石 上坑の燃料 コナラ属コナラ亜属コナラ節

Ⅱ区 3H-001 電文前IJl末 ? 集石土抗の燃料

9 I区 3H-002 饉tttI」 I末 ? 集石土坑の燃料

I区 3H-002 饉文前期 末 ? 集石土坑の燃料

I区 SH-002 饉文前期末 ? 集石土坑の燃 ]

・Ⅲ区 3H-010 饉文前期末 ? 集石土坑の燃春l

Ⅱ区 SK-166 饉文前期末 ? 寝石土坑の燃料 ヨナラ属 ヨナ ラエ属 コナラ節

・ Ⅱ区 SK-127 中世 火葬用の焚き木 オニグルミ
・ Ⅱ区 SK-116 中世 火葬用の焚き木

I区 SK-388 中世 火葬用の焚き木

I区 SK-388 申世 火騨用の変 き本

・ Ⅳ区 SK-524 中世 火葬用の焚 き木 マツ属複維管 東亜属

・Ⅳ区 3K-558 中 世 火葬用の焚 き木 マ ツ属 税維 管 栞 山属

・Ⅳ区 X-558 中tじ 火葬用の焚 き木 マツ属複維管東亜属
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管の早材部から晩材部への移行は急～やや緩やかで、晩材部の幅は広い。垂直樹脂道は晩材部に認め られ

る。放射組織は、柔組織、仮道管、水平樹脂道、エピセリウム細胞で構成される。分野壁孔は窓状 となる。

放射仮道管内壁には鋸歯状の突出が認められる。放射組織は単列、 1-10細胞高。

・オニグルミ ∽ぼα%s2α雨肋%πθα Maxim.subsp.s′ θわθ′J′α%α (Maxim.)Kittnura)ク ルミ科クルミ属

散
=L材

で、道管径は比較的大径、単独または2-4個が放射方向に複合 して散在 し、年輪界付近でやや急

に管径を減少させる。道管は単穿孔を有 し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、1-4細胞幅、1-

30細胞高。

。コナラ属コナラ亜属コナラ節 (0%θπ%s subgen.L″Jttbα Jα%%s sect.乃物%s)ブナ科

環孔材で、孔圏部は 1-2列、孔圏外で急激に管径を減じたのち、漸減しながら火炎状に配列する。道管

は単穿孔を有 し、壁子Lは交互状に配列する。放射組織は同性、単列、 1～ 20細胞高のものと複合放射組織と

がある。

・クリ (鏃勉πθα εttπαtt Siebo et Zucc。 )ブ ナ科クリ属

環孔材で、孔圏部は 3-4列 、孔圏外で急激～やや緩やかに管径を減 じたのち、漸減しながら火炎状に配

列する。道管は単穿孔を有 し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、 1-15細胞高。

(4)考 察

樹種同定を実施 した炭化材は、縄文時代の住居跡の柱材、縄文時代前期末と考えられる集石土坑の燃料、

中世の火葬用の焚き木に分けられる。これらの炭化材には、合計 4種類が認められた。

縄文時代の柱材は、前期末の SB-01と 中期後葉の SB-10か ら出土しており、クリとコナラ節が認め られ

た。いずれも重硬で強度の高い材質を有してお り、住居の柱材とし強靭な木材を選択していたことが推定さ

れる。各 2点を同定試料としたため、住居による種類構成の比較は困難であるが、今回の結果をみる限 りで

は木材利用に大きな違いは見られないようである。本遺跡周辺では、同時期の建築部材について樹種を明ら

かにした例がほとんどない。長野県内で同時期の資料をみると、立石遺跡でクリ9例、屋代遺跡群でクリ49

例、ヤマグワ13例、広葉樹 13夕 I、 不明 3夕 I、 イネ科 1例、川原田遺跡でクリ24例、オニグルミ1例、久保在

家遺跡で類似種を含むクリ6例、聖石遺跡 6例、長峰遺跡でクリ1例、唐松 B遺跡でクリ9例、荒海渡遺

跡でクリ32例、能久保遺跡でクリ20例、塩倉池遺跡でクリ2例等が報告されている (森,1978;高橋,2000;

パ リノ・サーヴェイ株式会社,1992,1994,1997,2003,2005a,2005b;株式会社古環境研究所,2005)。 地域的に

偏 りはあるものの、多 くの遺跡でクリを主体とする傾向が確認されており、本遺跡の結果とも調和的である。

縄文時代前期末 と考えられる集石土坑 SH-001,002,010,166か ら出土 した燃料材は、コナラ節 とクリが

認められ、住居の柱材 と同じ木材が利用されている。長野県内では、同時期の集石土坑から出土した炭化材

について樹種を明らかにした夕1は ほとんどないため、木材利用については不明な点が多かったが、今回の結

果か らコナラ節やクリが利用されていたことがあきらかになった。なお、遺構別にみると、SH-001ではコ

ナラ節 3点、クリ 1点でコナラ節が多い。一方 SH-002では 3点全点がクリであり、SH-001と SH-002で

種類構成が異なっていた可能性がある。

中世の火葬用の焚 き木は、オニグルミ、クリ、複維管束亜属の 3種類が認められる。各遺構 とも 1-2点

を同定試料 としたため、遺構による種類構成の違いなどは不明であるが、少なくとも3種類の本材が利用さ

れていたことが推定される。長野県内では、中世の火葬施設から出土した燃料材の樹種を明らかにした例と

して、小坂西遺跡のエノキ属 1例 が知 られているのみであり、本材利用の詳細は不明である (鈴木・能

城 ,1994)。 今回の結果から、県内では合計 4種類の木材が確認されたことになる。いずれも人里周辺に見ら

れる樹木であることか ら、集落周辺に生育していた樹木を利用した可能性がある。
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2 種 実同定

(1)試 料

種 実 同定は、A・ I区 のSB-01よ り2個、A・ Ⅱ区の

SK-093よ り4個、C・ I区 の N51E4グ リッドより1個

検 出された種実遺体 3試料計 7個 について実施する。

第10表 種実同定結果

試料名 種類名 部位 ,大態 個数

A・ I区 SB-01 ォニグル ミ 核 破片 炭化

A・ Ⅱ区 SK-093 ォニグルミ 核 破リヤ炭化

C・ I区 N51E4グ リッド トチノキ 種子 炭化 1

(2)分 析方法

種 実 を双限実体顕微鏡下で観察する。現生標本および石川 (1994)、 中山ほか (2000)等の図鑑 との対照

か ら、種類と部位を同定 し、個数を数えて表示する。分析後の種実遺体は、種類毎 に容器 に入れて返却す

る。

(3)結 果および考察

A・ I区の SB-01の 2個、A・ Ⅱ区の SK-093の 4個 は、落葉高木のオニグルミの核 に、C・ I区の N51

E4グ リッドの 1個 は落葉高木の トチノキの種子に同定された。火葬墓から炭化した状態で出土 してお り、

いずれ も周辺の山野に普通にみられる種類であるため、燃料材 とともに混入した可能性 もあるが、いずれも

可食植物であることから、副葬品の一部であつた可能性 もある。以下に、同定された種実の形態的特徴等を

言己す。

・ オニ グルミ れ」α%s%α勿肋%万
`α

 Maxim.subsp.sJθ bθ Jttα %α (Maxim。 )Kitamura)ク ル ミ科 クルミ属

核 の破:片 が検出された。炭化 してお り黒色。完形ならば径 3-4cm程 度の広卵体で頂部がやや尖 り、 1

本 の明瞭 な縦の縫合線がある。彼片の大 きさは1.8cm以下。核は硬 く緻密で、表面 には縦方向に溝状の浅

い彫紋が走り、ごつごつしている。内部には子葉が入る 2つ の大きな窪みと隔壁がある。

0ト チ ノキ

“

ωθπJ%s勧乃′%αtt Blume) トチノキ科 トチノキ属

種子 内部の胚が検出された。炭化 してお り黒色。径2.5cm程度の偏球体。基部に踏がある。表面は平滑

で、赤道面を蛇行して一周する特徴的なカーブを境に、流理状の微細な網 目模様があ り光沢の強い黒色の上

部 と、粗面で光沢のない灰褐色の下部の着点に別れる種皮を欠損する。

骨同定

(1)試 料

試 料 は、A・ Ⅱ区、C・ I～Ⅳ区 で 検 出 さ れ た13基 (SK-127、 SK-159、 SK-396、 SK-388、 SK一

577、 SK-558、 SK-562、 SK-446、 SK-530、 SK-524、 SK-495、 SD-03、 SK-508)の Jl坑 や溝 か ら

出土 した人骨である。この内、SK-558が火葬骨を遺棄したような出土状況、SK-562が掘り方浅く小さく

不明瞭、SK-524が掘り方を再利用し2回以上火葬が実施されたような状況、SD-03が火葬骨を溝内に遺

棄 したような出土状況とされている。各遺構の時代は、いずれも中世とされている。なお、試料が採取され

た遺構の詳細については、第11表に示す。

(2)分析方法

一部の試料については、一般工作用接着剤を用いて接合を行う。試料を肉眼およびルーペで観察し、その
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ては、幼児/Ji l～ 5歳程度、小児が 6～ 15歳程度、成人が16歳程度以上、成年が16～20歳程度、壮年が20～ 39

歳程度、熟年が40～ 59歳程度、老年が50歳以上を示す。

SK-127 火葬骨である。頭骨片、肋骨片 8点、四肢骨片 3点が確認される。本人骨は、骨の大きさから

成人に達していたと判断されるが、性別等も含めて詳細不明である。

SK-159 土葬骨である。左側頭骨錐体部、右側頭骨片、左右上顎骨片、下顎骨骨体部、下顎骨右関節突

起片、歯牙、大腿骨片 3点、四肢骨等の破片13点程度が残される。上下の顎骨は一部のみが残され、歯のみ

が llll収 されていた。おそらく埋存時には、完存 したものと思われる。

形態的特徴から、種と部位の同定を行う。計測は、デ

ジタルノギスを用いて測定する。なお、同定および解

析には金子浩昌先生の協力を得た。

(3)結果および考察

骨格各部位の名称については、第95図 に示す。ま

た、各遮構の歯式を第12表に示す。以下、遺構ごとに

産状を述べる。なお、以下の記載のうち、年齢に関し

第11表 人骨出土遺構の一覧

遭欄名 地 lκ 露1葬品 IHiり lJl 備考

SK-127 ・Ⅱ区 鋼銭 4枚 卜世 火葬基

SK-159 鉾1銭 6枚 土葬墓

SK-396 土葬墓

5K-388 I区 鋼銭 1枚 土葬墓

SK-577 ・ Ⅱ区 土葬墓

SK-558 ・ Ⅱ区 中世 火葬骨を遣棄したような出土状況

SK-502 中世 土葬墓 ? JJlり 方浅く小さく不明瞭

SK-446 ・ Ⅲ区 土葬墓

SK-530 ・Ⅳ区 鋼銭 1枚 中世 火葬基

SK-524 ・Ⅳ区 鋼銭7枚 中世 火葬墓 掘り方を再利用し2口1以_li火葬実施
SK-495 C・ Ⅳ IX 中世 火葬墓

Sl)― r13 C・ ⅣIえ 中世 火葬骨を構内に避棄したような出土状況
SK-5()8 C・ ⅣIえ 鋼銭 5枚 火葬墓

第 3大臼歯に咬耗がみられ

上腕骨片、左寛骨臼部周辺

右右肛骨近位端片各 1点、

顧叢底下面観

〈 )は骨の部分の名称

_観漱経合

―ラムタ縫合

頭頂誓L実理合

本人骨は、第 3大臼歯が放出していることから成人に達していると判断され、

ないことから、壮年 (20～ 39歳程度)前半と推定される。性別は不明である。

SK-396 土葬骨である。頭蓋片、歯牙、第 1頸椎片、胸椎片 2点、肋骨片、

4点、左大腿骨近位端片、左大腿骨遼位端 2点、右大腿骨遠位端片、大腿骨片、

ヨ1議骨 _̈…

晏再 権¨ヽ 、

饉 骨ぃ_¨

肩甲骨‐ヽ 、

胸 骨¨̈ ―

1カ 骨―――

上腕骨‐――

胸 性‐――

臣 推――‐

鶴 骨___

尺 骨―――

f山 骨‐ヽ _

費 骨 “̈―

手根骨
‐――

中手骨
~¨ ｀

拍 骨――‐

大田骨 _̈_

腋蓋骨___

腰 骨___
田F骨 ‐̈ ‐

距骨片が確認される。この他、四肢骨片などがみられる。

頭蓋片は前頭骨 と顔面頭蓋があり、比較的よく保存されていたが、上顎骨、上顎骨口蓋突起が分離する。

下顎骨も下顎枝の一部まで残されていたが、骨体の大部分は失われていた。また、左頭頂骨片 5点、左側頭

骨～後頭骨、右側頭骨錐体部、後頭顆が残される。前頭骨には前頭縫合をみた。現代日本人では 6%と いわ

れ、顔
~n~頭

蓋の形質である。頭蓋計測値は、頬弓幅推定

値110.24mm、 中顔幅推定値120mm、 上顔高推定値63.0

mm、 鼻幅28。 Omm、 鼻根幅25.69mmを計 り、上顔示数

(コ ルマン)57.14、 上顔示数 (ウ イルヒョウ)52.5と な

る。鼻根幅が大きく、中世人の特徴をもつ。上顎骨前頭

突起の幅小さく鼻骨の湾曲の弱い、低い鼻根であった。

また上顔高は、中世人のサイズに一致しており低い。こ

のことから上顔示数 (コ ルマン)力 高`上顔型、上顔示数

(ウ イルヒョウ)が過広上顔型になり、大きな顔の人で

あったことが推定される。なお、現代畿内人の男性上顔

高は上顔示数 (コ ルマン)力 7`3前後、上顔示数 (ウ イル

ヒヨウ)が72前後である。

本人骨は、第 3大自歯が放出していることから成人に

達 していたと判断され、第 3大臼歯の咬耗がエナメル質

の摩滅にとどまり、他自歯の咬耗も僅かに認められる程

度であるから、壮年前半程度と推定される。なお、性別

は、大柄な顔つきで眉上隆起も発達することから、男性
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第12表 出土人骨の歯式

SK-159 右 左 その他

上顎
M3 M2 Ml μ C 12 MI M2 NI“ 前日lll曲 冠l勝片 (2,

歯冠部サヤ (10)

II麒部片 (2'
○ ○ ○ ○ 0 ○ ○ 0 0 ○ 0 0 ○ 0

下顎
M3 M2 MI 乃 12 Ml M2 4ヽ3

○ ○ ○ ① ○ ○ ○ 0 ○ ○ ○

SK-396 右 左 その他

上顎
M3 M2 MI P 【2 12 C Ml M2 M3 詢根部片 (3)

○ ○ ○ 0 O ○ ○ ○ 0 0 0 0 0

下顎
M8 M2 Ml I 12 C 乃 Ml 4`2 M3

0 O 〇 ○ ○ ○ 0 0 0 0 ○ ○ ○ 0 0
SK-562 4」

‐
その他

上顎
M3 M2 Ml 12 IZ C ν MI M2 M8 左上顎M3は IIi棋 米形成

歯冠部片 (3)○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

下顎
M3 M2 Ml I 12 乃 Ml M2 M3

Cl 0 ○ ○ 0 ○ 0 0 ○

と推定される。

SK-388 火葬骨である。頭骨片 5点、頸椎椎弓部片、胸椎片、肋骨片16点、上腕骨/大腿骨骨頭片が確

認される。この他、四肢骨片がみられる。本人骨は、成人と判断されるが、性別等含めて詳細不明である。

SK-577 土葬骨である。右大腿骨骨体片、大腿骨破片 6点が確認される。埋葬骨の一部が、残されてい

た程度である。本人骨は、骨の大 きさから成人に達していたと判断されるが、性別等も含めて詳細不明である。

SK-558 火葬骨である。四肢骨等の細片がみられた程度である。本人骨は、骨の大きさから成人に達し

ていたと判断されるが、性別等も含めて詳細不明である。

SK-562 土葬骨である。左右錐体部各 1片、歯牙、四肢骨片 1点が確認される。第 3大自歯は、上顎お

よび下顎 とも確認される。ただし、上顎第 3大臼歯は左右 とも歯冠部のみである。咬耗はほとんどみられ

ず、側切歯で僅かに咬耗する程度である。これより、本人骨は、壮年前半程度と推定される。性別は不明で

ある。

SK-446 土葬骨である。右側頭骨錐体部、後頭骨片、頭骨片11点、第 1頸椎片、頸椎片 5点、胸椎片11

点、腰椎片 4点、左第 1肋骨、左肋骨片 4点、肋骨片11点、左肩甲骨肩甲寓周辺、左鎖骨、左上腕骨、左右

大腿骨各 1点、左歴骨が確認される。左上腕骨、左大腿骨、左服骨は、両端が外れる。また、右大腿骨は、

骨体片である。

本人骨は大腿骨全長から、 5～ 6歳の小児前半程度と推定される。身長は Peasonに よると、男子では126

cm、 女子119cmと 推定される。

SK-530 火葬骨である。頭頂骨片、肋骨片 2点が確認される。この他、四肢骨や部位不明の破片がみら

れる。本人骨は、骨の大きさか ら成人に達していたと判断されるが、性別等も含めて詳細不明である。

SK-524(古)火 葬骨である。頭頂骨縫合部 8点、後頭骨縫合部、左下顎骨片、下顎骨左右連合部、左

側頭骨錐体部、椎体、肋骨片 3点、右撓骨遠位端、尺骨骨体、大腿骨近位端片、大腿骨骨体 2点、大腿骨遠

位端片、肛骨骨体、誹骨骨体 2点、上腕骨/大腿骨骨頭片 2点が確認される。この他、頭骨や四肢骨の破

片、部位不明破片も多 くみられる。

頭骨は、丁寧に集められたと思われる。頭蓋骨格中の頭頂骨、後頭骨、側頭骨が確認できる。頭蓋諸骨の

縫合状況は完全に閉じている箇所と閉じてない箇所が認められ、頭頂部縫合のような骨質の厚い部分の縫合

は未縫合 もしくは不完全縫合であったと思われる。下顎骨は、左右連合部があり、切歯歯槽が残 り、歯槽吸

収はみられない。また、左下顎骨遠心部は、第 1大自歯の歯槽が吸収、第 2大自歯が未脱、第 3大臼歯が萌

出後脱落であったとみられる。また、四肢骨も比較的多く採集されているが、集め易かったためと思われる。

本人骨は、骨の大きさ、および第 3大臼歯が萌出している点から成人に達していたとみられ、縫合の癒合

状況から壮年程度と推定される。性別は不明であるが、骨格の華奢な形状も認められるので女性の可能性 も

ある。
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SK-524(新 )火 葬骨である。上顎骨片、腰椎片 6点、椎骨片32点 、肋骨片 6点、撓骨/尺骨片、寛骨片

5点、大腿骨骨頭片 2点、大腿骨片 3点、右大腿骨遠位端、1墜骨片 3点、勝骨片 2点、中手骨/中足骨片が

確認される。この他、四肢骨片や部位不明破片がみられる。本人骨は、加齢に伴う骨増殖がみられる腰椎が

1点確認されることから、老齢に達していた可能性がある。性別は不明である。

SK-495 火葬骨である。肋骨片 6点、大腿骨逮位端片 2点、腫骨片、中手骨/中足骨片が確認される。

その他、部位不明彼片がみられる。本人骨は、骨の大きさから成人に達 していたと判断されるが、性別等も

含めて詳細不明である。

SD-03 火葬骨である。肋骨片 2点、上腕骨 ?片 3点、頭骨/尺骨片 4点、大腿骨骨頭部片、大腿骨片 5

点が確認される。この他、四肢骨片、部位不明破片がみられる。四肢骨を主とした遺骸が残されていたが、

戯的には少ない。本人骨は、四肢骨の大きさから成人と判断されるが、性別等も含めて詳細不明である。

SK-508 火葬骨である。左上腕骨片、指骨 (中節骨)カミ確認される。この他、四肢骨等の破片がみられ

る。本人骨は、年齢不明であるが、上腕骨が比較的華奢であることから女性の可能性もある。
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陶躙 嗜 鰐でな財 (同

1.マ ソ`属複維管東亜属 (試料機号 18)

2.オニグルミは 料番号14)

3.ヨナラ属ヨナウ亜属職ナラ節 (書式料磯号6)

a,本 国,bi柾 爾,ci板 目

黎  200 μ Fn12-3a

- 2C10μ
 milo・ 2… 3b,G

黎  1 00 μ rr11lb,c
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球
‐懲グル亀核軌…‡露13齢―ウ1)
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トサプキ 1種ittL輸―-1‡滋;輔 51猛 4グ 1ジ キンド)

魃  200μ
『

li4晟

黎  200μ 町114b,c
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SK…598 傘K…聯58SX… 57ア SK-530

機蒻彰麒擬 46

滋靡働⑮》 47

獨 48

場旅落影磁夕 49

5鰺

50

52

わ3

軋
61

6.四露支鸞.(Sk― 127)

9右下畿骨聞接突越 (SK-159)
12右上顎骨 (SK-159)
15左上踊中切歯 (SK-159)
18左上機大歯 (8卜159)

21.友上顎鸞'(SK-159)

24.右下畿第 2大自歯 (8K-150)
27右下顎第 1ノlヽ 自歯 (SK-150)
30_右 下鶴中切歯 (SK-159)
33.左下顎第 1小日歯 (SK-159)

37～ 40.頭 骨 (SK-383)
43.肋 準摯(SK-388)

46～ 47.観壌鶯 (SK-530)
56～ 57.大腿骨逮位端 (8K-495)

60.左上腕骨 (SK-503)

|.頭 骨 (SK― 127)
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25右下顎第 1大臼歯 (SK… 159)

28.右下顎大歯 (SK-169)
31 左下顎側切歯 (SK-159)
3琳 _左下顎第3大田歯(SK-159)

1カ 麓読詈排魃 頭s同開
::1141彎「警ラ」∫サli書:!き K_40鋤
61.中 節骨 (SK-508)

2111磐

量魃 鶴彦【意lilな 9)

14.右上顎側切歯 (SK-159)

:||::011[攀 ||||||||

32.左下顎犬歯 (SK一 159)

35～ 36.大朧骨骨体 (SK-159)

1:1 輩撃;ξ曖  「
1:力
と577)

50～ 55 月力脅 (SK-495)
59閣賊骨 (SK-495)
62.SK-558出 土骨
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V 調査のまとめ

今回の発掘調査では、縄文時代早期中業～末、前期末～中期初頭、中期後業、後押l後業～晩期、中世前半

期 (鎌倉期)、 中世後半期と幾多にわたる祖先の生活跡を確認することができた。掘 り|11さ れた多くの資料

が山形村初めてとなるもので、村の歴史を知る_Lで非常に貴重な発見だったといえる。ここでは時期毎に考

察を行い調査のまとめとしたい。

縄文時代早期中葉～末

今回の調査で見つかった最も古い時期で、なろう原の歴史はここから始まった様である。この期の機構 ,

遺物が検出されたのは主に D・ Ⅲ区で他の地区からは少ない。D・ Ⅲ区の周辺は開墾時の造成により肖1平が

著 しく上部が削平されているため、比較的浅い掘り方の遮構は消滅 したと思われる。このためなのか元々な

かったのか分からないが、竪穴式住居址は検出できなかったものの、発見されたil壌 は山形村で見つかった

最古の “穴"である。共伴した押型文土器は500点弱であり、村内では今までこの期のili器がこれだけ多く

見つかった事はなかった。山形村に限らず松本平の歴史を知る上でも貴重な発見であると言えよう。なお土

器は、早期後葉～末の絡条体圧痕文土器や条痕文系土器なども一定量見られるので、早期申業の押型文11器

の時期から間をおいて再び人間の営みがあったと思われる。

縄文時代前期末～中期初頭

数多くの遺構が調査区全体から見つかり、多くの遣物力ゞ出上した。名篭遺跡の中心時期はこの期である。

竪穴式住居址は 5軒 と少なかったが、この数は肖1平 されずに残ったものと考えられ、実際はもう数軒あった

と推測される。土墳は土器が共伴したものだけでも100基弱、総合的に考えれば300基程がこの広い範囲に掘

られたものである。様々な用途が考えられるところであるが、袋状の深い掘 り方を有すいわゆる貯蔵穴とい

われる形状のものが多い。竪穴式住居址はすべてが遣跡中央にある谷へと下がる傾斜地に構築されているゥ

当期の松本平の集落遺跡で見られる “斜面住居"と 同じ傾向を示すのであるが、なぜ斜面に構築したのかは

今回の調査でもその答えを引き出せなかつた。

住居の炉は地床炉と埋甕炉の両者が検出された。当期の住居で埋甕炉をもつものは松本平にほとんどな

く、松本市カニホリ遺跡であると聞く。反面埋甕炉が多くみられるのは木曽地域で、大桑村万場遺跡では数

多 くの埋甕炉が発見されている。山形村では他に中島遺跡 (未報告)か らも1例埋甕炉をもつ住購が見つ

かっており、地理的に木曽地域と近いこともあり関連が深かつたと推淑1で きるが、塩尻市では皆無である中

縄文時代中期後葉

村内からはこの期の遺跡が数多く見つかつており、殿村遺跡、淀の内遺跡、三夜塚遺跡等が発掘調査され

た。これらの遺跡では数多 くの竪穴式住居址が見つかつており、土器や石器等も膨大な量が出二Lしていて、

大規模な集落址であることが判明している。当期のこの地域の一般的な集落構造は環状集落と言われ、山形

本すに限らず他市町本すでも多くの環状集落が調査されているところである。さてこの名篭遣跡で見つかつた当

期の遺構は、C・ Ⅱ区の狭い範囲にあつた竪穴式住居址 4軒のみである。遺跡中央にある谷の対岸側を調査

していないが、広い範囲を掘ったのにこれだけである。土渡もない。また竪穴式住居址出上の上器を見てい

くと時期差が認め られ、SB… 11(Ib期 )→SB-10(Ⅱ a期)→SB-09(Ⅱ b期 )→SB-12(Ⅱ c期 )と いう

変遷が考えられる。よつて二時期にしてみれば、この場所t山の中にポツンと住居 1軒だけが存在していた

ことになる。しかしこの間100～200年位だろうか、この長きにわたつて住居が 1軒存在し続けたと考えられ

る状況は、どんな目的だつたのか。それが何かを知ることは難しいが、SB-09。 10が焼かれていること、SB一

12に石壇があること、SB-09の奥壁ではないが石壇に似た様な石が置かれていること等、祭祀的な意味合
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いが色濃い感がする。当遺跡の近くにいわゆる通常の集落があり、この場は何あかの祭祀を行う場であった

のだろうか。当遺跡の眼下となる東方5001nに は、中期後葉の殿村遺跡が存在するが、この時期は殿村遺跡

の空白時期である。調査はしていないが当遺跡の南東200mに ある小坂区諏訪神社周辺には、中期後葉の遺

物が多く拾われている宮村遺跡がありこれが該当する集落かもしれない。他にも該当するものがあるかもし

れない。また4軒いずれにも埋甕がなかったことも示唆的である気がする。埋甕の性格を考える何らかの手

がかりになるのではと思われるが、今のところ思いつくことはない。いずれにせよ今まで調査された当期の

他集落力Lと は違った存在であり、非常に興味の持たれるところである。研究の俎上に乗ることを期待 した

い。

縄文時代後期後葉～晩期

この時期の土器は今まで村内で発見されたことがなく初めてのことである。A・ Ⅱ区の北償1か らのみ遣

構・遺物が発見された。開墾による削平を受けていることと、黒色土中の遺構をまともに捉えられなかった

ゆえ不確かな点が多いが、SK-128と した配石墓を中心として集礫遺構や土壌が繰 り返し構築されたものと

推報1さ れる。土墳は切 り合いが非常に複雑であ り、土壊のライン内に入ってこない礫や遺物が多々あったた

めこの様に考えた次第である。今回の調査範囲内でこの時期の遺物が出上した遺構は他になかったことか

ら、居住域は離れたいずれかの地にあったものと思われゝ出土土器が後期後葉から晩期にまでわたることか

ら、祖先の霊をまつる祭祀行為が数百年にわたって行われた場 と考えておきたい。

中世前半期 (鎌倉時代 )

この期の掘立柱建物址をはじめとして土墳や溝址が発見されたが、C・ I区からA・ Ⅱ区の北側にまとま

る傾向が伺える。調査区域外となる北側にも遺構が広がっていたと思われるが、調査できなかったのでこの

集落の全容を調査できたものではない。当期に掘削されたと考えられる溝址 SD-03は、沢水を引いたと考

えられる用水路で、総延長300mに も及ぶ大規模なものである。この水の利用目的がこの集落の性格を決め

るのであろうが、その答えを導き出す物的証拠を見出すことはできなかった。C・ Ⅲ区で見つかった畝状遣

構 SN-01がこの時期のものだとすれば、数棟の掘立柱建物や竪穴状遺構がある集落が構築され、周囲で畑

作を行っていたとも考えられなくはない。ただそのためだけに、これだけ大規模な土木工事を行ってまでも

水を必要としたのかは多いに疑間である。状況証拠から導いたひとつの案であり、推測の域を出るものでは

ない。

中世後半期 (室町・戦国時代 )

中世も前半期には集落としてこの地が利用されたのであるが、一転後半期には墓地として利用された。土

墳墓23基、火葬墓10基 を検出したが、骨が残 らなかった土渡墓は相当数あると推測される。先にも記 した

が、土墳墓は C・ I区の北側からA・ Ⅱ区の西側にまとまり、その周囲に火葬墓のまとまりが 2つ存在する

状況を呈する。時期決定の根拠は伴出した銭貨からであり、詳細な時期は決められない。よって土IFc墓 と火

葬墓に時期差があるのか否か判断つかない。また削平により上部はかなり消失していると思われるので、墓

壌上に何らかの構築物があったのか否かも分からないが、その物的証拠は出土していない。

そして今、この地は墓地公園として利用されることになった。約 8千年に及ぶなろう原の土地利用の歴史

が明らかになった調査であった。以上雑駁ではあるがまとめを記 してみた。土器の時期決定も含め報告書刊

行の期限に迫られ、たいした知識もないのに思いつ くまま書いてしまった感がしてならない。今回の資料提

示により、今後山形村の歴史を巡る議論が活発になり、正確に位置づけられることを期待 したい。さて今回

の調査では、様々な面で多 くの方々にご協力いただいた。この協力なくしてここまでたどり着くことはでき

なかったと実感している。最後となりましたが皆様に感謝申し上げ本書を締めくくりたい。
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所収遺跡名 種別 主な時代 主な過構 主な遺物 特記事項

名 篭 集落跡
縄 文

中 世

竪穴式住居址

竪穴状遣構

掘立柱建物址

土壊 641

溝址 6

ビット  658

土壌墓 23

火葬墓 10

縄文時代の上器・石器

早期押型文土器

前期末～申期初頭

中期後葉

後期後葉～晩期

中世の土器・陶磁器

中世の鉄製品 。銭貨

様々な時期の避構・遺物が検出され

る。縄文時代早期押型文土器500片

弱出土。前期末～中期初頭の集落

址。中期後葉の石壇をもつ住居址。後

期後葉～晩期の集礫状を呈す遣構

群。中世鎌倉期の大規模な溝を有す

集落力L。 中世後半期の上壌墓・火葬墓.

遺名
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